





































































			※本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信・放送したり、ホームページ上に転載することを禁止します。
本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

			※本作品を示すサムネイル等のイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

			※本作品は縦書きでレイアウトされています。
また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示される文面・画面に差異が生じる場合があります。

			※本作品を電子書籍版に収録するにあたり、一部、漢字が簡略体で表記されている場合があります。
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			プロローグ

			


			　愛って何だ？

			　そんな哲学的なことを考えている俺【リオン・フォウ・バルトファルト】は、ちょっと内気で真面目な黒髪黒目の青年だ。

			　前世で嫌々プレイしていた〝あの〟乙女ゲー世界に転生してしまった平凡な男子学生でもある。

			　平和を愛する善良な俺だが、この乙女ゲーの世界ではあまり目立たないモブのような存在だった。

			　そう、だったはずだ！

			　それがどういうわけか、出世して子爵様だ。

			　宮廷階位は四位下と、結構な地位を得てしまっている。

			　まだ学生の立場ながら、子爵で四位下という立派すぎる立場を持ってしまった。

			　そのために俺は──愛について悩んでいた。

			　時として、物語において愛が全てを解決するパターンが存在するが、あの乙女ゲーはまさしくこのパターンだ。

			　愛で全てを解決する。

			　ルクシオンですら倒しきれないだろうラスボスを、主人公と攻略対象の男子が愛で倒してハッピーエンドを迎えるのがあの乙女ゲーだ。

			　全ての問題を愛が解決してくれる。

			　この世界の愛は凄すごい。

			　どれだけ優れた兵器よりも素晴らしい性能だ。

			　どんな外交努力よりも素晴らしい成果だ。

			　愛さえあれば、内政なんてどうにでもなるね。

			　愛って凄い。愛って素晴らしい！　愛こそが世界を救うのだ！

			　──この世界の愛、っていったいどんな最終兵器だよ。

			　それはそうと、

			「どうしてこうなった？」

			『全てマスターの責任ですね』

			　俺は少しも悪くないのに、相棒である【ルクシオン】が冷たくあしらってくる。

			　メタリックカラーの球体に赤い一つ目という姿。

			　本体は人工知能を搭載した宇宙船だ。

			　ソフトボール程度の大きさの球体は子機──端末である。

			　本来であれば、主人である俺をもっと敬ってもいいはずだ。

			　だが、こいつは俺に対して厳しすぎる。

			　それでも有能なので側そばに置いているし、目を離すと『新人類は殲せん滅めつだ！』と言って何をするか分からない怖い奴でもある。

			　まったく、俺の周りにはこんなろくでもない奴らばかりだ。

			　さて、そろそろ現実逃避を止やめて、机の上に積み上げられた手紙の山を見よう。

			　男子寮の自室には、届けられた大量の手紙で山が出来ていた。

			「手の平返しもここまで来ると清すが々すがしいな」

			　手紙の送り主は、学園の上級クラスの女子たちだ。

			　どれも上から目線の内容だが、中には「三日後にお茶会の用意をしておくように」と、命令するかのような手紙を書いてくる猛者もいる。

			　今までお茶に誘っても見向きもしなかった女子たちが、俺が出世をすると手の平を返して自分を誘うようにと手紙を出してきた。

			「──これは酷ひどい」

			　こんな状況に、俺はドン引きしていた。

			　今まで見向きもしなかった女子たちがすり寄ってきたら、少しは面白いかと思ったこともある。

			　だが、現実となると話が違う。

			　──引くよ。普通に引くよ。ドン引きだよ。

			『冬休み前に出世をしたのが決定的でしたね』

			　二学期の修学旅行中に、ファンオース公国の軍隊が襲いかかってきた。

			　何とか追い返したわけだが、その時の活躍で俺は出世してしまったのだ。

			　おかげで、学園に戻ってきてからの女子の手の平返しが酷い。

			　二学期中よりも、三学期に入った今が特に酷い。

			「俺個人ではなく、地位やら財産やらに飛び付くわけだ。最悪だな」

			『貴族の結婚ですので、そもそも個人にはたいした意味を求めていません。事実、こちらの手紙をご覧ください』

			　一枚の手紙が浮かび上がった。

			　受け取り、中身を確認する。

			　ルクシオンの奴は、わざわざ封筒を開けなくても手紙の中身を確認できるようだ。

			　本当に便利な奴だ。

			「何か面白いことでも書いているのか？　──うわぁ」

			　内容を確認すると、これまた酷い。

			　結婚に関する条件が書かれており、王都に使用人数十人規模の屋敷を構え、自分の愛人たちの面倒も見ろと書いてある。

			　こんな酷い条件を出してくる女子は正気だろうか？

			　そう思ってしまうだろうが、これが学園の女子だ。

			　女じょ尊そん男だん卑ぴ──〝あの乙女ゲー〟の現実がこれだ。

			　ゲームの世界が現実になると、ここまで酷いのかと変な笑いがこみ上げてくる。

			『女子の皆さんは本当に酷いですね。いったい誰の子を産むつもりなのでしょう？』

			「俺と結婚したら、跡取りを産んで後は自由気ままに生活したいんだろ。別に珍しい話じゃない。親父の正妻だって同じだ」

			　こんなことが許されていいのか？

			　──残念だが、許されるのがこの世界だ。

			　まったく、本当に酷い世界だよ。

			『ここまで歪いびつな結婚というのも珍しいですね。本来であれば、男性の少なさから考えて、結婚は男性優位でもおかしくありません。男爵や子爵の階級が特に酷いのも気になります』

			　これが、もっと上とか下の階級なら、ここまで酷くはないんだけどね。

			　実際、伯爵家以上の家柄だと結婚に関しては普通である場合がほとんどだ。

			　全部がそう、とは言えないけどね。酷い家もあるし。

			「乙女ゲーの事情だろ？　そこまで深く考えても答えなんか出ないぞ」

			　あれかな？　女子は亜人種を専属使用人という名の奴隷として連れ歩いている。

			　そういった設定を実現しようとすると、こうした矛盾として現実になった、みたいな？

			　駄目だな。考えても答えなど出ない。

			　それなら、考えない方がマシだ。

			　山積みになった手紙をゴミ箱に捨てていると、ルクシオンが俺に話しかけてきた。

			『おや？　誰もお茶会に誘わないのですか？　マスターのことですから、お茶会に誘った女子たちにネチネチ嫌みでも言うのかと思っていたのですが？』

			「お前は俺を何だと思っているんだ？　俺みたいな優しい一般人が、そんなことをするわけがないだろうに」

			『マスターの中の一般人の定義を是非ともお聞きしたいですね。世間一般で言う一般人は、マスターの考えている一般人とは別物だと考えます』

			「五月蠅うるさい。いいから、これを片付けろ」

			　確かにネチネチ嫌みを言うことも考えたが、そもそも手の平を返した女子のためにお茶会を開かねばならないのが面倒だ。

			　これでも俺は忙しい。

			　リビア──この乙女ゲー世界の主人公である【オリヴィア】とお茶をしなければならない。

			　そしてアンジェ──公爵令嬢である【アンジェリカ・ラファ・レッドグレイブ】とも、お茶をしなければいけない。

			　更に二年生のクラリス先輩や、三年生のディアドリー先輩とのお茶会も待っている。。こちらの二人には色々と世話にもなっているため、誘われると無下にも出来ないのだ。

			　高級な茶葉とかティーセットをもらったから、断るのも難しい。

			　あれ？　よく考えると、女子とお茶しかしてないな。

			　──まぁ、いいか。

			　それよりももう一つ大きな問題がある。

			　俺と同じ転生者疑惑のある【マリエ・フォウ・ラーファン】──貧乏子爵家の末娘が、正式に聖女として認定されてしまったのだ。

			　本来、あの乙女ゲーを知っているのなら、絶対に聖女の地位など奪わない。

			　何しろ、ラスボスを倒すためには──リビア自身の持つ力が必要不可欠なのだから。

			　それを無視して聖女になりすましたマリエに、俺は対策をとらなければならなかった。

			「本当に、どうしてこうなったのか」

			『マスターの責任ではないでしょうか？』

			　こいつ、全てを俺の責任にするつもりか？

			


			　　　◇

			


			　一人の女子が、どんよりとした雰囲気でベンチに座っていた。

			　紺色の長い髪は随分と乱れている。

			　制服にも随分と汚れや破れが目立っていた。

			　彼女の名前は【カーラ・フォウ・ウェイン】。

			　実家は準男爵家であり、ホルファート王国では騎士家に分類されている。

			　元オフリー伯爵家の寄子という立場であったが、その寄親であるオフリー伯爵家は取り潰されてしまった。

			　空賊と手を組んでいたために、当主や跡取りは処刑。

			　他の家族は、地位や財産を失ってしまった。

			　カーラが取り巻きをしていたオフリー伯爵家の令嬢も、学園から姿を消している。

			　関わっていた寄子の家も取り潰され、オフリー伯爵家の関係者のほとんどが学園から消えた。

			　それなのに、カーラは学園に残っている。

			　残された、ともいえる。

			　実家が空賊と関わりがなかったという事実もあるが、それ以外にも理由があった。

			　俯うつむいているカーラの側を、女子たちが通りかかった。

			「見てよ、裏切り者がいるわ」

			「貴族の面汚しよね。早く消えて欲しいわ」

			「空賊と関わっていたのに、どうして未いまだに学園にいるのかしら？」

			　──ある種の見せしめだった。

			　学園に通わないという選択肢も与えられず、カーラはこうして現状を受け入れている。

			「私は──私だって」

			　カーラからすれば、取り巻きである自分に拒否権などなかった。

			　オフリー伯爵家の行動を知っている家も多く、下手に訴えれば自分たちが処分されるというのも知っていた。

			　だが、オフリー伯爵家が切り捨てられてしまい、今では裏切り者扱いだ。

			「どうすればよかったのよ。私に何が出来たっていうのよ」

			　自分はオフリー伯爵家の娘に逆らえなかった。

			　逆らえば酷い目に遭うと分かりきっていた。

			　密告しても握りつぶされる可能性が高く、おまけに報復が待っている。

			　そんな状態で、いったい自分に何をしろというのか？

			（私だって、あの女に耐えてきたのよ。それなのに）

			　そう思って泣いていると、小柄な女子を囲む集団が近付いてくる。

			　神殿により聖女と認定された──マリエだった。

			（取り巻きがいっぱいいる）

			　今まで取り巻きなど一人もいなかったマリエだが、聖女になってからは人が集まっていた。

			　聖女にして、元王太子殿下の恋人でもあるマリエは利用価値が高い。

			　貴族の子弟がすり寄るのも仕方がない。

			　今までマリエの悪口を言っていた女子たちが、今はマリエを絶ぜっ賛さんしている。

			「マリエ様、今日もお美しいですわ」

			「今日のお召し物も素敵ですわね。センスがありますわ」

			「マリエ様、新しい喫茶店がオープンしたんです。ご一緒にどうですか？」

			　手の平を返した学園の女子たち。

			　そして、そんな女子たちに付き従う専属使用人や男子たちが集まり、マリエの周囲には常に大勢の人が集まっている。

			　そんな様子にマリエは──。

			「もう、マリエって呼び捨てでいいって言ったじゃない」

			　──とても楽しそうにしていた。

			「でも、マリエ様を呼び捨てなんて」

			　女子たちが戸惑っていると、マリエは笑顔を見せた。

			「様付け禁止よ。だって、私たちはもうお友達じゃない」

			「マリエ様、なんてお優しいのかしら！」

			「もう、だから止めてよ～」

			　止めてと言いながら、凄く嬉しそうにしているマリエを見るカーラは俯いてしまう。

			（早く離れないと、またいじめられる）

			　マリエの恋人たち──その内の、ブラッドやグレッグを罠わなにはめてしまったカーラは、マリエに仕返しされるのを恐れてコソコソと逃げ出すのだった。

			　その姿を見つけた女子が、わざとらしい声を上げた。

			「あら～、あんなところに貴族の面汚しがいるわね」

			　ビクリと肩を震わせるカーラは、急いで逃げようとするが男子たちに逃げ道を塞がれてしまう。

			「まだ学園にいたのか？」

			「どうしてお前みたいな奴が貴族を名乗っていられるんだろうな？」

			「本当に苛いら々いらするぜ」

			　普段、女子に対してうっくつしたものを抱えている男子たちが、何をやっても許されるカーラを前に攻撃的になっていた。

			　徐々に人が集まり、カーラは囲まれてしまう。

			　怯おびえてその場に膝を付けて縮こまるカーラを周囲が笑っていた。

			　ガタガタと震えていると、マリエが近付いてくる。

			　手を伸ばしてくるマリエに、カーラは目を強く閉じて衝撃に備えた。

			　だが、いつまで経っても平手打ちもなければ、何かされるわけでもない。

			　恐る恐る目を開けると、マリエが笑顔で手を差しのべている。

			「え？　あ、あの？」

			「貴方あなたがカーラね。色々とあったけど、お友達になりましょう」

			　そんなマリエの言葉に、周囲が慌てて諌いさめていた。

			「マリエ様、この女はブラッド様やグレッグ様を罠にはめた女ですよ。それに、空賊と繋つながっていた裏切り者です」

			　そんな言葉に、マリエは首を横に振る。

			「ここにいるってことは、きっと何か事情があったのよ。謝罪もあったみたいだし、大丈夫よ。それから、みんなでよってたかっていじめるなんて駄目よ」

			　周囲が口を噤つぐんでしまう。

			　そう言ってマリエはカーラの手を取って立たせる。

			


			

			


			　小柄なマリエが見上げる形になるが、カーラの手を優しく両手で握った。

			「だから、カーラ。私とお友達になりましょう」

			　カーラはそれが嬉しくて。そして、まるで輝いて見えるマリエに涙を流しながら頷うなずくのだった。

			「は、はい」

			


			　　　◇

			


			（誰が許すもんですか）

			　泣いているカーラを前にして、マリエは笑顔を崩さなかった。

			　言葉では綺き麗れい事ごとを口にしながらも、内心では腹黒いことを考えていた。

			（ブラッドやグレッグがお世話になったみたいだけど、あのモブ野郎を罠にはめたのは気に入ったわ。あんたが私の取り巻きになれば、あのモブ野郎がさぞかし腹立たしく思うでしょうね）

			　モブ野郎──それはリオンだ。

			　自分の邪魔ばかりする口が悪く、卑ひ怯きょうな兄のような男。

			　見ていると兄を思い出してしまうため、マリエはリオンが嫌いだった。

			（あいつが悔しそうな顔をするなら、カーラを許してやるのも悪くないわ。それにしても、こんな悪い女を許せる私って良い女よね！）

			　リビア──あの乙女ゲーの主人公であるオリヴィアから、攻略対象の男子を奪った。

			　専属使用人のカイルも奪い、そして今は聖女としての立場や名声も奪った。

			　そうしなければ生活が出来なかったのもあるが、全てはリオンに計画を邪魔されたからだ。

			（あのモブ野郎には散々煮え湯を飲まされてきたわ。だけど、もうここからは私の独どく壇だん場じょうよ。今までの仕返しをたっぷりしてあげるわ）

			　マリエもよくは知らないが、この世界で──ホルファート王国では聖女は特別な存在だ。

			　それこそ、平民が聖女に選ばれれば、王太子の結婚相手になり得るくらいには特別だ。

			　聖女にしか扱えないアイテムも存在し、それらがマリエの力を高めてくれる。

			（あの頭お花畑のオリヴィアから聖女の地位を奪ったけど、私が代わりに全て解決してあげるから問題ないわ。さて、これからあのモブ野郎をどんな感じで痛めつけてやろうかしら？　それにしても、今まで私を馬鹿にしてきた連中がすり寄ってくるなんて──何だか気分がいいわね！）

			　少し前まで自分を敵視してきた女子たちが、今ではご機嫌取りをしてくるのだ。

			　マリエはこの状況を楽しんでいた。

			（ユリウスたちに不釣り合いだとか、貧乏貴族の娘がとか見下してきた連中が、今は必死に私のご機嫌取りをするなんて最高！　このままのし上がってやるわ）

			　目指せ、王太子妃！　まずはユリウスの王太子復帰に取りかかろうと考えた。

			　そこにクリスが現れる。【クリス・フィア・アークライト】──青髪青目の眼鏡をかけた青年は、今日も凜り々りしい顔付きをしていた。

			「マリエ、ここにいたのか」

			　嬉しそうに近付いてくるクリスに、マリエは気分よく接する。

			　周囲の取り巻きたち──特に女子たちが、クリスを見て頬を染めているのも気分がいい。

			「どうしたの？」

			「マリエ宛てに手紙が来ていたから届けに来た」

			　ありがとうと言って手紙を受け取ったマリエは、差出人を見て目を見開く。

			「どうした、マリエ？」

			「な、何でもないわ。ちょ、ちょっと用事を思い出したから、私はいくわ」

			　周囲が止めるのも聞かず、マリエはダッシュでその場を離れると一人になれる場所を探した。

			　そこで物陰に隠れると、震える手で封筒を開ける。

			「お、落ち着け。大丈夫。もう私は聖女様よ。実家が何をしようが、みんなが守ってくれるわ」

			　手紙の差出人は、実家の両親だった。

			　そして、中身を取り出して内容を確認すると、マリエはその場で崩れ落ちた。

			「何でこうなるのよぉぉぉ！」

			　手紙を握りしめ泣いているマリエは、叫ばずにはいられなかった。

			　手紙の内容だが──聖女になったマリエの名前を使い、実家が莫大な借金をしたので返済しろというものだ。

			　二度目の人生、マリエは肉親に恵まれていなかった。

			　他の兄姉たちも、マリエの名前を使って好き放題にしているらしい。

			　マリエは先程まで最高だった気分が一気に最低まで落ち込んでしまう。

			「借金は嫌ぁぁぁ！」

			　前世の経験もあり、借金に拒絶反応を示すマリエはそのまま泣き続けるのだった。

			


			　　　◇

			


			　学園の校舎をリビアと歩いていた。

			　明るい茶髪をボブカットにしているリビアは、教科書やノートなどを抱きしめるように持って歩いている。

			「授業の度に移動するなんて面倒だよな」

			　学園での授業は、ほとんどがこうして授業毎に移動を必要とするので面倒だ。

			　ここら辺は、前世の高校のように教師が教室へ来るようにして欲しかった。

			　リビアが青い瞳で俺を見ている。

			「リオンさん、疲れていませんか？」

			　俺の様子を見て、疲れていると思ったのか心配してくれる。

			　酷い女子が多い学園において、この子は癒いやしだ。

			　そして、あの乙女ゲーの主人公でもある。

			　本来ならマリエではなく、リビアが聖女に選ばれるべきだったのだ。

			「急に誘いが多くなったから、断るのにも苦労しているんだ」

			　手の平を返す女子に困っていると言うと、リビアは少しだけ嬉しそうにしていた。

			「リオンさんは英雄ですからね」

			　──ファンオース公国の軍隊を退けた英雄。

			　そのために望まない出世をさせられ困っている。

			「英雄なんて柄じゃないけどね」

			「誰か気になる女性はいないんですか？」

			「いないね。来年に期待しようかな」

			　手の平を返して近付いてくる女子は嫌だ。

			「でも、お茶会を開かないと、リオンさんの評判が悪くなると聞きましたよ」

			「俺の評判？　悪くなってもいいね。英雄扱いの方が異常なんだ。それに、お茶会はリビアやアンジェを誘えれば十分さ」

			　君たちがいれば十分と言ってみると、リビアが少し頬を赤くして嬉しそうにしている。

			　ただ、すぐに何かを思い出したのか、無表情になった。

			「──でも、クラリス先輩やディアドリー先輩もお茶に誘っていましたよね？」

			　リビアの問い詰めるような言葉と視線に、俺はそっと顔をそらすのだった。

			「ははは！　それより、急がないと授業に遅れるぞ」

			「リオンさん、逃げましたね」

			　笑って誤ご魔ま化かそうとする俺に呆あきれるリビアだったが、廊下に出来た人だかりを見つけると首をかしげていた。

			「何でしょう？」

			　彼らの視線の先にあるのは掲示板だ。

			　色々と張り出されているのだが、人だかりが出来ているのも珍しい。

			「気になるな。少し覗のぞいてみるか」

			　近付いて人の隙間から掲示板を覗いてみれば、見えたのは留学に関するポスターだった。

			　内容は、アルゼル共和国へ留学する生徒を募集するものだ。

			「──海外への留学だな。期間は一年みたいだ」

			「海外ですか。やっぱり学園は凄いですね」

			　感心しているリビアは、少し興味があるらしい。

			　だが、留学のポスターに人が集まっているとは思えなかった。

			　立ち去ろうとすると、人混みの中をかき分けて友人の【レイモンド・フォウ・アーキン】が出てくる。少し疲れた顔をしていた。

			「お前も留学に興味があったのか？」

			　声をかけると、レイモンドが俺を見て眼鏡をかけ直した。

			「リオンじゃないか。それより留学って何の話？」

			　とぼけている様子もないレイモンドに、俺は掲示板を指さす。

			「留学のポスターを見ていたんじゃないのか？」

			「違うよ。この人だかりが出来た理由は、親衛隊設立の件さ」

			「親衛隊？」

			　親衛隊の募集に人が集まっているのか？ 

			　だが、王族の親衛隊なんて、学園で募集するようなものではない。

			「誰の親衛隊だ？」

			「誰って──聖女様に決まっているじゃないか」

			　レイモンドが教えてくれたのは、あの苛々するマリエのために王宮や神殿が親衛隊を用意するという内容だった。

			「聖女様のために親衛隊を設立するんだけど、今回はちょっと特殊みたいだよ」

			「特殊？　何で？」

			「いや、ほら──聖女様ってマリエ様だろ？　その、恋人たちが特殊すぎて、神殿だけじゃなくて王宮も設立に絡んでいるんだ」

			　リビアが納得したような顔をする。

			「──ユリウス殿下たちですね」

			　レイモンドも頷く。

			「そう。一部だと、ユリウス殿下の女性を見る目は間違っていなかった、なんて騒いでいるよ。殿下を王太子に復帰させて、聖女様をそのまま王太子妃に、なんて噂もあるからね」

			　──あの乙女ゲーでは、最終的に主人公は聖女になり周囲に認められて攻略対象の男子と結ばれる。

			　それはマリエが聖女でも同じらしい。

			　忌いま々いましい奴だ。

			「近付きたい連中が、親衛隊に入りたいわけだ。でも、レイモンドが興味を持つとは思わなかったな」

			　俺がそう言うと、レイモンドは苦笑いをしていた。

			「理由はちょっと違うけどね。そういった下心がないとは言わないけど、僕としては特別措置が気になっていたんだ」

			　特別措置？　何のことか聞いてみる。

			「聖女様の親衛隊は、騎士から選ばれるのさ。神殿騎士ではなく、正式な騎士からね」

			「そんなの神殿が認めないだろ」

			「そう。だから、親衛隊に入隊したら、騎士の称号を与えられるんだ。それだけじゃない！　嫁に関しても考慮されるみたいで、出自はあまり問われない」

			「──レイモンド、それって」

			「あぁ、そうさ。騎士として王宮に認められながら、嫁は貴族の娘じゃなくてもいいってことだよ」

			　神殿騎士は正式な騎士ではない。

			　貴族もいるが、平民だっている。

			　中には、婚活に疲れて神殿騎士になった貴族もいる。

			　多くの場合、落らく伍ご者として後ろ指をさされてしまうのだが、今回に限っては正式な騎士として扱われる。

			　おまけに、神殿騎士がマリエの親衛隊に入隊するので、嫁の出自を問わないというではないか。

			　これはつまり──貴族社会で後ろ指をさされず、堂々と婚活から逃げられることを意味していた。

			　掲示板の周りに集まっている男子たちの顔を見れば、皆が真剣そのものだった。

			「あいつの親衛隊でなければ、すぐにでも立候補したのに！」

			　俺は悔しくて仕方がなかった。

			　そんな俺に、レイモンドが冷静に答える。

			「いや、領主であるリオンが立候補は出来ないよ。僕もそうだけど、跡取りは親衛隊には入れないからね」

			「──なんだ。悔しがって損した」

			　よく考えてみれば、跡取りがマリエの親衛隊入りというのも難しい話だ。

			　一時的な腰掛け程度の役職でもないみたいだし、家を継ぐ立場にある男子には縁のない話だ。

			　レイモンドも悔しそうにしている。

			「それにしても、リオンは聖女様嫌いだよね」

			「あいつの親衛隊に入るとか絶対に嫌だね」

			　レイモンドが呆れていると、リビアが近付いてくる人物に気が付いた。

			「リオンさん」

			　制服の袖を引っ張られ、振り返るとアンジェが真剣な顔付きでこちらに歩いてくる。

			　少し緊張した様子に、何かあったのかと不安になった。

			　ついでに嫌な予感もしたのだが、俺の勘はよく外れるのできっと大丈夫だと思っていると、アンジェが言う。

			「ここにいたのか。リオン──ついさっき、実家から連絡があった」

			　レイモンドは、アンジェが来るとすぐに俺の後ろへと移動する。

			　アンジェは公爵令嬢で、俺たちから見れば雲の上にいるような存在だから仕方がない。

			「連絡？」

			　不安そうにするリビアを見たアンジェは、少しだけ笑顔を見せる。

			　この二人、とても仲が良かったりするのだが──あの乙女ゲーで説明するなら、アンジェは悪役令嬢で主人公であるリビアの恋のライバルというか敵だった。

			　輝くような金髪を編み込んでまとめ、赤い瞳は力強い。

			　雰囲気もオーラというか、周囲を圧倒するものを持っているのがアンジェだ。

			　そんな雰囲気もリビアがいれば和らいでいく。

			「心配するな。悪い話ではないんだ」

			　それにしては、アンジェがピリピリしている。

			「何かあったの？」

			　アンジェは俺の顔を真っ直ぐに見る。

			　赤い瞳に吸い込まれそうになる。

			　あと、巨乳に視線が向かいそうなのをこらえるのが難しい。

			　──二人とも、胸に立派なものをぶら下げているから困る。

			「リオン、真面目な話だ」

			　余計なことを考えているのがバレたのかと思い、冷や汗をかいているとアンジェが俺に言う。

			「お前の聖女親衛隊入りが内定した」

			「──え？」

			　俺は間の抜けた返事をしてしまった。

		

	

			


			第01話「エルフの里」

			


			　王宮の会議室。

			　そこには重臣や関係者たちが集まり、聖女親衛隊について話し合っていた。

			　参加者たちは、口々に神殿に対して文句を言っている。

			「神官共が調子に乗りおって」

			「聖女親衛隊の予算を王宮に出させるつもりか？」

			「ユリウス殿下たちのこともある。下手に突っぱねれば、奴らがどう動くか分からんぞ」

			　彼らが問題視しているのは、マリエが聖女になってしまったことだ。

			　よりにもよって、一番厄介な女が聖女になった、というのが全員の認識だった。

			　理由は──マリエが元王太子であるユリウスを含め、名門貴族の跡取りたちを次々に籠ろう絡らくしてしまったから。

			　神殿側は、聖女と恋仲になったユリウスを後押しして王太子に復帰させるつもりらしい。

			　そのまま権力を握ろうとしているのが目に見えている。

			　会議の場では、アンジェの父であるヴィンスも出席していた。

			　公爵という立場のヴィンスだが、ユリウスの失しっ脚きゃくもあって派閥は縮小。会議に出てはいるが、影響力は少ない。

			　会議の成り行きを見守っている立場だった。

			　そんなヴィンスに小声で話しかけてくるのは、宮廷貴族である【バーナード・フィア・アトリー】だった。

			　小太りでちょび髭ひげが特徴的なバーナードは、ヴィンスに確認を取る。

			「本当によろしいのかな？」

			「私一人が抵抗したところで、この決定は覆らない。それくらい理解しているよ──大臣」

			　バーナードは大臣の職にある。

			　爵位は伯爵で、台頭してきた侯爵派閥──【マルコム・フォウ・フランプトン】侯爵の派閥とは距離を置いている人物だった。

			　そして、クラリスの父親でもある。

			「個人的に恩があって気が引けるが、彼しか適任者がいないのも事実だ。私としては賛成せざるを得なかったよ」

			「彼は私の寄子でも子飼いでもない。気にしていただかなくて結構だ」

			　二人で話をしていると、フランプトン侯爵が口を開く。

			　反対に、貴族たちは口を閉じてしまう。

			　痩せたフランプトン侯爵は、背が高く顔に刻まれた皺しわが深い。

			　鼻が大きく、アゴ髭を胸元まで伸ばしている。

			　顔の彫りが深く、目は大きく飛びでているように見えた。

			（随分と顔色が悪い。無理をしているな）

			　疲れた様子を化粧でいくらか隠しているが、ヴィンスには分かっていた。

			「意見も色々と出尽くしたようだな。では、この場の意見を王宮の決定としたいが反論はあるかな？」

			　フランプトン侯爵が周囲に視線を巡らせれば、誰も反対意見を述べなかった。

			　ヴィンスも同じだ。

			（──茶番だな）

			　既に派閥で話し合いをすませているのが分かっていた。

			　フランプトン侯爵が、ヴィンスを見て目を細めて笑みを作る。

			　それは、勝利を確信しているかのような顔だった。

			「レッドグレイブ公爵家にも言いたいことはあるだろうが、これは王国のためだ。それを理解して欲しい」

			「私は反対などと言っていないが？」

			　ヴィンスが返事をすれば、フランプトン侯爵派閥の若い貴族が立ち上がって決定事項を伝えてくる。

			「では──リオン・フォウ・バルトファルト子爵を、聖女親衛隊の隊長に任命します」

			　周囲からは不満の声が出るが、それらは全てリオンに対するものだった。

			「成り上がりが聖女様の親衛隊か」

			「鈴としての仕事を果たせれば上出来だ」

			「問題は奴のロストアイテムだ。神殿側に寝返られる前に取り上げるべきではないか？」

			「冒険で得た宝を取り上げると？　国こく是ぜに反する」

			「自ら進んで献上すればいいものを」

			「だが、本当に大丈夫なのか？」

			　リオンの資質を不安視する声が上がるのは、マリエを警戒してのことだった。

			　短期間に名門貴族たちを次々に籠絡したのだ。

			　次はリオンを籠絡するかもしれない。

			　そうなると、神殿側に協力的になるのではないか？

			　そういった不安視する声に、若い貴族が堂々と応こたえる。

			「皆さんの気持ちはよく理解できます。ですが、彼は夏休みにユリウス殿下たちを決闘で打ち破り、更には二度目の決闘でも観客が静まりかえるほどに痛めつけたそうです。そのような関係ですから、聖女様になびくこともないでしょう」

			　品のない貴族が笑っていた。

			「男を食べるのが大好きな聖女様も、成り上がり者は嫌いらしい」

			　その言葉に同調する者たちが小さく笑っていると、フランプトン侯爵が小さく手を上げた。

			　全員の視線を集めて言う。

			「ふむ、バルトファルト子爵に関してだが、皆の不安ももっともだ。今回の件を試し金きん石せきとして、ロストアイテムを保有する資質を見るのはどうだろうか？」

			　この言葉にヴィンスが反論する。

			「王国に宝を横取りするハゲタカになれというのかな？　フランプトン侯爵、それは認められない」

			「レッドグレイブ公爵──いや、ヴィンス。強力なロストアイテムを持つに相応ふさわしいか調べるだけだ。何もすぐに取り上げるとは言っていない。本人の資質次第だ」

			　周囲の貴族たちも「確かに、放置するのは危険だ」と言い始める。

			「何もすぐに取り上げないのなら、問題ないだろう」

			「そうだな。だが、成り上がり者には大きすぎる力だ」

			「野心がないとは言い切れない」

			　会議の場は、フランプトン侯爵派閥の意見でまとめられるのだった。

			「文句はないな──ヴィンス？　それとも、自分がロストアイテムの力を独占するつもりだったのかな？　お前の娘は、バルトファルト子爵と随分親しいようじゃないか」

			　フランプトン公爵が、ヴィンスを睨にらみ付けてくる。

			「──好きにしろ」

			（最初からロストアイテムを取り上げるつもりか）

			「納得してくれたようで安心したよ」

			　周囲がヴィンスを見る目は、かつての最大派閥の長ではなく──負け犬を見るような目であった。

			（さて、これからどう動くか）

			　ヴィンスは静かに、今後について思案するのだった。

			


			　　　◇

			


			　飛行船パルトナーの甲板。

			　そこで俺は、マリエとマリエの取り巻きたちを眺めていた。

			「──最悪だ」

			　横に浮かんでいるルクシオンが、俺と同じ方向を見ながら答える。

			『人生をあそこまで楽しめるのも才能ではないでしょうか？　それよりも、どうしてパルトナーを出す必要があったのでしょうか？』

			　パルトナーは、ルクシオンの本体である宇宙船を模して作られた俺の船だ。

			　正確には、ルクシオン本体の偽ぎ装そうを模している。

			　そんなパルトナーを建造したルクシオンは、まるで我が子のように可愛かわいがっている。

			　今回、マリエの提案で冒険の旅に出ることが決まり、船を出す必要が出てきた。

			　そうなると、真っ先に船の手配を頼まれるのは──俺だ。

			「誰も船を借りないし、出すつもりがなかったからだ。本当に最悪だ。あいつの命令に俺が従うなんて虫むし唾ずが走る」

			　マリエを見ていると、前世の妹を思い出す。

			　今世の姉や妹も酷いが、あいつも酷かった。

			『それにしても、マスターがマリエの親衛隊隊長ですか』

			「言うな！　──俺が一番納得できない」

			　何がどうなれば、俺をマリエの親衛隊に入れようなどと考えるのか。

			　王宮の役人たちは馬鹿なのか？

			　取り巻きたちにチヤホヤされているマリエは、気分良く高笑いをしていた。

			　カーラの姿があるのも気になるが、それ以上に気になるのはマリエの専属使用人だ。

			　美少年──名前を【カイル】というが、癖のあるショートの金髪に長い耳。年齢は中学生程度にしか見えない。

			　彼は本来なら主人公であるリビアの専属使用人になるはずだったが、マリエが奪ってしまった。

			　少し生意気そうな顔をしており、年齢の割に落ち着いて見える。

			　人だかりから離れ、一人で手すりに掴つかまり空を見ていた。

			「何だ、ご主人様を取り巻きに取られたのか？」

			　声をかけると、カイルが俺に振り向いて言う。

			「──話しかけないでもらえますか。僕、あんたのことは嫌いなんで」

			　ハッキリと言うカイルにイラッときた。

			　俺は器の小さい男だ。

			　舐なめられた態度は腹が立つ。

			「言ってくれるな。空に投げ込むぞ」

			　大地が空に浮かぶ世界──投げ込むのは海ではなく空である。

			　だが、カイルは鼻で笑った。

			「そんなことをして、あんたに何の得があるの？　あんたみたいな奴は、不利益を考えて振り上げた拳を下ろすタイプだよ」

			　図星を指され、俺は余計に腹立たしくなった。

			　確かに、本当に投げ捨てる気はなかった。

			　いや、だって──やったら俺が悪者になる。

			　それにしても、ゲームでも小生意気な小僧だと思っていたが──リアルだと本当に生意気だ。

			「ちっ、覚えてろよ」

			　捨すて台詞ぜりふを吐いて引き下がろうとする俺に、「負けて逃げ出すチンピラみたいな台詞だね」と追い打ちをかけてきた。

			　思わず頭に血が上りそうになったその時、ルクシオンが俺に知らせる。

			『マスター、オリヴィアとアンジェリカです』

			　振り返ると、嬉しそうなリビアと──少し興奮したアンジェリカが近付いてくる。

			「リオンさん、目的の浮島が見えてきましたよ！」

			「すぐに上陸だ。遺跡の近くにキャンプ地を用意だ！　宝を一番に見つけるのは私たちだ！」

			　目を輝かせているリビアは、純粋に遺跡を見られるのが楽しみという顔だ。

			　だが、アンジェは──流石さすがは冒険者の子孫だ。

			　冒険、そして遺跡と聞いて、お宝を想像しているらしい。

			「アンジェは宝を見つけるまでもなくお金持ちだよね？」

			「そうだな。だが、財宝を見つけるということに意味がある。昨日はワクワクして寝付けなかった」

			　普段大人びたアンジェが、ここまで子供っぽいのも珍しい。

			「私は財宝よりも、遺跡を調べられるのが嬉しいです。古代の人たちが、どんな暮らしをしていたのか気になりますから」

			　リビアは知的好奇心が旺おう盛せいだ。

			　二人が楽しそうにしているのが、せめてもの救いだろう。

			「楽しそうだね。パルトナーを出したかいがあったよ」

			「リオンには感謝している。王都にはダンジョンもあるが、やはり冒険といえば見知らぬ場所に乗り込んでこそ、だからな」

			　──マリエの提案を受け入れたのは、二人が興味を示したからだ。

			　マリエの命令だけなら拒否している。

			　二人と話をしていると、マリエが偉そうに近付いてきた。

			　風に揺れる髪を、手で押さえながら俺に命令してくる。

			「ちょっと、島が見えてきたんだから上陸準備をしなさいよ。私はさっさとお宝を回収したいのよ」

			　俺はそんなマリエを睨みながら「゛あ？」と低い声を出してやると、マリエが怯えたように俺から視線をそらした。

			　こういった小物っぽいところまで、前世の妹に似ているから腹が立つ。

			「え、えっと、上陸準備をして欲しいな～って思うわけでして」

			　急にオドオドするマリエの周囲には、取り巻きたちの姿はなかった。

			　アンジェがいるため、取り巻きたちは距離を取っているのだ。

			　マリエを見るアンジェの目は、先程とは違う光を放っていた。

			「──パルトナーの所有者はリオンだ。リオンのやることに文句でもあるのかな、聖女様？」

			　アンジェが距離を詰めようとすると、マリエがサッと下がる。

			　そんなマリエとアンジェの間に入るのは【ジルク・フィア・マーモリア】だ。

			　緑色の長髪で、おっとりした雰囲気を出しているが実は腹黒の男子である。

			　今回、マリエの護衛として【グレッグ・フォウ・セバーグ】と一緒に同行している。

			　他の三人は──色々と忙しいようだ。

			「アンジェリカさん、マリエさんに何をするつもりですか？」

			　ジルクはユリウス殿下の乳兄弟。そして、殿下の親衛隊隊長でもある。いや、だった、かな？

			　ユリウス殿下は失脚し、おまけにジルクたちは廃はい嫡ちゃく──今の立場というのは、非常に曖あい昧まいだった。

			「──何、ただ注意しただけだ」

			　アンジェが大人しく下がったことで、俺も胸をなで下ろす。

			「あまり文句を言うな。ちゃんと上陸するし、その他の手配だってしているんだから」

			「わ、分かったわよ」

			　渋々納得するマリエだが、その顔は本当の意味で納得していないのが何となく分かった。

			　こいつの気持ちが分かるとか、本当に嫌な気分だ。

			　騒いでいると、甲板に長い黒髪の女子がやってくる。

			　白い肌に赤い瞳が特徴的な、細身の女子は──【ヘルトルーデ・セラ・ファンオース】。

			「あら、皆さんここにいたのね。捜したわよ」

			　アンジェが忌々しそうに呟つぶやく。

			「お前までついてくるとは思わなかったよ」

			　ファンオース公国の王女にして、現在は半ば強制的に王国に留学している身だ。

			　ルクシオンが俺の耳元で告げる。

			『船内を探っていたようです』

			「この人まで俺に押しつけるなんて、王宮は何を考えているんだ？」

			　ヘルトルーデ王女殿下──ヘルトルーデさんは、笑みを浮かべているが友好的な人物とは言えない。

			　何故なぜかと言えば──俺が二学期の修学旅行でファンオース公国の軍隊を退けた際に「ねぇ、どんな気持ち？　大人が子供に負けてどんな気持ち？　学生に負ける騎士や軍人さんたちは、どんな気持ち？」と煽あおってしまったのがいけなかった。

			　ついでに、この人をさらった──捕ほ虜りょにしたのは俺だ。

			　そのため、背筋の寒くなるような彼女の笑顔は俺に向けられている。

			「バルトファルト子爵の飛行船はとても大きいわね。おかげで迷ってしまったわ」

			「それは失礼しました。それより、世話役の者はどこですか？　一人でウロウロしないでください」

			「はぐれてしまったのよ。仕方ないでしょ」

			　彼女には、世話役というか見張り役の学生たちが側に置かれているはずだった。

			　だが、その学生たちを撒まいたのか、今は一人で歩き回っている。

			　ルクシオンが小声で言う。

			『見張り役は意図的にヘルトルーデを一人にしていました』

			　何か企んでいるのだろうか？　諦めの悪い人である。

			　ヘルトルーデさんを眺めていると、顔をそらされた。

			「いやらしい目で見ないで頂戴」

			　俺の目がいやらしく見えたようだが、とてもスレンダーな体形は俺の好みではなかった。

			　マリエといい勝負をしそうな起伏のない胸を見ると、悲しくなってくる。

			「──ごめんね」

			「な、なんで憐れむような目を向けるのよ。どういう意味かしら？」

			　俺の視線に、顔を赤くして抗議をしてくると、アンジェが俺たちの間に入る。

			「そこまでにしておけ。そろそろ下船の準備をした方がいい」

			　話し込んでいると、パルトナーはエルフたちが住む浮島に到着した。

			　港は、パルトナーのような大きな飛行船を受け入れられそうになく、勝手に接岸するとルクシオンが上陸準備を始めるのだった。

			


			　　　◇

			


			　エルフの浮島に上陸すると、女子が指示を出し、男子が荷物を運んでいた。

			　彼女たちの側には専属使用人が控えている。

			「ちょっと、私の荷物を乱暴に扱わないでよね」

			「ご、ごめん」

			　荷運びなど奴隷に任せればいいのに、という考えは男女共にない。

			　理由は、女子からすれば専属使用人は奴隷であるが、同時に愛人だ。

			　男子もそんな専属使用人をこき使えば面倒になると分かっており、彼らに関わろうとしない。

			　男子が忙しそうに動いている中、俺はうっとうしい奴に絡まれていた。

			「隊長、この荷物は持っていくか？」

			　俺に話しかけてくるグレッグは、以前よりも距離が近いというか──友人みたいに接してくる。

			「隊長って呼ぶな。俺は自分の中で納得していない」

			「親衛隊の隊長だろう？　なら、俺たちの隊長だ。よろしく頼むぜ、隊長殿」

			　何が悲しくて、こいつらの隊長にならなければいけないのか。

			　そんな俺を見ているのは、周囲に見張り役の学生がいるヘルトルーデさんだ。

			「──王国って酷いのね」

			　その酷いのね、というのは女子たちを見ての一言だった。

			「公国は違うの？」

			「こんな品のないことを公国がするわけがないでしょ」

			　ヘルトルーデさんの言うことが本当なら、俺はすぐにでも公国に亡命したい。

			　ま、出来ないけどね。

			「公国も元は王国領だったよね？　どうしてここまで違うのかな？」

			　公国は元々王国に属しており、独立してから今の関係になっている。

			「貴方たちには同情するわ。特に貴方──バルトファルト子爵も大変よね。結婚相手の女性が、亜人種の愛人を公然と連れ回しているんだから。公国ではそんな品のない女性は居ないわよ。亡命するなら、英雄に相応しい待遇を約束するわ」

			　話を聞いていたグレッグが、視線をきつくしている。

			　人目も多い中、俺に亡命を持ちかけるんじゃない。──ちょっと気持ちが傾いたじゃないか。

			　ヘルトルーデさんにからかわれていると、マリエが近付いてきた。

			「ちょっと、宝探しはどうなったのよ？　早く探しに行きましょうよ」

			　お宝、お宝と五月蠅いマリエに、ヘルトルーデさんも呆れ顔だ。

			「貴方は聖女でしょう？　お金に執着しすぎるのもどうかと思うわよ」

			　その言葉に、マリエは──。

			「あんたに何が分かるのよ！　こっちはね──家族が勝手に作った借金を返済しないといけないのよ！　それに──お金がないって辛つらいのよ！」

			　俺はマリエが嫌いだが、こいつの境遇には少しばかり同情している。

			　グレッグがマリエを慰めていた。

			「マリエ、大丈夫だ。ユリウスたちが働きかけて、お前の家族の借金はどうにかしてくれるから」

			　この場にいない五馬鹿の内の三人は、現在マリエのために駆けずり回っている。

			　マリエの家族はろくでもない人たちで、聖女になった娘の名前を使って借金を作りまくった。

			　ついでに、元からあった借金もマリエに押しつけたのだ。

			　色々と事情は聞いているが──少しくらい手助けをしてもいいと思えるくらいには不ふ憫びんだった。

			　マリエは頭を抱えながら言う。

			「お金がないって辛いの。本当に辛いのよ。靴下に穴が空いても買い換えられないし、必要な物があるのに買えないの。生活だってこれ以上、どこを切り詰めたら良いのか分からないの」

			　暗い表情でブツブツと呟きだしたマリエを見て思った。

			　こいつ、もしかしたら呪われているんじゃないか、って。

			「もうそこまでにしろよ。ヘルトルーデさんも返答に困っているじゃないか」

			　穴の空いた靴下云うん々ぬんの辺りで、ヘルトルーデさんがマリエに「何かごめんね」と謝っていた。

			　俺は周囲で作業をしている男子たちを見ながら考える。

			「俺たちは先にこの島の住人と話をしようか。さて、どこに向かえばいいのか──」

			　土地勘のない浮島で、どうやってエルフの住んでいる場所に向かおうか考えていると、カイルが手を上げた。

			「──僕が案内しますよ。ここ、僕の故郷ですから」

			


			　　　◇

			


			　森の中をカイルが先導する形で進む。

			　のんきなマリエは、カイルの故郷がこの浮島だと知って驚いていた。

			　──お前も知らなかったのかよ。

			「もう、カイルったら自分の故郷なら先に言いなさいよ。お土産とか用意したのに」

			　自分の専属使用人が里帰りをするのを見守っているつもりだろうが、カイルからすれば微妙ではないだろうか？

			　奴隷として買われ、主人と一緒に故郷に帰るのだ。

			　家族に「これが僕のご主人様です！」って紹介するの？

			　──俺なら嫌だ。

			　前を歩くカイルだが、パルトナーの甲板で見かけた時と同じだ。

			　故郷なのに、どうにも楽しそうには見えない。

			「お土産は必要ありません」

			　何やら憂ゆう鬱うつそうにしている。

			　心配したリビアが、カイルのことを俺に相談してきた。

			「リオンさん、カイル君の様子がおかしくありませんか？　故郷に帰れるのに、どうして落ち込んでいるんでしょう？」

			　のんきなマリエとは違い、リビアはカイルの様子をよく見ていた。

			「帰りたくない理由があるのかな？」

			　マリエと違ってリビアは優しいな。

			　アンジェの方は──。

			「ここがエルフの住む森か。ダンジョンがあるとは知らなかったが、何やらワクワクしてくるな」

			　──テンションが高い。

			　対してマリエの方は切実だ。

			「大丈夫。ここで大きく稼げば、借金なんて帳消しよ。むしろプラスじゃない？　そしたら、人気の屋台で買い食いして、夜は夕食にデザートも付けられるわ。新しい服も買わないと。もう、ヨレヨレでボロボロだし」

			　マリエの独り言を聞いて悲しくなってくる。

			　聖女を騙かたった転生者のマリエに腹も立ったが、こいつはどうしてここまで不憫なのだろう？

			　聖女になったことで、生活費も必要経費も用意されたばかりなのに借金を背負わされるとか、前世でいったいどれだけ悪いことをしたのだろうか？

			　後ろをジルクとグレッグが歩き、中央に女性陣が歩いていた。

			　一人、面倒そうに歩いているのはヘルトルーデさんだ。

			「待っていればよかったのに」

			「私の勝手です。それに、ここまで来たのなら、遺跡だって見ておきたいわ」

			　この人を自由にさせている王国の上層部は、もっと危機感を持った方がいいのではないだろうか？

			　森の中、整備された一本道が続いていた。

			　俺の肩近くに浮かんでいるルクシオンは、そんな道を見て──。

			『マスター、エルフとは──何者でしょうか？』

			「ファンタジー種族だろ。何か気になるのか？」

			『私のデータにエルフという種族は存在しませんでした。私が待機している間に、急に出現したのがエルフです。気になりませんか？』

			　そこまで意識したことがなかったので、別に気にしていなかった。

			『それに、人間の女性と交配できない点も気になります。なのに、男性の場合は──』

			　ルクシオンが次々に質問をしてくるが、カイルが見えてきた村を指さした。

			「あそこが僕の生まれ育った故郷です」

			　マリエが興奮していた。

			「うわぁ～、美形ばっかり！」

			　一見するとのどかだが随分と整備された村だった。

			　建物はほとんどがログハウスで、村には統一感がある。

			　ただし、そんな村で見かける村人たちが──全員美形でスタイルもいい。

			　数人の村人らしきエルフたちは、体に張り付くような衣装を身にまとっている。

			　ジルクが顎あごに手を当てて、知識自慢をし始めた。

			「エルフは基本的に美形揃いですが、人間のように外見で美び醜しゅうを判断しないそうですよ」

			　マリエも驚くが、隣に立っていたグレッグも驚いた顔をしていた。

			　──お前はこの手の話、知らなそうだよね。俺も知らなかったけど。

			「え、そうなの？」

			「はい。その者の持つ魔力によって判断します。なので、外見的な好き嫌いはほとんどないそうです」

			　魔力で美醜を判断するエルフに興味を持つ一同だが、カイルだけは会話に加わらなかった。

			　エルフなのだから、もっと詳しい話をしてもよさそうなのにね。

			　心配になり声をかけてみる。

			「さっきからどうしたよ？」

			「話しかけないでください。自己満足のために、落ち込んでいる僕に優しくしないでもらえますか。貴方みたいな勘違い野郎が一番嫌いなので」

			　俺は顔が赤くなってくるのを感じた。

			「俺もお前みたいな糞くそガキは嫌いだよ。お袋に、これが僕のご主人様です、ってマリエのことを紹介して気まずい雰囲気になれ」

			　すると、カイルは溜息を吐ついて俺を馬鹿にしたような態度で口を開く。

			「分かっていませんね。いいですか、エルフにとって奴隷になるというのは出稼ぎと同じですよ。奴隷といっても待遇はまともですし、貴方たち学園の男子よりよっぽど好待遇ですからね」

			　確かにそうだが、言われると腹が立つ。

			　ルクシオンは妙に納得していた。

			『なるほど、エルフにとっては出稼ぎ感覚ですか。納得です』

			　ジルクは説明を付け足した。

			「エルフの寿命は人間より長いそうですからね。数十年なんて、たいした時間じゃないそうですよ」

			　数十年の出稼ぎか。それよりも、カイルの言い方が少し気になるな。

			　それはともかく、奴隷の心情なんてこんなものだろう。

			　奴隷と聞けば待遇が悪いと想像するが、学園の専属使用人なんて好待遇だからね。

			　──男子からすれば羨ましいのは確かだ。

			　村に近付いてきた俺たちを見て、村の中からエルフが一人、こちらに向かってきた。

			　緑色の髪に黄色の瞳をした可愛らしい感じの女性だ。

			　年頃は俺たちと同じだろうか？　小柄な女性だった。

			　そして、一番視線を集めているのは、小柄な体の割に大きな胸だ。

			「カイル！」

			　手を振って駆け寄ってくる女性は、カイルを知っているらしい。

			　その女性が近付くと、カイルは姿勢を正してジルクと話をしていたマリエの側へと移動した。

			「マリエ様、こちらが僕の母親になります。名前は【ユメリア】です」

			　──え？　母親なの!?

			　エルフは実年齢よりも随分と若い外見をしている。もしかして、カイルも実は中身がおっさんなのだろうか？　そうなると、俺と同じだな。

			「え、あ！　は、はじめまして！」

			　慌てて挨拶をするマリエに対して、カイルの母親であるユメリアさんも慌てて頭を下げてくる。

			　互いに頭を下げ合っている姿は、随分と和やかな雰囲気だった。

			　ただ、カイルは淡々とユメリアさんに説明する。

			「皆さん、里にある遺跡に入りたいそうです。村長の許可が必要ですから、先にそちらへ挨拶に向かいます。それでは、失礼します」

			「あのね、カイル。久しぶりに帰ってきたのにそんな他人みたいな言い方はやめ──」

			「仕事中ですから無理です」

			　カイルの態度は、使用人として正しいかもしれないが、母親に対して冷たかった。

			　ユメリアさんが落ち込む。

			「あんまり冷たくするなよ。久しぶりの故郷だろ」

			　俺の言葉に、カイルはあざ笑うのだった。

			「何だよ？」

			「なれなれしく話しかけないでよ。僕はマリエ様の専属使用人であって、お前と仲良くするつもりはないからさ」

			　妙に刺とげ々とげしいカイルに対して、グレッグが少し苛立っている。

			「おい、少し言いすぎだ。バルトファルトは俺たちの隊長だぞ」

			　態度がおかしい自分の専属使用人に、マリエも注意する。

			「カイル、喧けん嘩かは駄目よ。それに何だか今日は変よ」

			「いつも通りですよ。村長の家はこちらです」

			　先に進むカイルは、ユメリアさんを見ようともしなかった。

			　リビアは、ユメリアさんを心配して声をかけている。

			「あの、カイル君はこの島に来てから様子がおかしくて。えっと、気分が悪いのかもしれません」

			　ただ、ユメリアさんは悲しそうに笑っていた。

			「大丈夫です。私が悪いんです。私は醜みにくい混ざりものですから」

			〝混ざりもの〟という言葉が妙に引っかかった。

			


			　　　◇

			


			　村長の屋敷は大きかった。

			　聞けば、数十年前に専属使用人の任期を終えて村に戻ってきたらしいが、その際に結構な報酬があり屋敷を構えたらしい。

			　顎髭のある若い──二十代後半にしか見えない男性エルフだ。

			「里にある遺跡を見てみたいと？」

			　立場的に代表者のような俺が、一人で村長と話をしている。

			　皆は屋敷の応接間で待機していた。

			「はい。可能ですか？」

			「遺跡は里にとって神聖な場所ですから難しいです。簡単には許可を出せません。私以外の村長たちも認めるとは思えません」

			　エルフの住む浮島には、村が点在している。

			　それら全てをまとめ、里と呼んでいるらしい。

			「それに、里長は頑固ですからね。きっと余よ所そ者ものを遺跡に入れるのに反対するでしょう」

			「里長？」

			「占いが得意な老婆ですよ。昔は里長を訪ねてくる客人も多かったと聞いていますが、今は力も衰えて、占いも当たらないことが多いんですけどね」

			　占いの話はどうでもいいが、遺跡に入れないのは問題だな。

			「残念でしょうが、諦めてください。ただ、遺跡には普段から我々も足を運びますが、宝なんてありませんでしたよ。探すだけ無駄です」

			「え？」

			「我々エルフは出入りが自由ですし、足を運ぶ者も多いのです。ほとんど調べ尽くしていますし、皆さんが望むような宝はないですね」

			　──ゲームとは違うのか？

			　色々と考えていると、ドアが激しくノックされた。

			　返事を待たずに入ってきたのは、女性のエルフだった。

			「村長、里長が！」

			　村長が近くにあった置物を手に取り──そのまま女性に投げつけた。

			「きゃっ！」

			　女性が物をぶつけられ倒れたのを見て、俺は村長を睨みつけた。

			　だが、そんな俺を無視して村長は女性に説教をはじめた。

			「バタバタと走って乱暴にドアを叩くとは何事だ！　何度教えれば理解できる？　お客様の前で失礼だろうに！」

			　そのまま女性の方へと向かうと、村長はそのまま女性を蹴り始めた。

			　あまりの光景に、俺は慌てて止めに入った。

			「あんた何をしているんだよ！」

			　村長は俺の手を振り払うと、蔑さげすんだ目を向けてきた。

			　その目は、学園で専属使用人たちが男子に向ける目だった。

			「邪魔しないでいただきたい。エルフにとって礼儀作法は大事なのですよ。日頃からこうして礼儀作法に気を付けねば、子供たちも行儀が悪くなる。それは奴隷としての価値が下がることを意味していますからね」

			　──俺には理解できないエルフの事情があるようだが、これではあまりにも酷い。

			　見ていて気分が悪い。

			「客の前で気分が悪い光景だな」

			　これが精一杯の強がりだった。

			「これは失礼しました。さて、用件は何だ？」

			　蹴られた女性が涙を流しながら告げたのは、話に出ていた里長が村を訪ねてきたという報告だった。

			


			　　　◇

			


			　村の広場。

			　集まったエルフたちは、全員が美男美女。

			　その中に、支えられるように立っているのは、背が低く大きな杖を持ったお年寄りだった。

			　腰は曲がり、目は開いているのか閉じているのかも分からない。

			　白髪の老婆は、同じ民族衣装を着た女性に支えられ、何か呟いていた。

			　支えていたエルフの女性が代わりに言葉を伝えてくる。

			「里長の言葉を伝えます。もう二度と遺跡に入ってはならぬ。このままでは、古いにしえの魔王の怒りに触れる、と」

			　村長が困り果てた顔をしていた。

			　立場的に里長の方が上なのか、言葉遣いは先程の女性とは違う。

			「里長、魔王とは何ですか？　そもそも、他の村の者たちも出入りをしているじゃないですか」

			　ボソボソと呟く里長。

			　その声を聞いて若い女性エルフが代わりに伝える。

			「里長が何も知らないと思っているのですか？　貴方たちが遺跡に大きく関わっているのを里長は知っています。里長は言っています。禁きん忌きに触れてはならぬ。エルフの聖地に入ってはならぬと」

			　周囲のエルフたちも呆れているが、里長と女性は本気のようだ。

			　俺の肩辺りで浮かんでいるルクシオンも、呆れている感じだった。

			『占いですか』

			「何？　全否定派？」

			『まさか。不思議な能力を持つ人たちは確かに存在しましたよ。マスターもその一人です』

			　前世の記憶を持つ俺も、ルクシオンから見れば確かに非科学的な存在だ。

			　それはそうと、村長の話と里長の話に食い違いがある。

			　エルフなら出入りは自由ではなかったのか？

			　里長の口振りからすれば、誰も近付いてはいけないと言っている。

			　それから──。

			「ところで魔王について何か知っているか？」

			『マスターの方が詳しいのでは？　乙女ゲーに魔王が出てくるのですか？』

			「あの乙女ゲーには魔王なんて出てこないんだ。だから余計に気になるんだよ」

			　里長──老いてしまったということか？

			　昔は有能な占い師だったかもしれないが、周囲のエルフたちの雰囲気は半信半疑というよりも完全に疑っているか、馬鹿にしたものだ。

			　里長に冷たい目を向けるエルフたちをかき分け前に出たのは──マリエだった。

			「ちょっと！　ゴチャゴチャ五月蠅うるさいのよ。いいから私を遺跡に案内しなさい！　私は絶対に攻略して──」

			　借金に怯えるマリエが前に出ると、里長の目が見開かれた。

			　隣の女性に何か伝え、それを女性が俺たちに伝える。

			　驚き、そして焦っている様子だった。

			「貴女様は聖女様でしょうか？」

			「あら、分かる？　そう、私が聖女よ。分かったらすぐに──」

			　マリエが言い終わる前に、女性は言うのだ。

			「遺跡に入るのは構わないそうです。聖女が古いにしえの魔王を連れてくる。それが、里長がここ数ヶ月で予知した未来ですから」

			　周囲のエルフたちがざわめき、マリエは首をかしげていた。

			「魔王？　私、魔王なんて知り合いにいないわよ？」

			　俺にとってお前はラスボス。魔王みたいなものだけどな。

			　というか、里長は完全に老いて占いの能力が低下したらしい。

			　本物の聖女はマリエではなく、リビアだ。

			　──魔王も何かの勘違いだな。

			　ルクシオンに視線を向けると、自身の見解を述べた。

			『もしや、ユリウスのことでは？　王族ですし、新人類の末まつ裔えいは魔法を使います。魔の法則を操る王族という意味なら、魔王を名乗れる可能性があります』

			「そう言われると納得できそうだけど、ユリウス殿下はここにいないぞ？」

			『私に言われても困ります。里長の占いが正しいという前提なら、可能性があるのはユリウスと判断したまでです』

			　あいつ、まだ王様じゃないけどね。このままいけば、マリエのおかげで王太子に復帰して、いずれは王様もあり得るだろうが──あいつが魔王？　俺でもボコボコに出来る情けない魔王だな。

			　里長の代弁をしていた女性が周囲に告げる。

			「審判の時が来ました。この島が沈むのか、それとも許されるのか──この方たちの邪魔をすることは許しません。全ての者は、心静かにその時を待つようにと里長が仰おおせです」

			　そう言って、里長たちは村を出ていくのだった。

			　そんな里長たちの姿を見ながら、俺はルクシオンに──。

			「これ、遺跡に入る許可をもらえたのかな？」

			『手間が省けてよかったですね。強行突破、あるいは侵入せずにすみそうです』

			「お前、そんな物騒なことを考えていたの？」

			『はい。それが何か？』

			　何か問題でも？　みたいな態度のルクシオンだった。

			


			　　　◇

			


			　許可をもらった俺たちは、すぐに遺跡へと足を踏み入れた。

			　ただ、遺跡の中を見て意気消沈してしまう。

			「──何もないな」

			　取りあえず部屋があるだけで、壁やら床には木の根やら蔦つたが這はい回っている。俺から見れば近代的な建物が古びたような場所だが、リビアから見れば浪ろ漫まんあふれる古代の遺跡らしい。

			　リビアは一人喜んでいる。

			「凄いです！　リオンさん見てください、この形をした物は、他の古代遺跡でも発見されているんです。少し形は違いますが、ドアの近くにあるこの何かは古代遺跡の特徴ですよ！」

			「──そ、そうなんだ」

			　それ、カードの読み取り機だ。

			　カードキーを読み取る機械は、既に壊れているのか形だけを保っていた。

			　ルクシオンは、リビアの喜んでいる姿を見て問う。

			『事実は告げない方がいいのでしょうか？』

			　何かしら意味のある物だったのではないかと、リビアは一人楽しそうに考えている。

			　そんなリビアにカードの読み取り装置です、と教えていいものか悩んでいるようだ。

			「教えた方が喜ぶだろ」

			『自分で発見するから楽しいこともあります。マスターには分からないでしょうね』

			「お前って本当に嫌な奴だよね」

			『マスターには負けますよ』

			　次にルクシオンが視線を向けたのは、アンジェたちだった。

			「宝はないのか。まぁ、遺跡を見られただけでも話のネタにはなるが──宝はないのか」

			　宝がないどころか、既に人の手が入って調べ尽くされているため落ち込んでいた。

			　ジルクも同様だ。

			「エルフたちの遺跡と聞いたので期待したのですが、何もありませんね」

			　グレッグの方は諦めた様子だ。

			「そう簡単に財宝のある遺跡が見つかるかよ。こういう空振りもあるから楽しいのさ。でも、ここまで何もないと逆に清々しいな」

			　意外なことに、ヘルトルーデさんも落胆している。──実は楽しみだったのか？

			「あれ？　実は期待していたの？」

			「そうよ。悪い？」

			　素直に返事をしてきたので、俺はそのまま会話を続ける。

			「別に悪くはないけど意外だなって」

			「公国だって元を辿たどれば王国の領地よ。冒険者に憧れを持つのは貴方たちと同じなのよ」

			　それなのに、婚活事情が違うのはいったいどういうことだろうか？

			「実は遺跡と聞いて冒険したかったの？」

			「これでも立場があるのよ。だから──こんな機会は滅多にないのよ」

			　おや、可愛いじゃないか。

			　視線をそらし、恥ずかしそうにしているヘルトルーデさんは年相応の女の子に見えた。

			「素直に言えばよかったのに」

			「──嫌よ」

			　そのまま俺から離れていくヘルトルーデさんを見送り、俺は一番落ち込んでいるマリエに視線を向けた。見ていて可哀想になるくらい落ち込んでいる。

			「──もう嫌。こんなのってないわ」

			　そんなマリエを慰めるのは、ジルクだ。

			「大丈夫ですよ。また新しい遺跡を探して、今度は殿下たちも一緒にみんなで冒険しましょう」

			　──微妙にずれている。

			　マリエは冒険したいのではなく、財宝が欲しいだけだ。

			　ジルクの言葉に、微妙な顔を向けているのがその証拠だ。

			「そ、そうね」

			　遺跡に夢中なリビアに遠慮したのか、アンジェが俺の側に来る。

			「リオン、これからどうする？　このまま引き上げるか？　ついてきた村長も迷惑そうにしているぞ」

			　見れば、遺跡の入り口で俺たちを見張っている村長の姿があった。

			　特に、俺に向ける視線が冷たい。

			「見下しやがって。腹が立つ奴だな」

			　今すぐにでも殴り飛ばしてやりたい。

			　古だかなんだか知らないが、魔王様には裁きの鉄てっ槌ついを下して欲しいところだ。

			　魔王なんて存在しないので無理だろうけどね。

			　村長が俺たちに声をかけてくる。

			「もう十分では？　この遺跡に見るべきところはありませんよ」

			　──それにしてもおかしい。

			　薄れてしまったゲームの記憶には、確かこの遺跡には──。

			「諦めるわけにはいかないのよ！　こうしている間にも、借金が増えていくの！　私は──私は絶対に諦めない！　もう、借金の返済生活は嫌よ！」

			　マリエが暴走して一人で遺跡の奥へと走っていってしまった。

			　単独行動をするマリエに、アンジェが怒りを覚えたようだ。

			「一人で勝手に動いて──本当に迷惑な奴だ」

			　俺は持ってきたライフルを手に取り、ルクシオンを連れてマリエを連れ戻しにいく。

			「ルクシオンはついてこい。アンジェはみんなと一緒にここにいて。すぐに戻ってくるから」

			「隊長殿も大変だな」

			「学生なのに働かせないで欲しいよね。すぐに戻るよ」

			　リビアの方は、俺を心配してくれているが……。

			「リオンさん、あまり無茶はしないでくださいね。そ、その──」

			　俺がマリエに何かすると考えているのだろうか？　──その通りだ。

			　追いかけようとするジルクとグレッグに残るように言って、俺はマリエを追うのだった。

			　──チャンス到来。これでマリエと二人きりになれる。

			　──ようやく、転生者同士で話が出来る。

			


			　　　◇

			


			　暗い遺跡の奥。

			　マリエは、ランタンを床に置いて何かを探していた。

			「ない。ないわ！　地下への入り口がない！」

			　ルクシオンの一つ目がライト代わりになり、マリエを照らして驚かせる。振り返ったマリエは、まるで追い詰められた犯人のように壁を背に立っていた。

			　俺はライフルを構えてから、マリエに話しかける。

			「ようやく一人になってくれたな。飛行船の中でも、お前とこうして話をする機会がなくて困っていたんだ。これで、ゆっくり話が出来る」

			　マリエはガタガタと震えながら、護身用に持っていた拳銃を手に取ろうとする。

			「動くな。動けば撃つ」

			「わ、私を殺したらあんたは大罪人よ！　私は聖女よ！」

			「お前はリビアから聖女の地位を奪った偽物だけどな。さて、その辺りについて詳しく聞こうじゃないか。お前、これからどうするつもりだ？」

			　リビアから聖女の地位を奪うという、危険な行為をした理由を知りたかった。

			「はぁ？　何を言っているの？　何が聞きたいのかちゃんと言いなさいよ」

			　しかし、マリエの態度はこの状況でも太ふて々ぶてしい。

			　こいつ本当に撃ちたい。一発なら撃ってもいいかな？

			「なら一つずつ質問してやるからちゃんと答えろよ。お前は転生者か？」

			「そうよ。そうですよ。前世持ちって意味なら正解よ。あんたも同類みたいね」

			「この世界が〝あの〟乙女ゲーの世界だと知っているよな？」

			「それが何よ？」

			　否定しない。やはり、マリエはこの世界が乙女ゲーだと──あの乙女ゲーの世界だと知っている。

			「なら、どうしてリビアから聖女の地位を奪った？　公国と戦争になったら──」

			　俺の質問を最後まで聞かずに、マリエは笑って答える。

			「馬鹿じゃないの？　あの女に出来て、私に出来ないと思う？　私だって治療魔法が使えるわ。聖女の資質は十分にあるのよ。それに神殿も、そして聖女のアイテムも、全てが私を認めたわ」

			　それが不可解だ。神殿はともかく、聖女のアイテムがマリエを認めるなんて思わなかった。

			「偽物だと暴いてやってもいいんだぞ」

			「勝手にしなさいよ。今のあんたがいくら騒いだところで、私が聖女だという事実は変わらないけどね。残念でした」

			　──確かに俺が騒いだところで、誰も話を聞いてくれないだろう。腹の立つ奴だ。

			　ルクシオンが俺に提案をしてきた。

			『マスターとの情報に食い違いがありますね。ここはお互いの情報を共有した方がよろしいのでは？』

			　マリエは少し困惑していた。

			「何よ？　何が言いたいのよ。言っておくけど、私はあの乙女ゲーのシ──」

			　マリエが言い終わる前に、揺れを感じるとそのまま床が抜けた。

			「なっ！」

			「きゃぁぁぁ！」

			


			　　　◇

			


			　遺跡の入り口にいたアンジェは、落ち着かない様子のジルクとグレッグを見た。

			「二人とも落ち着け、リオンに任せておけば大丈夫だ」

			　内心、リオンがマリエを気にかけているのが許せないアンジェは思う。

			（リオンの奴、飛行船でもマリエを気にかけている様子だったが──まさかな？）

			　ジルクは鋭い視線を向けてきた。

			「だから不安なのです。マリエさんと二人きりですよ。間違いがないと言えますか？」

			　グレッグも遺跡の中を見ながら言う。

			「いくら何でも遅くないか？　迎えに行こうぜ。バルトファルトが変な気を起こさないか心配だ。あいつ、女になれてない気がするし、マリエの可愛さに──」

			　リオンがマリエに対して興味を持っていると聞き、アンジェは普段と違って狼狽うろたえる。

			「ば、馬鹿を言うな！　リオンはお前らとは違う！」

			「どう違うというのですか？　同じ男。そしてマリエさんは素晴らしい女性です。間違いを起こさないという方があり得ない」

			「男なら絶対に手を出してもおかしくない状況だ。いや、もしかして狙っていたのか!?」

			　二人の意見に対して、アンジェは感情がいつもより高ぶっていた。

			「お前らとリオンを一緒にするな！」

			「こちらも同じと思われたくありませんよ！　それに、バルトファルト子爵は、飛行船内でマリエさんに近付こうとしていました。私は護衛として側にいたので知っているんです！」

			　ジルクの反論にアンジェは顔を赤くして言い返す。

			「リオンはマリエが嫌いだ。それはお前たちも知っているだろうが！　リビアも何か言ってやれ。リオンがマリエに手を出すなどあり得ないからな」

			　だが、興奮するアンジェとは反対に、リビアは少し青ざめていた。

			「あ、あの、今気付いたんですけど──リオンさん、何でライフルなんか持っていったんでしょうか？　モンスターも出てこない安全な遺跡には必要ないですよね？」

			　アンジェも、そしてジルクやグレッグも目を見開く。

			　普段はマリエと距離を置くリオンが、今回ばかりは近付こうとしていた。

			　そして、必要ないライフルを持ってマリエを捜しに向かったリオンは──他の人間が来るのを拒むようだった。

			　三人が青い顔をして想像したのは、リオンがマリエを撃ち殺す場面だった。

			「マリエさん！」

			「マリエ！」

			　飛び出すように、遺跡へと入るジルクとグレッグ。

			　アンジェとリビアも二人を追いかける。

			「ま、待て！　いくらあいつでもそこまではしないぞ！」

			「そうですよ！　やっても脅すくらいです！」

			　四人がその場を離れると、そこにはヘルトルーデとカイル──そして村長が残った。

			


			　　　◇

			


			　マリエは夢を見ていた。

			　それは懐かしい前世の夢だ。

			　夏なのか日差しが強く蒸し暑い。

			　夕方で周囲はオレンジ色に染まり、懐かしさもあってもの悲しい光景に見える。

			　あの日の暑さをマリエは思い出す。

			（あぁ、そうだ。こんなこともあったわね）

			　一人の少女が躓つまずき、膝をすりむいて泣いていた。

			『お兄ちゃん、おんぶ』

			　助けを求めた相手は、少女の兄だった。

			　今思い出しても腹の立つ兄だが──妙に顔が思い出せない。

			　目の前にいる二人も、顔だけがボンヤリしている。

			『それくらいなら自分で歩ける。背負うと背中が暑いから嫌だ。それにお前、重いし』

			（重くねーよ！　こいつ本当に腹が立つわね！　滅茶苦茶スレンダーな体形だよ！）

			　自分から見ても当時の──前世の自分は可愛らしい。

			　当時の自分もそれを自覚していた。だから、兄の返事に顔を上げて唖あ然ぜんとしていた。

			　驚いて泣き真似を止めている。

			『え？』

			『ほら、泣いているふりだ。お前のそういう猫をかぶったところが嫌いだ。俺は騙されないからな』

			　人通りも少ない道で、前世の自分は口をパクパクさせている。

			　この頃になると、自分が周囲の女子よりも可愛いのを知っていた。

			　周りに頼めば何でもしてくれると分かり、少年──兄もうまくこき使おうとしていたのだ。

			『ひ、膝が痛い』

			『痛いのは生きている証拠だ。よかったな』

			『お、おんぶして欲しい。お家うちに帰れない』

			『そっか。ならここにいれば。それが嫌なら自分で歩け、屑くずな妹』

			『──糞兄貴！』

			『糞で結構！　お前の言いなりになるくらいなら、俺は自由な糞を選ぶね！』

			　笑顔でそんなことを言う兄を見て、マリエは思うのだ。

			（こいつ本当に最低ね。今思い出しても、私の中で一番──いえ、三番目くらいに酷い男だったわ）

			　一番目は自分と子供を捨てた男だ。

			　二番目は付き合っていたヒモの男。

			　その次くらいに、マリエは兄が嫌いだった。

			　そしてマリエはこの後の出来事を思い出そうとするが。

			（あれ？　私はこの後──あれからどうなったのかな？）

			


			　　　◇

			


			　ゆっくりと目を覚ます。

			　周囲は埃ほこりっぽく、それに発砲音が聞こえてきた。

			　床に薬やっ莢きょうが落ち、金属音を立てる。

			　顔を上げると、そこには背中を向けているリオンの姿があった。

			　切迫した状況なのか、声に緊張感がある。

			「次は！」

			『天井を這って移動してくる未確認生物が来ます。マスター、残弾数に注意してください。それから、こいつらはモンスターではありません』

			「撃ち殺しても消えないとか質たちが悪いな」

			　リオンがライフルを構え引き金を引き、発砲音と共に、闇から姿を現した不気味な化け物の頭部を貫いた。

			　化け物は天井から剥はがれ落ち、そのまま床に落ちて痙けい攣れんしている。

			　マリエは飛び上がって起きようとするが──。

			「ひっ！　あ、痛っ！」

			　足首を痛めたのか立ち上がれなかった。

			　リオンはそのままの体勢で、声だけをマリエにかけてくる。

			　敵が来るのを警戒しているため、顔を向けてこない。

			「気が付いたか？　状況はルクシオンから聞け」

			「え？　はぇ？」

			『遺跡の床が抜けて地下へと落下しました。貴女あなたが気を失っている間に、通路奥から出てくる未確認生物たちをマスターが倒しているところです』

			「未確認生物って何よ!?」

			　モンスターとは違うの？　そう思ったマリエが、先程の未確認生物を見る。

			　手足は人のそれとは違うが、胴体や頭部は人のような姿をしていた。

			　爬は虫ちゅう類るいが人の姿になったようなその外見に、マリエは絶叫するのだった。

			「いやぁぁぁぁ！」

			　だが、リオンもルクシオンも──。

			「気が散るから黙っていろ。くそ、役立たずのお守りまでしないと駄目なのか。これがリビアやアンジェなら、真面目に守るし、やる気も出てくるのに」

			『叫んでも状況は変わりません。大人しくしていてください』

			「え、でも足が──」

			『貴女は聖女で治療魔法が得意なのでは？　ご自分で治療してください。あ、マスター次が来ます』

			　──とても冷たい態度だった。

			　マリエは思う。

			（こいつらも兄貴と一緒じゃない！　本当に腹が立つわね！）

		

	

			


			第02話「遺跡の秘密」

			


			「これはどういうことだ？」

			　遺跡の奥へとやってきたアンジェたちは、先程までなかった穴を見ていた。

			　ランタンをかざしてみるが、奥が見えない。

			　随分と深い穴は、床が崩れて出来たように見える。

			「まさか──ここに落ちたのか？」

			　穴の奥からは発砲音らしきものが聞こえてきており、アンジェは不安になってくる。

			　ジルクがすぐに降りる準備を始める。

			「すぐにロープを用意します」

			　グレッグは槍やりを担ぎ「俺は一人で先に降りる。マリエもバルトファルトもこの下にいる可能性が高い。急いで助けにいってやらないと」とさっさと降りようとする。

			　リビアも名乗りを上げた。

			「わ、私もいきます！」

			「お前は残れ」

			「いきます！」

			　アンジェが自分も降りようとしたところで、走ってきた村長が怒鳴るように声をかけてきた。

			「何をやっているんですか！」

			　アンジェは憤慨している村長に対して、強気の態度を崩さなかった。

			「床が抜けて穴が出来ている。二人がこの先にいるかもしれないからな。我々も降りるところだ」

			「そ、それは──分かりました。すぐに私が向かいますから、貴方たちは外で待っていてください」

			　マリエのことが気がかりなグレッグは、そんな村長の提案を聞き入れない。

			「この下で戦っているんだぞ！　マリエに何かあったらどうするつもりだ！」

			「なら、すぐに戻って、村に知らせて人を呼んできてください」

			　村長は背負っていたライフルを手に持ち、穴を滑るように降りていく。

			　その姿にアンジェは違和感を抱いた。

			（あの村長、まるで迷いがない？）

			　何が待っているかも分からない。

			　ついでに、発砲音が聞こえてくる場所に、一人で乗り込んでいく村長だった。

			


			　　　◇

			


			　遺跡の地下へと落ちた俺たち。

			　ルクシオンが周囲を照らす中、俺とマリエは通路を歩いていた。

			「地下の建造物──思い出した。この遺跡、地下が探査場所だったな」

			　一部は崩れ、そこから土や岩が出て通路を塞いで迷路のようになっている。

			　顔だけ後ろを向いてマリエを見ながら、

			「治療魔法は使ったんだよな？　歩くのが遅いぞ」

			　足を引きずっているマリエに文句を言いつつも、歩く速度は合わせてやらないといけない。

			　ムキになるマリエは、そのことに気が付いていない様子だ。

			「怪け我がを治してもしばらく痛むのよ！　もっとゆっくり歩きなさいよね」

			「リビアなら痛みも消せるのに。これだから偽物は」

			「はっ！　あの女が少し可愛いからって入れ込んで馬鹿みたい。あんたみたいなモブ、誰も相手にしないわよ」

			「悪いがこれでも女子には人気が出てきたところだ。お誘いの手紙も山のようにもらっている」

			　あまり嬉しくない手紙ばかりだが、強がってみせるとマリエが本当に悔しそうにしていた。

			　俺は、再びあの話題を振ってみる。

			「──何で逆ハーレムなんて考えた？」

			「文句？　手に入る幸せがそこにあるとしたら、拾うのが人間でしょう」

			　幸せ？　こいつ、そんな理由でリビアから全てを奪ったのか？ 

			「他人を蹴落として幸せを手に入れた気分は最高、ってか？　お前はリビアに謝れよ」

			　マリエは暗い通路の中で俯きながら呟く。

			「あんたに何が分かるのよ。前世で私は幸せじゃなかったわ。第二の人生くらい、好きに生きて何が悪いのよ。私は！　──私は幸せになりたいだけなのよ」

			　その方法が酷すぎて笑えない。

			　野郎五人を侍はべらせ、おまけに取り返しの付かないミスを犯している。

			「リビアの邪魔をして、アンジェを罠にはめて。お前、最低だよ」

			　すると、周囲を照らしていたルクシオンが言う。

			『その言葉はマスターにも言えますね。私を発見し、オリヴィアから奪ったのはマスター自身だと言っていましたし。更に言えば、あの五人を公衆の面前で叩きのめして気分爽そう快かい！　──そう言ったのもマスターですよ』

			　それを聞いて、今度はマリエが俺を責めてくる。

			「あんた最低ね。人に文句を言う資格がないわよ」

			「お前に言われたくないんだよ！　大体、お前のせいでこっちは苦労したんだからな！　そもそも、最終決戦はどうするつもりだった？　下手をしたら王国が負けていたんだぞ」

			　あの乙女ゲーでは、ヘルトルーデさんが〝魔笛〟と呼ばれるアイテムを使い、ラスボスを召喚することになっていた。

			　現在はヘルトルーデさんと魔笛を王国で管理しているため、あのラスボスが出てくる可能性は低いが──心配にはなる。

			「そんなの、私の聖女の力でどうとでもなるわ」

			「は？　聖女の力だけでどうにかなる？　お前、リビアの力はどうするつもりだ？」

			「何の話よ？　あいつの力って、聖女の力でしょ？」

			「いや、だから──」

			　ルクシオンが俺たちの会話に割り込んできた。

			『マスター、私の疑問の一つが解消されましたよ』

			　ルクシオンがそう言うと、急に辺りが明るくなり俺は目を細めた。

			　照明器具で周囲が明るく照らされたらしい。辺りを見ると、どうやら俺たちは大きな部屋の中にいるようだった。

			「おいおい、勘弁してくれよ」

			「ひっ！」

			　──俺は呆れ、マリエは驚いてしまう。

			　広い部屋の奥には液体の入った筒状のカプセルが並び、中には人の姿に近い何かがいた。

			　エルフたちが俺たちを待ち構え、ライフルやら拳銃を向けている。

			　マリエを庇かばうように立ち、俺もライフルを構えた。

			　こいつには聞かなければならないことが山のようにあるので、死んでもらっては困る。

			　俺たちに銃口を向けるエルフの一人──代表者が、不気味な笑みを浮かべていた。

			「ようこそ、人類の始まりの地へ。人間の雄と雌──ついでに変な丸いのもいるが、歓迎しようじゃないか──実験動物には丁度いい」

			　実験動物？　エルフたちの格好を見ると、白衣を着ている者もいる。

			　態度や口振りはマッドサイエンティストのようだ。

			「化け物を作っていたのはお前らか？」

			　モンスターであれば倒せば消えてしまうが、地下にいた生物は倒しても消えなかった。

			　今まで倒してきたのはモンスターではないということだ。

			　代表者のようなエルフの男が、手に持った拳銃を俺に向けながら答えた。

			「理解が早いな。お前たちでは想像すら出来ないと思っていた」

			　男はカプセルに優しく手で触れた。

			　中に入っていたのは、大きな植物の花──その花の中央には人の顔がある。

			　不気味だ。下手なモンスターよりも怖い。

			「我々はこの遺跡で生命の創造という神の領域に足を踏み入れたのさ。お前ら人間には理解できないだろうが、はるか昔には今よりも高度な文明があった。野蛮な人間ではなく、我々エルフが支配していた時代だ。その証拠がこの遺跡だ」

			　生命を創造する遺跡が、自分たちの住む浮島にあった。それを証拠に、かつてここでエルフが人間を作ったのだと言っている。

			　答えずにいると、男はクツクツと笑っていた。

			「分からないか？　お前ら人間はその程度の生き物だということだ。我々の先祖は、ここで多くの生命を創造した。その中に、お前ら劣等種族である人間も含まれていたのさ」

			　断言するエルフの言葉に、

			「嘘！　そんな設定知らないわよ」

			　──マリエが驚いていた。いや、信じるなよ。

			　それよりも、エルフたちがここで昔から化け物を作っていたと思うとゾッとする。

			　俺がルクシオンに視線を向けると、一つ目を横に振って否定していた。

			　どうやら、ルクシオンは知らないらしい。

			　エルフの自慢話は終わらない。

			「我々は、人間に奪われた世界を取り戻す。そして、今後はエルフが全ての種族を従え、導き、世界の正しい姿を取り戻すのだ。そのためにお前らは、尊い犠ぎ牲せいとなるのだ。まずはどんな実験からしてやろうか？　そうだな──」

			　自分に酔っているエルフの話を遮さえぎったのは、ルクシオンだった。

			『間違っていますね。この施設を管理していたのは人間で、作られたのは──貴方たちエルフです』

			　急に断言するルクシオンに首をかしげたくなる。

			　少し前まで、エルフについて色々と疑問を持っていたのに、この態度の変化は何だ？

			　マリエが俺の服を指でつまみ何度か引っ張り、ルクシオンを見上げていた。

			「ねぇ、あんたの使い魔って何者？」

			「こいつはチートアイテムのルクシオンだ。分かるだろ？」

			「そんなの知らないわよ。というか、チートアイテムとか卑怯よ。頂戴」

			「お前は本当にいい性格をしているよ」

			　エルフたちの表情が歪ゆがむ。

			「お前に何が分かる？　それに我々を人間が作った？　冗談にしても笑えないな」

			『この部屋で眠っていた人工知能にアクセスしました。情報の共有を行った結果、この島は禁きん忌きに手を出した島──実験場です』

			　断言するルクシオンに呼応するように、部屋に響くような電子音声が聞こえてくる。

			　ルクシオンとは別の電子音声で、女性寄りの声だ。

			『その通りです。この島にいるエルフたちは、ここで生み出された個体が野生化したものです』

			「ルクシオンとは別の人工知能？」

			　俺が周囲に視線を向けても、姿は見えなかった。

			『はい。長い間、スリープ状態で過ごしていました。それにしても、旧人類の遺伝子を持つ貴方に会えたことは幸運でした。我々の戦いが無意味ではなかった証ですね』

			　エルフが周囲に視線を向けながら、電子音声に慌てふためいている。

			「だ、誰だ！　そんな嘘を言う奴は！　我々エルフは人より優れた存在だ。寿命も長く、人よりも魔法の扱いに長たけている！」

			　人工知能は淡たん々たんと真実を告げるのだ。

			『長寿なのはそれだけ長く戦わせるためです。すぐに死なれては困ります。また、魔法の扱いに長けているのは、そのようにデザインしたからです。もっとも、我々が作り出した初期のエルフよりも劣化した様子ですが』

			　エルフたちがろうばいする中、俺たちの前に立った男だけが怒気を強め、顔を真っ赤にしている。

			　震えながら銃口をどこに向ければいいのか、視線をさまよわせて探していた。

			「ふざけるな！　そんな事実はない。我々こそが──」

			　後ろから気配がしたので振り返れば、そこには村長がいた。

			　ただ、様子がおかしい。

			「いったい何をしている！」

			　そう叫んだ村長は──俺たちに銃口を向けている。

			「あ、村長──え？」

			　のんきに助けが来たと思ったマリエに、村長の持つライフルの銃口が突きつけられた。

			　ルクシオンは納得した様子だ。

			『なるほど。村長もこの遺跡に関わっていたのですね』

			　混乱しているエルフたちに村長が命令する。

			「こいつらはここで始末しろ。人工生物たちにやられたように見せる必要がある」

			　エルフたちが村長の言葉で動き出した。

			　操作パネルに触れると、中の液体を排出したカプセルから人工生物たちが出てくる。

			『装置を動かせただけでも褒めた方がいいのでしょうか？』

			　落ち着いているルクシオンの横で、俺はライフルを構えた。

			「俺たちを殺して証拠隠いん滅めつか。エルフって見た目通り腹黒いよな」

			　村長は俺を見て笑っている。

			「人間風情が調子に乗るなよ。お前たちのような下等生物は、我々に頭を下げていればいい！」

			　人工知能が嘆なげく。

			『愚かなことを──緊急事態と判断。対処します』

			　直後、飛びかかってくる人工生物たちに施設の壁から出てきた武器が向けられ、そのまま撃ち抜かれ殺されていく。

			　急な出来事に怯えるエルフたち──その間に、俺は村長の肩をライフルで撃ち抜いた。

			「あがっ！」

			　村長がライフルを落としたので、俺は距離を詰めて銃床で顔を殴り飛ばした。

			　エルフたちが、俺に向かって叫ぶ。

			「う、撃て！」

			　弾丸や魔法が俺たちに向かって放たれ、マリエが頭を抱える。

			「もう嫌ぁぁぁ！」

			　五月蠅いと思いながら、ルクシオンに命令する。

			「やれ」

			『この程度ではマスターを傷つけることも出来ませんね』

			　俺たちを中心に発生した光の壁により、弾丸も魔法も全て弾かれた。

			　俺はライフルを村長に向けながら、エルフたちを眺めていた。

			　銃も魔法も効果がないと知ったエルフたちは、攻撃を止めると立ち尽くす。

			「まだやるか？　高貴で賢いエルフ様たちは、滅びの美学がお好みですか？」

			　このままやっても勝てないと分かると、エルフたちは銃を捨てて両手を挙げるのだった。

			「全員を拘束する。お前も手伝え」

			「ちょっと！　私はこれでも聖女よ。あんたの上司よ！」

			「俺がお前の頭を撃ち抜いてやろうか？　今なら証拠隠滅も出来そうだよな？」

			　やるつもりはないが、脅おどしてやるとマリエは笑顔を取り繕う。

			「もう、怒らないでよ。ちゃ、ちゃんとしますから撃たないで」

			　──最初からそう言えよ。

			


			　　　◇

			


			　エルフたちの拘束が終わる頃。

			　人工知能が俺とルクシオンに話しかけてきた。

			『我々が敗北したのは理解しました。そうなると、この施設は自爆する必要がありますね』

			「お前ら自爆が好きだな。ルクシオンと同じ反応じゃないか」

			　すると、人工知能はこの遺跡──研究所の役割を話し始めた。

			『本来は、新人類に対抗するために用意された研究施設でした。ですが、その役目が果たせない今となっては、残す方が危険です』

			　人工生物を作りだしたエルフたちのように、悪用する人間が出てくるだろう。

			　確かに残してはいけない施設だな。

			「お前はそれでいいのか？　せっかく目覚めたんだろ？」

			　ずっとここを管理してきた人工知能は、久しぶりに目覚めたら自爆しなければいけなかった。

			　それでは悲しすぎる。

			『問題ありません。ルクシオン、私の持つデータを全て貴方に渡します。それから、必要な物があれば運び出しなさい。そして──これを受け取りなさい。移民船である貴方には必要になります』

			　床から出てきたのは、立方体がいくつもくっついた何かだ。

			　それは浮かび、輝いて見える。

			『いただきましょう。これで私は今まで以上に活躍できますね』

			「これは何だ？」

			『非常に価値のある物ですよ』

			　それを聞いたマリエが飛び上がった。

			「財宝！」

			『はい。私たちにとっては貴重な物ですが、この世界では利用方法も分からないので、光る置物程度の価値しかありませんけどね』

			「──本当に最悪。財宝なんてないし、やっぱりゲームと違うのかしら？　大体、ファンタジーだと思っていたのに、ＳＦとか聞いていないわよ」

			　エルフを作り出したのは人間だった。

			　エルフは新人類に対抗するために作られ、他の亜人種たちも同じような理由で作り出されたと思うと──確かに少し不思議な世界だな。

			　単純な剣と魔法のファンタジー世界ではなかったらしい。

			　あの乙女ゲー特有の〝ふわっ〟とした設定はどこにいった？

			「他に財宝はないのか？」

			　マリエが目に見えて落ち込んでいるので、人工知能に確認を取ると──。

			『研究所に財宝を期待されても困りますね』

			　マリエは涙を袖で拭いながら呟く。

			「──もう帰る」

			　色々と大変な目に遭ったのに、何も得られないとか不憫な奴である。

			『ただ──これを持っていってもらえると、助かるという品はありますね。この世界でなら、価値があるかもしれません』

			「なんだ、あるんじゃない！　早く頂戴！」

			　急に元気になるマリエを見て、つくづく前世の妹にそっくりな奴だと思う。

			　もしかして妹かと疑ったが──さすがに二度目の人生まであいつに関わると思いたくなかった。

			


			　　　◇

			


			　遺跡から離れた場所。

			　その場所で、俺たちは──。

			『くぁｗせｄｒｆｔｇｙふじこ!!』

			　──激怒しているルクシオンを落ち着かせるために苦労していた。

			「だから落ち着けよ」

			『私は冷静です。冷静にこの物体を破壊し、すり潰し、灰にして、とにかく塵ちりすら残らないレベルで消滅させて──ぎぃやぁぁぁ！』

			　──ルクシオンが壊れた。

			　マリエは絶望したように地面に横になり、うつろな表情をしていた。

			「──こんなのもらっても嬉しくない」

			　そんなマリエを励ましているジルクとグレッグは、本当に安堵した表情をしている。

			「マリエさんが無事でよかった」

			「そうだぞ、マリエ。宝なんかまた探せばいいだろうが」

			　俺たちの前にあるのは、遺跡の人工知能が最後に渡してきた物だ。

			　それは鎧よろい──パワードスーツのパーツの一部のようだが、どこの部分かは分からない。

			　刺々しいパーツを前に、発狂しているルクシオンが五月蠅くて仕方がない。

			　そして、こんなジャンクパーツは金にならないと嘆くマリエ。

			　リビアはルクシオンを前にオロオロとしている。

			「ルク君落ち着いて！　ほら、深呼吸だよ、深呼吸！」

			『私は呼吸を必要としていません』

			「え、あ、はい。な、何かごめんね」

			　冷静に返答され、逆に困ってしまうリビアが可愛かった。

			　俺の側にいたアンジェが、状況を確認してくる。

			「リオン、村長が怪我をしているのに拘束を解かないのはどういう理由だ？　それに、このエルフたちは遺跡のどこにいた？　まさか、捕らえられていたのか？」

			　拘束されているエルフたちを見て怪しんでいた。

			　エルフたちの扱いだが──非常に困っている。

			　遺跡の件を下手に話せないので、こいつらをどんな理由で裁けばいいのか迷っていた。

			「あぁ、こいつらはちょっと──おっと」

			　地面が揺れるのを感じ、俺は驚いたアンジェを支えて遺跡の方を見た。

			　どうやら、無事に自爆したらしい。

			　無事と言っていいのか分からないが、これであの遺跡は二度と人工生物を作れない。

			　これでよかったのだ。そう思っていると、空に大きな飛行船が姿を現した。

			　──ルクシオン本体だ。

			　光学迷彩のように周囲に溶け込み隠れているが、俺の目にはその不自然さが見えている。

			　薄うっすらと空に──ルクシオン本体の姿が見えていた。

			「おい！」

			　俺が睨み付けると、ルクシオンは悪びれもせずに言う。

			『私を騙した報いを受けてもらいます。こんな物を押しつけるとは！』

			　激怒したルクシオン本体からの一撃は、光の柱となって遺跡に降り注いだ。

			　その光に村長がガタガタと怯えている。

			「まさか、里長が言っていたのはこのことだったのか。魔王だ。魔王が我々に怒っている！」

			　ごめん、それうちの相棒がやったことだから。

			　魔王じゃないんだ。

			　他のエルフたちまで、この世の終わりのような顔をしている。

			　この場にいた全員が光の柱に目を奪われる中、ヘルトルーデさんだけは鎧のパーツを見ていた。

			　それにしても、この形状はどこかで見たことがあるような気がする。

			　黒く刺々しいこのパーツ──どこかで見かけたのだが、思い出せない。

			「少しいいかしら？」

			「ん？」

			　ヘルトルーデさんが俺に話しかけてくる。

			「貴方──私にこれを譲らない？　お金なら用意するわ」

			　急に真剣な顔になるヘルトルーデさんに、何か企んでいるのではないかと思ってしまった。

			「お断りします」

			「私に出来ることなら、何でも叶えてあげるわよ。それと、本気で公国に亡命してみない？　貴方に相応しい地位を用意すると約束するわ。王国にこだわる理由もないでしょう？」

			「──いらないです」

			　ヘルトルーデさんの申し出に少しためらうも、俺は拒否をする。

			　ヘルトルーデさんは、少しだけ悔しそうな表情をした。

			「随分と王国にこだわるのね。貴方たち地方領主にしてみれば、王国なんて憎いだけの存在ではないの？　それとも、飼い慣らされて虐しいたげられていることにも気付かないのかしら？」

			　ヘルトルーデさんの言葉には同意しか出来ない。

			　だが、亡命など簡単ではないのだ。ヘルトルーデさんが約束を守る保証もない。

			　まして、それが敵国で──俺は公国に恨まれている立場なら、なおさらだ。

			　騙し討ちのように、向こうに着いたら拘束され処刑される可能性だってある。

			　くそ──公国を必要以上に煽らなければよかった。

			「興味がないです」

			「──そう、残念ね。本当に残念」

			


			　　　◇

			


			　エルフの村に戻ってくると、里長たちが待っていた。

			　そして、エルフたちが家から出て、地面に膝をつき祈るように天に許しを請う姿を多く見かける。

			「魔王様、どうかお許しください」

			「我々の島を見逃してください」

			「だから俺は嫌だと言ったんだ！　村長たちが遺跡を荒らすから！」

			　そんな村の様子を見たカイルは、馬鹿にしたように笑みを浮かべていた。

			　すぐに無表情に戻したが、俺は見なかったことにする。

			　こいつにも色々と事情があるのだろう。

			　グレッグは回収した鎧のパーツを、ジルクと共に運びながら周囲の様子を見ていた。

			「何か雰囲気違うな」

			「遺跡が崩壊したので恨まれると思っていましたが、どうやら大丈夫みたいですね」

			　俺たちがやってくると、里長が近付いてくる。

			　捕らえたエルフたちを見て何か呟いていた。

			　隣で里長を支えている女性エルフが代弁してくれる。

			「この者たちの扱いについて話がしたいそうです。出来れば、代表者である貴方たちには里長の屋敷に来て欲しいと」

			　エルフたちへの説明も必要だろうと、俺が話をすることにした。

			　里長がマリエを見ている。

			「あいつも呼んだ方がいいの？」

			「はい。それから、黒髪の女性と、そちらのお二人もご一緒にとのことです」

			　呼ばれなかったグレッグとジルクは、荷物を下ろして休憩していた。

			「お前らだけで話をしてこいよ。俺たちはこいつを運ぶから」

			「飛行船に積み込むまで大変そうですね」

			　二人の言葉を聞いて、ルクシオンが嫌そうな声を出す。

			『私のパルトナーにその汚物を乗せると？』

			「お前もいい加減に諦めろ。ほら、いくぞ」

			　こいつ、古い鎧のパーツを汚物と言い切りやがった。

			


			　　　◇

			


			　里長の屋敷。

			　そこで里長と向き合うようにむしろに座る俺たちは、お礼を言われることになる。

			「里長が皆様にお礼を申しております」

			　マリエが照れている。

			「お礼なんていいのに。出来れば財宝とか、価値のあるものをもらえると嬉しいわ」

			　そんなマリエを睨んで黙らせたのはアンジェだ。

			「こちらは何もしていない。対して、そちらは遺跡を失った。礼など不要だ」

			　里長は首を横に振る。

			「里長は、古の魔王の怒りがこの程度で済んで幸いだったと安堵しております」

			　──また魔王か。

			　リビアが里長に話しかけた。

			「あ、あの！　話は変わりますけど、混ざりものって何ですか？　ユメリアさんが自分のことをそう言っていて、カイル君も様子がおかしいですし、どういう意味でしょうか？」

			　カイルを心配するリビアに、露ろ骨こつに嫌そうな顔をするのはマリエだった。

			「人の専属使用人に口を出さないで欲しいわね」

			「で、でも、放っておけませんよ。カイル君の態度は普通じゃありません」

			　確かに普通じゃない。

			　俺が里長の代弁者である女性を見ると、目を伏せつつも答えてくれた。

			「エルフの美醜が魔力によって判断されるのはご存じでしょうか？」

			　ジルクがそんな自慢話をしていたな。

			　頷くと説明が続く。

			「魔力は個人ごとに特徴があります。人に説明するのは難しいのですが、色として判断しています。ですが、希まれに複数の色が混じりあったような魔力を持つものが生まれてきます」

			　俺たちには分からないが、それがエルフたちにとって醜いということなのだろう。

			「そういった者たちが使う魔法は強力で、そして特殊なのです。ですが、我々から見れば嫌悪感を抱かずにはいられない。それを里の者たちは混ざりものと呼んでいます」

			　普通とは違う魔法を使えるという意味か？

			　エルフたちが、混ざりものに嫌悪感を覚えるとなると──これはどうしようもない。

			　生理的に無理とか、そんな類たぐいの話なのだろう。

			「それに加えて、カイルの母親であるユメリアは、一時期は里を離れてその魔法で旅芸人の真似事をしていました。その際、人間の男性との間に子供が出来てしまったのです」

			　アンジェが目を見開き驚いていた。

			「噂話程度には聞いたことがある。ハーフエルフという奴か。実在したのだな」

			　代弁者が頷く。

			「ハーフエルフの立場というのは微妙です。ハーフエルフが生まれるということは、出稼ぎをする男たちにとって放置できない問題ですからね」

			　専属使用人として高値で買われるエルフの奴隷たち。

			　彼らが気に入られている理由の一つは、人との間に子供が出来ないからだ。

			　それが、少しばかりだとしても可能性があると知られれば、女性たちが奴隷を買うのをためらうだろう。

			　ためらうかな？

			　ためらわない気もするな。

			　むしろ、スリルがあるから買うとかいう連中もいるかもね。

			　この世界って酷いよね。

			「だ、だからあいつ、自分がハーフエルフだって言ったのね」

			　何やら冷や汗をかいているマリエを放置し、俺は話を切り上げた。

			「エルフの里では厄介者の親子ってことか。その話は置いておくとして」

			「リオンさん、そんな簡単に話を終わらせないでください！」

			　リビアに責められたが、俺たちに出来ることは少ない。

			「他人の家の事情に深く首を突っ込んでも解決できないよ。カイルがこの島を嫌っている理由も分かったからいいじゃない。ユメリアさんの件も、エルフたちに嫌悪感を抱くな、って言っても解決しないから、放置しかないね」

			　代弁者が、俺の言葉に悲しそうな顔をして俯いていた。

			「そうでしょうね。こればかりは貴方たちにも解決できないかと」

			　里長が代弁者に何か話しかけ伝えている。

			「里長が皆さんを占っていたそうです。その結果をお伝えすることが、今の自分に出来るお礼だと仰おっしゃっています」

			　村長の屋敷よりも質素な屋敷の中には、物も少ない。生活は裕福には見えなかった。

			　里長のお礼か──受け取っておこう。

			「では、まず聖女様からです」

			「占い？　聞いてあげるわ。一番いい結果を教えなさいよ」

			　こいつ本当に態度がでかい。

			　占い自体には興味を持っているのを見ると、毎朝の占いをチェックしていた前世の妹を思い出す。

			「不思議な運命の下にいるそうです。そして、運命の相手とは巡り合うもすれ違っています」

			「運命の相手って誰よ！」

			「それは分かりませんが、既に出会っているそうです。その方とは袂たもとを分かたれ、もう一緒にはなれないとのことでした。それから──」

			「何よ？」

			「背負ったものからは逃げられません。貴女に待つのは過酷な人生だそうです。全てを手に入れるか、全てを失うか、その二つの道しか貴女にはないそうです」

			　マリエはしばらく口をパクパクさせ、次第に怒り始めた。

			「やり直し！　やり直しを要求するわ！」

			「さて、次は黒髪の貴女──」

			「話を聞きなさいよ！」

			　黙っていたヘルトルーデさんは、興味なさそうに占いの結果を聞いていた。

			「いずれ貴女には、人生の転機が大きな困難と共に訪れると里長が告げています」

			「あら、そうなの？」

			「それと、困難と同時に貴女は運命の相手と出会います。その方と共に歩むことが出来れば、貴女の困難な道は光に照らされ、頼もしい支えになってくれるそうです」

			「そ、そう。まぁ、気にかけておくわ」

			　少し嬉しそうにしているのを見るに女の子だな。

			　運命の相手と聞いて嬉しそうだ。

			　そんなことで喜べるなんて羨ましい限りだよ。

			「次は貴女です」

			「私か」

			　少し期待して待っているアンジェの方を見ると、いつもと違って可愛く見えた。

			　──占いもたまにはいいな。

			　里長の言葉を聞いた代弁者が少し戸惑っていた。

			「な、何だ？　早く言ってくれ。気になるじゃないか」

			　急せかすアンジェに、代弁者は言う。

			「貴女と、そちらの方には、古の魔王すら従える勇者が守っているように見えるそうです。既に現れているのか、これから出会うのか分からないそうです」

			「──勇者？」

			　アンジェが首をかしげ、リビアも少し戸惑っていた。

			「男の子向けの物語に出てきますね。でも、そんな凄い人は、知り合いにいませんけど」

			「私もいないな。そもそも、魔王とは誰だ？」

			「アンジェが分からないなら、私にも分かりませんよ」

			　二人が相談しているが、勇者らしき知り合いはいないらしい。

			　一気に胡う散さん臭くさくなってきた。

			　また──魔王だ。古の魔王の怒りがどうのこうのと言っていた奴だろ？

			　アレかな？　もう里長は力尽きた感じかな？　的中率が下がっているとか村長が言っていたよね？

			　というか、勇者がいるなら出てこいよ。

			　さっさとこの乙女ゲーの世界を救ってくれ。

			　そして、ついでに俺も救ってくれ。割と本気で助けて欲しい。

			「里長が疲れているなら寝かせてあげれば？」

			　代弁者は俺を止める。

			「だ、大丈夫です。えっと、続きはお二人一緒になります」

			　この人もちょっと怪しいと思っているのではないだろうか？

			　微妙な空気の中、俺たちは続きを聞く。

			「貴女たち二人の運命は複雑に絡み合い、本来あるべき道から大きく外れているようです。そして、貴女たちは本来背負うべき重荷を他者が代わりに背負ってくれています」

			　リビアが戸惑っていた。

			「え、えっと、助けてもらったんですかね？」

			「はい。二人とも既に助けられています」

			　アンジェが俺に視線を向けてくる。

			「ま、まぁ、何度も助けられたことはあるが」

			　代弁者は困っていた。

			「里長も複雑すぎてよく見えないそうです。ただ、お二人の近くには勇者の加か護ごが見えるそうです」

			　アンジェもリビアも俺をチラチラ見ていた。

			「勇者か」

			「勇者ってもしかして──」

			　そんな二人の視線に気が付く俺も、流石にそれはないと断言できた。

			「いや、俺じゃないよ」

			　マリエやヘルトルーデさんが呆れているのに腹が立つ。

			「当たり前じゃない。あんたモブだし」

			「自信過剰ね」

			　ハッキリ言われると腹が立つ。

			　そう思っていると、リビアがいつもより大きな声で里長に頼む。

			「あの──リオンさんも占ってください！」

			　アンジェも同様だ。

			「た、頼む。こいつだけ占われないのも寂しいだろう？　気になるとかそういう意味ではなく、やはりこういうのはみんな一緒がいいからな！」

			　俺は里長を見る。

			「里長、疲れているのなら休んでもいいですよ。俺の人生なんて占っても面白くないですし」

			　里長が俺の前で姿勢を正した。

			　小さい声ながら、俺に聞こえる声を出す。

			　しわがれて声を出すのも辛そうに聞こえる。

			　──無茶するなよ、婆ばあちゃん。俺が悪いことをしているみたいじゃないか。

			「この〝ファンの里〟を救っていただきありがとうございます。貴方様はとても優しい方のようだ」

			　里長の言葉に目を見開いて驚くのは、マリエとヘルトルーデさんだった。

			　──文句があるのか？　自慢じゃないが、俺は優しい男だぞ。

			　それよりも、この里の名前はファンと言うのか──初めて知ったよ。

			「私の占いでは、貴方様の未来は見通せません。ただ、貴方様はいずれ──大事なものを失い──過酷な──せん──」

			　いきなり俺に告げられたのは、最低な部類の結果だった。

			　小声で呟いてしまう。

			「さ、里長？　あ、あの、もう少しちゃんと占って欲しいな～って──」

			　もう一度だけ占って欲しいと頼み込むも、里長は黙ったままだった。

			「え？　里長？」

			　代弁者が里長を支える。

			「その、お疲れのようです。眠ってしまわれました」

			　俺は立ち上がって里長の両肩を掴む。

			「待って！　お願いだから目を開けて！　お願いだからちゃんと教えてよ！　不穏なことを言ったまま眠らないで！」

			　アンジェとリビアが、里長から俺を引き離した。

			「リオン、いい加減にしないか」

			「お年寄りは大事にしないと『めっ！』ですよ！」

			　分かっているが、こんな結果は認めたくない。

			　認められないのだ！

			　マリエとヘルトルーデさんは、俺を見てとても楽しそうに笑っていた。

			「いい気味ね」

			「本当ね。可哀想になるわ」

			　可哀想と言いつつ笑っているマリエとヘルトルーデさん。

			　マリエは最初から分かっていたが、ヘルトルーデ──この女もやっぱり性格が悪いぞ。

			「こんなの嫌だぁぁぁ！　やり直しを要求する！」

			　黙って話を聞いていたルクシオンは、不機嫌に呟く。

			『占いなど信じていないとか言っていたのに、随分と本気で嫌がりますね』

			「五月蠅いよ！　誰だってこんな結果は嫌だろうが！」

			　格好いいとか悪いとか、そんな問題ではないのだ。

			　俺が人生を楽しく生きるために、こんな結果は認めたくない！

			　そもそも、大事なものを失うとか、どういうことだよ！

		

	

			


			第03話「因縁」

			


			　エルフの浮島を離れるパルトナー。

			　飛行船の中、俺は小さくなっていく浮島を見ながらルクシオンと話をしていた。

			『他人の家庭事情に首を突っ込まないのでは？』

			　甲板には、故郷を見ているユメリアさんの姿があった。

			　革製の古い旅行鞄かばんを一つ側に置き、何とも言えない表情をしていた。

			　悲しいのか、それとも嬉しいのか──色々と複雑そうだ。

			「放置も出来ないだろ。エルフたちに、生理的に嫌悪するのを止めろと言うのか？　そんなの無理だろ。なら、これが俺に出来る一番の解決策だよ」

			『それにしても、よくエルフたちがユメリアを手放したものです。面白いのは、女性エルフが総出で賛成したことですね。男性エルフたちが悔しそうな顔をしていましたよ』

			「手放したくない理由が、奴隷としての価値が下がるから嫌だ、ってのは笑えなかったけどな」

			『奴隷業はエルフたちの大事な収入源ですから、仕方がないでしょう』

			「──胸くそ悪い。あと、エルフの野郎共にはいい気味だった」

			『その気になれば、エルフたちの奴隷としての価値を大きく下げられますね』

			「いい切り札を手に入れた。有効に使わせてもらうさ」

			　ハーフエルフを生んでしまうユメリアさんを、エルフの男たちは島の外に出したくなかった。

			　それなのに俺が島から連れ出すと言ったものだから、当然ながら抵抗された。

			　結果的に連れ出せたが、多少強引な手を使った。

			　里長やエルフの女性たちに協力してもらったのもあるが、魔王の名前をちょっと使ったらあいつら大人しく従ったよ。遺跡が壊されたのが、随分と応えているらしい。

			　ちょっとだけスッキリしたね。

			　気が付くと、不安そうなユメリアさんが鞄を両手で持って、俺たちに近付いてくる。

			「あ、あの、私はこれからどうなるんでしょうか？」

			　安心させるため、口調を和らげつつ真面目に答えた。

			「俺の実家で住み込みの使用人を探していますから、そこで働いてもらいます」

			「で、でも、私はその──」

			　自己評価が低いユメリアさんは、何事にも消極的というか引っ込み思案だ。

			　この性格で、よく旅芸人など出来たな。

			「人にはエルフの美醜は関係ありません。知っていますよね？」

			「──里では、愚ぐ図ずとかノロマとか言われていました。私でお役に立てるのか不安です」

			　里でのユメリアさんの扱いは、酷かったと聞いている。

			　エルフたちにも、こうした暗い部分があるのだと思うと悲しくなる。

			　学園でのエルフたちを見ていれば、納得も出来るけどね。

			「心配ありませんよ。それに、こっちにも色々と理由が──」

			　会話を遮ったのは怒りを顔に滲にじませてやってくるカイルだった。

			「どういうことですか！」

			　俺に抗議するカイルは、激怒して態度も荒々しかった。

			「何が？」

			「母さんを里から出したことですよ。この意味が分かっているんですか？」

			　ユメリアさんが、カイルの腕にすがりつく。

			「待って。カイル、この方は私を気にかけて──」

			「黙っていてください！　そうやっていつも騙されてきたじゃないか！　こいつがどんな奴か知っているのかよ！　学園で一番の屑野郎だ！」

			　カイルが叫んだことで、甲板に出ている人たちの視線を集めた。

			「一番の屑とは酷いな」

			　屑とは失礼な奴だ。ちょっとやり過ぎてしまうが、一番ではないと思う。

			　一番屑なのは──マリエかな？　俺ではないはずだ。

			「本当のことだろう。殿下を公衆の面前でボコボコにしたお前が屑じゃなかったら、いったい何なんだよ！」

			「その件なら、俺はユリウス殿下を諌めた立派な騎士として評価を受けている。俺が屑じゃなくて残念だったな」

			「そういうところだよ！」

			「カイル、あ、あのね──えっと」

			　ユメリアさんは、カイルの剣けん幕まくに驚いてしまいオロオロするだけだった。

			　カイルには、そんなユメリアさんが腹立たしいようだ。

			「そうやっていつも判断に迷って騙される。里でも同じだ。何も知らずにのんきだから、みんなから安くこき使われて貧乏なんだろうが！」

			　今までの不満が爆発したカイルは、ユメリアさんを──母親を責め立てた。

			「混ざりものと罵ののしられ、馬鹿だからこき使われて蔑さげすまれる。そんな状態でいつまでも笑って受け入れるから駄目なんだ！」

			　ユメリアさんが俯いて涙目になっていた。

			　見ていられずに止めようとすると、

			「その態度は何ですか！」

			　間に入ってきたのはリビアだった。

			「な、何だよ。関係ないだろ。引っ込んでいろよ！」

			「いいえ、見ていられません。母親にその暴言は何ですか。謝りなさい！」

			　普段と違い、声が大きくまるで怖いお姉さんだった。

			　そんなリビアの姿に、カイルもたじろぐが──。

			「何も知らない癖に。この人のせいで僕は貧乏だった。この歳で奴隷をやっている理由があんたに分かるのか？　里でどんな扱いを受けたのか知っているのかよ！　偉そうにしているけど、何も知らない癖に！」

			　カイルが泣きながら、船内へと駆け込んでいく。

			　普段の生意気な態度はそこにはなく、あれが素なのかと思うと少し怖くなった。

			　可愛らしく少し生意気な弟キャラを演じていたことになる。

			　追いかけようとするリビアを止めたのは、ユメリアさんだった。

			「ま、待ってください。私が悪いんです。あの子の言う通り、私が駄目だったからあの子に辛い思いをさせたんです」

			　周囲の視線もあるので、俺は二人を連れて船内へと入るのだった。

			


			　　　◇

			


			　空いている客室に入った俺たちは、そこでユメリアさんの話を聞いた。

			　里での立場や扱いは──想像通りに酷かったよ。

			「私のような混ざりものは、普通の魔法が使えません。それもあって、村では魔法を使うような仕事が出来なかったんです」

			「里長が特別な魔法を使えると言っていましたけど？」

			　リビアがそう言うと、ユメリアさんは頷いて実演して見せてくれた。

			「出来ることは少ないんですけど、私の数少ない取り柄なんです」

			　嬉しそうに旅行鞄から小さな植木鉢を取り出す。

			　鞄にそんなものを入れていたのか？

			　そして、袋を取り出すと種を取り出して植える。

			　手をかざすと種から芽が出てそのまま成長して花を咲かせた。

			「──凄いな」

			　俺がそう呟くと、ルクシオンも同意する。

			『これだけのことが出来て、エルフの里で一方的に立場が弱いとは信じられませんね。本来なら、この能力を重視して、里から出さないようにするはずです。彼らは有益な能力よりも、生理的な嫌悪感を優先したのでしょうか？』

			　ルクシオンはエルフたちが信じられないという感じで──ディスっていた。

			　ユメリアさんは褒められたのが嬉しかったのか、耳まで赤くして照れていた。

			「そ、そんなに凄くありません。出来ることも限られていますから。ただ、里での扱いは、私が混ざりものの上に、ハーフエルフであるカイルを生んでしまったことも理由だと思います」

			　リビアには、ハーフエルフの件が分からないらしい。

			「それがどうして駄目なんですか？」

			　ユメリアさんは少し迷いながらも、淡々と話してくれた。

			「──混ざりものは嫌われますが、その力もあって里で生きていけます。ですが、私は外の世界を知るために旅に出ました。その後すぐに貴族様のお屋敷でしばらく捕らえられ、そこで色々と酷い目に遭いました」

			　リビアも何があったのか想像できたらしい。

			　何か優しい言葉をかけようとしたが、咄嗟とっさに出てこなかったのか口を噤んでいた。

			「子供が出来ると、貴族様にお屋敷から追い出されたんです。里に戻っても、ハーフエルフが生まれたらエルフの奴隷としての価値が下がると言われて、生むことを大反対されたんです。でも、もうお腹なかも大きくて、それに生みたくて」

			　涙をポロポロこぼすユメリアさんは、見ていて痛々しい。

			「そんなのって」

			　リビアが信じられないという顔をしているが、ルクシオンは納得していた。

			『妊娠の恐れのあるエルフは、確かに専属使用人として欠点がありますね。価格に影響しても仕方がありません。ただし、黙っておけば分からないと思いますけどね』

			　ユメリアさんは首を横に振る。

			「ハーフエルフは、見た目では分かりませんが、エルフとの違いがあるんです。──あの子の成長速度は人と同じです」

			　外見ではなくその成長速度でハーフだと分かるのか。

			　ただ、気になったのは──。

			「なら、なんで奴隷として売ったんだ？」

			　俺が疑問を口にすると、ユメリアさんが顔を押さえて泣いていた。

			「カイルを気に入った奴隷商人がいたんです。村長もその人の頼みは断れないって」

			　詳しい話を聞いたルクシオンが、俺とリビアに分かりやすく教えてくれた。

			『知り合いの頼みで断れなかったのもあるでしょうが、もしかすると奴隷商人はハーフエルフについて知っていたのではないでしょうか？』

			　ユメリアさんが頷いた。

			「はい。その方は、エルフの事情を知っていました。でも、価値が下がると自分も困るから、口外はしないと言っていたんです。どうせ黙っていれば気が付かない、って。それに、その頃は色々とあって、冬を越せそうにもなくて──カイルが、私に何も言わずに自分を売ってお金を置いて家を出たんです」

			　──あいつなりに、母親を心配していたのか。

			　俺があいつくらいの年齢の時は、もっとのんきに遊び回っていたのにね。

			　やっぱり──この世界って酷いな。

			「あの子が私にきつくあたるのも、色々と歯がゆいからだと思います。でも、良い子なんです。自分だってそんなにお給料をもらっていないでしょうに、私に仕送りもしてくれて」

			　話を聞き終えたリビアは、俯いて自分を恥じているようだった。

			「リオンさん、私は何も知らずにカイル君に酷いことを言ってしまいました」

			　俺は、そんなリビアが嫌いじゃないけどね。

			「間違いじゃないし、別に問題ないでしょ。──俺が話をしておくよ」

			『おや、またお節介ですか？』

			「ユメリアさんの雇用主として、ある程度の配慮は必要だろう？」

			『マスターは自分への言い訳がうまいですね』

			「──五月蠅いよ」

			　どうして俺がカイルの世話をしないといけないのか？

			　そもそもこれは、マリエの仕事ではないだろうか？

			　だが、あいつにこの手の問題を解決できるとも思えない。

			　俺が動かないと駄目だろう。

			　それに──親子のこういった話は苦手だ。

			　カイルをからかえなくなるので、こういった話は早めに解決しておくに限る。

			


			　　　◇

			


			　船内にある狭い通路の行き止まり。

			　そこに隠れるように座っていたカイルを見つけた俺は、声をかけるのだった。

			


			

			


			「おい、糞ガキ」

			「──何だよ、屑騎士」

			　このガキ、まったく可愛くない。

			「お前の母ちゃんの話だ」

			　その尖とがった耳をピクリと動かすカイルは、俺の話を黙って聞く。

			「俺の実家は、屋敷を建て直したばかりでね。広くなったから、新しい人手が欲しい。住み込みの使用人として、ちゃんと生活が出来るように手配する」

			「信じられるかよ。どうせ、母さんの外見を気に入ったから手を出すんだ。お前も、お前の家族も信じられるもんか」

			　確かにユメリアさんの外見は優れているし、その心配は仕方がない。

			　外見は幼いのに、年上の子持ちで胸が大きいからな。

			「俺は実家にあまり戻れない。男爵は──親父は、身なりは野蛮だけど、アレでも純情だ。お袋を大事にしているから浮気はしないと思う。──たぶんな」

			　たぶんと言ってしまい、カイルが顔を上げて睨んでくるのが、ちょっと怖かった。

			「信用できないね」

			「俺は約束を守る男だ。それに、あの人を手元に置く理由もある。──エルフ共への切り札だ。俺に何かすれば、秘密をばらすという脅しだな。俺の手元にいるだけで価値がある。そんな貴重な人材に酷いことはしない」

			　俺の信用度から考えて、本気でエルフの秘密をばらしても信じる奴が少なそうだ。

			　ルクシオンも、きっとすぐには誰も信じないし嘘だと思われる可能性が高いと言っていた。

			　ただ、エルフたちには『俺はお前たちの弱みを握っているぞ』と思わせておけばいい。

			　偉そうなエルフたちへの嫌がらせが出来れば、個人的に満足だ。

			　カイルは黙っていた。

			「会いたいなら勝手に会いに来い。お前だけなら領内に入るのを認めてやる。ただし、マリエは駄目だけどな」

			　俺、あいつが嫌いだからね。それに、俺の実家に来たら、何か悪さをしそうだ。

			　カイルが袖で涙を拭っている。

			「──あの人は──母さんは、お人ひと好よしで騙されやすいんだ」

			「そうだな」

			「自己評価が低くて、弱気で──なのに、優しいから憎めない。本当に酷い親だよ」

			　カイルは、本気でユメリアさんを嫌ってはいないのだろう。

			　カイルは立ち上がって姿勢を正すと、俺に深々と頭を下げてきた。

			　いつものような生意気な態度はそこにない。

			「子爵様、どうか母さんのことを、よろしくお願いします」

			　こいつなりに、母親であるユメリアさんを心配していたのだろう。

			　俺は頷いてカイルを安堵させる。

			　そして、聞いてみたかったことを尋ねた。

			　これはゲーム知識と、ルクシオンの報告にあったのだが──カイルは何度も主人が替わっている。

			「それから、一つ聞きたいことがある。以前にお前の主人がコロコロ替わっていたのって、もしかして──」

			　泣いているところを見られたくないのか、カイルは目元を隠しながら答えた。

			「信用できるご主人を探すために決まっているでしょう。せっかく、王太子殿下を虜とりこにした女性を主人に持てたのに、あんたのせいで全部台無しだよ」

			「めんご」

			　軽いノリで謝罪すると、カイルが睨み付けてくるが──呆れた顔になると溜息を吐いた。

			「本当に嫌な奴だよね。あのままいけば、僕の人生は安泰だったのに」

			　こいつ、色々と計算している奴だったのか。

			「なら、どうしてマリエを見限らない？」

			「新しい主人を探すのは疲れるからね。それに、今では聖女様だから、一緒にいれば僕だっていい目が見られるよ。──あの人、駄目なようでしっかりしているし」

			　そのしっかりしていると評価されたマリエは、今は借金で首が回らなくなっているのだが？

			　それを知らないカイルでもないし、実はマリエのことが気に入っているのだろうか？

			　カイルが俺に忠告してきた。

			「それから、あの公国のお姫様には注意した方がいいよ。あの人、何か企んでいるみたいだからね」

			「ヘルトルーデさんが？」

			　王国への復ふく讐しゅうを諦めた様子もないし、俺も何か企んでいるとは思っていた。

			「色々と話を聞かれたよ。村長とも話をしていたし、何だか危ない気がするけどね。まぁ、あんたならうまくやるだろうけど。あんたの方が卑怯だしさ」

			「どういう意味だよ」

			「そのままの意味だよ」

			　俺たちが遺跡に入っている際に、ヘルトルーデさんはカイルたちに声をかけていたのか？

			


			　　　◇

			


			　夜。

			　甲板に出た俺は、袋に入った重い荷物──刺々しい黒い鎧のパーツを運んでいた。

			「本当にやるのか？」

			　ルクシオンの赤い一つ目が怪しく光っているのが怖い。

			『当然です。既に準備は整っています。この破壊衝動は、プログラムに深く刻まれているのです。人間で言えば本能です。一分、一秒でも早く、消し去らなければなりません』

			　──そうですか。それにしても、破壊衝動とか言い出す人工知能って怖いよね。

			『遺跡では研究対象として保存されていたようですが、今はその価値もありません。さぁ、早く！』

			　投げ捨てるために袋から黒いパーツを取り出し、手で触れるとパーツが脈打った。

			「うおっ、気持ち悪っ！」

			　パーツに切れ目が入り、パカッと開くとそこには大きな目が出現したので手放した。

			　生々しい眼球は人のものだが、人のものよりも確実に大きい。

			　パーツからウネウネとした触手が、俺の方へと伸びてくる。

			『気を付けてください。こいつはまだ生きています』

			　パーツが不気味な「キィィィ」と聞こえる叫び声を上げた。

			　一つ目からレーザーを照射し、パーツを攻撃するルクシオンはロボットたちを呼ぶ。

			　触手を焼き払い、パーツの目を執しつ拗ように攻撃していた。

			　集まったロボットたちが、パーツを持って空に放り投げると──隠れ潜んでいたルクシオン本体からの攻撃がパーツに直撃した。

			「本当に塵一つ残さず焼いたのか？」

			　ルクシオンは満足そうな電子音で答える。

			『当然です。あれは存在してはいけない兵器ですからね。新人類の遺物など、この世に存在する価値もありません。それにしても──清々しい気分というのはこういうものでしょうか？』

			　まぁ、機嫌が良くなったようで何よりだ。

			　だが、アレが新人類の遺物？　凄く気持ち悪かったな。

			　誰もいない甲板で、無事にパーツを処理した俺たちは船内へと戻ろうとした。

			　すると、反対に甲板に出てきた人物が一人──ヘルトルーデさんだ。

			「ここにいたのね」

			「何か用ですか？　それより、護衛の人はどうしました？」

			　ヘルトルーデさんは俺の質問に答えない。

			「二人きりで話をしたかったのよ。里でも話したけど、貴方が見つけたものを私に売ってくれないかしら？　実はアレって貴重な物なのよ。相応の対価は支払うつもりよ」

			　──え？　あれって貴重だったの？

			「そんなに貴重だったの？　ただのジャンクパーツじゃないか」

			　そもそも、アレって使えるものなのか？

			「貴方には価値が分からないのね。なら、私に売りなさい。別に王国に献上してもいいわよ。今度は王国の役人と交渉するだけだもの」

			　これは黙っていたら駄目なパターンかもしれない。

			　ルクシオンは『おやおや』とか、我関せずみたいな立場を気取っていた。

			　お前、何関係ないみたいな態度なの？

			「──ごめん。落とした」

			　そう言うと、ヘルトルーデさんが小さな口をぽかーんと開けてから数秒後に、

			「あ、貴方馬鹿じゃないの！」

			　──激高した。

			「いや、ほら──気持ち悪かったし！」

			「そういう問題じゃないわ！　馬鹿！　馬鹿！　大馬鹿者！　信じられない。大事な宝を落としたですって？　すぐに船を下ろして回収しなさい！」

			『嫌です』

			　即座に拒否するルクシオンに、ヘルトルーデさんがワナワナと震えていた。

			「こ、このことは王国の上層部に伝えますからね！」

			『おや、それに何の意味が？　手に入れた宝はマスターに所有権があります。王国の上層部に文句を言われても困ります』

			　そもそも塵ちりすら残っていないので、回収できない。

			「貴重な宝を大事に扱えないのは、冒険者として失格です！　学園では何を教えているのですか！」

			「ごめん。学園は婚活するための場所だから」

			『残念でしたね』

			　ルクシオンの奴、ヘルトルーデさんに随分と冷たいな。

			　ヘルトルーデさんは、背を向けると髪を揺らしながら船内へと戻っていく。

			「お、覚えていなさい！」

			　そんな捨て台詞を残していく彼女を見て、俺は思った。

			「──あの人、面白いな。クールビューティーかと思ったら、意外と表情が豊かだ」

			『欲情したのですか？　マスターの好みからはかけ離れていますよ。胸部の数値が低すぎます』

			「お前は俺が、胸だけで人を判断していると思っているの？」

			『はい』

			　即答するルクシオンに、俺も腹が立ってきたよ。

			


			　　　◇

			


			　学園に戻ってくると、俺は急いで王宮へと向かう準備に取りかかった。

			　服を着替えている俺を、ルクシオンが見つめてくる。

			『戻ってきたら、すぐに報告ですか。大変ですね』

			「何で学生の身分で働かないといけないのかな」

			　愚痴をこぼすと、ルクシオンが答えてくる。

			『中身は成人男性では？』

			「心はいつでも遊び心を忘れない子供なんだ」

			　戻ってきてすぐに王宮へ向かうため、休んでいる暇もなかった。

			『以前、自分は大人だと言っていましたが？』

			「そんなことを言ったかな？」

			『言いました。私は忘れませんよ』

			「お前はしつこいな。いいか、都合の悪いことを忘れるのも大人だぞ」

			『現実逃避ですね。改善するように提案します』

			「却下します。ほら、いくぞ」

			『はい』

			　ルクシオンを連れて部屋を出る。

			


			　　　◇

			


			　王宮の廊下。

			　今回の一件の報告をした俺は、くたびれてヘトヘトだった。

			　外を見れば暗くなっている。

			「もう夜じゃないか」

			『報告よりも、女性とのお茶会がメインでしたね』

			　騙し討ちのように待っていたのは、学園を卒業した女性たちとのお茶会だった。

			　有力貴族や、最近力を付けてきた貴族たちの娘が待っていたのだ。

			　報告は十分程度で終わったのに、お茶会は数時間も続いたぞ。

			「少しも楽しめなかった」

			『でしょうね』

			　お茶会に出てきたのは、男爵家から伯爵家までの令嬢たちだ。

			　ただし、みんな専属使用人を連れていた。

			　俺に聞いてくるのは、将来どのように収入を得るのかというお金の話だ。

			　合コンで年収を聞かれる感じ？　──もう頭が痛かったよ。

			　人が少ない王宮の廊下を歩いていると、以前出会った時とは違うドレス姿の王妃様──ミレーヌ様がそこにいた。

			　プラチナブロンドの髪が輝いて見える。

			　優しそうな瞳に癒やされ、その笑顔に自然とこちらも嬉しくなった。

			「あら、子爵殿はお疲れのようですね」

			　後ろには侍女が付き従い、無表情で立っている。

			　俺は気を引き締め、緩めていた服装を整えた。

			「これは失礼しました。王妃様におかれましては──」

			「子爵殿、少しお時間をよろしいかしら？」

			　──今度はミレーヌ様に呼び出されたが、内心は嬉しかった。

			「喜んで！」

			　微笑ほほえむミレーヌ様についていく俺を見ていたルクシオンが呟く。

			『本当に分かりやすい人ですね』

			　ミレーヌ様が来た時点で、ルクシオンは隠れていた。

			


			　　　◇

			


			　王宮内の一室。

			　ミレーヌ様と向き合う形で席に着いた俺は、出された紅茶を飲む。

			　俺の出すお茶よりもうまい。

			　使っている茶葉だけではなく、腕前も影響していた。

			　ちょっとした敗北感を覚えつつ、ミレーヌ様の話に耳を傾けていた。

			　ルクシオンは黙って俺の側に隠れている。

			「ヘルトルーデ殿下とは仲良くやっているのかしら？　殿下を連れ出して冒険に出るなんて少し焦ったわよ」

			「無理矢理ついてきましたけどね。許可も出たみたいですが？」

			　ミレーヌ様の表情が曇くもった。どうやら、本人は許可したくなかったようだ。

			「王宮内にも色んな考えを持つ人がいますからね。私としては、留学させている場合ではないと思うのだけれどね」

			　ミレーヌ様は反対したが、誰かが許可を出したのだろう。

			　自分の息子が通っている学園に、宣戦布告した国の王女殿下がいれば心配にもなる。

			　ヘルトルーデさんの安全についても気を配る必要があるし、出来れば大人しくして欲しいのだろう。

			　その意見には俺も賛成だ。

			　勘違いした馬鹿が出てきて、ヘルトルーデさんを傷つければ国際問題だ。

			　彼女が学園にいる時は、王宮から派遣された女性騎士や色々と言い含められた学生たちが護衛をしている。

			　それでも不安だけどね。

			「殿下とは私も話をしました。口には出しませんが、王国に対して随分と恨みを持っていますね」

			　自分で見たわけではないが、伝え聞いている王国の所業。

			　それは俺が聞いても眉をひそめるものだった。

			　だが、ミレーヌ様に「王国も酷いっすよね～」なんて軽い返事は出来ない。

			　微妙な問題には、俺は口を閉じるのだ。卑怯？　あぁ、そうだ。俺は卑怯だ。

			　黙っていると、ミレーヌ様が話を続ける。

			「私はね、子爵殿──いえ、リオン君。公国がこれで諦めるとは思えないのよ」

			「そうでしょうね」

			　積もり積もった恨みは、簡単には消えない。

			「親衛隊の件でも迷惑をかけましたね。それから、ラーファン子爵家の話は聞いたかしら？」

			　首を横に振ると、ミレーヌ様は頬に手を当てて困ったという顔で俺に結末を教えてくれるのだった。

			「ユリウスたちが走り回って解決はしたのだけれど、ラーファン子爵家の──聖女様の借金が増えていてね。本来ならお取り潰しも考えるのだけれど、さすがに聖女様の実家を潰すのは反対意見も多かったのよ」

			　マリエの奴、本当に呪われているんじゃないの？

			　解決したのに借金が増えていたとか、マリエが聞いたら卒倒するのではないだろうか？

			　でも、絶望した顔をしていたら、ちょっと笑ってやりたい。

			「王宮と神殿で借金を立て替えたのはいいのよ。けどね、来年度の予算とか色々とあるから」

			　聞けば、マリエに対して支払われる予算──まぁ、自由に使えるお金というのは、大幅にカットされることになった。

			　それだけ借金の金額が大きかったということだ。

			　どうしよう──話を聞いているだけで紅茶がうまい。

			　最高のお茶ちゃ請うけだ。

			　今日は気分よく眠れそうだな。

			「ここからが本題よ。聖女様の親衛隊隊長は子爵殿──リオン君でしょう。責任問題になってきているのよね」

			「──え？」

			「就任時期や色々と考慮しても、おとがめなしも駄目だと王宮や神殿から声が上がっているの」

			　雲行きが怪しいぞ。

			　俺に一体どんな責任があるというのか？

			「ま、待ってください。俺はあいつの護衛が仕事でして、借金に関してまで色々と言われるのはちょっと納得できないです」

			「それは分かっているのよ。それでも──責める人がいるのが世の中よ」

			　異世界も、元の世界と同じだ。

			　世の中腐っている。

			「急な出世を妬ねたむ人もいますからね。私としては、自分が陞しょう爵しゃくを後押した騎士が責められているのは見ていられません。出来る限りフォローさせてもらうわね」

			「ありがとうございま──え？　後押し？」

			「えぇ、そうよ。ほら、以前の空賊退治の時にね。ブラッド君とグレッグ君が私の所に来て、リオン君の手柄について話をしてくれたの。公国との件もあったから、私も推薦したわ」

			　眩まぶしい笑顔を俺に向けるミレーヌ様──違う、そうじゃない！

			　俺が望んでいたのは出世ではないんだ。

			「あ、あのですね、俺は出世なんかよりも──」

			「出世よりも？」

			　首をかしげるミレーヌ様が神々しく輝いて見えた。

			　この人は年上なのに可愛いぞ！　中身は俺の方が年上かもしれないが、何だか急にクラクラしてしまった。

			　ここで出世なんかいらなかったと言って、この人を傷つけていいものか？

			　もしかしたら、出世させたことを後悔するかもしれない。

			　──この人を悲しませたら駄目だ。

			　咄嗟にこの場を乗り切る言葉を俺は口にする。

			「──貴女が欲しい」

			「ちょ、ちょっと！　そ、そそそ、それは駄目よ。だって、私とリオン君は親子ほども年が離れているのよ」

			　年齢差は二十歳未満──いけるのではないだろうか？　というか、手の平返しをした学園の女子よりもこの人は素晴らしい。パーフェクトだ！

			　俺はミレーヌ様の手を両手で包み込むように握る。

			「それでも俺は貴女が──」

			「っん！」

			　わざとらしい咳せき払ばらいが聞こえてきた。

			　誰がやったのか分からないが、ミレーヌ様お付きの侍女の誰かだ。

			　いかん。──またノリで口説くところだった。ここが王宮だというのを忘れていた。

			　ミレーヌ様が顔を赤らめている。

			　この人、結構反応がいいな。からかいたくなる。

			「またそうやって年上をからかう。リオン君の悪い癖ですね」

			　王妃様でなければなぁ──本気で狙うのに。

			　話題を変えるミレーヌ様がヘルトルーデさんの話に戻った。

			「それはそうと、ヘルトルーデ殿下について気になることがあります」

			


			　　　◇

			


			　リオンが王宮に出向いた知らせを受け、学生寮には三人の亜人種──専属使用人たちが集まっていた。

			　一人は、リオンの姉であるジェナの専属使用人【ミオル】だった。

			　猫耳を持ち、背が高く筋肉質の男は、他の仲間と共にリオンの部屋の前に来ていた。

			「カイルの奴、裏切りやがった。俺たちに手を貸さないだとさ」

			　ミオルの苛立ちを他の二人がなだめる。

			「聖女様の使用人だ。下手な真似もさせられないだろ」

			「エルフたちの様子もおかしいから、それが理由じゃないか？　それより、よく鍵を手に入れたな」

			「これか？」

			　リオンの部屋の鍵を手に入れたミオルは、笑みを浮かべている。

			「あの女がこの部屋に出入りをする時にちょっと鍵の形を、な。馬鹿な女は扱いやすくていいぜ」

			　主人に対する言葉とは思えないが、奴隷たちは契約書によって縛られている関係だ。

			　心から仕えているわけではない。

			　鍵を開けて、周囲を警戒しつつリオンの部屋の中に入った。

			　一人は部屋の外で見張りを行い、ミオルはもう一人と部屋の中に持ってきた荷物を置く。

			「こんな物、いったいどうするんだ？」

			「俺が知るかよ。これを屑野郎の部屋に置けば、後は金をもらうだけだ」

			　リオンは専属使用人たちからも嫌われていた。理由は、学園祭の時にミレーヌに手を出そうとした専属使用人たちを倒してしまったためだ。

			　ちゃんとした理由もあっての行動だったが、それでも専属使用人たちからすればリオンというのは嫌な男子、なのである。

			　その腹いせが、今回の行動に繋がっていた。

			　三人は用事を済ませると、そのまま部屋を出ていく。

			　男子寮に専属使用人たちがいるのを不思議がられたが、咎とがめる男子は誰一人いなかった。

			


			　　　◇

			


			　翌日の放課後。

			　俺はお茶会を開いていた。

			　男子は定期的にお茶会をしないと、女子の間で悪い噂が流れてしまう。

			　まぁ、今の俺に評判など関係ないけどね。

			　それに、お茶会──お茶というのは、この世界に来てから見つけた俺の趣味のようなものだ。

			　うん、実にインテリである俺に相応しい趣味だな。

			　ただ、今日のお客様は個性派揃いだ。

			　伯爵令嬢【ディアドリー・フォウ・ローズブレイド】は、金髪縦ロールを持つお嬢様だ。赤い口紅に、気の強そうな顔立ちと──とても愉快な性格をしている。

			「随分とのんきですわね」

			　不満そうにしているディアドリー先輩を前に、俺は自分の淹いれたお茶を飲んでいた。

			「今日は会心の出来だな」

			　満足していると、もう一人の女子が少し苛立っていた。

			　名前を【クラリス・フィア・アトリー】──ジルクの元婚約者であるクラリス先輩は、俺に宮廷事情を話してくる。

			「リオン君、貴方の立場は非常に危険なのよ。それを分かっているの？　レッドグレイブ公爵家の派閥は弱体化して、今の王宮では発言力を失っているわ。台頭してきたフランプトン侯爵は、貴方に厳しい対応を取るべきと主張しているのよ」

			　俺がマリエの親衛隊隊長だから、借金の件も俺の責任としたいらしい。

			　強引すぎて笑うしかないね。

			「借金の件なら、俺の責任じゃありませんよ。マリエ──というか、あいつの家族の責任です」

			　ディアドリー先輩は、脚を組み替えてテーブルの上に肘を乗せている。

			「お馬鹿さんね。相手は理由なんてどうでもいいのよ。貴方を追い落としたい。そして、貴方の持つ飛行船を奪いたいの。理由なんていくらでも思い付く連中よ」

			「怖いっすね～」

			　難癖を付けてくる貴族たちは、どうやら凄く暇らしい。

			　俺からルクシオンを奪おうと必死な気持ちも理解できるが、そのために手を組んだ相手が悪い。

			「フランプトン侯爵は──ヘルトルーデ殿下とよく面会しているそうよ。公国に随分と甘い対応をしているのも、フランプトン侯爵の派閥が実権を握ったからなんだけど？」

			　俺がどのような反応を示すのか見ているディアドリー先輩は、真剣な表情をしていた。

			　この人も本物のお嬢様で、宮廷事情に詳しい。

			　そして、宮廷貴族であるクラリス先輩は、もっと詳しかった。

			「今のフランプトン侯爵なら、多少の無理でも押し通せるわ。リオン君、警戒しないと駄目よ」

			　本当に面倒なことになっているらしいが、俺は王宮のことにあまり関わりたくない。

			　──その気持ちは今も変わらなかった。

			「だったら、いっそ降格させて欲しいくらいですよ」

			　ディアドリー先輩が笑みを浮かべていた。

			「やっぱりお馬鹿さんね。そんなお優しい連中だと思っているの？　気を付けないと、いつの間にか足をすくわれて──」

			　バタバタと大勢が駆ける足音に、ディアドリー先輩の声が遮られた。

			　部屋に大勢の騎士や兵士たちがなだれ込んでくると、俺に対して武器を向けてくる。

			「リオン・フォウ・バルトファルトだな？　一緒に来てもらおうか」

			　クラリス先輩が立ち上がる。

			「──無礼ではないの？　彼は正式な四位下の子爵ですよ」

			　毅き然ぜんとした態度のクラリス先輩に、騎士は口角を上げて笑っていた。

			「謀反人に爵位など意味もありません。さぁ、来るんだ、小僧！」

			　兵士たちに両脇を抱えられ、俺は部屋から連れ出されるのだった。

			「謀反人ですって？　彼は英雄よ」

			　ディアドリー先輩がそう叫ぶと、

			「英雄？　公国との間に密約があった者を、英雄とは呼べませんね。では、我々はこれで失礼します」

			　騎士は真面目ぶった表情でのたまう。

			　公国との間で密約？　さて、何のことだろうか？

			


			　　　◇

			


			　女子寮。

			　ヘルトルーデの部屋に乗り込んだアンジェは、急いできたために呼吸が少し乱れていた。

			　そんなアンジェを涼しげに眺めるヘルトルーデは、椅子に座って脚を組み、膝の上に組んだ手を置いている。

			　アンジェを待っていたような態度だ。

			「随分と慌てていますね。無作法はこの際、許してあげますよ」

			「どういうつもりだ？」

			　ヘルトルーデは微笑む。

			「さぁ？　何のことかしらね。ハッキリ言って欲しいわ」

			「とぼけるつもりか？　リオンが公国と裏で繋がっていたなどと、噂を流したな！」

			「アンジェリカ、証拠もないのに人を疑うのはよくないわよ」

			　証拠はないと言い張るヘルトルーデに、アンジェは呼吸を整えてから口を開いた。

			「フランプトン侯爵と随分親しいようだな。リオンを追い落とすために、そこまでする理由は何だ？」

			　ヘルトルーデはアンジェを憐れむように言葉をつむぐ。

			「その程度の理由で私の所に乗り込んできたの？　噂通り、激げき情じょう家なのね。それも過ぎれば、ただの愚か者よ」

			　クスクス笑っているヘルトルーデに、アンジェは顔を近付ける。

			「何を考えている？　本気で戦争でもしたいのか？　リオン一人に負けたお前らに何が出来る」

			　笑みを浮かべているヘルトルーデは、リオンの弱点について語り始めた。

			「英雄殿を随分と高く評価しているのね。短い間でしたけど、私も子爵を見てきたわ。普段の様子は凡人ね。見所はあるかもしれないけれど──騎士としては凡人以下の出来損ないよ」

			　アンジェが眉を動かし、不快感を示す表情を見て、ヘルトルーデは更に笑う。

			「だってそうでしょう？　心優しい騎士は理想よね。けど、戦争時に人を殺せない騎士なんて、役立たずでしかないわ。バンデルとは大違いね」

			　ヘルトルーデは、リオンをよく見ていた。

			「ロストアイテムを手に入れた騎士。あの使い魔もロストアイテムと関わりがあるのよね？　彼の命令しか聞かないとなると、凄い兵器も宝の持ち腐れよね」

			　リオンが本気になれば──アンジェはそう言えなかった。

			　どんなに優秀だろうと、まだ騎士として未熟だ。

			　この世界は普通に戦争がある世界だ。

			　人を殺したことがない騎士など、この世界では一人前とは呼べない。

			「そんなに私たちが憎いか？」

			　ヘルトルーデの笑みが消える。

			「貴方に何が分かるの？　子供を、親を──家族を殺された領民たちの悲しみが分かるの？　一方的に私たちを攻めた癖に、許されると思わないで！」

			「おめでたい奴だな。お前は本当に何も知らないらしい。留学を決めた王宮は正しかったよ。お前に必要なのは──」

			　アンジェの台詞を止めたのは、部屋に入ってきた女性騎士たちだった。

			「そこまでです！　アンジェリカ様、ご同行願います」

			「──何？」

			　女性騎士たちはアンジェを取り囲む。

			「お前たち何をしている？」

			　そんな問いに、女性騎士たちは笑みを浮かべ答えた。

			「いけませんね。ヘルトルーデ王女殿下に乱暴を働くなど」

			「公爵令嬢ともあろう方が品のない」

			「さぁ、こちらへ」

			　アンジェは全て理解する。ヘルトルーデの護衛であり、彼女の監視役だと思っていた女性騎士たちは、既に自分の敵だったのだ、と。

			　苦々しい顔で女性騎士たちに拘束される。

			　アンジェは視線を女性騎士たちからヘルトルーデに向け、問いただす。

			「お前たちは本気なのか？」

			　立ち上がったヘルトルーデは、アンジェの耳元で囁ささやいた。

			「今度はホルファート王国を血に染めるわ。そして、この大地を──」

			　アンジェは最後の言葉に目を見開く。

			「──沈めてあげるわ。止められるものなら、止めてみなさい、アンジェリカ」

			


			　　　◇

			


			　荒らされた男子寮の自室を見ながら、俺は出てきたものに苦虫をかみ潰したような顔をする。

			　それは俺が公国と繋がっていたことを示す手紙だった。

			　身に覚えのない手紙が、俺の部屋から大量に発見されている。

			　──ここまでやるのかと、逆に感心するほどだ。

			　騎士が俺の前に来て、手紙を広げた。

			「これは言い逃れも出来ないな。──まさか、英雄が裏で敵国と繋がっていたとは思わなかったよ」

			　白々しい騎士の態度に、俺は視線をそらす。

			「覚悟は出来ているんだろうな？」

			　顔を近付けてくる騎士に、俺は鼻で笑ってやった。

			「俺を追い落とすためによくやるよ」

			　すると、騎士は笑顔で──俺の顔を殴ってきた。

			　倒れる俺に、騎士の部下たちが集まってくる。

			「大人しくしろ、この反逆者が！」

			　無抵抗なのに殴られていると、床に転がるルクシオンが俺を見ていた。

			　大丈夫だとジェスチャーを行い、俺は大人しく拘束される。

			　──嫌な予感はしていたが、本当に最悪の展開だ。

			「成り上がって、すぐに地位を奪われる気分はどうだ？」

			「怪しいと思っていたんだ。お前のような小僧が子爵などあり得ない」

			「裏で散々悪事に手を出していたらしいな。取り調べはきついものになると覚悟しろよ」

			　縛られ、部屋の外に出ると男子生徒たちが集まっていた。

			　その中には、専属使用人であるミオルの姿もある。

			　俺を見て意味ありげに笑っていやがった。

			「糞野郎が」

			　俺の言葉に、ミオルは益ます々ます楽しそうに笑っていた。

			　背中を蹴られ倒れる。

			　髪を引っ張られ無理矢理立たされ、歩かされると、外には女子生徒や専属使用人たちの姿もあった。

			「いい気味よ」

			「最初から怪しいと思っていたのよ」

			「私は最初から疑っていたわ」

			　言いたい放題の生徒たちが並んで作った道を歩くと、ゴミなどを投げられた。

			　おいおい、また手の平返しか？　だが──ここまでされるいわれはない。

			　態度を百八十度変えて、むしろ一周回って最初の頃に戻ったような学園の生徒たち。

			　不思議と、こっちの方がしっくりくるな。

			　俺を後ろから蹴り飛ばした騎士が言う。

			「リオン・フォウ・バルトファルト子爵──いや、今はただのリオンだったな。覚悟しておくことだ、この犯罪者が」

			　罪状は色々とあるが、どれも言いがかりに近いものばかりだった。

			　俺は拘束され、牢ろう屋やにぶち込まれることになったのだ。

			「こんな方法で降格なんかしたくなかったな」

			　軽口を叩くとゴミが飛んできて、おまけに蹴りまで飛んでくる。

			　人混みをかき分け、リビアが姿を見せた。

			「リオンさん！」

			　俺の名前を呼ぶリビアに小さく手を振り、そしてゴミを投げつけられながら歩く。

			　人混みの中には、クラリス先輩やディアドリー先輩──そして、友人であるダニエルやレイモンドがいて、心配そうに俺を見ている。

			　まったく──この乙女ゲーの世界は、本当に最低な世界だよ。

		

	

			


			第04話「裏側」

			


			　ヘルトルーデとフランプトン侯爵が訪れたのは、ホルファート王国──王宮の宝物庫だった。

			　そこに飾られているのは、数々の財宝やロストアイテムだ。

			　中には、何に使うのか分からないのに飾られている道具も数多い。

			（見つけた。王国の宝物庫にもあるとは聞いていたけど、本当に無造作に飾っているのね。これの本当の価値も分からないなんて、侯爵もたいしたことがないわ）

			　そんな宝物庫に訪れたヘルトルーデは、お目当ての品を見つけると立ち止まり口を開く。

			「侯爵、これを譲っていただけないかしら？」

			　ヘルトルーデの提案に、フランプトン侯爵はアゴ髭を撫でながら答える。

			「古代の鎧の腕を、ですかな？　これは大変貴重な物でありますから、私の一存ではどうにもなりませんね」

			　黒く──刺々しいデザインをした鎧の右腕は、確かに歴史的な価値がある。

			　ただ、現代では使えないと判断され飾られていた。

			（こんな危険な物を無防備に飾っておくなんて、王国は度し難いわね。万が一にも使われないために、やはりこちらで手に入れておかないと）

			　ヘルトルーデの内心を知らないフランプトン侯爵は、もったいぶった態度を見せている。

			「何がお望みかしら？」

			　腕を組むヘルトルーデに、フランプトン侯爵は優しい笑みを浮かべていた。

			「ほほほ、随分と気に入られた様子ですね。いったい何に使うのかお聞きしても？」

			　ヘルトルーデは、宝物庫に新しく飾られた宝たちに視線を向ける。

			　一つは魔笛──もう一つは、ファンオース公国の最強の騎士──【バンデル・ヒム・ゼンデン】の愛用していた鎧用の大剣だ。

			　人型のパワードスーツが扱う大剣は、とても大きく重厚感がある。

			　黒騎士として恐れられたバンデルが使っていた大剣は、特殊な金属で作られた貴重品でもあった。

			　元々公国の宝であるのに、王国の宝物庫に飾られているのが悔しかった。

			「魔笛とバンデルの大剣を奪われたのです。失った宝の代わりでは駄目かしら？」

			「奪ったなどと人聞きの悪い。これらは王国が手に入れた宝でございますよ」

			　正確にはリオンが奪い、献上した宝になる。

			　その後もノラリクラリと返事を濁にごしていたフランプトン侯爵だったが、ヘルトルーデが本気だと判断すると表情が真剣なものになる。

			「──殿下、この宝が欲しいのですか？」

			「欲しいわね」

			「何にお使いに？」

			「古代の鎧のパーツよ。鑑賞用以外に使い道があるのかしら？」

			「ごもっともですね」

			　ヘルトルーデは少し緊張していた。あまり強く欲しがれば、疑われると思ったが何とか切り抜けたと安堵する。

			　フランプトン侯爵は、別の話題をヘルトルーデに振るのだった。

			「私は公国との友好を考えています」

			「それは嬉しいわ」

			　ヘルトルーデは、嬉しいと言いながらも言葉に感情がこもっていなかった。

			　そのことに気が付いている様子のフランプトン侯爵だが、そのまま話を続ける。

			「友好の架け橋として、ユリウス殿下には公国へ向かってもらおうと考えているのです」

			「聖女様の恋人じゃない」

			「お恥ずかしい話です。ユリウス殿下にも、ヘルトルーデ殿下のような自覚を持って欲しいものですね。さて、本題ですが──我々は公国に一部の領地を割かつ譲じょうする用意があります。もっとも、そのためには王国内を掃除する必要があるのですが」

			　フランプトン侯爵の提案に、ヘルトルーデは先程よりも興味を示した。

			「──詳しく聞きたいわ」

			「公国も元を辿ればホルファート王家の分家筋。これを機会に、本格的な友好を考えているのですよ。我々は協力できる──そうは思いませんか？」

			　自分たちに協力しろと言ってくるフランプトン侯爵に、ヘルトルーデは素っ気ない態度を取った。

			「話にならないわ。僅わずかばかりの大地を渡すから、私たちに矛を収めろと言うの？　それに、領地を割譲するなんて嘘ね」

			　首を横に振るフランプトン侯爵は、笑顔で説明するのだった。

			「ヘルトルーデ殿下は、王国の事情を知らないようですね。割譲しても問題ないのですよ」

			「事情ですって？」

			　そこから話すのは、ホルファート王国という国の内情だ。

			「公国との間で戦争が起きる大地ですが、あそこに王国直轄地はないのです」

			　浮島には領主たちがおり、大陸の方にも領主たちがいる。

			　言ってしまえば、王国の領地ではあるが──王家の土地ではない。

			「そういうことね。フィールド辺境伯の浮島もあったわね。でも、それって貴方たちの領地じゃないなら、割譲しようがないじゃない」

			　マリエの恋人の一人である【ブラッド・フォウ・フィールド】の実家は、公国に睨みを利かせる重要な立場にあった。

			　その他の土地にも領主たちがいて、王国が勝手に割譲する権利はない。

			　──ないのだが、

			「我々王国の支援がなければ、地方領主の抵抗などたかが知れています。公国は、そのような木っ端領主共も相手に出来ぬと？」

			「言ってくれますね。出来ないとは言わないわ。けれど──貴方たちにメリットがあるのかしら？」

			　自国の領地を減らすような提案に疑念を抱いていると、フランプトン侯爵は口を三日月のような形にして笑みを作った。

			　目がギラギラと輝いている。

			「殿下──地方領主など王国にとって邪魔なのですよ」

			「邪魔、ね」

			（そういえば、フランプトン侯爵とフィールド家は派閥が違ったわね）

			　複雑な王宮内の事情にヘルトルーデは辟へき易えきしつつも、その提案を受け入れるのだった。

			「いいわ。その話に乗ってあげる。ユリウス殿下が婿むこに来るなら、その前祝いにこれをいただくわ」

			　刺々しい鎧の右腕。

			　フランプトン侯爵は笑顔で頷いた。

			「大変良い取引が出来ました。それでは、公国の準備が整ったら教えてください。王宮内の掃除を行い、公国が勝利したところで我々が介入して講和、というのがベストなシナリオかと思います」

			「──いいわ。私の名前で約束しましょう」

			（たかがガラクタで、随分といい条件を引き出せたという顔をしているわね。小娘一人くらい、手の平の上で踊らせるくらい簡単だと思っているようだけど──）

			　笑いたい気持ちを我慢して、ヘルトルーデは目的を達成できたことに安堵した。

			（急いで公国に送りましょう）

			　飾られている魔笛に視線だけを向けると、

			（ラウダ──愚かな姉を恨んでくれていいわ）

			　唇を噛かみしめ、そして更にもう一つの目的を達成するために動くのだ。

			「それから──バルトファルト子爵の件はどうなっているのかしら？　ロストアイテムはしっかりと押さえたのよね？」

			　フランプトン侯爵は、笑みを消して頷いた。

			「えぇ、パルトナーという飛行船、そしてアロガンツなどという大層な名前の鎧も我々が手に入れました。すぐに解析できるでしょう。あの小僧はすぐにでも処刑したかったのですが、王妃様のお気に入りでしてね。少々てこずっております」

			　それを聞いて、ヘルトルーデは微笑むのだった。

			　ホルファート王国は、自らの手で切り札を使い物にならないようにしてしまったと確信した。

			（バルトファルト子爵がいないなら、公国にとって都合がいいわ。あの使い魔の態度からすれば、こいつらにあの飛行船や鎧は制御できない）

			「そう。これで侯爵のいる王国は安泰ね。宰相と呼ぶ日も近いのかしら？」

			　宰相という言葉に、フランプトン侯爵は本気の笑みを浮かべていた。

			「いやいや、私などが宰相などとおこがましい限りです」

			（嘘ね。最初からそのつもりでしょうに。レッドグレイブ家に宰相になられまいと、かなりの無茶をしたはずよ。でも、おかげで目的は果たせたわ。ありがとう、お馬鹿な宰相さん）

			　ヘルトルーデは、フランプトン侯爵に頼むのだった。

			「急いで公国に手紙を出したいわ。飛行船の手配をお願いできるかしら？」

			「すぐに手配させましょう」

			


			　　　◇

			


			　ファンオース公国の上空。

			　王国から到着した一隻の飛行船に乗り込むのは、元黒騎士【バンデル・ヒム・ゼンデン】だった。

			　届けられた品を受け取ると、それが何であるのか理解できなかった。

			　鎧の部品であるのは分かるが、作りに覚えがない。

			　そして、右腕一つでは意味などない。

			「これが姫様から？」

			「はい。大事な品であると聞いています」

			　バンデルは額から頭頂部にかけて傷が目立っていた。

			　初老とは思えないほどに逞たくましい騎士だった。

			「これは──まさか、ロストアイテムか？」

			「そのようです。王国の宝物庫で発見したと」

			　飛行船に乗り込んだのはバンデルだけではない。

			　以前、王国との使者を務めた伯爵の【ゲラット】もいる。

			　手で顎をさすり、なくなってしまった髭を惜しんでいる様子の手癖。

			　その目は復讐に燃えていた。

			「姫様ももう少し役に立つ物を送り届けて欲しいものですね。【外道騎士】の処刑もまだというではありませんか」

			　外道騎士──公国でのリオンの二つ名だ。

			　その行いが、騎士として道を外れているために二つ名となった。

			　敵を殺さなかったリオンだが、それだけに故郷に戻った騎士や兵士たちは公国の貴族や国民から随分と罵倒された。

			　リオンが言った通りだ。

			　騎士として、バンデルは既に老いぼれ扱いを受けて黒騎士の称号も失っている。

			「姫様の侮辱は許さんぞ」

			　だが、その威厳はまだ健在だ。

			　睨み付けると、ゲラットは届けられた手紙に逃げるように視線を移した。

			「そ、そのようなつもりでは──ん？」

			　しばらくすると──届けられた書状を見るゲラットの瞳が見開かれ、黒い刺々しい右腕と書状を何度も視線が行き交っている。

			「ま、まさか」

			「どうした？」

			　バンデルが腕を組んで問うと、ゲラットは嬉しいのか声を張り上げる。

			「黒騎士殿。いえ、元黒騎士殿は──命を捨てる覚悟はありますか？」

			　ゲラットの言葉をバンデルは鼻で笑う。

			「既に騎士として死んだ老いぼれだ。姫様を助けるためなら、何だってする」

			「結構！　では説明しましょう。これは古代──いえ、神話の時代に存在した鎧の一部です。王家でも一部しか知らないロストアイテムとのことです」

			　全員の視線が鎧の右腕に向けられると、ゲラットは両手を広げた。

			「何と素晴らしい贈り物でしょう！　ヘルトルーデ王女殿下は、その役目を十分に果たしました。これで妹君──【ヘルトラウダ・セラ・ファンオース】王女殿下の敵は存在しません！　外道騎士も、今度こそ終わりですよ！」

			「外道騎士と戦えるのか？」

			「えぇ、勝てる可能性は十分にある。もっとも──今の外道騎士は、祖国に裏切られ幽ゆう閉へいされているようですけどね。いい気味ですよ」

			「戦場でけりを付けられないのが残念だ」

			「武人の気持ちは理解できませんね。ただ、おかげでヘルトラウダ殿下の敵が一人消えましたよ」

			　ヘルトルーデの妹──ヘルトラウダ第二王女殿下。

			　公国の空を埋め尽くす艦隊とモンスターたちを率いる、公国の切り札である。

			　バンデルは目を細め、鎧の右腕を見た。

			「ヘルトルーデ様をお救いする。この命を捧げてでも」

			　髭の仇かたき討うちが出来たと喜ぶゲラットの横で、バンデルは拳を強く握りしめていた。

			


			　　　◇

			


			　王宮の地下牢。

			　ジメジメしたその場所は、ひんやりと冷たくて寒い。

			　空気は淀み、いつまでもいたい場所ではない。

			　囚人の格好をしなければいけないので、両手には手錠がされていた。

			　欠伸あくびをしていると、看守が俺に合図を送ってくる。

			　どうやらお客様がご到着のようだ。

			　その人物は、俺を見るなり文句を言ってくる。

			「見損なったぞ、バルトファルト！」

			　堂々とした声の主は、王宮の主になったかもしれない男。

			　ユリウス殿下だった。

			　俺を前に憤っていたが、俺もお前がこの場にいることが腹立たしいよ。

			「誰？」

			　知らないふりをしてからかってやると、顔を赤くして名乗ってくる。

			「ユリウスだ！　【ユリウス・ラファ・ホルファート】！　それよりも、お前が裏切っていたとはどういうことだ！　卑怯者だとは思っていたが、こんなことをする奴だとは思わなかったぞ！」

			　言っていることが滅茶苦茶だな。

			　ユリウス殿下的には、俺がいくら小こ狡ずるい奴でも、王国を裏切るとは思っていなかったのだろう。

			　──でも、よく考えると裏切ってもおかしくない下地はあるよね。

			　原因はお前だよ。お前のせいだぞ。

			　いや、少し待て。こいつよりも婚活が原因かな？　婚活で酷い目に遭う度に、こんな国捨ててやるって何度考えたことだろう。

			「裏切ってないです。冤えん罪ざいですよ。助けて、王子様」

			「軽口が叩ける内はまだ元気だな。全てを話してもらうぞ、バルトファルト」

			　どうやら助けてはくれないようだ。

			　まぁ、俺がユリウス殿下と同じ立場でも、助けないだろうけどね。

			　そもそも、こいつにそんな権限ないし。

			「何を？」

			「お前、俺の前だというのに態度がでかいぞ」

			「裏切り者扱いで処刑する国に未練があると思うのか？　いつか絶対に後悔させてやるから覚えておけよ。俺はやられたらやり返す男だ」

			「そうか。実は俺からも話があるから、先にそちらから済ませよう」

			　こいつ俺の話を流しやがった。

			「お前の所持していたパルトナーとアロガンツは、王国の騎士団が押さえている。動かせないらしいが、そこは問題じゃない」

			　俺にしてみれば十分に問題だ。

			　ルクシオンが対処してくれるだろうから、不安はないが不快だ。

			「捕らえたお前を処刑する動きもあるのに、擁よう護ごする動きもある。派閥争いに利用されているのだろうが、どうにもいつもと違って様子がおかしい」

			　俺からすれば、王宮はいつもおかしい。

			　俺を出世させるとか、出世させるとか。とにかく今だけおかしいとは思えなかった。いつもおかしいから、正常な時があったら教えて欲しいくらいだ。

			「それで？」

			「バルトファルト──どうして裏切った？　今回は何を企んでいる？」

			　俺を裏切り者扱いどころか、何かを企んでいると思うなんて酷すぎる。

			　俺はそこまで酷い人間だろうか？

			「冤罪だって言っているだろうが。俺を捕まえたい奴がいるの」

			「何!?」

			　何でお前が驚くんだよ！　お前、王宮で暮らしていた王子様だよね？　もっと想像力を働かせようよ！　お前ちょっと純粋すぎるよ。

			「俺が裏切ると思ったのか？　裏切るならもっとうまく裏切るね」

			「確かにそうだな。お前ならもっとうまく──そして常に相手が嫌がることをする」

			　納得してくれたユリウス殿下に腹が立つ。お前、いったい俺の何を信用しているの？

			　ユリウス殿下は、自分の考えを俺に打ち明けてくるが──何でお前が俺に相談するの？

			「俺は戦争を経験していないが、まるで戦争前の雰囲気だと思ったよ」

			　下手をしたら内乱です、なんて言おうとしたが口を閉じた。

			　ただ、ホルファート王国というのは、大きな国ではあるが敵も多い。

			　公国のように敵対している国をいくつも持っている。

			　そんな状態で、内乱一歩手前とか──公国が動きそうで怖い。

			　嫌な予感がするね。

			「──修正力ってやつかな」

			　あの乙女ゲー世界のストーリーを無理矢理再現しようとするかのような展開に、何かしらの不思議な力が働いている気がしてならない。

			　俺の呟きにユリウス殿下が戸惑っていた。

			「修正？　何を言っている、バルトファルト？」

			「こっちの話だよ。俺は捕まっているから、詳しい話はよく分からないぞ」

			　ユリウス殿下が顎に手を当てて何やら考え込んでいたので、お願いしてみる。

			「ねぇ、出してよ」

			「それは無理だ。今の俺には権限がない」

			　使えない王子様だ。まぁ、出してもらっても困るけどね。

			　それにしても──少し疑問だ。

			　公国の切り札である魔笛は、その能力もあって王国が厳重に保管している。

			　ヘルトルーデさんもいない状況だから、公国は動かないはずだ。

			　なのに、ヘルトルーデさんの怪しい動き。

			　まるで本当に物語の修正力ではないか。

			「──本当に嫌な世界だ」

			　俺の呟きを今度は聞き流し、ユリウス殿下は急いで地下牢から出ていった。

			　このまま物語通りに進むのなら、逃げるしかない。

			　俺──いや、ルクシオンでも、公国の切り札には勝てないのだから。

			　そんなユリウス殿下と入れ違いで地下牢に来たのは──ヘルトルーデさんだった。看守は何かを渡されると、席を外していく。

			　その際、俺に目配せをしてから出ていった。

			「随分と酷い目に遭っているわね」

			「誰かさんのせいでね。それより、堂々と王宮内を歩き回っていいのかな？」

			「お構いなく。ちゃんと許可は取っているの。それから、貴方を捕らえたのは私じゃないわ。確かに貴方を拘束するように頼んだけれど、ここまで厳しい扱いをしたのは王国の貴族たちよ」

			　原因はお前だろうに。俺がふて腐れていると、鉄格子に顔を近付けてくる。人が弱った時を見計らって近付いてくる──詐欺師などの手口だな。

			「出してあげましょうか？　こんな国に仕えるよりも、ファンオース公国に従いなさいな。好待遇を約束するわ。貴方が願ってやまない、平穏無事な人生を送らせてあげる」

			　体がピクリと反応してしまった。

			　この人、俺が何を望んでいるのかしっかり調べていたようだ。

			　それに比べて、王国は俺をまったく理解しようとしない──悲しいね。

			「愚かよね。公国を侮り、貴方を派閥争いに利用するこの国の貴族たちは見ていられないわ。私を利用して、貴方を潰しておきたかったのよ」

			　同じ殿下でも、ユリウス殿下とは大違いだな。

			　この人の方が有能そうだ。

			「私の前に膝をつきなさい。私の騎士にしてあげる。腐敗した王国に尽くすよりも、きっと貴方の願い通りになるわよ。地位でも名誉でもない、平穏無事な人生を約束するわ」

			　顔を向け、微笑んでいるヘルトルーデさんに俺は──。

			「お断りします」

			　微笑みから少し苛立ちを含んだ笑みに変わるヘルトルーデさんは、俺が断る理由を聞きたいらしい。

			「そんなに王国が大事かしら？　貴方、領主貴族よね？　実家ごと寝返ってもいいのよ」

			「魅力的な提案だが、信用のない相手と取引するつもりはない」

			　そもそも、俺って公国に恨まれているからね。

			　ついでにいえば、俺を貶おとしめたのはお前だ。

			　隠れていたルクシオンが姿を見せ、会話に加わってくる。

			『マスターを恐れて捕らえさせたのは、貴方たちでは？　弱ったところで手を差し伸べるなど典型的ですね。判断力を喪失していると思いましたか？』

			　ヘルトルーデさんがルクシオンに視線を向けた。

			「盗み聞きなんて嫌な使い魔ね」

			『貴方がマスターを本気で取り込むつもりなら──約束を守ろうとしていたのなら、私はマスターの説得に協力しましたよ』

			「本当に嫌な使い魔。私が本気で取り込むとは思っていない癖によく言うわ」

			　つまり、今までの話は嘘だった、と。

			　──悲しいな。魅力的な提案だったから、心は揺れまくっていたのに。

			　ヘルトルーデさんが鉄格子から離れ、そして冷たい声をかけてくる。

			「誇っていいわよ。貴方は私たちの障害になり得ると判断されたのよ」

			　地下牢から去っていくヘルトルーデさんの背中を見送り、俺はベッドに横になる。

			「随分と嫌われたな」

			　去っていくヘルトルーデさんの背中は、少し寂しそうに見えたが気のせいだろうか？

			『本気で嫌ってはいませんよ』

			「あれで？」

			『彼女が本当に恨んでいるだけなら、マスターに声をかける必要がありませんからね。ただ、従っても命の保証をしてくれる程度だったと予想します』

			「──もっと本気だったら頷いていたのに残念だよ」

			『嘘ですね。マスターは、ヘルトルーデが本気でも王国を裏切りません』

			「分からないぞ。条件次第だよ」

			『──そうですか。それはそうと、マスターの部屋に偽の証拠を置いた犯人はミオルでしたよ』

			「姉貴の専属使用人じゃないか」

			『マスターは彼らの恨みを買っていますからね。すぐにでも処分しますか？』

			「お前は物騒だよな。だけど──」

			『おっと、看守が戻ってきたようです』

			　戻ってきた看守が俺に話しかけてきた。ルクシオンは姿を消す。

			「子爵様、コーヒーと紅茶、次はどちらがいいですか？」

			「紅茶で。次はいい茶葉で頼む」

			「いや、高価な茶葉なんてここにはありませんよ」

			「それにしても、親衛隊長からいきなり囚人だ。俺の人生、いったいどうなっているのかな？」

			「私も驚きましたよ。王国始まって以来じゃないですか？」

			　まったく嬉しくないけどね。

			　看守が再び外に出て、紅茶の用意に向かう。俺が欠伸をしているとルクシオンが姿を見せた。

			　手錠を外してクルクルと指で回して遊ぶ。

			『地下牢でくつろぎすぎでは？　もっと緊張感を持って欲しいですね』

			「疲れるから嫌だよ。それにしても、ミレーヌ様と親しくなっていたのはよかったな。あのまま捕らえられて拷問にかけられていたら笑えなかったぞ」

			『その時はすぐに救出し、この大陸を沈めますよ。もしくは、マスターの関係者以外をこの大陸から一いっ掃そう──』

			「ストップだ。俺は大量虐殺なんて嫌だぞ」

			『──お優しいことで』

			　忘れがちだが、こいつは見つけた時に「新人類なんか殲せん滅めつしてやるよ」なんて言っていた奴だ。

			　何気に、この世界にとって最も危険な存在だった。

			　だが、こんなルクシオンでもラスボスには勝てない。

			　負けはしないが──勝つことは出来ないだろう。

			　最後に必要なのは、聖女の力とリビアの力、そして「愛」なのだから。

			　それはそうと、俺がここでいったい何をしているのか？

			　全ては捕らえられたその日に理由がある。

			


			　　　◇

			


			　──捕まったあの日。

			　王宮へと連れてこられた俺は、ある部屋で二人の人物と向き合っていた。

			「ギルバートさん、捕まってしまいました」

			　冗談を言えるだけの余裕がある俺──理由？　そんなの、いつか捕まると分かっていたからだ。

			　ただ、目の前の二人は、俺の冗談に笑ってくれなかった。

			　一人はアンジェの兄、レッドグレイブ家の跡取りである【ギルバート・フォウ・レッドグレイブ】。

			　ギルバートさんは安堵した表情をしていた。

			「余裕があるね。君を脅威と判断した貴族たちは、間違っていないようだ。この状況で冗談が言える胆力は尊敬するよ」

			　胆力？　違います。事前に知っていれば、ある程度の心構えが出来るからです。

			　もう一人の人物──ミレーヌ様が本題を話した。

			「リオン君、今回の件ですが、現状最大派閥の長であるフランプトン侯爵が動いています」

			　──出る杭くいは打たれる。

			　俺のような異例の出世を遂げた若造が気に入らない奴らは多い。

			　そんな妬みを、公国に利用されたのだ。

			「王宮も一枚岩ではないわ。色んな派閥が、それぞれの思惑で動いています。その意味が分かるかしら？」

			「侯爵と公国の利害が一致した、ですか？」

			　ギルバートさんが頷く。

			「そうだ。ユリウス殿下の失脚で、レッドグレイブ家の派閥が縮小した。代わりに力を付けたのがフランプトン侯爵が──ある意味、君が原因だよ」

			「俺が？」

			　ミレーヌ様は、俺が持つロストアイテム──ルクシオンについて話をする。

			「公国の艦隊を一隻で退けた飛行船を警戒する人は多かった、ということよ。リオン君を警戒する侯爵と、リオン君に恨みを持つ公国が手を組む。あり得る話よね」

			　俺がいるために、侯爵派閥はまとまったのか？

			　皮肉な話だと思っていると、ミレーヌ様が言う。

			「リオン君、彼らの脅威は公国よりも貴方よ。フランプトン侯爵は、特に貴方を警戒しているの」

			「は？　え、でも──」

			　俺が驚くと、ギルバートさんが呆れていた。

			「考えてもみなさい。飛行船数十隻を相手に完勝してしまうということは、君は一人でそれだけの軍事力を持っているのと同義だ。君が王国に謀反を企てるつもりがないのは知っている。だが、それを全員が信じると思うかな？　信じたとしても、自分たちと敵対しないと言えるだろうか？」

			　公国よりも俺が──ルクシオンが怖いのか。

			　間違ってはいないが、そのために公国と手を組むとか馬鹿じゃないの？

			「俺に負けた公国を侮っていたのでは？」

			「確かに笑い話にする連中もいるが、戦争を経験していればそれがいかに脅威かも理解できる。口には出さないが、焦っていたはずだ」

			　もっとマリエと公国を警戒しろと言ってやりたかった。

			「それで俺を冤罪で捕らえたと？」

			「すまないが、このまま地下牢に入ってもらう。理由は──その方が安全だからだ」

			　俺を捕らえておけば侯爵派閥も安心するし、その間に色々と動きたい、と。

			　派閥が弱体化したレッドグレイブ家も、色々と大変だな。

			　そして、ミレーヌ様も同様に苦労しているようだ。

			「数ヶ月前とは状況が違うわ。リオン君、貴方は暗殺されてもおかしくなかったのよ」

			　笑えない話に冷や汗が流れる。

			「俺を捕らえた騎士たちの張り切り具合とか、本当に恨んでいるようでしたけど──まさか」

			「アレは本気だ。途中で我々が君を回収したが、肝が冷えたよ」

			　ギルバートさんの台詞に背筋が寒くなる。想像以上に危ない状況だったようだ。

			「リオン君を王宮で保護します。今は、これが私たちの精一杯です。公爵家の敵対派閥だけじゃないの。君を脅威と思っている貴族は多いわ。君のロストアイテムを回収して、自分たちの力にしたい貴族たちは多いのよ」

			　ミレーヌ様は、まるで小さな子供に言い聞かせるように説明してきた。

			　ミレーヌ様がお母さん──ちょっとゾクゾクするが、それは置いておこう。

			　ギルバートさんが緊張した様子で言う。

			「フランプトン侯爵だが、君を捕らえたことで安心したのか本格的に権力を握るために動き出した。こちらも忙しくなる」

			　ミレーヌ様が怖い話をする。

			「王宮内の雰囲気が怖くていけないわ。下手をすると内乱かしらね？　ヘルトルーデ殿下も動いているなら、公国も動きそうで怖いわ」

			　本気で内乱を起すつもりか？

			　俺という問題が片づいたら、次は権力争い──フランプトン侯爵も大変だな。

			　俺に手を出さなければ放置したのにね。

			　まぁ、マリエの件もあるし、注意深く様子を見るとして──。

			「内乱なんてしている場合じゃないでしょうに」

			　ミレーヌ様は言う。

			「それは分かっているわ。けれど、フランプトン侯爵にしてみれば、チャンスでもあるのよ。レッドグレイブ家を押しのけて、王国で権力を握れるチャンスなの。多少の無理くらいはするわ。その犠牲が、今回はリオン君だったのよ」

			　──酷くない？　権力争いに巻き込まないで欲しい。

			　おまけに、権力争いのために敵である公国と組むとか──本当に酷い。

			　ギルバートさんは、呆れつつもフランプトン侯爵の行動を理解しているようだ。

			「公国と手を組んで、多少の損をしてでも権力を握りたいのさ」

			「嫌な話ですね」

			「そうだね。嫌な話だ」

			　ギルバートさんを責めても何も始まらないので、俺は気になることを聞いた。

			「アンジェたちは俺が保護されているのを知っているんですか？」

			「知らない。いや、教えられない。君が保護されているのは、一部の者たちしか知らない極秘事項だ。おかげで、一人でヘルトルーデ殿下に文句を言いにいってしまったよ」

			「──大丈夫なんですか？」

			「そちらはすぐに釈しゃく放ほうさせるから心配ない。気になるかな？」

			「もちろん」

			　学園では数少ない理想の女子だからね。

			　それに──友人だ。心配くらいする。

			「あらあら」

			　ミレーヌ様が口に手を当てて微笑んでいる。この人、また勘違いをしてないか？

			　まったく──可愛い人だな。

			　ギルバートさんは少し嬉しそうにしながら言う。

			「さて、それでは君に頼みたいことがある」

			「頼みたいこと？」

			


			　　　◇

			


			　──と、いうわけだ。

			　地下牢に閉じ込められている俺は、餌えさのような役割をしている。

			　釣られてきたのは、ユリウス殿下やヘルトルーデさんのような人たち。

			　俺に接触する人間を探っていたりします。

			「やってくれるよな」

			『──ここ最近、マスターの周辺を探っていた人物たちがいましたね。彼らの目的は、情報収集や暗殺だったのでしょうか？』

			「え？　お前、もしかして知っていたの？　ちゃんと言えよ！」

			『ご安心ください。マスターを暗殺などさせませんよ』

			　いや、教えてよ。気にせずノンビリ過ごしていた俺が馬鹿みたいじゃないか。

			「今度からは教えろよ」

			『それはそうと──王国も随分と脆もろいですね』

			「話をそらしたな？　だけど、王国が脆いのは同感だな」

			　王宮内での派閥争いに、公国まで巻き込み──俺を地下牢にぶち込むのだからな。

			　ヘルトルーデさんの動きも気になる。まさか、魔笛を公国に返したりしないよね？

			「ヘルトルーデさんもしつこいよな。いや、公国が、かな？　王国の権力争いを利用して、内部から崩そうなんて──あの乙女ゲーのふわふわした設定はどこにいってしまったのか。ドロドロしすぎじゃない？　権力争いなんてよくやるよな」

			『──マスター、ホルファート王国の歪な支配体制ですが、通常であれば考えられません』

			「何で？」

			『地方領主たちの不満をわざと高めています。いつ反乱が起きてもおかしくない状況です』

			「そうか？　俺の実家なんか、借金で大変だったからそれどころじゃなかったぞ」

			『マスターのご実家を基準にしないでください』

			「それで、お前の考えは？」

			『公国に切り札があったように、王国にも何かしらの切り札があるのではないかと考えます』

			　奥の手、ね。

			　可能性があるとすれば、アレになるのだろうか？

			「たぶんアレかな？」

			『──何か知っているのなら、私に相談して欲しかったのですが？』

			「悪かったよ。だけど、リビアがいないと動かないはずだ。──さて、俺たちはこれからどうするべきかな？」

			『まずは新人類を滅ぼして──』

			「却下。真面目に答えろ」

			『真面目に答えていますが？』

			「お前、時々本気で怖いよ。俺が聞きたいのは、このままいくとどうなるかって話だ。レッドグレイブ家とフランプトン家──どちらが勝つと思う？」

			『そんなことは決まっています。──マスターの気持ち次第ですよ』

			


			　　　◇

			


			　解放されたアンジェは、その足ですぐに公爵家の屋敷へと向かった。

			　王都にある公爵家の屋敷でアンジェを待っていたのは、父親のヴィンスだ。

			　急いでヘルトルーデの件について報告をすると、

			「復讐か。二流だな。それにしても、王国も裏切り者が多い」

			「父上、リオンを解放してください。リオンは悪いことなどしていません！」

			　ヴィンスは目を細める。

			「甘えるな。この程度のことは、王宮内では日常茶飯事。私の権力で釈放したところで、肝心の飛行船も鎧も戻ってこない」

			　アンジェはヴィンスの言葉に衝撃を受ける。

			「──リオンは、ロストアイテムがなければ無価値と言いたいのですか？　リオンはこれまで、私のために頑張ってくれました」

			　そんなアンジェに、ヴィンスは冷たく言い放った。

			「それがどうした？　彼を出世させてきたのは、間違いなくロストアイテムの力だ。度胸は認めよう。だが、ロストアイテムのない彼にどれだけの価値がある？」

			　アンジェが手を握りしめ、悔しそうに俯くのだった。

			「お、恩人です。リオンは私の恩人です！」

			「その分の見返りは用意してやった。お前は学園に戻っていなさい」

			「──っ！」

			　アンジェは執務室を飛び出すように出ていく。

			


			　　　◇

			


			　部屋を飛び出していった娘の背中を見ながら、ヴィンスは小さく溜息を吐いた。

			「まったく──もう少し素直になれればいいものを」

			　不器用な自分の娘を見送ると立ち上がる。

			　すると、今度はギルバートが部屋に入ってきた。

			「父上、アンジェが凄い顔で飛び出していきましたが？」

			「見張りは付けるから心配ない。アンジェには悪いが、真実を知れば何をするか分からないからな。あの子は感情的すぎる。いっそそのまま気持ちをハッキリさせてしまえばいいものを」

			「今まで家のためになるように育ててきたのです。いきなり自由恋愛などと言われても困るのでは？　事情を話せば理解してくれますよ」

			　ヴィンスは小さく笑っていた。

			「そこら辺は色々と微妙な問題があるからな。こちらから押しつければ、他家から文句が出る。それに、あの子の気持ち次第だ。友人関係なのか、それとも──」

			　ギルバートは納得したのか頷いた。

			　アンジェの話を一旦置いておき、調べてきたことを報告する。

			「地下牢にいる子爵に接触を図った者たちを調べました。どうやら、連中はパルトナーが動かせずに焦っています。所有者を殺せば、新たな主人を認めるのではないかと一部の者たちが騒いでいます。すぐに処刑するべきと陛下に直訴したとか」

			　ヴィンスは腕を組む。

			「子爵が怖いか。まぁ、仕方がない。たった一人で公国軍を撤退させた騎士だからな。その矛先が自分たちに向く可能性があれば、焦りもするか」

			　公爵家と敵対していた派閥にしてみれば、いつリオンがその矛先を向けてくるか分からない。

			　彼らの焦る気持ちも、ヴィンスには理解できた。

			「神殿の者たちも騒ぎ始めています。このような時に権力闘争といっても限度がありますよ。これでは、下手をすれば内乱で国が割れますよ」

			　ヴィンスは組んでいた腕を解き、呟くのだった。

			「来るべき時が来たにすぎない。いずれ暴発させるために仕込んでいたようなものだからな。それにしても、私も敵が多いな」

			　少し前まで最大派閥を率いていたヴィンスは、膨れ上がった侯爵派閥への対応に苦く慮りょしている。

			「──愚かなことをしたな、マルコム」

			　フランプトン侯爵の名前を呟くと、ヴィンスはギルバートを見て笑った。

			「ギルバート──アンジェの人を見る目は正しかったと思わないか？」

			　ギルバートは何とも言えない表情をしていた。

			　アンジェがいなければ、公爵家もリオンを強く警戒しただろう。

			　ユリウスとの婚約破棄は痛手だったが──そのおかげで、リオンを公爵家は抱き込めた。

			「ある意味、幸運だったのでしょうね。下手に〝第二王子殿下〟を担がなくて正解でした」

			　ヴィンスはその意見に同意する。

			「さて、お前は領地に戻って戦いくさの準備だ。私はここに残ってやることがある」

			　ギルバートが頷くと、足早に部屋を出ていく。

			　そしてヴィンスも王宮へと向かうのだった。

			


			　　　◇

			


			　学園の上空に浮かんでいるのは、王国軍が所有している軍艦だった。

			　鎧をまとった騎士たちが周囲を警戒し、地上にも騎士と兵士が派遣されている。

			　物々しい警備に、学園の生徒たちもピリピリとした空気を感じ取っていた。

			　まるで戦争前のような緊張感。

			　戻ってきたアンジェは、駆け寄ってくるリビアを見た。

			　互いに近付くと、腕を掴み、随分と近い距離で話をする。

			「アンジェ！　リオンさんが！　リオンさんが捕まって！」

			　混乱するリビアに、アンジェは涙がこぼれそうになるのを我慢する。

			　周囲には他の生徒たちもいるし、何より校門前だ。人が多い。

			「分かっている。中へ入るぞ」

			　女子寮へと向かうため、アンジェはリビアを連れて移動した。

			　この状況に、リビアが不安そうにしている。

			「リオンさんが連れていかれて、そしたらクラリス先輩たちも学園から出ていって、いったい何が起きているんですか？」

			　慌ただしいのは王宮だけではない。

			　学園内にもその影響が出ていた。

			「戦争だよ」

			「戦争!?」

			「静かに。あまり大きな声を出すな」

			　急いで入ったのはリビアの部屋だった。

			　部屋に入り安堵したアンジェは、そのまま膝から崩れ落ちる。

			　リビアに体を支えられながら、ベッドに腰を下ろすとアンジェが話を始めた。

			「公国と繋がっている者たちがいる。そいつらがリオンを捕らえて王宮の地下牢に放り込んだ。パルトナーやアロガンツも押さえられている」

			「そ、そんな！　リオンさんは悪いことなんてしていません！」

			「関係ない。奴らはリオンが邪魔なのさ。──私にもっと力があれば、あいつを守ってやれたのに」

			　情けないと落ち込むアンジェに、リビアが閃ひらめいたかのように言う。

			「王妃様！　ミレーヌ様に頼めば──」

			　首を横に振るアンジェは、ミレーヌは動けるなら動いていると分かっていた。リオンを助けていないということは、動けないなのだろう。

			「ミレーヌ様は動けない。手は回しているとは思うが、それが実行されないということは、誰かが命令を握りつぶしている。もしくは、リオンにだけ関わっていられる状況ではないのだろうな」

			　急に動き出した侯爵派閥。

			　アンジェはこれが何を意味しているのか分かっていた。

			　実家からの情報と照らし合わせれば、嫌でも理解する。

			「リビア、これから王宮内は権力争いで騒がしくなる。下手をすれば内戦だ」

			「え？　ど、どうしてですか！」

			　内戦と聞いて驚くリビアに、アンジェは自分の考えを話した。

			「どこもかしこも厳戒態勢だ。父上や兄上も動き回っているからな、王宮では血を流さないだけで、既に戦いは始まっているのと同じだ」

			　学園に飛行船が来たのも、もしもの時を考えての配備だとアンジェは考えた。

			（だとすると、学園に来ている飛行船は父上かミレーヌ様が手を回したのか？）

			　ヴィンスが学園で待機と言ったのは、学園が安全だからではないか？

			　そんなことを考えていると、リビアが不安そうにしながら尋ねる。

			「──リオンさん、どうなってしまうんですか？」

			　アンジェは一瞬だけ嘘を吐いて安心させようと思ったが──リビアには真実を教えた。

			「すまない。私の実家はリオンに見切りを付けてしまった。ロストアイテムを奪われたリオンには価値がないそうだ。ミレーヌ様もこの状況ではリオンを助けられるか分からない。下手をすれば、処刑される」

			　リビアは処刑と聞いて俯くと、すっと立ち上がる。

			　そのまま頼りない足取りで部屋を出ようとするので、アンジェが腕を掴み止めた。

			「どこにいく！」

			「アンジェ──ごめんなさい。私はリオンさんを助けたいんです。そのためになら、どんな手も使ってみせます」

			「お前──」

			　リビアは泣きながら、部屋を出ていこうとする。

			　何を考えているのか、アンジェは察してしまった。

			「待て。──私も行く」

			　だから、アンジェもリビアと一緒に部屋を出て──リオンを助けられる可能性がある人物を頼ることにした。

			


			　　　◇

			


			　聖女となったマリエは、学園から特別な部屋を用意されていた。

			　女子寮でも一番大きな部屋──アンジェたち並みのお嬢様が使う部屋だ。

			　その部屋で、マリエはソファーに座って脚を組んでいる。

			　目の前に立つ二人を見て、気分は爽快だった。

			「私にあのモブ野郎を助けて欲しいですって？　どうして私が助けないといけないのかしら？」

			　取り巻きの女子たちがクスクスと笑う中、アンジェがマリエに再びお願いする。

			「聖女である貴女になら助けられると判断した。お願いだ──リオンを助けて欲しい」

			　リビアも深く頭を下げてきた。

			「お願いします！　リオンさんを助けてください」

			　マリエは勝ち誇った笑みを浮かべながら、飲み物を口にする。

			（あのモブ野郎が捕まったとか聞いた時は大喜びしたけど、まさかこの二人が私に頼ってくるなんて気分がいいわね！）

			　二人が頼ったのは──聖女であるマリエだった。

			（まぁ、あいつを助けてやる義理はないし、助け方も知らないけど）

			　聖女になったマリエだが、日も浅く組織の動かし方など知らなかった。

			　リオンを釈放するための手続きも分からないが、それでもこの機会を利用することにした。

			　アンジェとリビアを見ながら言う。

			「私、あんたに散々言われ放題だったんだけど？」

			　アンジェが謝罪する。

			「ゆ、許して欲しい。私が浅はかだった」

			「当然よね！　それからそっちの、頭お花畑」

			「は、はい！」

			　リビアを頭お花畑と呼ぶと、マリエは気分よく問う。

			「頼み方にも礼儀ってあると思わない？」

			「礼儀ですか？　え、えっと──」

			　困っているリビアに向かって、マリエは言うのだった。

			「あんたら二人──公衆の面前で私に土下座してよ。そしたら、あのモブ野郎のことは考えてあげる」

			　マリエは条件を出したが、内心では──。

			（アンジェリカはプライドが高いし、絶対に受け入れないでしょうけどね。このオリヴィアはやりそうだけど、一人じゃなくて二人が土下座しないと約束は無効よね。ま、やられても困るんだけど）

			　──そんなことを考えていた。

			


			　　　◇

			


			　マリエは後悔していた。

			　そこは学園内の広場だ。

			（嘘。どうしよう。どうしてこうなったのよ！）

			　冷や汗が吹き出てくる。

			　周囲はマリエたちを囲み、人の輪が出来ていた。

			　中央にいるのは、マリエとその取り巻きたちだ。

			「見て、マリエ様。この者たちの哀れな姿を」

			「公爵令嬢が平民と一緒に頭を下げていますよ。しかも、地面に額を押しつけて」

			「無様ですこと」

			　周囲で笑っている学生たち。

			　マリエの横では、カイルが本当に呆れている。

			「ここまでさせていいんですか？　正直、僕でもドン引きしますよ」

			　広場で二人並んで土下座をしているリビアとアンジェ──主人公と悪役令嬢を前にして、マリエは冷や汗が止まらなかった。

			　やれとは言った。言ったが──本気でするとは思わなかった。

			　いくら調子に乗りやすいマリエでも、これは流石に笑えない。

			（待って！　本当に待って！　どうせ出来ないだろうから、土下座しろって言ったのに！　私にどうにかする方法なんて思いつくわけがないでしょうが！）

			　そもそも、マリエにはリオンを助ける手立てが思い浮かばない。

			　二人が土下座したのに、これでは約束を反ほ故ごにしたことになる。

			　周囲では二人を笑う声が聞こえてくる。──マリエよりも、周囲が興奮していた。

			「公爵令嬢が情けない」

			「こんな人の取り巻きをしていたなんて泣きたくなるわ。貴族の意地はないのかしら？」

			「男のためだって。あのバルトファルトのどこがいいのかしら？」

			　アンジェの取り巻きだった者たちもヒソヒソと話をしていた。

			　立場のある者が簡単に頭を下げては、下に対して示しが付かない。

			　だからマリエは、アンジェは土下座などしないと思っていた。

			　マリエの取り巻きがアンジェとリビアに対して、強気の態度に出ている。

			「ほら、ちゃんとマリエ様にお願いしなさいよ！」

			　アンジェが頭を下げたまま、「リオンの命を助けて欲しい」と懇願すると、更にネチネチと責め立てた。

			「違うでしょ？　頼み方があるわよね？　公爵令嬢様は人に物を頼む態度も知らないのかしら？」

			「っ！　リオンの命を助けてください──マ、マリエ様！」

			　プライドの高いアンジェを土下座させ、マリエを様付けで呼ばせた取り巻きの一人にマリエは声も出なかった。

			「そっちの平民も言いなさいよ」

			「リオンさんを助けてください、マリエ様」

			「バルトファルトがいないと惨めよね。あんた、あの男の後ろに隠れて守ってもらっていたものね」

			　笑っているマリエの取り巻きたちや、周囲にいる生徒たち。

			（え？　何？　取り巻きって怖い。こいつら、私の名前で鬱うっ憤ぷん晴らしをしているだけじゃない？　ちょっと信じられない）

			　自分が土下座しろと言ったことを棚に上げ、周囲にドン引きするマリエだった。

			　そして──。

			「マリエ様、手頃な足置きがありますよ」

			　マリエの取り巻きの一人が──アンジェの後頭部を指さした。

			「え!?」

			　他の取り巻きたちも続く。

			「あら、それなら公爵令嬢を椅子にして、平民を足置きにすればいいわ」

			「聖女様の椅子になれて嬉しいわよね、アンジェリカ？」

			「さっさと返事をしなさいよ！」

			　アンジェを踏みつけようとする女子を見て、マリエは叫びたくなった。

			（お前ら何をやっているのよぉぉぉ！　私を破滅させるつもり？　こいつらをこんな目に遭わせたと知ったら、あのモブが絶対に復讐しに来るわ！　わ、私、あいつに殺されちゃう！）

			　無表情でライフルを構えるリオンの姿を想像し、マリエは足の震えが止まらない。

			（そ、そうよ。あいつ、チートアイテム持ちじゃない。そんなあいつが本気で怒ったら、私は──）

			　エスカレートする取り巻きの女子を、手を伸ばし止めたのは──ユリウスだった。

			「お前たちの覚悟は見せてもらった。マリエ、これ以上は不要だ」

			　ユリウスの言葉に、ブラッドも続く。

			「だね。ここまでされたら、相応の誠意をこちらも見せなくちゃね」

			　ジルクも頷く。

			「過去のことはこれで互いに水に流す。マリエさん、彼女たちを許してあげましょう」

			　上から目線の三人だが、クリスも同意する。

			「これ以上辱はずかしめればマリエの名前に傷が付く」

			　グレッグは拳で自分の手の平を叩き、そしてマリエに笑って見せた。

			「ここまでされたんだ。バルトファルトの奴を助けてやろうぜ、マリエ」

			　土下座の文化などないため、ここまでされたら許してやるか──という程度の認識だ。しかし、リオンは土下座の意味を知っている。

			　何しろ同じ転生者だ。

			　この話がリオンに漏れたらと思うと、マリエは恐怖で震えてくる。

			（まずい。実は助けられません、なんて言ったら──私の人生が終わる。というか、あいつ自力で脱出すればいいのよ。何でしないのよ。馬鹿じゃないの？）

			　マリエはどうにもならずに、自信満々にしている五人に頼むのだった。

			「みんな、お願いしてもいいかしら？」

			　五人はマリエに向かって頷くと、その場から去っていく。

			　とにかくマリエは、この状況から逃げ出したかった。

			　土下座している二人に背を向けて歩き出すと、取り巻きたちがついてくる。

			「マリエ様は寛かん大だいですね」

			「私なら踏みつけていましたよ」

			「あら、私なら服を脱がせてから謝罪させたわ」

			　そんなことを言い出す取り巻きたちに、マリエは気味が悪くなってきた。

			（笑えない。──本当に笑えない。取り巻きとか意味が分からない。こいつら、いったい何なの？　思っていたのと全然違うじゃない）

			　騒がしい取り巻きたちの中、カーラだけは静かにマリエに付き従っていた。

			


			　　　◇

			


			　マリエが去ったあと。

			　周囲に笑われる中、アンジェとリビアは立ち上がった。

			　周囲の声はどこまでも冷たい。

			「あそこまでする？」

			「公爵家は落ち目だな。頭を下げる意味が分かっていない」

			「本当に卑しい女よね。平民なんかと仲良くして」

			　嘲ちょう笑しょうされる二人は、その場から歩き去る。

			　リビアがアンジェに言う。

			「私だけでよかったのに、どうしてアンジェまで？　その──実家の立場とか」

			　アンジェは悲しそうに笑うのだった。

			「これが最善だと思っただけだ。実家には悪いと思うよ。でも、それよりもリオンを助けたかった。私は本当に馬鹿な女だな」

			　マリエに頭を下げたアンジェは、そう言って笑い──泣いていた。

			「これで本当に捨てられる。家名に泥を塗ったからな。だが、それでも私は──リオンが助けられればそれでいい」

			　アンジェの顔は、どこか清々しかった。

			　アンジェは婚約者であったユリウスをマリエに奪われ、婚約破棄をされている。

			　そんなアンジェにとって、マリエに頭を下げるというのが、どれだけ辛かっただろう。

			（──アンジェはこんなにリオンさんのことを）

			　自分とアンジェを比べるリビアは、胸が苦しくなる。

			


			　　　◇

			


			　ファンオース公国上空。

			　浮島を飛行船にした飛行空母を旗艦とした艦隊が、空を覆い尽くしていた。

			　百五十を超える飛行船と共に、周囲にはモンスターたちの姿があった。

			　王国に魔笛があっても問題ない。

			　何しろ、公国には魔笛はもう一つ存在しているのだから。

			　そして、その魔笛を使うのはヘルトラウダ第二王女だ。

			　十四歳。

			　姉と似たサラサラの黒髪と顔立ち。

			　よく似た姉妹だが、魔笛の扱いに関して言えばヘルトラウダの方が優れていた。

			　率いるモンスターの数も多く、そして魔笛自体もヘルトルーデが持っていた物よりも強力だ。

			　本来なら、王国を沈めるには、ヘルトルーデの先遣隊だけで十分なはずだった。それが、リオン一人に計画を潰され、公国は大慌てである。

			　本来なら、ヘルトラウダを出陣させる予定は公国にはなかった。そうさせたのは、リオンだ。

			「外道騎士は動かない。間違いないな？」

			　ヘルトラウダの問いかけに家臣が答える。

			「間違いありません。ロストアイテムの飛行船も、そして鎧も押さえたと報告がありました。王国の馬鹿貴族たちはのんきなものです」

			　ヘルトラウダの周囲には、重鎮たちが並んでいた。

			　騎士が報告してくる。

			「姫様、支度が調いました」

			　小さく頷く少女──ヘルトラウダは、公国の未来をかけた戦いに挑む。

			「これより王国に攻め込む。皆の者、奮起せよ。目指すはホルファート王国王都。他の雑魚には目をくれるな！　──出陣せよ！」

			　ヘルトラウダの声に合わせ、周囲の重鎮たちが威勢よく返事をした。

		

	

			


			第05話「偽りの聖女」

			


			　地下牢の中。

			　看守に席を外してもらった俺は、これまでにやってきた客人たちを思い出す。

			　どいつもこいつもろくでもない連中だ。金を出すからパルトナーの動かし方を教えろとか、仲間に入れてやるとか──とにかく酷い。

			　言うことを聞かないと殺すと脅してくる奴も多かった。

			　ルクシオンも呆れている。

			『パルトナーやアロガンツを渡せば、命だけは助けてやるという貴族たちの胡散臭さはどうにかならないものでしょうか？』

			「ならないだろうな。渡したらすぐに殺しに来る癖に、よくあれだけ嘘が言えるよ」

			　パルトナーとアロガンツを接収したのはいいが、動かないので困っているようだ。

			　俺に動かし方を聞いてくるとか正気を疑う。

			『解体も試みて、途中で諦めたようです。パルトナーが随分と酷い扱いを受けているので不憫です。マスター、我々で王国を滅ぼしませんか？』

			「却下」

			『では、支配階級に限定して──』

			「嫌だね」

			　アロガンツは手出しできないコンテナの中。

			　パルトナーは船内が随分と荒らされたが、大事な部分は解体不可能で無事である。

			『マスターが王国を見限らないのは、アンジェリカやオリヴィア──そしてミレーヌが理由ですか？　クラリスやディアドリーもマスターの中で優先順位が高いとは思いますが、その辺りが支配階級にいるため王国を守りたいと？　内部からの改革を推奨します』

			　好きな女がいるために王国を守りたいと思われているのか？

			　流石にそれはないし、内部から改革をするつもりもない。

			「お前、本当に俺が王国を守りたいと思っているの？」

			『違うのですか？』

			　正直な話をするなら、王国など滅んでしまっても構わない。

			　どうして存続して欲しいかといえば、国がなければ民が困るから。

			　統治者がいないと困るのだ。

			「俺は国家を運営する気がない。そんな俺が国を滅ぼしたら、困るのはそこで生きている人たちだからね。やる気のない奴がそんなことをしたら駄目なのさ」

			『それでよろしいのですか？　ミレーヌと公爵派閥が失敗した場合、マスターは処刑されることになりますよ。もちろん、そんなことはさせません。ですが、マスターはどうして自分から行動を起こさないのですか？』

			「──国が俺を捨てるなら逃げるだけさ」

			　幸い、ヘルトルーデさんも魔笛も王国が握っている。

			　それらを奪われない限り、王国は負けないだろう。

			　かなりの被害は出ると思うが、そんなの王国の責任だ。

			『では、民のために立ち上がってみては？』

			「誰も望んでいないだろ」

			　この世界の戦争は、領民を集めて槍を持たせるものではない。

			　そのため、領民を兵士にしようと思えば、しっかりした教育が必要だ。

			　飛行船があるために、領民を徴兵するのは難しい。

			　圧政を敷いている領主もいるが、ホルファート王国は割とその辺りは民に優しい。

			　ここだけはあの乙女ゲーの世界らしく、優しい設定である。

			　そのため、民には不満が少ないのだ。

			　戦うのは騎士や軍人の仕事となっているし、婚活で困っているのも、支配階級の一部の層。

			　不満はどこにでもあるだろうが、一番不満を抱えているのは俺がいる男爵と子爵という微妙な立場の貴族たち──何て嫌な世界だろうね。

			　簡単に言えば、反乱を起こしてもついてくる民がいない。

			　だって、現状に満足しているのだから、ここで暴れたら俺の方が悪者だ。

			「これでも俺は騎士だからな」

			『マスターの言う騎士とは、女性に優しく国家に都合のいい存在ですか？』

			「馬鹿。──民を守るのが騎士だろう」

			『それは建前では？』

			「俺は建前と綺麗事が大好きだ。学園の女子の言いなりになって、この国のために身を粉にして働くよりよっぽどマシだ。あと、そう言うとリビアが喜ぶからな」

			　アンジェはちょっと困った顔をするけどね。

			『何て軽い意志でしょう。ちょっと感動したのに台無しです』

			「お前は俺に何を期待しているの？　というか、何をさせたいんだよ」

			　むしろ、あの話で感動したのが驚きだ。

			『一緒に新人類の殲せん滅めつが出来たらいいな、と期待しております』

			　──俺はお前にどんな反応をしたらいいのか分からないよ。

			


			　　　◇

			


			　さて、しばらく牢屋ですごしている俺だが──今日も客人がやってきた。

			「情けないですね、バルトファルト子爵」

			　ジルクが鉄格子越しに俺の前に立ち、ヤレヤレと首を横に振っている。

			「嫌みを言うために地下牢まで来たのか？　お前も暇だな」

			　そう言ってやると、ジルクは心外ですと言わんばかりに胸をはった。

			「マリエさんの頼みで来たまでです。貴方を助けて欲しいとね」

			「マリエが？　何かの罠かな？」

			「失礼な人ですね。せっかく助けに来たのに、その態度は何ですか？」

			　ジルクは俺に言う。

			「しばらく待っていてください。すぐに地下牢から出してあげますよ」

			「お前が？」

			　こいつにそんな権限があるのか？　それにしても、マリエがどうして俺を助けるのか？

			　色々と考えたが、口から出た質問は──。

			「俺をどうやって助けるんだ？」

			「これでも実家は宮廷貴族です。色々と伝つてがあるのですよ」

			「それ、お前の力じゃなくて、実家の力じゃないか？」

			「それが何か？　まぁ、安心して待っていてください」

			　そう言ってジルクは地下牢から出ていったのだが──しばらくすると、随分とヨレヨレの姿で帰ってきた。

			　髪は乱れ、争った後のような状態で──。

			「──失敗しました」

			「だと思ったよ」

			「ち、違うんです。お前は反省しろと言われ、話を聞いてもらえなかったんです！」

			　それはお前らの日頃の行いが悪いからだ。

			　結局、ジルクは肩を落として地下牢から出ていった。

			　役に立たない奴だな。

			


			　　　◇

			


			　次に訪れたのは──グレッグだった。

			　ジルクよりもボロボロで、喧嘩でもしたのか服は破れて顔に殴られた跡がある。

			「──すまん。実家にお前を出すように頼んだら、親父と喧嘩になった」

			　俺を地下牢から出すために実家を頼ったらしいが、父親と喧嘩になり失敗したようだ。

			「お前もマリエに頼まれたの？」

			「そうだ。それに、個人的にお前には借りもあるからな。だから、助けようと思ったんだが、親父には殴られるし、結果は失敗だ」

			　複雑な気分だが、助けようとしてくれたこと自体は嬉しい。

			「親父さんに謝っておけよ。お前ら、迷惑をかけすぎなんだ」

			　グレッグが俺の顔をマジマジと見ていた。

			「何だよ？」

			「バルトファルト──俺もお前にだけは言われたくないぞ」

			「はぁ？　何でだよ！」

			　この野郎を少しはいい奴とか思った俺が馬鹿だった。

			


			　　　◇

			


			　次のお客様は──ブラッドだった。

			　前の二人とは違い、制服に乱れもなければ喧嘩をした形跡もない。

			　ただ、髪を弄いじりながら──少し気まずそうにしていた。

			「お前も俺を助けに来たのか？」

			　いつまで経っても喋しゃべらないので、俺から声をかけてやる。

			　すると、ブラッドは視線をさまよわせながら言う。

			「そ、そのつもりだったんだけど──実家と連絡が取れないんだ」

			「何かあったのか？」

			「王都にあるフィールド家の屋敷に、家族がいなかったんだ。だからその──」

			　俺を助けようにも、頼りにしていた親族がいなかった、と。

			「分かったから、泣きそうな顔をするな」

			「な、泣いていない！」

			　こいつらいったい何がしたいんだ？

			


			　　　◇

			


			　さて、五馬鹿の四人目──クリスが地下牢にやってきた。

			「──お前も俺を助けるために実家を頼ったのか？」

			　来たばかりのクリスにそう問いかければ、本人は驚いた顔をしていた。

			「わ、分かるのか？　まだ何も言っていないのに」

			　俺は馬鹿にされているのだろうか？　それとも、こいつが馬鹿なのか？

			「朝からお前らが代わる代わる来て、同じような失敗を繰り返せば嫌でも分かる」

			「みんなもここに来ていたのか？　なら、一人くらい成功するだろうな。私は──失敗してしまった。すまない、バルトファルト」

			　落ち込むクリスだが、俺としては──。

			「落ち込む前に、お前はさっさと怪我の手当てをしたらどうだ？　何をすればそこまでボロボロになるんだよ」

			　グレッグも酷かったが、クリスはそれ以上に酷かった。

			　眼鏡のレンズまで割れている。

			「父上に頼んで助けてもらおうとしたら、木刀を持って追いかけ回された」

			「お前も大変だな」

			「そもそも、よく考えたら、父上に政治的な働きは期待できないと思うんだ」

			　父親にボコボコにされたクリスが、冷静になったのか愚痴をこぼし始める。

			　──こいつは地下牢に何をしに来たんだ？

			「剣聖と呼ばれてはいるが、父上は剣術指南役の立場だ。政治的に重要な立場にないから、お前を助けるのは難しいとは思っていたんだよ」

			「そ、そうか」

			「色々と理由を付けて断られたから『出来ないのですか？』と、聞いてしまったらこれだ」

			　それは親父さんも怒るだろ。

			　もしかしてお前、実家に喧嘩を売りたかったの？

			「無理なら無理と言って欲しかった」

			「お前、その態度で助けてくれと言ったの？　そもそも、お前は俺を助ける気があるのか疑わしいよ」

			　こいつの親父さんも政治的な立場に色々と不満を持っていたのだろうか？

			　そんな親父さんの神経を逆なでしたら、こうもなる。

			


			　　　◇

			


			　──そして最後の五馬鹿。

			　ユリウス殿下が俺の前に現れたのだが、口を開く前に俺は言ってやった。

			「帰れ！」

			「な、何故だ！　まだ何も言っていないだろうが！」

			　狼狽えるユリウス殿下に、俺は言わなくても分かると伝えた。

			「お前の頬を見ればすぐに分かる。俺を助けようとして失敗したんだろ？」

			　ユリウス殿下が目に見えて落ち込む。

			「そうなんだ。母上にお前を地下牢から出して欲しいと頼んだらこれだ」

			　平手打ちをされたのか、ユリウス殿下の頬には綺麗な手形があった。

			　ミレーヌ様を怒らせるとか凄いな。

			　逆に何をやったのか聞いてみたくなった。

			「それだけで平手打ちか？」

			「あぁ、そうだ。いきなりでビックリした。無表情で叩かれたから余計に怖かったよ」

			「あの人がそんなことをするとか想像できないな」

			「お前には分からないだろうが、母上は怖い人でもある。しかし、一体何がいけなかったんだ？　お前は母上のお気に入りだし、地下牢から出して欲しいと言うだけで平手打ちはおかしいだろ」

			　俺を地下牢に入れているのが、お前の母上だよって言ってやりたかった。

			　だが、極秘事項だ。

			　ミレーヌ様がこいつに事情を話していないということは、きっと信用されていないのだろう。

			　──ちょっと可哀想になってくる。

			　だが、こいつには前科があるからな。

			　アンジェと婚約破棄した時のように、何か馬鹿なことをしてもおかしくない。

			「何か変なことでも言ったんじゃないか？」

			「言っていない！　それに、最初はお前を出して欲しいと頼むと複雑そうな顔をしていたんだ。だから、押せばいけると思って色々と言ってしまった」

			「色々？」

			「あぁ、マリエが聖女になったおかげで、俺との間に正式な婚約話が持ち上がったのを知っているか？」

			　急な話に、俺は聞いたことくらいはあると返事をした。

			　──嫌な予感がする。

			「義理の娘になるかもしれないマリエの頼みです、みたいな言い方をしたら表情が消えたんだ。お互いにここで協力して、仲良くなるきっかけになればと思ったんだが」

			　──消えるよ。それは表情も消えるに決まっているよ。

			　お前、それでミレーヌ様が喜ぶと思っていたの？

			　馬鹿なの？　あ、馬鹿だったね。

			「お前はもう帰れ」

			「今日は帰ろう。だが、必ず助け出してやるぞ、バルトファルト」

			　真顔でそう言って部屋を出ていくユリウス殿下を見て、俺はミレーヌ様も大変だと思い心を痛める。

			　隠れていたルクシオンが姿を見せると言う。

			『彼らは何がしたかったのでしょうね？』

			「あいつら馬鹿だよな」

			『マスターも同じだと思いますが？』

			「あいつらと一緒にするなよ。怒るぞ」

			『失礼しました。彼ら以上の大馬鹿者でしたね』

			「お前は本当に俺のことが嫌いだな」

			『それよりもマスター、厄介なことになってきましたよ』

			「厄介なこと？」

			


			　　　◇

			


			　王宮内にある会議室。

			　そこに集まっていたのは、フランプトン侯爵派閥だ。

			　不安そうな貴族が、フランプトン侯爵に尋ねた。

			「侯爵、本当によろしいのでしょうか？　知らせでは、公国軍はモンスターを引き連れ、大艦隊で乗り込んできたそうではないですか。このままでは、攻め込まれた領主たちは悲惨なことに──」

			　──公国軍が動いた。

			　その知らせを受け、対策をとるために集まったのだ。

			「予定よりも早かったのは事実だが問題ない。王国軍の編制を急げ」

			「すぐに動ける部隊を派遣するべきではないでしょうか？」

			　これから起こるだろう悲劇を想像した貴族に、フランプトン侯爵は言う。

			「必要ない」

			「え？」

			「公国が攻め込んだ領地は、密約で引き渡しが決まっている。この程度で公国が矛を収め、我々の支援をしてくれるなら安いものだ」

			「で、ですが、想像以上です。下手をすれば──」

			　貴族だけではなく、領民もどうなるか分からない。

			　それすら、フランプトン侯爵は──。

			「王国をまとめるために必要な犠牲だ。何、こちらには新しいロストアイテムの船がある。アレを解析すれば、いずれは失った領地も取り戻せるだろう」

			　──必要な犠牲だと切り捨てた。

			「編制した王国軍が戦場に到着するまで、公国軍には好きに暴れさせておけ。こちらと戦争をする時は、公国がきりのいいところで退くことになっているからな。これで王国の面子メンツも立つ」

			　既に領主たちを見捨てており、公国軍を気にも留めていなかった。

			　違う貴族が、フランプトン侯爵に知らせる。

			「侯爵、神殿側から今回の戦いには、聖女様も参加させたいと言ってきましたよ」

			「──煩わずらわしい連中だな」

			「聖女には魔を退ける力があるそうです」

			「聖女の力というやつか？　聞いたことはあるが、信用できるのか？」

			「神殿側は自信を持っていました。嘘ではないようです」

			　フランプトン侯爵は、神殿が参加するのをあまり快く思っていなかった。

			　ただ、神殿側からも条件が出される。

			「今回の戦争ですが、神殿側を主体にするのなら──ユリウス殿下の王太子復帰は諦めても構わないとのことです」

			　フランプトン侯爵は、それを聞いて思案する。

			（聖女の力を知らしめ、神殿の権威を高めるつもりか？）

			「──公国が素直に退かなかった時のために、備えも必要だな」

			「はい。兵士たちは、モンスターを操る公国の噂を聞いて恐怖していますからね。聖女様がいれば、士気も高まりましょう」

			「この件が無事に解決できれば、私の地位は盤石になる。神殿側に花を持たせてやり、恩を売るのも悪くないな」

			　攻め込まれた領地が大変な時に、王宮の貴族たちは今後の話で盛り上がっていた。

			


			　　　◇

			


			　地下牢で過ごす日々が続いていた。

			「最近揺れが多いな」

			　僅かな揺れを、ここ最近感じることが多い。

			「それにしても、毎日のように客が来るな」

			『それだけ餌として、マスターが優秀であるという証明ですね』

			「嬉しくないね」

			　やってくるのは、俺を騙そうとする貴族たちだ。

			　懲りずにパルトナーの起動方法や、アロガンツを渡すように言ってくる。

			　時には強気に処刑すると脅してきて、その後に俺を懐かい柔じゅうしようとあの手この手で交渉してくるわけだ。

			　侯爵派閥だけではない。

			　色んな人間が俺を利用しようとやってくる。

			　そんな日々に我慢できなくなったのは──フランプトン侯爵派閥だった。

			　地下牢の硬いベッドの上に横になっていると、ルクシオンが声をかけてきた。

			『どうやら、王国はマスターの期待に応えられなかったようですよ』

			　──アンジェパパや、ミレーヌ様でも駄目だったようだ。

			　地下牢に、武装しているのか、ガシャガシャと足音を立てて大勢が近付いてくるのが分かった。

			「ここまでだな」

			『マスターは期待しすぎです』

			　相棒の小言で耳が痛い。

			　俺を見張るべき人間は、交代のために席を外していた。

			　そのタイミングでやってきた武装した連中の中で、見覚えのある顔が先頭に立っている。

			　フランプトン侯爵派閥に属している三十代の子爵だ。

			　その手には酒瓶を持っている。

			「バルトファルト子爵、寂しいだろうと思って差し入れを持ってきたよ」

			　子爵が持っている酒は──毒入りなのだろう。

			「お酒はまだ飲まないようにしているんだ。持って帰るか、みんなで飲みなよ」

			　子爵は馬鹿にしたように俺を笑っていた。

			「いつまで意地汚く生きているつもりだ？　貴族なら潔いさぎよく死ぬべきだ」

			　潔く、ね。俺、第二の人生は老ろう衰すいで死にたいと思っているから、それは嫌かな。

			　それよりも、こんな結果になってしまって──非常に残念だ。

			　そろそろ地下牢から、いや王国から逃げるかと思ったところで、何やら慌ただしい足音が聞こえた。

			　ルクシオンが姿を見せると、子爵たちが驚いて拳銃やライフルを構える。

			「報告にあった使い魔か！　捕らえろ！　これであの飛行船は我らのものだ！」

			『仮にマスターが死んだとしても、貴方たちには従いませんよ。それよりも、後ろに注意されては？』

			　入り口から飛び出してきたのは、木刀を持ったクリスだった。

			　そのまま子爵の後ろにいた騎士たちを叩き伏せていく。

			「バルトファルト、無事か！」

			　どうしてクリスがここに？　そう思っていると、次にジルクが牢屋に入ってくると子爵が持っていた拳銃を銃で撃ち落とした。

			「バルトファルト子爵はやらせませんよ」

			　子爵が手を押さえ、毒入りの酒瓶を落として割るとジルクたちを睨み付ける。

			「お、お前ら、自分たちが一体何をしているのか分かっているのか？　私の後ろに誰がいると思っている。今のお前ら程度なら、どうにでも──」

			『黙りなさい』

			　そんな子爵の頭の上に、ルクシオンが自らの体を落として気絶させた。

			　ジルクが鍵で扉を開けると、俺を急いで外に逃がそうとした。

			「さぁ、急いでください」

			　──どうしてこいつらが俺を助けに来るんだ？　ルクシオンを見れば、一つ目を縦に頷くように動かしていた。

			　逃げてもいいのだろうか？

			「どうしてお前たちがここに？」

			「色々と手を尽くしたのですが、ことごとく失敗しましてね。あと、大変なことが起きているので、その間に貴方を助けようと実力行使に出ました」

			「お前らやっぱり馬鹿だな」

			　クリスも俺に話しかけてくる。

			「おかげで間に合ったんだ。よかったじゃないか」

			　ジルクやクリスに背中を押されるように地下牢の階段を駆け上がった。

			　出口で待っていたのは、ブラッドとグレッグだ。

			　二人は、拘束された看守を見下ろしていた。

			「お前らも来たのか？　その人はどうした？」

			　味方である看守に危害を加えたのかと思ったが、どうやら違うらしい。

			「僕たちが来た時には拘束されていたよ」

			「それより急ぐぞ。ユリウスが待っているからな」

			　看守の無事を確認した俺は、四人と共に王宮内を隠れ進む。

			　その時──また地面が揺れたのを感じた。

			


			　　　◇

			


			　四人に案内され到着したのは中庭だった。

			　中庭の木の陰から姿を見せたのはユリウス殿下だ。

			「待っていたぞ」

			「おい、どうして中庭なんかに案内した？　逃げるんじゃないのか？」

			　俺が不思議に思っていると、ユリウス殿下はちょっと自慢するように説明する。

			「ここには王族しか知らない秘密の抜け穴があるからな」

			「そんな秘密を俺に教えるなよ！　馬鹿なの？　お前ってやっぱり馬鹿なの？」

			「助けてやったのに何て言い草だ。──おっと、何だか揺れが多いな」

			　小声で言い合いをしていると、またも地面が揺れた。

			　建物に囲まれた中庭で、俺たち六人が集まって話をしているとルクシオンが──。

			『マスター、囲まれてしまいました』

			「何？」

			　中庭が光に照らされ一気に明るくなり、眩しさに手で目を隠すと武装した騎士たちが駆け足で近付いてくる音が聞こえた。

			　ルクシオンに命令をしようとしたら──。

			「お待ちください、ユリウス殿下！　我々は敵ではありません！」

			　叫ぶ騎士から、ユリウス殿下が俺を庇うように前に出る。

			「ならばここを通してもらおうか」

			　声をかけてきた騎士が、それは出来ないと告げてくる。

			「我々はバルトファルト子爵を救出するために来たのです」

			「俺を？」

			　信じていいものか悩みどころだな。

			　嘘を吐いている可能性もある。

			　ルクシオンが俺に『アロガンツをここまで運ぶのに数分必要です』と告げてきたので、交渉して時間稼ぎをしようと考える。

			　そんな俺の前に現れたのは──。

			「──父上」

			　ユリウス殿下が持っていた剣を下ろした。

			「ユリウス、悪いようにはしない。全員、武器を下ろしてこちらに来なさい」

			　ユリウス殿下の父親──【ローランド・ラファ・ホルファート】国王陛下だった。

			　少し癖のあるグレーの長い髪と髭。

			　身長は高く、鍛えられた細身の肉体。

			　王としての威厳を持った人だ。

			　陛下だと気が付き、俺たちは膝をつく。

			「バルトファルト子爵、苦労をかけた。だが、おかげでこちらも片がついた」

			　それはアンジェパパたちが勝ったという意味か？

			「父上、バルトファルトは殺されそうに！」

			　ユリウス殿下の訴えに、陛下は頷いてから答えた。

			「全て知っている。それから、ゆっくりと話している時間はない」

			　大地が揺れると、陛下は下を向いて何やら思い悩んでいる様子だった。

			


			　　　◇

			


			　着替えた俺が案内されたのは、会議室だった。

			　そこに座っているのは国の重鎮たちだが──数が少ない。

			　そして、陛下と王妃様──ミレーヌ様までいる。

			　ヴィンスさんの姿もあった。なるほど、俺を擁護していた人たちの集まりか。

			「元気そうだな、子爵」

			「な、何とか」

			　嫌みの一つでも言ってやりたいが、助けてもらったこともあるので強気に出られない。

			　周囲を見ると、ユリウス殿下たちの姿はなかった。

			　視線で誰を捜しているのか分かったのか、陛下が答えてくれた。

			「ユリウスたちは別室で待機している。いや、拘束したと言った方がいいかな」

			　それを聞いて警戒すると、ミレーヌ様が俺に事情を話す。

			「勘違いしないでね。あの子たちを守るために匿かくまっているのよ。リオン君と同じです」

			「俺を呼び出した理由を伺っても？」

			「そのつもりだ」

			　当然だと言うヴィンスさんだが、説明してくれたのはバーナード大臣である。

			　クラリス先輩のパパさんだった。

			「公国の艦隊が、王国本土に上陸した。周辺の偵察艦や防衛部隊の艦艇十隻以上が失われたよ。鎧に関しては百機近くが撃墜された」

			　王国は国力で勝るも、各地に戦力を分散配置するとまとまった数にならない。

			　本気を出した公国に襲われ、かなりの被害を出している。

			「敵の艦艇はおおよそ百五十隻。鎧の数は不明。率いるモンスターの数は、数え切れないと報告が来ている。空を覆い尽くす数だったそうだ」

			　すぐに思いついたのは、ヘルトルーデさんと魔笛だったが、ヴィンスさんが否定してくれた。

			「殿下と魔笛は今も王国にある。公国には、もう一つ魔笛があったのだろうな。それを扱うのは、第二王女殿下と予想している」

			　神妙な感じで聞いている俺だが、第二王女殿下がいるなど初耳だった。

			「第二王女？」

			　ヴィンスさんが当然のように答える。

			「そうだ。ヘルトラウダ殿下だ」

			　──第二王女がいるなんて俺は知らない。

			　それに、もう一つ魔笛がある？　俺は聞いてないし、そんな設定はあの乙女ゲーになかったはずだ。

			　いや、説明されていないだけで、設定にはあったのか？

			　混乱して考えがまとまらなかった。

			　陛下が「それにな」と言って続ける。

			「公国以外の国も動いている。国境を任せている軍や領主貴族たちからも救援要請が来た。四方八方から攻め込まれているのが現状だ」

			　バーナード大臣が説明を引き継ぐ。

			「地方に配置している軍は、そちらの対応で動かせない。──援軍は期待できそうにない」

			「王都にも戦力はあるでしょう？　かき集めれば、かなりの数になるはずだ」

			　周囲が悲観しすぎているように感じた。

			　俺の疑問に答えてくれたのはミレーヌ様だった。

			「数日前のことです。神殿側から協力を要請され、会議の結果──王国軍を増援として派遣しました。その数は二百隻です」

			　ミレーヌ様が落ち込みながら話す。

			　マリエがいることで強気になった神殿側と、侯爵派閥が手を組んだ。

			　その結果。

			「──公国に敗北しました。戻ってこられたのは十隻程度です」

			


			　　　◇

			


			　数日前。

			　ユリウスたちがリオン救出のために動いている頃、マリエのもとに神官が訪ねてきた。

			「マリエ様、聖女としてのお力を示す時が来ました」

			「しょ～がないわね～」

			　おだてられ、ノリノリで飛行船に乗ったわけだが──。

			「──え？」

			　飛行船の甲板。

			　聖女の衣装に身を包んだマリエは、首飾り、腕輪、杖という聖女を示す道具を持っていた。

			　甲板に吹く風は、冷たくて寒い。

			　髪が風で乱れるなど、色々と文句を言いたい気持ちよりも先に、口を衝いて出る。

			「──こ、こんなの聞いていないわよ！」

			　神殿が保有する戦力は三十隻程度。

			　王国から戦力を借り、更に二百隻を追加した艦隊だ。

			　数だけなら公国とも戦えるが、敵にはモンスターという捨て駒に出来る戦力が存在していた。

			　その数の迫力は、想像以上で──マリエは恐怖していた。

			　モンスターたちが押し寄せてくると、マリエは杖を掲げる。

			「来るなぁぁぁ！」

			　聖女が持った杖は光り輝き、艦隊を覆う大きな球体状のシールドを展開した。

			　白い模様が浮かんだその大きな光は、艦隊を包み込みモンスターたちが触れると消し飛んでいく。

			　周囲の神官、そして神殿騎士たちがマリエを褒ほめ称たたえる。

			「聖女様のお力だ！」

			「勝てる。我々は勝てるぞ！」

			「飛行船を前に進めろ！　このまま公国の艦隊を押し返してやれ！」

			　マリエがモンスターたちを無力化したことで、士気は嫌でも高くなる。

			　引きつった笑みを浮かべるマリエも、自分の力でモンスターたちを消し去ることが出来て安堵する。

			（な、何だ、結構やれるわね。少し心配だったけど）

			　マリエの周りにユリウスたちはいない。

			　神殿側も同行を求めたが、運悪くリオン救出に動いていたため集まらなかった。

			　そして、カイルの姿もこの場にはない。

			　神殿側が飛行船に乗せなかった。

			　そのため、マリエは一人心細く戦っている。

			　周りには神殿の神官や騎士たちがいるのだが、知らない顔ばかり。

			　少し弱気になっていた。

			　マリエが乗る豪華な飛行船が前進すると、シールドにぶつかったモンスターたちが弾け飛ぶように消えて行く。

			「そうよ。簡単じゃない。私は聖女よ！　この程度で倒せると思わないことね！」

			　周囲にユリウスたちがいないことが不安だったが、マリエは聖女の──自身の力に酔いしれていた。

			


			　　　◇

			


			　公国側は、マリエを先頭にして向かってくる王国の艦隊を見ていた。

			　ヘルトラウダも艦内のテーブルの上に用意された、味方と敵の駒を配置した戦場の様子を見ている。

			「聖女の力は本物のようね」

			　周囲の重鎮たちがヘルトラウダを見ていた。

			　椅子から立ち上がると、ヘルトラウダは側にいた女性から笛──魔笛を受け取る。

			　重鎮の一人が言う。

			「姫様、ここは既に王国本土です。予定とは違いますが、問題ありません」

			「──そうね」

			　そう言ってヘルトラウダは笛を真剣な表情で見つめ、一度深呼吸をすると口を付ける。

			　ここから先に進めば戻れない。

			　緊張するが、覚悟を決めて笛を吹く。

			　その音色は妖しく、そして美しい。

			　周囲の者たちが目を閉じてその音色を聞く。

			（さぁ、聖女様──公国の怒りを止められるかしら？）

			　戦場の上空。

			　厚い雲が出現すると、戦場は暗くなっていく。

			　そして、そんな雲から姿を見せるのは──とてつもなく大きなモンスターだった。

			　丸い体にはいくつも目が付いている。

			　そして長い腕も生えていた。

			　白い体には血管のようなものが脈打ち、多眼、多腕のモンスターは異様に大きい。

			　その大きさは、下手な浮島よりも大きかった。

			　本体だけでも何千、何万メートルあるか分からないモンスターだった。

			　突然出現したモンスターに、王国の艦艇は動揺し始める。

			　ヘルトラウダは笛から口を離すと、そのまま倒れそうになった。

			　周囲の者たちが支えると、ヘルトラウダは笑っていた。

			「これで、王国もおしまいね」

			　重鎮たちが拍手をする。

			　中には涙ぐんでいる者もいた。

			「これで王国への積年の恨みが晴らせます」

			「ご立派ですぞ、姫様」

			「守護神様を前に、王国軍もなすすべがないでしょう。あとは、王国に乗り込み、ヘルトルーデ王女殿下を救出するだけです」

			　ヘルトラウダは、外の様子が見たいと言って支えられ外に出た。

			　艦内の外は風が吹き荒れている。

			　視線の先に見えるのは、空から手を伸ばしたモンスターが王国軍をたたき落としている光景だった。

			　聖女が発するシールドが破壊されると、巨大な腕が飛行船をなぎ払う。

			　多眼から光が放たれると、飛行船を撃ち抜いて燃え上がらせた。

			「空と海から挟まれて、貴女たちの大地は沈むのよ」

			　本気で王国を──大陸を沈めようとする公国。

			　ヘルトラウダは青い顔をして笑っていた。

			　疲れて顔が青いのか、それとも自分のしたことが怖くなり顔が青いのか──そんなことは、周囲の誰も気にしていなかった。

			


			　　　◇

			


			　巨大な手の平が迫ってくる。

			　マリエは屈み込み、その手から杖を手放した。

			　味方の飛行船が大きな手にぶつかり破壊されていくと、周囲の神官と神殿騎士が叫ぶ。

			「聖女様、シールドを！」

			「聖女様のお力で、あの化け物をお倒しください！」

			「聖女様、杖を！」

			　聖女、聖女と五月蠅い周囲に、マリエは泣き叫ぶ。

			「あんなのどうやって倒すのよ！　私は知らないわ。〝あいつ〟が出てくるなんて聞いていない！　そもそも、私は──本物の聖女じゃない！」

			　周囲の者たちが唖然としていると、マリエたちの頭上を吹き飛ばされた飛行船が通過していく。

			　飛行船が玩具おもちゃのように破壊され、吹き飛ばされ、燃やされていく。

			　目の前にいるものが何か分からない。

			　その気味の悪い格好にマリエは恐怖し、足が動かなかった。

			　モンスターを見上げ、涙を流す。

			「こんなの──どうしようもないじゃない！　誰か助けてよ！」

			　抵抗する飛行船からの砲撃も効果がなく、化け物はゆっくりと進んでくる。

			　進路上にある邪魔な物を破壊して、ゆっくりと──王都を目指して進んでいた。

			　神殿騎士の一人が叫ぶ。

			「て、撤てっ退たい。撤退だ！　すぐに引き返せ！」

			　飛行船がその場で反転すると、その間にも次々に味方の飛行船が沈められていく。

			　大地に落ちた飛行船が爆発し、炎が大地に広がっていく。

			　二百隻を超える飛行船が、逃げ切った時には──十隻にも満たなかった。

			　マリエはずっと、膝を抱えて座り込み泣き続けていた。

			　前世のあの日と同じように泣いていた──。

			


			　　　◇

			


			「──以上が事の顛てん末まつです」

			　ミレーヌ様の報告が終わった。

			　陛下が呟くように言う。

			「まるで悪夢だな」

			　ヴィンスさんも困っていた。

			「数を揃えたくらいではどうにもならない。それに、この地震だ」

			　ヴィンスさんは飲み物を飲み干し、コップをテーブルの上に寝かせた。

			　すると、ゆっくりとコップが転がっていく。

			　僅かに傾いているようだ。

			　モンスター──超大型のモンスターが出現してから地震が多発している。

			　何か関係があるらしい。

			「バルトファルト子爵、率直に尋ねよう。君なら勝てるかな？　化け物相手に、君と君のロストアイテムなら──勝てるか？」

			　バーナードさんの言葉に、俺は唾を飲み込んだ。

			　もしも、その化け物がラスボスと同じ特性を持っているなら無理だ。

			　ルクシオンでは倒せない。

			　負けることはないだろう。だが、勝つことも出来ないのだ。

			　──相手はいくら倒しても復活するのだから。これは、ゲームなら諦めて大事な分岐まで戻ってやり直すような状況だ。素直に「あ、これ詰んだな」と思ってしまった。

			「──分かりません」

			　そもそも全ては俺の予想だ。相手を知らないので、ここでは答えようがない。

			　ヴィンスさんがコップを手に取りながら言う。

			「だろうな。だが、我々は子爵に期待するしかない。君にしか動かせないロストアイテムで倒せないなら──王家の船を動かすことになる」

			　ミレーヌ様が視線を細めてヴィンスさんを睨む。

			「公爵、その話をこの場でするとはどういうつもりですか？」

			　何やら揉もめているようだが、主人公と選ばれた攻略対象の男子が乗る飛行船『王家の船』は、後半に出てくる強力な飛行船だ。

			　しかし、ルクシオンよりも性能が低い。

			　パルトナーにも負けるかもしれない。

			　ただ、王家の船には特別な力があった。

			「今動かさず、いつ動かすと？　この状況で出し惜しみは感心しませんな」

			「──っ！」

			　ミレーヌ様が何か言おうとして、陛下が止めた。

			「止めよ。ヴィンス、お前も分かっているはずだ──王家の船は資格を持つ者が揃わなければ動かない。そして、私とミレーヌでは動かせなかった」

			　あったね、そんな設定。

			　ゲームでは主人公と攻略対象の男子が動かしていた。

			　だが、ここで問題がある。

			　リビアと攻略対象である五人との間に愛という名の絆きずなが存在しない。

			　愛がなければ、王家の船は動かない設定だった。

			　そうなると、この状況を切り抜けるためには──マリエの力が必要だ。

			　愛という名の絆と、聖女の力をマリエに借りる必要がある。

			「陛下、お願いがあります。王家の船を使わせてください。それと、マリエとあの五人の力が必要です」

			　陛下は、俺に対して不快感を示す。

			「その意味が分かっているのか？　そして、それは無理な話だ」

			　ミレーヌ様が首を横に振る。

			「残念ながら不可能よ。リオン君、王家の船は貸せないわ。そして──聖女マリエは、神殿が処刑すると発表しました」

			


			　　　◇

			


			　俺は、別室へと移ることになった。

			　陛下たちは今も会議中だ。俺にはパルトナーとアロガンツの返還を約束して待機が命じられた。

			　まぁ、俺もまだ王国の騎士だ。

			　待機命令には従うさ。──考えたいこともある。

			　椅子に座って口の前で両手を組んで考えていると、ルクシオンが俺の側に寄ってきた。

			『聖女を騙ったマリエは火あぶりか、それともはりつけか──新人類の末まつ裔えいも醜みにくいものですね。この期に及んで無意味なことをします』

			　聖女のアイテムがマリエを認めたのに、本人が偽物だと暴ばく露ろしたから処刑だ。

			　その理由が、責任の押し付け合いの結果だから笑えない。

			　神殿側も、そして侯爵派閥も誰かに責任を取らせたかったのだ。

			『それにしても、待機命令とはおめでたい人たちです。マスターがまだ忠誠心を抱き、王国のために働くと考えているのですから。パルトナーもアロガンツも返してやる、みたいな態度がいただけませんね。滅ぼしますか？』

			　俺は首を横に振る。

			『──残念です』

			　ハッキリ言ってしまえば、俺にとって王国に存在価値はない。

			　ゲームのシナリオ的にもバッドエンドを進んでおり、おまけに俺を処刑しようとした。

			　何とか食い止めてはくれたが、危機的状況に追い込まれていることに変わりがない。

			　ついでに話し合いの場から追い出されている。

			　もう好きにしろよと思った。──なのに、俺は決めきれずにいた。

			『マスター、何をお考えなのですか？』

			「ルクシオン、お前ならこの状況で勝てるか？」

			　俺の周りを漂いながら問う。

			『勝利条件は？』

			「大地を沈ませない。〝超大型〟を王都に来る前に倒す」

			　超大型と呼称することになった馬鹿でかいモンスターが、俺の知っているラスボスと同じなら王都を目指して進むはずだ。

			　事実、ルクシオンも王都を目指して進んでいると言っていた。

			『不可能です。マスターが言ったように、私は負けなくとも相手が倒しても復活するなら、時間稼ぎしか出来ません。それから、超大型の反応は二つ。浮かんだ大地を挟み込むように空と海から王都を目指して進行してきています』

			　大地に大穴を開けてしまえば、ルクシオンがその穴を利用して戦えるかもしれない。

			　だが、そんな大穴を開けたら、大陸が大変なことになる。

			　ルクシオン本体が相手に出来るのは、どちらか一方のみということだ。

			「二体もいるのか？　──最悪だな」

			『もしも勝利を目指すなら、王国全ての戦力をマスターが従える立場にいなければなりません。王家の船が必要なのでしょう？　ただ、国王の様子を見るに、王家の船を預かるとすれば──それはつまり、全権を委任された総司令官になるしかありません。マスターでは難しいと判断します』

			　本当に最悪だ。王家の船を預かるには、相応の地位が必要。

			　だが、俺にはそれだけの地位も、そして信用も実績もない。

			　勝つために必要なものが足りていない。

			『この大陸から逃げることをお勧めします』

			　逃げた方がいいのは分かっている。俺だって、こんな王国に未練はない。

			　だが、それだと──。

			『おや、マスターの大好きな師匠ですよ』

			　部屋にノック音が聞こえ、ルクシオンは姿を消した。

			　返事をすると師匠がサービスワゴンを押して部屋に入ってきた。

			「失礼しますよ、ミスタリオン」

			「──師匠」

			　お茶の用意を始める師匠は、普段と変わらず紳士的だった。王宮内では、王国軍が敗北したと聞いて逃げ出している貴族や騎士たちもいるのに、落ち着いた様子だ。

			　差し出された紅茶を飲むと、少し落ち着いた。

			「ミスタリオン、悩んでいますね」

			「あははは、そう見えますか？」

			　逃げるべきか戦うべきか──俺は自分の優柔不断さが嫌になる。

			　笑って誤魔化そうとするが、笑顔がうまく作れない。

			「事情は王妃様から聞いています。何やら陛下を怒らせて退席させられた、と」

			　王家の船を貸せと言ったのがまずかったらしい。

			　極秘で管理している飛行船だから、言い方やタイミングも悪かったとは思っている。

			「王妃様が心配していましたよ。ミスタリオンは女性の心を掴むのが私よりもうまい。今度ご教授していただきましょう」

			　冗談を言う師匠に俺は聞く。

			「師匠──王国から逃げないのですか？」

			「私はこれでも王国の爵位と階位を持った騎士ですからね。私に出来ることをするつもりです。ただ、出来ることは限られていますが」

			　冗談を言っているが、師匠は残って戦うつもりなのだろう。

			　これだ。これなのだ。

			　俺が救いたい人たちも、捨てられないものがあって王国に残るかもしれない。

			　無理矢理連れ出したら、師匠はどう思うか？

			「──逃げませんか？」

			「ミスタリオン。貴方が逃げることを私は責めません。ですが、私は残ると決めています。紳士として、そして騎士としての判断です」

			　騎士として？　俺が首をかしげていると、師匠は俺に笑顔を見せる。

			「昨今は女性に優しいのが騎士と思われていますが、私の騎士道は──大切な人々を守ること。それを曲げるつもりはありません」

			　王国にとって都合がいい騎士でも、乙女ゲーの求める女性に優しい騎士でもない。

			　師匠なりの騎士道があるらしい。

			　ゲームには登場せず、同じモブなのに──何て格好いい人だろう。

			「騎士道ですか」

			「ミスタリオンの騎士道をお伺いしてもよろしいですかな？」

			　俺は紅茶を飲み干し、そして立ち上がる。

			「俺はこれでも建前が好きでしてね。民を守る騎士道が大好きですよ」

			　学園女子に優しい騎士道も、国に都合のいい騎士道も嫌いだ。

			「ごちそうさまでした。俺はいきます」

			「どちらへ？」

			「この状況を打開するために──総司令官になってみたいと思いましてね。陛下を説得しようと考えています」

			　俺の言葉に師匠が目を見開き、そしてすぐにいつもの表情に戻った。

			　笑うか怒るかと思っていたのに、真剣な顔付きをしていた。

			「ならば王妃様を頼りなさい。ミスタリオン、あの方は王宮内でもかなり融通が利くお方です。きっと、助けになってくれるでしょう」

			「陛下よりも、ですか？」

			「えぇ、そうです。ただ、私に手伝えるのはこの程度です。総司令官になりたいのなら、自分の言葉で王妃様を説得して見せなさい」

			　俺はお礼を言って部屋を出る。

			「そうします。師匠──ありがとうございました」

			


			　　　◇

			


			　廊下を足早に歩くと、ルクシオンが俺についてくる。

			『逃げないのですか？』

			「止めた。公国と戦う」

			『出世したくないのでは？　総司令官など、マスターが望む地位ではありませんよ。マスターの方針から外れます』

			　出世をしたくないのに、総司令官になるなんて矛盾もいいところだ。

			　だが──。

			「悪いけど一度くらい経験したいのが男の子だ」

			『建前で戦うつもりですか？　理解できません』

			　民のために戦う？　確かに俺が言うと嘘っぽい。

			　だが、俺は本気だ。

			　前世が一般人だったからだろうか？

			　割と関係ない王国の民が死んでいくのは気分が悪い。たとえば、毎日を細々と堅実に生きている幸せな家庭があったとしよう。大地が沈めば、そんな人たちが大勢死ぬ。

			　マリエのせいでグチャグチャになったこの世界、最大の被害者は彼らだ。

			　このまま放置していては気分が悪い。

			　それだけで十分な理由になる。

			「何千万人と人が死ぬのを見ている趣味はないね」

			『逃げても問題ありません。マスターの責任ではありません。──その決断は理解不能です』

			「俺だって理解できないよ。今だって逃げ出したいさ。でも、ここで逃げても絶対に後で考えるんだよ。ベッドに横になった時に、アレでよかったのかと悩む人生とか絶対に嫌だわ」

			　絶対に悩む自信がある。この後の人生、そうやって悩むのは──ごめんだ。

			　そもそも、俺って騎士なのよ。爵位云々はともかく、前世で言うなら非常時の軍人の立場よ。

			　そんな立場の人間が真っ先に逃げ出したら、俺なら恨むね。

			『出世するつもりですか？　成功したとしても、マスターは面倒ごとに巻き込まれますよ』

			「そういうの、勝ってから悩めばいいから。この状況で、出世とか悩むだけ無駄だから」

			　出世は今も興味がない。出来ればノンビリ暮らせる立場が一番だ。

			　だが──。

			「どいつもこいつも頼りにならないから俺がやる。手伝え、ルクシオン」

			『──仕方がないマスターですね』

			


			

		

	

			


			第06話「絆」

			


			「本気なのですか？」

			　個室でミレーヌ様と向かい合っている。

			　ミレーヌ様と話をすることに成功した俺は、指揮権が欲しいと頼み込んだ。

			　もちろん、ミレーヌ様の表情は呆れ果てている。

			　学生を総司令官にするとか正気ではないし、そんなことを頼む俺を怪しんでも仕方がない。

			「本気です。指揮権が欲しい。お願いできませんか？」

			　ミレーヌ様の顔付きは、随分と冷静で普段の可愛らしさが消えていた。

			「信用、そして実績があまりにも足りません。貴方を推薦すれば、正気を疑われますよ」

			「勝つためです。このままでは勝てません。嫌なら俺は逃げるだけです。──俺以外に適任者がいるとお考えですか？」

			　ファンオース公国──そして、超大型を相手に戦える者など、今の王国にはいない。

			　俺が逃げると聞いて、顔を伏せるミレーヌ様は「今までのツケが回ってきたのね」と呟いた。

			「陛下たちは公国の本隊に突撃する考えです。超大型を無視して、短期決戦に持ち込むつもりです」

			「それでは近付けもしません。全滅するだけです」

			「リオン君、能力だけで全ては決まりませんよ。たとえ、貴方がアレな陛下より素晴らしくて有能でも、人は陛下を信じます。人とはそういうものです。総司令官に貴方を据えても誰も認めないわ」

			　どこか陛下に棘とげのある言い方だったが、気にせず交渉を続けよう。

			　何気にミレーヌ様の中で、俺への評価が高いのが嬉しい。

			「他の奴に任せていては勝てません。王家の船が必要です。アレ、特別な力がありますよね？」

			　どうしてそれを知っているのか？　そんな顔をするミレーヌ様を壁際に追い詰め、俺は壁に手をついた。

			「っ！　あ、あれがどういう船か知っているの？　あれは──」

			「建国の原動力。そして、王家の切り札。──ですよね？」

			「えぇ、そうです。簡単に貸せる物ではないわ。あれは、ロストアイテムよ」

			　ルクシオンとはまた違ったロストアイテムだが、どうしても必要だ。

			　ミレーヌ様との距離を更に詰めた。

			「必要です。貸してください」

			「でも、動かないわ。私と陛下では動かせなかったのよ」

			「ユリウス殿下とマリエを使います。他の四人も集めてください」

			「けど、聖女は──マリエは処刑を待つ身です」

			　どうしてもマリエが必要だ。

			　マリエが死んで、すぐにリビアが聖女に認定されるとは限らない。

			　ならば、確実な方法をとる必要がある。

			　飛行船を動かし、聖女の力を発揮するのはマリエたちに任せる。

			　後はリビアを乗せればいい。

			　役割を分担する。今はこれしか思い付かなかった。

			「ルクシオン、王妃様に説明してやれ」

			『はい』

			　出現したルクシオンを見て、ミレーヌ様は「これは──報告にあった使い魔？」と驚きつつもルクシオンを見ていた。

			　そして、超大型が二体存在し、空と海から大地を挟み込むように移動してきているのを聞かされ、王妃様が顔を青ざめさせる。

			「本当なのですか？」

			『事実です。更に悪い知らせは、二体の出現時から通信状況がかなり悪くなっています。敵が近付けば、通信はほぼ使えないと考えるべきですね』

			　王妃様が左手で顔を押さえていた。

			「聞けば聞くほどに厄介ですね。リオン君、勝てるのですか？」

			「勝ちます。そのために用意して欲しいのが──」

			「──聖女と王家の船。なるほど、総司令官の地位が欲しいわけですね」

			　ミレーヌ様が表情を引き締め、俺の目を見つめてくる。

			「貴方を総司令官にすると言えば、フランプトン侯爵が反対しますね。現在の王宮内最大派閥を敵に回すことになります。味方は少ないわよ」

			　ルクシオンに視線を向ければ、一つ目で頷いていた。

			「構いません」

			「──まったく、自業自得とはいえ、他の騎士たちにも貴方のような忠誠心があれば」

			　忠誠心？　俺にはほとんどないよ。

			「自業自得とは？」

			「一部の男性たちに負担を強いてきた現状です。無事に帰ってきたら教えましょう。ちゃんと勝って帰ってきなさい。──いいですね？」

			　頷くと、ミレーヌ様が顔を赤らめ可愛らしい咳払いをする。

			「そ、それから、離れてくれると助かるのですが」

			　おっと、そうだった。距離を取ると、ミレーヌ様が深呼吸をしてから俺を見る。

			「リオン君には借りも多いですからね。根回しは私の方で進めます。ですが、本当に味方は少ないですよ。この状況ですから、戦力を期待されても困ります。それでも勝てますか？」

			「大丈夫です。それに、戦力については当てがあります」

			　問題ない。

			　今こそ友情という名の絆の力を使う時だ。

			


			　　　◇

			


			　王都は大混乱に陥っていた。

			　逃げ出そうとする人々の中には、貴族たちの姿もあった。

			　嘆かわしいことに、こんな王国のために戦えるものかと職務を放り捨てて愛人と逃げ出す貴族や騎士たちが多い。

			　ちなみに、正妻たちというか──本妻は置いて逃げていた。

			　理由が分かってしまうだけに、どうにも複雑な気分だ。

			　王宮から学園に戻ってきた俺は、普段と違う様子に自分の目を疑う。

			「ま、待ってよ。私も連れていってよ！」

			　すがりつく女子を乱暴に振り払うのは、辺境子爵家の跡取りだった。

			「今更俺に頼るなよ。散々無視してきた癖に」

			　学園から去って行く男子生徒。

			　違う方では、王都住まいの金持ち子爵が女子にすがりついていた。

			「俺を捨てるのかよ！　あれだけ貢いでやったのに！」

			「ここに残っても死ぬだけよ！　王都がなくなれば、あんたなんて無価値なのよ！」

			　非常時に、普段と立場が逆転していた。

			　──ちっとも嬉しくないし、悲しい光景だ。

			　ルクシオンが俺を案内する。

			『マスター、こちらです。皆さん、集まって何やら相談をしているようですよ』

			「残っていてくれて助かった。ルクシオン、お前はリビアとアンジェの方に向かえ。二人は何としても助けろ！　あと、知り合いにも声をかけておけ」

			『構いませんが、マスターの方はお一人で大丈夫ですか？』

			　大丈夫だ。

			　俺とみんなの──ダニエルやレイモンドたちとの友情は本物だから！

			「心配するな。みんなきっと協力してくれるから」

			


			　　　◇

			


			「いや、無理だろ」

			「うん、無理」

			　友人たちが集まったその場所は、物置のように扱われている教室だった。

			　急に手の平を返した女子たちから逃げるように、みんなで隠れていたらしい。

			　実家から迎えが来る彼らは、時間を潰していたようだ。

			　俺が戦争への参加を要請したら、ダニエルやレイモンドのように「嫌だ」とか「無理」と口にして協力を拒んだ。

			「お前らどういうつもりだ！」

			「王国軍もほぼ全滅。二百隻近い飛行船が手も足も出ないモンスターとなんて戦えないよ」

			　レイモンドの冷静な判断は間違ってはいない。

			「リオンも諦めろよ。冤罪で捕まったんだろ？　そこまで頑張る必要なんかないって。王国が負けたら、公国に従えばいいだけだ」

			　ダニエルもやる気がない。

			　浮島を領地に持つ領主たちは、基本的に強い国に従っているだけだ。

			　王国が負ければ、次の従属先を探す。

			　周囲もそんな反応ばかりだ。

			「だよな。あ、知ってる？　公国って、男の方が立場は強いらしいぞ。結婚はむしろ、女が焦っているんだと」

			「本当か！　俺、公国に忠誠を誓うわ！」

			「俺も！」

			　──気持ちは痛いほど理解できるが、お前らもっと忠誠心を持てよ！

			　いや、俺もないけどね！

			　友人たちが落ち着いている理由は、故郷が本土ではなく浮島というのが大きい。

			　実家に逃げてしまえば、後は嵐が過ぎ去るのを待つだけでいいのだ。

			　逆に、大慌てなのは普段金持ちで威張っているグループだ。

			　彼らは本土に領地を持っているとか、宮廷貴族であるために戦争から逃げられない立場だ。

			　それでも、敵前逃亡や公国への寝返りなどを考えている。

			　力のある地方領主たちは、攻め込んできた公国以外の国との戦いで動けないか──戦力を出し渋って日和見を決めていた。

			　王国の危機を前に、とにかく酷い状況である。

			　王妃様が言っていたツケとは、こういうことか。

			　俺は、野郎ばかりの教室で深呼吸をした。

			　野郎臭いと思いながらも、懐から書類を取り出して皆に見せた。

			「お前ら、これを見ろ」

			　レイモンドが眼鏡を指でクイッと押し上げながら書類を確認した。

			「これ、飛行船の売買契約じゃないか。これがどうかしたの？」

			「お前らは既に俺から飛行船を受け取った。今は、お前らの領地でクルーの教育をやっている頃かな？」

			　ダニエルが頷く。

			「そうだな。扱いやすくて凄く性能がいいって喜んでいたな」

			　みんな立派な軍艦が手に入ったと大喜びだが、レイモンドだけは青ざめていた。

			「リオン、これって──」

			「そうだ。お前らの持つ飛行船は、俺の実家にある工場でしか整備が出来ない。試しに他の工場に持っていくか？　完璧な整備は無理だぞ。新技術が一杯で、整備を怠ればいずれ動かなくなる」

			　契約書には、うち独自の技術も多いから、整備はうちの工場に任せてねと書いてある。

			　せっかく手に入れた飛行船が動かなくなると知ると、全員が慌て始めた。

			「俺は公国と戦う。するとどうなると思う？　勝てばお前らは俺に負い目が出来る。飛行船を実質握られ、これから俺のご機嫌取りの毎日だ。負けても悲惨だな。俺の実家も蹂じゅう躙りんされるかもしれない。そんな俺の領地と関係があるお前らを──公国は見逃してくれるかな？」

			　全員が俺に怒鳴り声を浴びせてくる。

			「汚いぞ！」

			「おい、ここでリオンを押さえて、ヘルトルーデさんに突き出せ！」

			「あの人は王宮に連れていかれたよ！」

			　俺は声を張り上げ、全員を黙らせるのだった。

			「落ち着け、馬鹿共！　お前らは、本当に公国が恭きょう順じゅんを認めると思うのか？　相手は公国だ。王国を恨んでいる連中だぞ。下手をすれば領地を奪われ、奴隷扱いだ」

			　その可能性もあると全員が考えたところで、俺は優しく語りかける。

			「俺に協力しろ。大丈夫だ。お前らは俺の後ろに隠れていればいい。生き残ったら、これからもサービス価格で飛行船を整備してやるよ。ついでにお前らは英雄だぞ。後ろで大砲を撃つだけで英雄なんて大おお儲もうけじゃないか！」

			　みんなが悔しそうな顔を俺に向けている。

			「俺を信じろ。勝てるから戦うんだ。俺は勝てる戦いしか挑まない男だぞ」

			　俺の説得に、皆が理解を示してくれた。

			「そ、そう言われると」

			「確かに、リオンは何度もピンチを切り抜けてきたけど」

			「リオンがそう言うなら勝てるのか？」

			　俺の普段の行いがいいから、きっとみんな信じてくれると思っていた。

			　ダニエルが凄く悩みながら、言葉を絞り出す。

			「お前は、いつも卑怯なんだよ」

			「おや、褒め言葉かな？　安心しろ。そんな卑怯者がお前たちの仲間だ。心強いだろ？」

			　レイモンドが髪をかき乱す。

			「その卑怯者のおかげで、公国と戦争だよ。最悪の状況だよ！」

			　みんなが諦め──いや、覚悟を決めてくれた。

			　俺に従うと言ってくれた。

			　見たか公国よ！　これが俺たちの友情の力だ！

			「みんなありがとう！　俺たちはこれからも、ずっと友達でいようね！」

			　全員が俺を睨んでいるが気にしない。

			「ふざけるな」とか「この鬼！」とか「やっぱりあの契約書は罠だったんだ」とか、叫んでいる。

			　その程度の嘆きは、ラスボスに挑むことを考えたら些さ細さいな問題だ。

			　──さて、次へ行こう。

			


			　　　◇

			


			　ルクシオンがやってきたのはリビアの部屋だった。

			「リオンさんが公国軍と戦う？」

			　驚くリビアに対して、アンジェの方は呆れかえっていた。

			「子爵とはいえ、学生を総司令官にするなど聞いたことがない。名目上は陛下かユリウス殿下が大将になるのか？　それに戦力は？」

			　一つ目を左右に揺らし、ルクシオンは否定した。

			『マスターが総司令官で話が進むと思われます。現状、確実に確保できると思われる戦力は、パルトナーを含め二十隻前後です。王国軍がどれだけ飛行船を用意できるか分かっていません。神殿側の戦力は期待できません』

			　アンジェは天井を見上げ、額に手を当てていた。

			「その程度で公国に挑むつもりなのか？　将軍たちはどうした？　領主たちの艦隊は？」

			『王国軍はミレーヌの根回し次第です。領主貴族たちですが、公国以外にも侵攻を開始した国が多く、そちらへの対応で動けません。また、戦力を出せる領主たちは、日和見を決めていますね』

			　リビアがアンジェを見た。

			「どうしてですか？　どうして助けてくれないんですか？」

			「リビア、どうして領主たちが王国に従うか分かるか？」

			「えっと──忠誠を誓っているからですよね？」

			「違う。国力だ。軍事力の差があるから、王国周辺の領主たちは従っているにすぎない。その軍事力が当てにならないなら、平気で裏切るのさ。それに──王国は領主たちを冷遇しすぎた」

			「え？」

			　ルクシオンは思う。

			（やはり、そうなのですね。おかしいと思っていましたよ。マスターは乙女ゲーだからと思考を停止していましたが、当然といえば当然ですね）

			　公爵家は王家と縁が強い家だ。

			　考え方としては王国寄りになっており、アンジェの領主たちへの認識は──そのまま王家が領主たちをどう見ているかを物語っている。

			「領主たちが力を付けないようにしてきた。歪な婚姻関係があるだろ？　あれはその一環だ」

			　そこまで口にして、アンジェは首を横に振る。

			　そして立ち上がった。

			「私は父上のもとに向かう。何か手伝えるかもしれないからな。私もリオンに力を貸したい」

			『よろしいのですか？』

			　アンジェは微笑む。

			「リオンがやると言ったんだ。勝てる可能性があるからだろう？　──私はあいつを信じるよ」

			　リビアが少し落ち込むも、立ち上がってアンジェに付いていこうとした。

			　ルクシオンは、二人を案内する。

			『でしたら、王宮へ向かいましょう。公爵は王宮にいます』

			　アンジェは真剣な表情になった。

			「助かる。すぐに向かおう。リビア、お前はどうする？」

			「私もいきます！」

			　二人と──ルクシオンは大急ぎで王宮へと向かうのだった。

			


			　　　◇

			


			　王都近くに浮かぶ浮島には、飛行船の出入りがいつもより激しかった。

			　人も大勢詰めかけ、歩くのも大変だ。

			　向かった先に待っていたのはニックス──俺の兄貴だ。

			「リオン、お前無事だったのか！」

			　喜んでいるニックスの近くには、姉貴──ジェナの姿があった。

			「あんた脱獄したの!?」

			　その近くには専属使用人のミオルがいて、俺を見て視線が泳いでいる。

			「丁度よかった。お前も乗れ。親父が俺たちを迎えに来てくれた」

			　次兄は親父が乗ってきた飛行船を指さす。

			「ベストタイミングだよ」

			　俺は飛行船の中に入り、船員に声をかける。

			「親父は？」

			「船橋ですよ。坊ちゃん、今回は何をしたんですか？」

			「俺じゃない。悪いのはそこにいる姉貴の猫耳奴隷だ。そいつは絶対に乗せるな！」

			　俺を裏切った奴を──姉貴の側には置いておけない。

			　姉貴が何やら騒いでいたが、俺は無視して船内の廊下を駆けた。

			　船橋に入ると、親父が船長と相談をしていた。

			「バルカス様、王都から避難する民が大勢押し寄せてきます」

			「子供らを確保したら、乗せられるだけ乗せて出航だ！　──ん？　リオンか！」

			　親父が俺に気が付いて喜んだと思ったら、すぐに厳いかつい顔付きになる。

			「お前、今度は何をした！　牢屋に放り込まれたと聞いたぞ！」

			「悪いな、親父──力を貸してくれ」

			「はぁ？　お前、いったい何を──」

			　とにかく俺は状況を説明した。俺が捕まった理由やら、本当に色々と──ミオルの野郎がやったことも告げ口しておいた。

			　すると親父の顔が徐々に青ざめていき──少し可哀想になった。

			「やっぱりお前は馬鹿だな」

			「俺も出るが、親父にも力を貸して欲しい」

			「逃げたって許される状況で、何で逃げないんだよ。お前は本当に馬鹿息子だよ」

			　親父に贈った飛行船──軍艦は、大きくて性能もいい。

			　クルーの訓練も終わっており、俺が頼れる中で一番の戦力だった。

			　親父が悩んでいると、次兄と姉貴が船橋に入ってきた。その後ろには、ミオルの姿もある。

			　次兄が慌てて報告してきた。

			「親父、ゾラたちが船に乗せろと言ってきた。お仲間を大勢連れてきやがった」

			　親父は小さく溜息を吐くと、そのまま外に出るため船橋を出ていく。

			　ただし、ミオルの頭を片手で掴むと、そのまま引きずっていく。

			「ま、待って！　何でミオルに乱暴するのよ！　放してよ！」

			　姉貴が親父に抗議し、ミオルも抵抗するが親父は腕一本でミオルを掴み放さない。

			「放してください。私は何もしていない！」

			「黙れ！　俺の息子を売りやがった奴が、俺の飛行船に乗るな！　舐めてんのか、てめぇは！」

			　親父が姉貴を睨み付けて、はじめて怒った。──本気で怒っていた。

			「リオンを裏切ったこの屑を俺の船に乗せるな！　ニックス、お前は船橋にいろ。ジェナ、お前は部屋で大人しくしていろ。誰か、さっさと連れていけ！」

			　船員たちが次女を連れていくと、俺は親父と飛行船の出入り口へと向かった。

			　そこには、お仲間を連れたゾラたちがいた。

			　ゾラが親父にわめき散らす。

			「バルカス！　さっさと私たちを乗せなさい！　それから、王都に降りて屋敷の財産も全部回収するのよ。いいわね！」

			　人が多く騒がしい港で、親父はミオルを突き飛ばした。

			「ま、待ってくれ！　俺の話を──」

			「黙れ」

			　そして腰に下げた剣を抜き、ミオルの首を一振りで落とすと体は蹴飛ばした。

			　空に浮かぶ港から、ミオルの首と体は別々に落下していく。

			　ゾラが口を閉じて、親父の姿を見て怯えていた。

			　ゾラの後ろに隠れた長兄──震えていたルトアートを親父が睨む。

			「これから戦争だ。ルトアート、お前も参加しろ。初陣だ」

			「い、嫌だ！　私に命令するな！　田舎領主の野蛮人が！」

			　俺が黙っていると、ゾラたちが先程の出来事から徐々に回復したのか元気を取り戻す。

			「バルカス、いったい誰に命令しているの！　誰のおかげで平和に暮らしてこられたと──」

			「ルトアートを寄よ越こせ。これから戦争だ」

			　いつもと雰囲気が違う親父を前に、ゾラがその場で地団駄を踏み、騒ぎ出す。

			「図に乗るな、田舎者のゴミ屑が！　ルトアートは私の愛した人の子よ！　お前なんかの血は流れていないわ。戦争をしたいなら、そこのろくでなしにさせなさい！」

			　混乱して本音をぶちまけたらしいが──何とも酷い話だ。

			　何が酷いって、予想できたのが酷い。

			　だが、親父はそれを聞いて──何故か安堵していた。

			「だと思ったよ。だが、これで清々した。ゾラ、ここでお別れだ」

			　ゾラが急に態度を改める。

			「ま、待って。今の話は違うの。あの、ほら！　どうしても跡取りが欲しいなら、これから子供を作ればいいじゃない。とにかく、私たちをここから逃がして」

			「悪いな。俺は忙しい」

			　親父が合図を出すと、鎧をまとったバルトファルト家の騎士たちが甲板から降りてくる。

			「ゾラたちはお帰りだ。それからリオン！」

			「はい！」

			　これまで情けなかった親父が、今日は格好いい。

			「皆を送り届けたらすぐに戻る。それから、あれだ──覚悟は出来ているか？」

			　親父の心配そうな顔を見て、いつもの親父だと思った。

			　それが妙に嬉しくて──心配をかけたと情けなくなりつつも、俺は小さく頷いた。

			「そうか。あとはこっちでやる。お前はお前のやりたいようにやれ。どうせ俺が言っても聞かない奴だからな。まったく、お前にはいつも驚かされる」

			　──そうするよ、親父。

			　迷惑をかけて本当にすまないと思った。

			　本当に俺は──前世も今も、両親に迷惑をかけ続けている。

			


			　　　◇

			


			　港から王宮へと戻った俺は、駆け寄ってくるバーナードさんから報告を受ける。

			「子爵、王国軍の集まりは悪い。地上戦力も思うように集まらない。まともに動かせる飛行船の数は五十隻程度だ」

			　むしろ、五十隻も揃えられたのかと驚いた。

			「こちらはパルトナーと合わせて二十四隻は確保しました。──おっと」

			　段々と揺れが大きくなっていた。

			　バーナードさんも随分と顔色が悪い。

			「子爵、単刀直入に聞こう。勝てるのか？　返答によっては、家族を避難させたいのでね」

			「公国軍には勝てます。問題はあの超大型だけです」

			　俺の知らなかった第二王女殿下ともう一つの魔笛から呼び出されたのなら、俺の知っているラスボスと同じ特性を持っているはずだ。

			　超大型を消滅させる方法は──聖女の力と、リビア本人の力が必要だ。

			　リビアの特殊な能力は──心に届く声。

			　人の心に声を届ける力がリビアにはある。

			　何故って？　俺が知るかよ。そういう設定だ。

			　とにかく、その力が必要なのだ。聖女の力だけでは足りないのだ。

			　これをマリエが知らなかったのが信じられない。

			「子爵は本当に凄いな。どうかな？　これが終わったらクラリスをもらってくれないか？」

			　バーナードさんの冗談に笑おうとしたが、目が真剣だった。

			　妙な汗が出てくる。

			「──勝ってから考えましょうか。今はほら、色々と忙しいので」

			「そうだな。──もうすぐ、謁見の間の準備も終わるだろう。それまでは休憩をしていてくれ。それから、ご指名の人物も既に到着しているよ」

			　案内されたのは謁見の間に近い控え室──そこには、マリエたちがいた。

			


			　　　◇

			


			　膝を抱え、座り込むマリエは、酷く汚れていた。

			　白かったと思われるドレスは汚れ、膝に埋うずめた顔を上げない。

			　ユリウス殿下を始め、マリエの恋人である五人が心配していた。

			　同じようにボロボロの格好をしているカーラは、部屋の隅でマリエを見守っている。

			　カイルが俺に近付くと、呆れ顔で話しかけてくる。

			「冤罪で捕まるとか──あんた呪われているんじゃないの？」

			「俺じゃない。呪われているのはお前の主人だ。それより、何があった？」

			　カイルは疲れた顔でこれまでの経緯いきさつを話してくれた。

			「ご主人様が、自分は聖女じゃないって宣言したら、今まで取り巻きをしていた人たちが罵声を浴びせてきましてね。神殿の神官や騎士が怒鳴り込んできて、捕らえられて地下牢に放り込まれましたよ」

			「何それ？　ちょっと笑える」

			「こっちはまったく笑えませんけどね。それからずっとあの調子です。──ご主人様、このまま処刑されちゃうんですか？」

			　聖女を騙った極悪人だ。当然、神殿側は許さないだろう。

			　ミレーヌ様も、よくこいつを神殿から引っ張ってこられたな。

			「王宮が一時的に処刑を延期にしただけだからな。勝っても負けても、命はないと思うね」

			　俺の言葉にユリウス殿下が怒気を強め睨んでくる。

			　そして、俺の言葉に不安になっただろうマリエに、すぐに声をかけていた。

			「マリエ、大丈夫だ。俺たちが付いている。だから、バルトファルトの言葉なんか気にするな」

			　だが、マリエは──。

			「──五月蠅い」

			「え？」

			「五月蠅いって言ったのよ！　あんたたち、何が大丈夫なのよ！　どうにかなるの？　あの化け物を見ていないのに、勝てるとか思っているの？　本当におめでたい連中よね」

			「マリエ？」

			　──本性を現しやがった。

			「出ていけ！　みんな出ていって！　私は──あんたたちなんか、みんな大嫌いよ！」

			　カーラがマリエに駆け寄る。

			「そんな。マリエ様は、私と友達だって」

			「嘘に決まっているでしょう。あんた馬鹿じゃないの？　そんな考えなしだから、孤立していじめられるのよ。あんたを利用したのは、そこにいるモブ野郎が少しでも苛つけば儲けもの、って思ったからよ。あんたなんか──友達じゃないわ」

			　カーラが泣き崩れてしまう。

			　俺は舌打ちをして言う。

			「本性はそれか。猫をかぶるのがうまかったじゃないか。今日で剥がれたけどな」

			　マリエが俺に憎しみのこもった視線を向けてくると、クリスがマリエを庇う。

			「バルトファルト、もう止よせ！　マリエは疲れているだけだ」

			　だが、自分を庇うクリスを貶けなし始めたのは、マリエだった。

			「はぁ？　止めて欲しいのはこっちよ。あんた、剣術しか能がない癖に随分と偉そうね」

			「なっ!?」

			　マリエは次にグレッグたちを見る。

			「あんたも口だけよね。何が実戦云々よ。あんた、本当に役に立たないわ。そこの紫もナルシストで気持ち悪い。緑色のあんたは、何を考えているのか分からないから気味が悪いわ。それとあんたよ。あんた。一番の問題は元王太子のあんたよ！」

			「マリエ？　いったいどうした？」

			　理解が追いつかないユリウス殿下に、マリエが笑いながら言うのだ。

			「王子様って肩書きくらいしか役に立たない奴よね。本当にあんたたちって馬鹿。地位も名誉も──財産も捨てて、女が喜ぶと思っていたの？　本当に意味が分からない」

			　ゲラゲラ笑うマリエは、カイルにも視線を向けた。

			「そこの小うるさいガキもそう。調子に乗って偉そうに。私が許してあげなかったら、あんたなんかまた奴隷商館に戻されていたのよ。少しは感謝しなさいよ！」

			　この場にいる全員がドン引きしていたと思う。

			「もっと私に優しくしなさいよ！　みんな私の言うことを聞いていればいいのよ！　逆らう奴も、役に立たない奴らも嫌い、嫌い──大嫌い！」

			　俺は首を横に振る。

			「見苦しいぞ」

			「五月蠅い、消えろ！　お前がいるから私は幸せになれないんだ！　返せ。返せよ！　──私の幸せを返しなさいよ！」

			　マリエが泣き出したところで、アンジェとリビアが部屋に入ってきた。

			「リオン！　無事だったか！　──ど、どうした？　どういう状況だ？」

			「マリエさんは、どうして泣いているんですか？」

			　せっかく会えた二人には申し訳ないが、俺はマリエと二人で話をすることにした。

			「少し二人だけにしてくれ。こいつには話がある」

			　マリエは徐々に静かになっていくと、そのまま倒れる。

			　疲れているのは本当らしく、すぐに眠ってしまった。

			　──本当に腹立たしい。

			


			　　　◇

			


			　──マリエは夢を見ていた。

			　あの日も、兄に見捨てられて泣いていた。

			　前世の記憶。

			　膝をすりむいて座り込み、泣き疲れて眠ってしまった時の記憶だ。

			（私も馬鹿よね。さっさと帰ればいいのに、意固地になって。そういえば、ここからどうやって帰ったのかしら？）

			　ボンヤリと眺めていると、少年が近付いてきた。

			　グチグチと文句を言っている。

			『この馬鹿。泣き疲れるくらいなら歩けばよかったんだ』

			　兄が戻ってきて、前世の自分を背負っていた。

			（あぁ、そうか。結局兄貴が迎えに来たのよね。なら、最初から背負いなさいよ、この屑兄貴）

			　文句を言いたいマリエだったが、涙が流れる。

			　背負われた自分は安堵した顔で眠っていた。

			　涎よだれを垂らし、兄の服が汚れる。

			　どうせ文句を言うのだろうと思っていたら、

			『何で俺に頼るかな』

			　少しだけ嬉しそうな兄の顔を見て、マリエは胸元に手を当てて握りしめた。

			　そうだ。兄は──口は悪いが優しかったと、マリエは思い出す。

			（糞兄貴──死ぬなよ。何で死んだのよ）

			　思い出すのは、兄が死んだ日のことだ。

			（いつもみたいに、文句を言ってよ）

			　旅行から戻ってくると、マリエは両親に平手打ちをされた。

			　そのまま、葬式が終わると家を追い出された。

			（いつも糞兄貴がいれば、どうにかなったのに。糞兄貴がいないから、私が不幸になったのよ。何で死んだのよ──お兄ちゃん）

			　文句を言い合いつつも、うまくやっていると思っていた。

			　大抵のことは、兄に任せると嫌々でもやってくれたし、解決してくれたのだ。

			　だから、マリエは兄に甘えていた。ゲームを押しつけたのも、甘えていたからだ。

			　だが、そんな頼りにしていた兄が、自分が原因で死んでから全てが狂い始めた。

			　クリアが出来ないある乙女ゲーがあった。自分で無理なら、兄に任せようと友人との海外旅行の前に押しつけてクリアを頼んだ。

			　それなのに、戻ってきたら兄は階段で足を踏み外し──死んでいた。

			　兄が母親に送った最後のメールから、自分が無理をさせたのが分かって両親は冷たかった。

			　嘘を吐いて海外旅行に出かけたこともあって、両親の信用を失ってしまった。

			　マリエは──前世で兄を本当に嫌ってはいなかった。

			　でも今は、そんな頼りになった兄の顔も──思い出せない。

			（助けてよ。何で助けてくれないのよ）

			　いつも文句を言いつつ助けてくれた──優しい兄の顔を思い出せないのが辛かった。

			


			　　　◇

			


			「──お兄ちゃん」

			　眠っているマリエの顔を見ながら椅子に座る俺は、忌々しい前世の妹を思い出す。

			　あいつにもよく振り回され、いつも俺が苦労をしていた。

			　第二の人生は、マリエに振り回されていると思うと──俺には女難の相でもあるのだろうか？

			『マスター、このまま寝かせていてもよろしいのですか？』

			　弾丸の入っていない拳銃を脅しのためにテーブルに置いている。

			　それを見ながら言う。

			「もう少しだけ寝かせてやれ。まだ時間はあるからな」

			『叩き起こして、無理矢理言うことを聞かせるのでは？』

			「お前は俺をなんだと思っているの？　いや、言わなくていい。どうせ、極悪非道とか言うんだろ」

			『残念ながら違います。優柔不断のヘタレ野郎、です。惜しかったですね』

			　全然惜しくないよ。むしろ、かすってもいないよ。

			　極悪非道の方がまだマシだよ。

			　ルクシオンを睨んでいると、マリエが上半身を起こした。

			　目が赤く腫はれ、髪も乱れているのでちょっと怖かった。

			　拳銃をマリエに見えるように手に取る。

			「起きたな。さぁ、話し合いの時間だ」

			「──嫌よ。お兄ちゃんが来るまで何もしない」

			　何こいつ？　もしかして壊れたの？　お兄ちゃんって誰よ？

			　本当にどうしようもない奴だ。

			「お前の兄貴？　どうせろくでもない屑野郎だな」

			「お兄ちゃんを馬鹿にするな！」

			　マリエが近くにあった物を俺に投げつけてきたので、ルクシオンを手に取って盾代わりにする。

			『マスター、私はこのことを忘れませんよ』などと恨みがこもった声で言ってくるから無視した。

			「本当に屑だな。そんなお前と妹を重ねて見ていた俺が馬鹿だったよ。あいつの方がまだマシだ」

			「五月蠅い！　あんたの妹なんて、どうせ頭のおかしい馬鹿女でしょ！」

			　頭がおかしくて、わがままで、ついでに馬鹿で腹立たしい妹だが、マリエにそこまで言われる筋合いはない！

			「馬鹿にするなよ！　お前より百倍マシだからな！　確かに頭もおかしくて、性格は酷くて、おまけに腐の人で、性格は最低だが、お前よりマシだ！」

			「私の兄貴だってあんたより百倍。いえ、それよりもずっとマシよ！　モブ顔で、ハッキリ言って目立たないし、口は悪いし、性格も悪いし、口が悪いし──と、とにかく、お兄ちゃんを馬鹿にするな！」

			　──馬鹿らしくなってきた。

			　どうしてこいつとこんなことで喧嘩をしなければいけないのか？

			　互いに自分の兄妹を罵り合い、息が切れて会話が途切れる。

			　呼吸を整えてから、俺はマリエに尋ねた。

			「どうして聖女になった。あの乙女ゲーをクリアしていたなら、リビアの力が必要なのは知っていたはずだ。おまけに、王家の船もないのに戦いを挑むとか馬鹿なのか？」

			　マリエは肩で呼吸をしながら答える。

			「知らなかったのよ！　私は──兄貴に──お兄ちゃんにゲームをクリアしてもらったのよ。その後に兄貴がすぐに死んで、落ち着いた頃にセーブデータを確認したの！　画像とか、動画でしかゲームのことを知らなかったのよ！」

			　こいつゲームをクリアしていないのに、半端な知識で逆ハーレムを完成させただと!?

			　──あ、あれ？　ちょっと待てよ。兄貴にクリアさせた？

			「──俺、妹が海外旅行に行くから、その間にゲームをクリアしてってあの乙女ゲーを押しつけられたんだけど？　え？　もしかして、お前──え？」

			　マリエも「え？」と言って、俺の顔を食い入るように見た。

			　俺もマリエの顔をよく見ると、前世の妹の面影が色濃く残っていた。

			　このムカつく顔は間違いない！　マリエは俺の前世の妹だ！

			「お、お兄ちゃん!?　おに～ちゃ──痛いっ！」

			　飛び付こうとしたマリエの頭部を握った拳銃のグリップで叩いてやった。

			「お前かよぉぉぉ！」

			　俺が絶叫すると、ドアの向こう側からガタガタと音がした。

			　だが、それよりも気になるのは目の前の女──マリエだ。

			「久しぶりに出会った妹に酷くない？」

			「俺は、もしもお前に再会したら復讐すると心に決めていた」

			「兄貴がお母さんに色々と言うから、話がややこしくなったのよ！　あの後、私がどれだけ苦労したのか分かっているの？」

			「元はお前のせいだろうが！　いや、待て！　お袋や親父はどうなった？」

			　ルクシオンが俺たちの様子を見ながら言う。

			『お二人が芝居をしているとは思えませんし、前世や乙女ゲー云々というのも真実味を帯びてきましたね』

			　──こいつ、まだ俺を疑っていたのか？

		

	

			


			第07話「運命」

			


			「──つまり、お前は自分の子供をお袋と親父に押しつけたのか？」

			「う、うん。だって、あんたには育てられないから、って。酷くない？」

			「いや、まったく酷くない。むしろ、その方が子供──姪めいっ子にもよかったな。逆に安心した。親父とお袋が正しいよ」

			　謁見の間の近くにある控え室。

			　そこで俺は、前世の妹と運命的な再会を果たした。

			　まったく嬉しくない再会だ。

			　散々この世界をかき乱したのが、前世の妹だったとか泣きたくなってくる。

			　ただ、両親がどうなったのか聞けるのはよかった。

			「それで？　お前の記憶はどこで途切れているの？」

			「え、えっと──彼氏に暴力を振るわれて、これはさすがにまずいかな、ってとこで気付いたらこの世界にいました」

			　テヘッ！　みたいな顔をしたので、拳銃を向けるとマリエが怯えながら両手を高く上げる。

			「私だって色々と頑張ったもん！」

			「うるせぇっ！　中身は婆ばばあの癖に『もん！』なんて使うな！　鳥肌が立つわ」

			「言ったわね！　糞兄貴こそ中身はオッサンじゃない！」

			　それよりも、両親がどうなったのか結局分からないのは辛いな。

			「とにかく、お前はリビアに協力しろ」

			「あ、あのさ？　このままだと私は死ぬんだけど？」

			「そうだな。でも、最後くらい真面目に人生に向き合ったらどうだ？」

			　マリエが泣き始めた。

			「そんなの嫌よ！　助けてよ、お兄ちゃん！」

			　糞兄貴とか、兄貴とか、お兄ちゃんとか──こいつ、いったい俺をなんだと思っているのか？

			　マリエは泣く。本当に泣いていた。

			「それに嫌よ。あんな化け物と戦いたくない。絶対に戦争には出ないわ」

			「──は？　ふざけるなよ。お前が聖女になるから色々と狂ったんだよ。とにかく、責任をとって飛行船に乗れ。リビアのサポートをするだけでいいから」

			　涙を流しながら俺を見るマリエは「何であの女なのよ。私を助けてくれてもいいじゃない！」そう呟いて、外に飛び出してしまった。

			「あ、あの馬鹿！」

			　そしてタイミング悪く部屋に入ってきたのは、バーナードさんだ。

			「子爵、準備が整った。謁見の間に来てくれ」

			　大臣なのに人手不足で動き回っているバーナードさんは酷く忙しそうだった。

			　迷惑もかけられず、俺は謁見の間へと向かう。

			　──マリエの奴に腹を立てつつも、どうしたらいいのか悩みながら。

			


			　　　◇

			


			　マリエが部屋から飛び出し、そのまま廊下を駆けていくのをリビアは唖然としながら見ていた。

			「マリエさんが──逃げた？」

			　アンジェがマリエの背中を睨み付けている。

			「あの女、ここまで来て逃げるつもりか」

			　目つきの鋭いアンジェにマリエを追わせては危険と、リビアは判断した。

			「アンジェは謁見の間にいってください。私がマリエさんを説得してきますから！」

			「わ、分かった」

			　アンジェも謁見の間に呼ばれており、これから向かわなければいけない。

			　リビアは内心で、

			（リオンさんの大事な場面だし、アンジェがいないと──私が邪魔をしたら駄目だよね）

			　そう思って駆け出した。

			　王宮の廊下を走り、マリエを追いかける。

			　涙が出てくる。

			（私はリオンさんに相応しくない。分かっていたのに。アンジェがいるのに、どうして私は）

			　そうしてマリエが逃げた場所は、王宮にある屋上の一つだった。

			　屋上は庭のように植物が生い茂り、逃げ場もなかった。

			　マリエを追い詰めたリビアは、肩で呼吸をするほどに息が荒い。

			　二人が、呼吸を整えると──マリエからリビアへと告げる。

			「──返すわよ」

			「え？」

			「全部あんたに返すから、私にも返してよ。あんたに必要なのは、殿下たちよ。あの五人も、そしてカイルも──聖女の地位も全部あんたのものなのよ！」

			　話に理解が追いつかないリビアを置き去りに、マリエは訴えてくる。

			「だから返してよ。おにぃ──ちゃんを。リオンを返してよ。全部あんたに返すから、私にも返してよ！」

			　リビアはマリエに近付くと、そのまま右手を力の限り振り抜いた。

			　強烈な平手打ちに、マリエが倒れる。

			　マリエは力なく笑って頬を押さえていた。

			「あぁ、懐かしいわね。両親にもこんな風に叩かれたわ。凄く痛い。何？　怒ったの？　安心してよ。あんたのものは全部返すから。あんたは幸せになれるわよ」

			　リビアは、涙を流しながら叫んだ。

			「──馬鹿にしないで！」

			　泣き出すリビアは、その場に座り込んでしまう。

			　マリエがそんなリビアを不思議そうに見ている。

			「リオンさんはものじゃない──せめて、学園にいる間だけでも一緒にいたかった。他のものなんて何もいらなかったのに」

			　貴族と平民。

			　二人の間には身分という大きな壁があった。そんな壁に比べれば、リオンとアンジェの間にある壁などどうにでもなるとリビアには思えた。

			　──二人はお似合いだ。

			　幸せになって欲しい。

			　だから、自分は身を引かなければならない。

			「返してなんて言わないで。リオンさんは、私のものじゃない」

			　マリエが俯いて笑う。

			「それじゃ何？　結局私は、全てを失っただけじゃない。本当に最低。二度目の人生も、失ってばかりじゃない」

			　泣き出したマリエが蹲うずくまり、嗚お咽えつを漏らす。

			「何もかも知っていたのに。うまくいくと思っていたのに──どうして、私は幸せになれないのよ」

			　泣いているマリエを見るリビアは、何と言えばいいのか分からなかった。

			　すると、

			「ここにいたんですか？」

			「マリエ様！」

			　カイルとカーラが、マリエに駆け寄った。

			　どうやら、自分たちを捜し回っていたようだ。

			　マリエが顔を上げると、二人は本当に心配した顔を向けていた。

			「あんたたち、何で？」

			　どうしてここにいるのか？　という顔をしているマリエに、カーラが泣いて伝えるのだ。

			「わ、私──マリエ様がいないと、本当に一人になっちゃう。助けてもらって、本当に嬉しくて！　それに、マリエ様は本当に優しくて」

			　泣いているカーラを横目で見たカイルは、呆れた顔をしていたが──少し照れていた。

			「僕も悪いところがありましたからね。でも、ご主人様も流石にアレは酷かったですよ。まぁ、これでお相あい子こです。他の五人は知りませんけど、僕とカーラさんくらい一緒にいないと可哀想ですし」

			　マリエが、ポロポロと涙をこぼす。

			「ごめ──さい。ごめんなさい。本当に──ごめんなさい、二人とも」

			　カイルが目を袖でこすり、泣いているのを隠していた。

			「さぁ、いきますよ。偽物でも聖女様です。格好くらい付けないと」

			　カーラとカイルに支えられ、マリエは立ち上がった。

			　二人は、リビアに頭を下げてから、マリエを連れて室内へと戻っていく。

			　リビアは俯いて笑っていた。

			「──嘘吐き。全部失っていないじゃない。支えてくれる人が二人もいるじゃない──嘘吐き」

			　そう呟いて、ハッと気が付き口元を両手で押さえた。

			


			

			


			　胸の中にある黒い感情に涙が出てくる。

			（私には何も残らないのに）

			


			　　　◇

			


			　屋上への入り口で、泣いているリビアを見ていたのはアンジェだった。

			　通り過ぎたマリエたちなど見向きもせず、リビアの泣いている姿から目が離せなかった。

			「リビア、お前──そうだよな。ずっと一緒だったよな」

			　アンジェはリビアを見ていると、胸が苦しくなった。

			　リビアの気持ちには気が付いていた。

			　だが、三人でいるのが楽しくて、そのことに目を向けたくなかった。

			「すまない。私がこんな気持ちを抱かなかったら、お前を苦しめなかったのに。許してくれ、リビア」

			　アンジェは口元を押さえて涙を流した。

			　涙を拭い、そして堂々とリビアのもとへと向かう。

			「リビア」

			　泣いていたリビアは、顔を隠しておどけて見せた。

			「アンジェ？　あ、あの、マリエさんは無事に戻りましたよ。そ、その、今は顔を見ないでください。色々とあったので──」

			　アンジェは正直に自分の気持ちを口にする。

			「私は──リオンが好きだよ」

			　リビアが口を閉じ、俯くと涙が地面に落ちる。

			「だから、お前も身を引くな」

			「え？」

			　アンジェはリビアに手を差し出した。

			　手を握るリビアを立たせて、そして向かい合って互いの両手を握る。

			「お前はそれでいい。リオンにちゃんと気持ちを伝えろ」

			「伝えました。一度だけ伝えました。でも、リオンさんはその後すぐにはぐらかして、答えをくれないんです。きっとアンジェが好きだから」

			　アンジェはそれでもリビアに言う。

			「それでも！　それでも、もう一度だけ気持ちを伝えろ。今度は逃げられないようにする。はぐらかすなど許さない。──私も気持ちを伝えるから、お前も伝えろ」

			　泣いているリビアを、アンジェは抱きしめた。

			「いいんですか？　だって、アンジェとリオンさんは貴族様で──」

			「馬鹿。こういうものに身分の差など関係ない。その程度で諦められないから苦しむ。なら、伝えるしかないだろうが」

			　リオンが本当は誰が好きなのか、二人はそれを知りたがっていた。

			　アンジェは優しく語りかける。

			「私はお前も大事だ。だから、泣くのを止めろ」

			　リビアもアンジェの背中に手を回し、抱きしめると頷いた。

			「はい」

			


			　　　◇

			


			　謁見の間。

			　視線を動かし、リビアとアンジェを捜すもどこにもいなかった。

			　どうしよう。ちょっと心細いぞ。

			　参加している五人組など、マリエの件があり、心ここにあらずという顔付きをしていた。

			　──色恋に悩みやがって。

			　俺なんか愛について真剣に考えているのに！

			　それに、お前らとマリエには期待していたのに、これでは計画が成り立たないじゃないか。

			　ルクシオンですら倒せない超大型のモンスターを倒せる愛！　愛って凄いな！　もう、愛こそが最終兵器だよ！

			　──どこかにこいつらの代わりになる愛は転がっていないだろうか？

			　こんなに悩んでいる俺を少しは見習え、馬鹿五人組。

			　整列した貴族や騎士たち。

			　陛下は意味ありげに右の口端を上げ、機嫌良く振る舞っていた。

			「随分と人が少なくなったものだな」

			　逃げ出した貴族や騎士たち。兵士たちですらまともに集まらない。

			　公国との戦争は、それだけ絶望的な状況だと思われていた。

			　俺も一般の兵士ならすぐに逃げている。

			　いや、一般人なら、そもそも兵士にすらなっていないな。

			「だが──この場に残った者たちこそ、真の勇者たちである！　公国は卑劣にもモンスターを従え、王国領に侵攻してきた。諸君──今こそ命をかける時！」

			　残った連中は肝が据わっているのか、それとも諦めているのか──。

			「公国に立ち向かうため、我々は一丸となって戦う必要がある！　バルトファルト子爵、前へ！」

			　謁見の間に敷かれた赤い絨じゅう毯たんを歩き、陛下の前で膝をついて頭を下げた。

			「この危機的状況に際し、私は君を総司令官に任命する。若いと侮る者もいるだろう。経験不足と信用しない者もいるだろう。だが、この状況を打開できる力を持つのは子爵だけだ。バルトファルト子爵、この戦い──勝てるか？」

			　芝居がかった台詞だ。──だが、嫌いじゃない。

			　一回くらいやってみたかった。

			　どこかで聞いたような台詞で返す。

			「陛下がそう望まれるのなら」

			　周囲がざわめく。

			　聞こえる声は「若造が」とか「口だけは一人前だ」とか「う～ん、七十点」とか「どこかで聞いたような台詞だな」とか──お前ら恥ずかしいから黙れ！

			　見ろ！　陛下が少し怒っているじゃないか！　え？　何で怒っているの？

			「──そうか」

			　対して、ミレーヌ様は少し頬が赤かった。嬉しそう？　え？　何で!?

			　陛下が宣言する。

			「バルトファルト子爵を総司令官とし、これより公国に決戦を挑む！」

			　そんなやり取りの後、豪華な衣装に身を包んだ貴族──フランプトン侯爵が異議を唱える。

			　疲れているのか目の下には隈くまを作り、頬が痩せこけていた。

			　まぁ、無理もない。

			　自分の送り出した戦力が、味方だと思っていた公国にやられたのだから。

			「お待ちください、陛下！　このような成り上がりを信用してはなりません。こやつは反逆罪に問われています！　このような者のもとで戦えと言うのですか？　我らを愚ぐ弄ろうするおつもりか？」

			　フランプトン侯爵に賛同する貴族たちも異論を口にする。

			「そうです。ここは公国と交渉をするべきです」

			「私にお任せください。必ず公国との交渉を成功させてみせます！」

			「そのような者に頼るなど間違っています！」

			　立ち上がって陛下とミレーヌ様の顔を見る。陛下は目を閉じるがミレーヌ様は無表情で口を開いた。

			「見苦しい真似はお止めなさい。子爵は反逆者ではありません。罪を捏ねつ造ぞうしたのは貴方たちでしょうに。それに、総司令官に任命したのは陛下です。逆らうというのですか？」

			　陛下の名前で無理矢理俺を総司令官に任命する──乱暴なやり方だが、これしかなかった。

			　フランプトン侯爵が顔を赤くして抗議していた。

			「何と！　そのような物言いは、王妃様とはいえ許せません！　このような状況では、我々は一丸となって戦えませんぞ！」

			　俺たちに対して必死に抵抗するのは、このまま俺が総司令官になって勝ってしまうと──自分たちが終わりだと分かっているからだ。

			　何としても巻き返すために、必死に抗あらがっているのだろう。

			　俺はゆっくりと振り返って侯爵たちを見る。

			　貴族や文武官が並ぶ謁見の間で、懐から拳銃を取り出すと天井に向けて発砲する。

			　謁見の間に、発砲音や薬やっ莢きょうが床に落ちる音が響いた。

			　それを合図に謁見の間に入り込むのは、衛兵と──公爵家の騎士たちだ。

			　ヴィンスさんを見れば小さく頷いている。

			　──許可も出た。ここからは俺の時間だ。

			「その汚い口を閉じろ、ゴミ共が」

			「な、何だと！　衛兵！　何をしている。こやつをすぐに──な、何だ？」

			　衛兵たちが捕らえていくのは、先程抵抗した貴族たち──フランプトン侯爵派閥の人間だ。

			「公国と裏で繋がり、王国を危機に陥れた。反逆罪で捕まるのは俺じゃない。お前らだ」

			　フランプトン侯爵が、衛兵たちに両腕を掴まれながら俺の所まで来る。

			「ふ、ふざけるな！　どうして私たちが反逆罪なのだ！　私たちは国のためを思って行動してきた。お前のような若造に何が分かる！」

			「その若造に負けたから、取り押さえられているんだよ。お前の言う通り、俺はただの若造さ。だけど、そんな若造に国の中核で働く人間が負けたら駄目でしょ」

			　お前らのミスは、俺を罠にはめたことだ。

			　──ただ、同情はしている。お前らが負けたのは俺じゃなく、ルクシオンだからな。

			　ルクシオンがいなければ、そもそも俺は勝てなかった。

			　あれ？　よく考えると、ルクシオンがいなかったら、こんな権力争いに巻き込まれなかったな。

			　ま、どうでもいいか。

			「公国と繋がっていた証拠がどこにある！　陛下！　これは間違いです。このような若造の言葉に耳を貸してはなりませんぞ！」

			　陛下は何も答えなかった。ただ、座ってフランプトン侯爵を見ているだけだ。

			　その様子に、フランプトン侯爵が腹を立てて、陛下の隣に座るミレーヌ様を睨む。

			「お前の仕業か。この獅し子し身中の虫が！」

			　ミレーヌ様に酷いことを言うとは──こいつ、お仕置きが必要か？

			「フランプトン侯爵、見苦しいですよ。貴方は負けたのです」

			　ミレーヌ様が憐れみながらそう言えば、フランプトン侯爵はまだ負けていないと言わんばかりに騒ぐ

			「何を言うか！　証拠も何もないこの状況で、どうやって私の反逆罪を立証する？　このような悪逆非道な行いには、天罰が下ると知れ！」

			　周囲の貴族たちも同じように騒ぎ、侯爵派閥以外の貴族たちは冷めた目で見ているか戸惑っていた。

			　それにしても、往生際が悪いな。

			　面白い。からかってやろう。

			「そんなに証拠が欲しいのか？」

			　俺がそう言うと、ルクシオンが出現して謁見の間の中央に立体映像を映し出す。

			　そこに映し出されたのは、侯爵と他の貴族たち──侯爵派閥の人間たちだ。

			　立体映像の出現に謁見の間が騒がしくなったので、俺が声を張り上げ注目を集めた。

			「残念だ。非常に残念だ。俺は心優しいから、この場で一丸となって戦ってくれるのなら許してやるつもりだったのに。最後の機会を逃したな、フランプトン侯爵」

			　──まぁ、嘘だけどね。許すつもり？　ないよ。

			「な、何を！　陛下！　この者を止めてください。こやつ、謁見の間に銃を持ち込みましたぞ！　こやつは危険です！　陛下も分かっているはず。こやつは野放しにしてはならんのです！　このようなまやかしに、騙されてはなりません！」

			　立体映像が動き出し、そして音声が部屋に響いた。

			『侯爵様！　王妃様が、バルトファルトを司令官に推薦したという情報が入ってきました！』

			　立体映像の中の侯爵が口を開く。

			『あのような小僧に籠絡されるとは情けない。多少有能でもやはり女だな。陛下も尻に敷かれて情けない限りだ。それにしても、公国が密約を破るとは──』

			　忌々しそうにしている。

			『多くの同志を失いました。我々はこれからどうすればいいのでしょうか？』

			『ヘルトルーデ殿下を交渉材料にしろ。奴らは、殿下と魔笛をどうしても取り返したいはずだ。陛下には内密にことを進めるのを忘れるなよ。それから──奴に、バルトファルトの好き勝手にさせるな。公国の切り札は計算外だったが、奴も同等かそれ以上に危険だ。いざとなれば、陛下に責任を取ってもらい公国とは手打ちだ』

			　陛下に責任を取らせると家臣が決めるなんて、不敬でしかないね。

			　フランプトン侯爵が青い顔をして俺を見ている。

			「う、嘘だ！　こんなのはデタラメだ！　こやつの見せる幻だ！　こやつは私を罠にはめようとしているのだ！」

			　銃口をフランプトン侯爵の額に押しつけ、俺は笑みを作った。

			「お前は馬鹿か？　ここまでしているんだ。証拠がこれだけなら、陛下も王妃様も俺の行動を許さなかった。許しているということは、それだけの証拠があるという意味だよ」

			　懐から書状などを取り出し、投げ捨ててやった。

			　目を大きく見開くフランプトン侯爵は、ガタガタと震えている。

			「な、何故だ。この書状は──も、燃やしたはずだ」

			　自分の筆跡による、身に覚えのある書状の数々は、公国とのやり取りが書かれている。

			　ルクシオンがしっかりコピーしてくれた──偽物だ。

			「あぁ、それからヘルトルーデ殿下から伝言だ。『案外、役に立たないのね』だってさ。お前らとどんなやり取りがあったのか、ペラペラ喋ってくれたよ」

			　用済みとなったフランプトン侯爵と、どんな密約を交わしていたのか全て話してくれた。

			　ヘルトルーデさんにしてみれば、このような状況下で内輪揉めをしている王国を見て楽しみたいのだろう。

			　自分の役目は終わったとばかりに、洗いざらいぶちまけてくれた。

			　そうすれば、更に揉めると思ったのかな？

			　まったく──迷惑な王女様だ。

			　立体映像の侯爵が不満そうな口振りで、話を続けていた。

			　対して、俺の目の前にいるフランプトン侯爵は、顔を真っ赤にして「あ、あの小娘が」などと悔しそうにしている。

			『どいつもこいつも分かっていない！　いったい誰が危険なのか分からないのか？　聖女など厄介だがどうにでもなる。だが、あいつだけは駄目だ！　あいつ一人で、いったいどれだけの艦隊と同じ働きが出来る？　一隻で数十隻の艦隊に完勝できる意味が分かっているのか？』

			『しかし、今は公国が問題です。ここはレッドグレイブ公爵とも協力して──』

			『ならば、バルトファルトを公国にぶつけ、互いに潰し合いをさせろ！　家族を人質に取れ。どんな手段を使っても構わん！　いいか、奴を公爵家の番犬程度だと思うな。奴の飛行船は、一人の人員も必要としないというではないか。分かるか？　あいつこそが危険なのだ！』

			『ですが、今の我々にそこまでの力が──』

			　映像の中の侯爵が激怒している。

			『ヴィンスの奴もいったい何を考えている。あの小僧を好きにさせれば、それこそ王国は終わりだ。公国に勝ったところで意味などない。奴は──奴だけは何としても潰さねばならん！』

			　こんなに怯えられる俺って可哀想だな。

			　何もしなければ、俺だって手を出さなかった。

			　そういえば、ゲーム──本当のシナリオなら、こいつらが裏で暗躍したおかげで、主人公が台頭できたのだろうか？

			　今は考えても仕方がない。

			「さて、理解できたかな？　お前らのせいで王国は危機的状況だ。公国と手を組むなんて反逆罪でも仕方がないと思わないか？」

			　フランプトン侯爵が、俺に向かって叫ぶ。

			「それがどうした？　全ては国のためにやったことだ。この国をいったい誰が支えてきたと思っている？　私だ。私が支えてきてやったのだ！　お前のような小僧にいったい何が理解できる！　国を維持するために、必要なことだった！」

			「その結果が今だろ？　お前は対応を間違えた。俺ではなく、公国にしっかり対応していれば問題なかったんだよ」

			「ふざけるな！　お前は自分がどれだけの力を持っているか理解しているのか？　その程度の子供だから、危険だと判断したのだ。いずれ王国は、お前のために滅ぶ！　皆、目を覚ませ！　この小僧こそが国に災いを運んでくるのだ！」

			　俺を買いかぶりすぎだな。だから──笑ってやった。

			「いや、俺じゃなくて公国に滅ぼされそうになっているからね。俺が滅ぼす前に、公国に滅ぼされる原因を作ったのはお前じゃん。失敗したな、お爺じいちゃん。いや、こういうのは老害っていうのかな？」

			　老害と言われ、フランプトン侯爵が暴れ回った。

			　衛兵たちが振り回されている。

			「お、おおお、お前に何が分かる！　私がどれだけ国のために身を粉にして働いてきたと思っている！」

			「無害な俺を警戒して、公国を軽視してこのざまだ」

			「──何も分からない小僧が！　お前が死ねば全て丸く収まったのだ。お前の力を借りなくとも、王国は勝てる！　私は間違ってなどいない！　政治も分からぬ小僧に、私の判断をとやかく言われる筋合いなどない！　私がどれだけ国のために尽くしてきたか、お前に分かるのか？　陛下や王妃がのんきに椅子に座っていられるのも、この私が国のために働いてきたからだ！　お前のような小僧に否定などさせるものか。お前なんかにぃぃぃ！」

			　もしかして、こいつは自分が否定されたと思っているのか？

			　それは勘違いだ。訂正しないとね。

			「何か勘違いをしているようだな。俺は貴方を認めていますよ。今まで立派に王国を支えてきたのでしょう。うん、よく頑張った！　尊敬しよう！　あんた最高だ！」

			　周囲の貴族、騎士、兵士たちが、俺の身振り手振りを加えた台詞に唖然としていた。

			　敵を褒め称えているのが信じられないらしい。

			　そして、振り回していた手を下ろし、再び銃口をフランプトン侯爵に向けた。

			　声を低くして、

			「けど──失敗したら責任は取らないとね」

			「し、失敗だと！」

			「今この時、この状況がお前らのやってきたことの結果だ。分かるな？　お前らが王国を危機に陥れた。その責任を取れ。それがお前の仕事だ」

			「わ、私は侯爵だぞ！」

			「うん、凄いね。立派な爵位だ。だからこそ責任を取るに相応しい。安心していいよ。お前たちの尻拭いは俺がしてやるから。よかったね。俺のような後進がいて。お前らの失敗は俺が綺麗に処理してやるよ」

			　煽るように笑ってやった。

			　お前の失敗は、俺を怒らせたことだ。そう、それだけだ。

			「お前にいったい何が出来る、小僧！　政治も分からぬ小僧が、でかい口を──」

			「う～ん、まだ分からないかな？　理解できないみたいだからちゃんと言うけど──お前は負けたんだ。国のために、今度はお前たちが犠牲になる番だ。俺を犠牲にして権力を手に入れようとしたよな？　俺は別にそのことを怒っちゃいない。ただ、責任を取って欲しいだけだ」

			「な、何故私が──」

			「お前は負けたんだよ。権力争いに敗れ、王国を危機に陥れた。──今まで散々、俺のように弱者を切り捨ててきたんだろ？　出世のために、俺のように潰してきた連中がいるんだろ？」

			「それがどうした？　必要な犠牲ではないか！　それが悪いというのか？　だからお前のような小僧は駄目なのだ。政治をまったく理解していない！」

			　──ここまで清々しいと褒めたくなるな。

			　大のために小を切り捨てる。

			　実に素晴らしい！　世間じゃいい顔をしないだろうが、俺は否定しないよ。

			　だって──。

			「爺さん、言っただろ。俺はあんたを否定しないし、その考えには賛成だ。弱者は切り捨てるべきだ。大のために小は犠牲になってもらおう！　綺麗事なんて必要ない。だから──分かってくれるよね？」

			「き、貴様──何を──ふごっ！」

			　銃口をフランプトン侯爵の口に押し込んだ。

			「あぁ、もう十分だ。喋らなくていいぞ──弱者君。君たちは切り捨てられるべき弱者の敗北者なんだから受け入れてくれるよね？　大を活かすために小を犠牲にするのを理解してくれるね？　快く犠牲になってくれるよな？　嫌だ、なんて言わないよね？」

			　青い顔をするフランプトン侯爵が、首を横に振ろうとしていた。

			　口に入れた銃口が邪魔をして、うまく喋れないでいる。

			「散々必要だからと大勢を犠牲にしてきたんだ。今更、駄目なんて言わないよな？　国のためと好き勝手にしてきたなら、今度は国のために──お前が犠牲になれ」

			　拳銃を口から引き抜き、俺はフランプトン侯爵の大きな鼻を目がけて拳を叩き付けた。

			　フランプトン侯爵が吹き飛ぶと、鼻が折れ曲がり血を流す。

			　俺は周囲に命令する。

			「俺に喧嘩を売ったことは、今の一発で許してやるよ。──後は自分の罪を償つぐなえ。連れていけ」

			「は、はい！」

			　裏切り者の貴族たちが連れていかれると、謁見の間に残った貴族たちは少なかった。

			　軍の関係者──将軍たちも俺を見ている。

			「さて、俺が冤罪で捕らえられていたことを知った諸君。ここでハッキリさせておくことがいくつかある。一つ目──俺はお前らが嫌いだ。この国が嫌いだ。理由？　お前らが間抜けなせいで俺が働くことになったからだよ。ちゃんと仕事しろ！」

			　俺に突き刺さる視線。

			　彼らにも色々と言い分はあるのだろうが、でもそんなの関係ない。

			　そもそも、こいつら国の中核にいていったい何をやっていたのか？　いや、よく考えたらしょうもないことは、前世の国でもよくあったな。

			　どうしてそんなことになったのか、首をかしげたくなる事例はいくつもあった。

			　それでも、あっちの方がマシだった。

			　──日本に帰りたいよ。

			　だって、前世ならこんなグダグダなことにはならなかった──のか？　まぁ、いい。生きていくなら絶対前世の方がよかったのは事実だ。

			「二つ目。お前らが俺を信用してないのは理解している。俺もお前らなんて信用してない。三つ目はもっと簡単だ。──自分ならこの状況を覆して王国を勝利に導けると思う奴がいれば前に出ろ。いつでも立場を代わってやる」

			　視線をそらす騎士や軍人たち。

			　納得できないのが態度に出ているが、自分ならと名乗り出る馬鹿がいないだけマシかな？

			　総司令官がユリウス殿下なら、きっとこいつらも納得できたはずだ。

			　というか、俺自身、俺のような人間が上に立つと言われたら、ちょっと勘弁してって思う。

			「最後は非常にシンプルだ。俺の命令に従えば勝たせてやる。従わないならさっさと逃げろ。疑問を持つな、口答えをするな、お前らに許されるのは、俺の命令に従うことだけだ。どうだ、分かったか？」

			　ざわつく謁見の間に俺の声がよく響いた。

			「俺のために戦って死ね。──代わりにこの国を救ってやる」

			


			　　　◇

			


			　決起集会的な何かが終わった俺は、頭を抱えていた。

			「もう最悪だ！」

			『今更ですか？　自分でやると言ったのに。それにしても、よくあれだけ言えましたね。公国を軽視したのはマスターも同じです。この状況、マスターがうまく立ち回れば回避できたと推測します』

			「五月蠅い。そもそも、俺がそこまでする必要があったのか？」

			『この状況が嫌ならもっと頑張ればよかったのでは？　マスターのブーメラン芸は神業ですよね。素直に尊敬しますよ』

			　自分でやるとは言ったが、よく考えなくても俺が総司令官とかこの国は終わっている。

			　人材不足も極まる、って感じだ。

			　用意された部屋でルクシオンと向かい合っていた。

			「とにかく避難を最優先だ。俺の命令に従いたくない奴らには、公国軍の進路上にある村や街の住人の避難をさせる仕事を振る。王都からも人を避難させるぞ」

			『少ない戦力が更に減りますね。そのように手配する書類を作りましょう』

			　ルクシオンが用意したプリンターのような機械が、次々に命令書を作成していく。

			　貰った資料を確認し、ルクシオンが部隊の編制やら段取りやらを整えていた。

			「公国軍の状況は？」

			『移動速度が遅いですからね。王都到着までには時間があります』

			　出来上がった書類を手に取り、俺はサインしていく。

			「お前の本体にも働いてもらうぞ」

			『それは構いませんが、通信状況が悪いですからね。大陸を挟んでの活動となると、マスターのサポートが最低限になってしまいます。あまりお勧めしたくありません』

			「問題ない」

			『──分かりました。それにしても、侯爵は有能でしたね』

			「は？」

			　俺が驚くと、ルクシオンは自慢をしてくる。

			『マリエでも公国でもなく、私が仕えるマスターを脅威と判断したのは流石ですよ。それと、侯爵は王家の船について知識を持っていたのでしょう。だから、マスターを危険視し、公国を侮っていたのです』

			　王家の船──ゲームでは主人公の飛行船として登場するが、設定では王国の建国を大きく助けたロストアイテムだ。

			　確かに、同じロストアイテムの飛行船であるパルトナーを警戒しても仕方がないか。

			「でも、有能ならこの状況にはなっていないだろ」

			『それはマスターも同じでは？　私という力を持ちながら、この状況に加え、意に添わない地位にまで就きました。侯爵を笑えませんよ』

			　いったいどこで間違ってしまったのかと、俺は考えながら書類にサインをしていく。

			


			　　　◇

			


			　王宮の地下深くに作られた格納庫へと足を運んだ。

			　そこに眠っていた飛行船は、白く美しい船体をしていた。

			　形はルクシオンと同じで流線型の飛行船。

			　だが、こちらの方がより凝ったデザインになっている。

			　俺たちは今──主人公の母艦になる飛行船を前にしている。

			「大きいな」

			『約四百メートルですね。パルトナーよりも小さいです』

			「強そうじゃないか」

			『パルトナーに比べると頼りないですよ』

			「──デザインがいいよね」

			『生産性、整備性を無視した豪華客船では？　パルトナーの機能美には敵かないません』

			　張り合っているのか、パルトナーの方が凄いと自慢を繰り返してくる。

			　振り返ってこの場にいるメンツを見た。

			　格納庫で王家の船を管理していた整備士たちが整列している以外では──。

			　不満そうな陛下に、そんな陛下に呆れているミレーヌ様。

			　五人組が無言で立っており、気まずそうにしているのはマリエだ。

			　あとは、リビアとアンジェの姿もある。

			　リビアは俺が連れてきて、アンジェは王家の関係者としてここにいる。

			「随分と自分の船を自慢する使い魔だ」

			　陛下の棘のある言葉に、俺は冷や汗が止まらない。

			「こいつは、負けず嫌いでして。え、えっと、とにかく！　中に入りましょうか。こいつが修理すれば、動かせるかもしれませんし」

			「無理だな」

			「え？」

			　陛下は飛行船の前にある装置を指さした。

			　シートがかけられている物体は、陛下の命令でシートが剥がされ姿を見せる。

			　ハート型の台座──ハート型の背景となるセットが現れ、何とも場に不釣り合いなものだった。

			「真に愛し合う者同士があそこに立った時、王家の船が持ち主と認め、その力を発揮するのだ。所有者がいなければドアも開かず中には入れない」

			　──こんな設定、ゲームにはなかった気がする。

			　王家の船を探しに来て、主人公とパートナーに反応したはずだ。

			　陛下は何やら感慨深そうにしていた。

			「王家であるホルファート、そして分家とはいえマーモリア家。更にフィールド家、アークライト家、セバーグ家──かつて、パーティーを組んでいた英雄たちの末裔が揃うとは運命なのだろうな」

			　──ゲームで聞いた気がするな。

			　ホルファート王家を始め、五人組の先祖は王国建国前にパーティーを組んでいた英雄たちだ。だから、この五人というか──五つの家の血縁には、王家の船を動かす資格があるとか何とか。

			　もう一人、名前の分からない女性冒険者が存在していた。

			　それがリビアの先祖だったとか、そんな話があったな。

			　確か、リビアのご先祖様が初代聖女だった気がする。

			　興味がなかったので「はい、はい。運命、運命、よかったね」とか思ってゲームの説明は全てスキップしていた。

			　もっと詳しく読んでおけばよかったと後悔する。

			　でも、いつかこの乙女ゲーの世界に転生するから、色々と覚えないと！　みたいな考えは、当時はなかったので仕方がない。

			　そんなことを考えている奴がいたら、俺ならドン引きするな。

			「王家の船に認められるのは、王家と残りの四家。そして、失われた最後の仲間の一族だけが資格を持つ──と、されている」

			　自信満々の陛下が俺に自慢してきた。

			　俺に何か恨みでもあるのか？　お前の息子をボコボコにして、嫁さんを口説いただけじゃないか。

			　あ、駄目だ。恨まれても仕方がない。他人が聞いたら最低の屑野郎にしか聞こえない。

			　ルクシオンが耳打ちしてきた。

			『ドアを破壊すれば簡単に船内へと入れるのですが──空気を読んだ方がよろしいでしょうか？』

			　最後に必要なのは愛だ。

			　その愛を確かめるための装置があるのなら、今の内に確かめておきたい。

			　ルクシオンに空気を読んでもらい、俺たちは台座まで近付く。

			　台座まで来ると余計に酷い。

			　ハート型の台座というかステージには、神秘性の欠片かけらもない。

			　ミレーヌ様が俺たちに振り返って、真剣な顔で告げた。

			「覚悟はいいですね？　これは生易しい装置ではありませんよ」

			　妙に緊張したミレーヌ様と、急に黙ってしまう陛下。

			「まずは私たちで使い方を示します。いいですね、陛下？」

			「う、うむ。今度こそ動くはずだ！」

			　ミレーヌ様の疑った視線に、陛下が怯えていた。

			　二人がハート型のステージに乗ると、中央に線が入った。

			　線を挟んで二人が立つと、ハート型のステージが光り始める。

			　男性がいる場所は青に。

			　女性のいる場所は赤──ピンク？　まぁ、そんな感じに光った。

			　すると、ステージから音声が聞こえてきた。

			『男性──二十五点！　女性──五十八点！　残念！』

			　──え？

			　全員が不思議そうに顔を見合わせていると、ミレーヌ様が陛下をポコポコと叩いていた。おい、ちょっと可愛いぞ。

			「嘘吐き！　二十五点、って何よ！　それってもう他人か顔見知り程度じゃない！」

			　陛下が言い訳をしているが、その姿は非常に情けない。

			「う、五月蠅い！　お前だって、たったの五十八点じゃないか！　お前だって私のことをもう愛していないだろうが！　あぁ、そうさ。もうお前を女として見られないよ！　それが悪いのか！」

			　二人して言い争っている姿を見て、俺は何となく理解した。

			「愛情を数値にして伝えたのか？」

			　ルクシオンが頷く。

			『ジョークグッズに近い装置ですね。先程、王家の船にアクセスして調べてみましたが、どうやら資産家が道楽で作った飛行船のようです。私の本体よりも随分前に製造され、新婚旅行で一度使用したあとに倉庫で眠っていたそうです』

			　王家の船の建造理由が微妙すぎて反応に困る。え？　そんな理由なの？

			　古代の民間船だったとか、誰に言っても信用してもらえないだろう。

			『ちなみに、その夫婦は二年で離婚したそうですよ』

			「そんな情報は知りたくない。さっさと終わらせるぞ。やり方は分かったんだ。この中の誰かが乗れば動かせるかも──って、思っていたんだけどな」

			　マリエたちの関係は、どう考えても修復不可能だ。

			　このままでは、王家の船が使えない。

			『動けば間違いなく戦力になりますね。武装もあって、この世界の飛行船よりも確実に高性能ですから。あ、修理は必要ですね』

			　格納庫で大事に保管されてきたが、中身の整備が出来ていない王家の船。

			　たとえるなら、整備をしていない車か？　中身はボロボロなのに、外見だけは綺麗な状態だ。

			　ただ、所有者を決めるための装置が──ジョークグッズというのが何とも情けない。

			「どうしても駄目なら、扉を壊して中に入るか」

			『では、作業用のロボットたちを呼びましょう。十分ほどお待ちください』

			　その間に、誰かが認められれば儲けものと考えていた。

			　問題なのは、動いたとしても王家の船がその性能を発揮するためには、やはり愛が必要な点だ。

			　本当に大丈夫かと不安に思っていると──。

			「──マリエ、来い！」

			「え？　え!?」

			　ユリウス殿下がマリエの手を握り、乱暴に装置の上に連れていく。

			　争っている自分の両親を無理矢理下ろしていた。

			　俺だったら、両親が愛し合っていないとか知ったらショックだが、ユリウス殿下は両親の痴話喧嘩よりもマリエを優先したらしい。

			　装置が動き出し、二人の愛を数値化して測定する。

			『男性──九十点！　女性──十七点。非常に残念な結果に終わってしまいました』

			　電子音声が空気を読まない。

			　ルクシオンのような高性能な人工知能ではないらしい。

			　あらかじめ決められた台詞を、数値に合わせて再生しているだけのようだ。

			　マリエは俯いている。

			　ただ、ユリウス殿下は笑みを浮かべていた。どうした？　現実を知って吹っ切れたか？

			「これが結果なら受け入れるさ。マリエ、俺はここで宣言する。いつかお前を振り向かせてみせる」

			　自分を騙し、そして愛していないと分かった女性を前に振り向かせるという宣言。

			　アンジェがいるのにこの態度である。

			　チラリとアンジェの様子を見ると、呆れた顔をしていた。

			　──よし！　怒っていないなら大丈夫だ。

			　マリエをその場に残し、今度はユリウス殿下と交代してジルクが装置の上に立つ。

			『男性八十九点。女性十二点。悲しい結末に終わってしまいました』

			　最後の一言は必要なの!?

			　マリエが理解できずに困惑していると、ジルクは優しく語りかけた。

			「殿下に負けたのは悔しいですが、私も負けていられません。マリエさん、私も貴方を絶対に振り向かせて見せます」

			「──ジルク」

			「退どけ、次は俺の番だ。マリエ、これが俺の気持ちだ！」

			　今度はグレッグが装置の上に立った。

			『男性九十一点。女性──二十二点。片思いです、諦めましょう』

			　最後のコメント止めろ！

			　グレッグが、点数を聞いて力なく笑っていた。

			「きっついな。だけどさ、これでスッキリした。マリエ、俺の気持ちは分かったな？　──俺はお前を諦めないぞ」

			「グレッグ、あ、あのね！」

			「次は僕だ」

			　グレッグが装置から飛び降り、ブラッドが自信満々にステージに上がった。

			『男性九十八点！　女性──九点。見事にすれ違いました』

			　止めろ。もう見ていられない。

			　──笑うのをこらえてお腹が痛い。

			「一番低いね」

			「ご、ごめんね。でも、私は！」

			「けど、ここからだ。僕はここからマリエの一番を目指す。マリエ、僕たちは気が付いたよ。あの時、マリエは僕たちを突き放したんじゃないか、って」

			　こいつらはいったい何を勘違いしているんだ？

			　クリスがブラッドと交代した。

			「確かに私たちでは頼りない。だが、私たちには──マリエしかいないんだ」

			　いや、他にもいい女性は沢山いるよ。──目を覚ませよ。

			『男性八十七点。女性──三十一点！　この女冷たすぎない？』

			　マリエが泣いていた。

			「みんな、違うの。私の話を聞いて！」

			　ユリウス殿下がマリエの手を取り、装置から下ろした。

			「分かっている。情けないが、俺たちではお前を守れなかった。マリエが俺たちに呆れるのは当然だ。大事な時に、側にいてやれなかった」

			　どうやら、マリエを戦争に行かせたので、呆れられて当然と五人は思ったらしい。

			　何という勘違い。その人の良さを、マリエに出会う前に発揮して欲しかった。

			「安心しろ、マリエ──もう、お前を放さない」

			「違うの！　だから、私の話を聞いてよ！」

			　みんな「分かっているから」みたいな態度なのに、マリエは必死に何かを訴えようとしていた。

			　どうでもいいが、こいつらに愛を期待した俺が間違っていた。

			　さて、どうしたものだろうか？

			　視線を巡らせれば、ミレーヌ様が陛下を責めていた。

			「ユリウスたちはあんなに高い数値を出したのに。貴方ときたら、出会った頃は四十点もなかったわ」

			「政略結婚に愛を求めるのか？　だったら私も好きな相手と結婚したかった」

			「必ず数値を上げるって約束したじゃない！　一緒に王家の船で空を旅しようね、って！」

			「そんなの嘘に決まっているだろうが！」

			「そうやって雰囲気だけなのよね。何でもそう。自分さえ気持ちよく役者のように振る舞って、悦に入って──本当に口だけなんだから！」

			　こっちは修復不可能だな。──というか、ミレーヌ様が言っていたように、こいつは確かに生易しい装置じゃない。結果次第で大変なことになる。

			　ついでに、陛下がいい格好しいだったという事実が悲しい。

			　俺は気付いていたけどね。最初に会った時から、こいつ何か薄っぺらいな、って思っていたんだよ。──騙されてなんかいないぞ。俺は気付いていた！

			　さて、国の危機は何とかしようと思うが、夫婦の危機は俺でも修復できない。

			　二人の関係を見守ることにした俺は、黙っているリビアとアンジェに振り返った。

			　もう十分に笑わせてもらったから、二人を連れて帰るつもりだったのだ。

			「あ～、あれだね。愛って難しいね。さて、そろそろ戻ろうか。あとはルクシオンに任せれば大丈夫だし。──ねぇ、何で俺の腕を掴むの？」

			　まるで両手に花、という感じで二人が俺の腕を掴んでいた。

			　無言で俺を装置に引っ張っていく。

			　それも、結構強い力で。

			「待って。お願いだから待って！　嫌だ。俺はあんなジョークグッズに乗りたくない！」

			　嫌がり、抵抗する俺を、リビアとアンジェは無理矢理乗せようとする。

			「リオンさん、乗ってください！」

			「これなら白黒ハッキリ付く。色々とはぐらかすお前でも、これなら嘘は吐けないはずだ！」

			「嫌だ！　こういうのは見ている立場だから笑えるんだ。自分が参加するなんて絶対に嫌だ！　俺はあいつらみたいにメンタルが強くないんだ。繊せん細さいなんだ。嫌な結果が出たら耐えられないよ！」

			　自分は絶対に参加しないから笑っていられたのだ。

			　それなのに、二人は俺を乗せようとする。

			　白黒付けると言っていたので、二人が反対側に乗って愛を確かめるのだろう。

			　数値が高くても何か恥ずかしいし、低かったら俺の愛ってこんなものか、って自己嫌悪に陥るだろうし──リビアとアンジェの結果も知ることになる。

			　下手をしたら、互いに悪い結果が出るかもしれない。

			　そんなの嫌だ。今後、どんな顔をして二人と話をすればいいのか分からなくなる。

			「二人とも、愛を数値で測るなんておかしいよ！　こんなの間違っている！」

			　ルクシオンが俺を見て──面白そうにしていた。

			『他人はよくて、自分は嫌というのは人としてどうかと思いますよ』

			　この人工知能、マスターである俺を裏切りやがった！

			「止めて！　嫌な結果が出たら受け止められないよ！　人のことを笑えないよ！　このまま笑って終わりたかったのに！　みんなを笑って終わりたかったのに！」

			　叫ぶと、ユリウス殿下たちが俺にユラユラと集まってくる。

			　陛下が俺の肩に手を置き、ニヤニヤとしていた。

			「貴様だけ何もなしではつまらないよな？　お前のニヤけ面には腹が立っていたところだ。さっさと乗れ！」

			　男共に押される形で装置手前まで来ると、俺は屈み込んで抵抗した。

			　装置に乗ったリビアとアンジェが、俺の腕をそれぞれ引っ張りステージに上げようとする。

			「リオンさん。すぐに終わりますから」

			「さっさと乗ってハッキリさせろ！」

			　ユリウス殿下と──マリエも俺の背中を押していた。

			「バルトファルト、お前も覚悟を決めろ！」

			「あんたも乗れぇぇぇ！」

			「お前ら、覚えていろよ。俺は絶対に今日のことを忘れないからな！　あ、待って！」

			　必死に抵抗していると、ステージがピンク色に輝きファンファーレを周囲に響かせた。

			　唸うなるような飛行船のエンジン音が部屋に反響する。

			『互いに百二十点！　おめでとうございます。貴女たちは真実の愛で結ばれた関係です！』

			　全員が俺から手を放したので、いきなり解放された俺は後ろに転がる。

			　ステージの上にいるのはリビアとアンジェだった。

			


			

			


			「──アンジェ」

			「リビア──お前」

			　ステージの上で頬を赤く染めた二人が、恥ずかしそうに見つめ合っていた。

			　そのまま、互いに抱きしめ合い腰に手を回していた。

			　距離が──凄く近い。

			「そ、その、嬉しいです」

			「私も同じ気持ちだ」

			　周囲も唖然としている中、

			『同性同士が駄目とは聞いていませんし、これも正解の一つなのでしょうね』

			　ルクシオンの言葉に、俺は座り込む。──正直少しは期待していた。

			　マリエたちよりも高い数値が出ると思っていた。

			　流石に、あいつらみたいな悲惨な結果にはならないだろうと思っていた。

			　なのに、二人が自分の気持ちに気が付いて見つめ合っている光景を見ていると思い知らされる。

			「──どうせ俺はお笑い担当のモブだよ！　こんな扱いが精々さ！」

			　複雑な気分だ。

			　凄く美人な知り合いが、百合ゆりな展開を繰り広げているとは知らなかった。

			　悲しいような、でも相手は男じゃないから嬉しいような。

			　でも、やっぱり悲しくて俺はその場で泣いてしまう。

			　ミレーヌ様が俺の肩に手を置いてくれた。

			「あ、あのね。何と言えばいいのか分からないのだけど──気を落とさないでね」

			　──俺は、泣きながらその場から逃げ去るのだった。

			「こんなのって酷い！」

			「リオン君！」

		

	

			


			第08話「出陣」

			


			　深呼吸をする。

			　王宮の屋上で太陽が昇る景色を見ていた。

			　冷たい空気が体に入ると、その寒さで目が覚める。

			　王都では飛行船が出入りを繰り返し、夜通し住民たちの避難を続けている。

			『マスター、パルトナーの準備が完了しました』

			「これで俺の方は戦う準備が整ったな」

			　避難が続く王都は、混乱している。

			「このまま予定通りに進んで欲しいな」

			『──超大型の接近に伴い、通信状況が更に悪化しています。大陸の裏側に本体が回り込めば、私はマスターのサポートが必要最低限しか行えません。マスター、本当によろしいですね？』

			　ルクシオンが再度確認してくる。

			　球体に一つ目の姿は、ルクシオン本体の子機だ。

			　本体とのリンクが切れてしまうと、どうしても性能が落ちてしまう。

			　超大型のせいで通信状況が悪くなり、今まで出来ていた偵察も出来ていない。

			　つまり──公国の動きが分からない。

			　分かっているのは、超大型がゆっくりと王都を目指して移動してきていることだけ。

			　王国の飛行船を出して偵察もさせているが、数が足りずに万全とは言えない。

			「リビアとアンジェもいるから大丈夫だ。二人の愛の力でモンスターたちを吹き飛ばしてやる」

			『愛ですか。本当に愛でどうにかなるのなら、世界中にあふれている愛とは何なのでしょうね？』

			「俺が知るわけがないだろう。そういうのは勝った後に考えればいい」

			『それよりも、本当によろしかったのですか？　アレからお二人を避けていますよね？』

			　ジョークグッズで二人が愛し合っていると分かったのだ。

			　俺が二人の邪魔をする必要もないだろう。

			「流石の俺も予想外すぎて何も言えないからな」

			『お二人はその後にマスターを捜していたそうですよ』

			「──別に、ジョークグッズが原因で避けているわけじゃない。今は二人に会いたくないだけだ」

			　戦争をすると決めた。

			　事ここに至っては、俺も覚悟を決めなければならない。

			「覚悟が鈍りそうだから会わないだけだ」

			『最初から素直に言っていただければ──ッ！　マスター!!』

			　──ルクシオンが空を見上げていた。

			


			　　　◇

			


			　王宮の一室。

			　そこにはリオンの師匠がいた。

			　朝早くからお茶を用意しており、向かい合って座っている女性二人の給仕をしている。

			　緊張感を漂わせているのは、ミレーヌとヘルトルーデだった。

			「ヘルトルーデ王女殿下、この戦争を止められませんか？」

			　ミレーヌがそう言うと、ヘルトルーデは即答する。

			「無理よ。公国はこの日のために何十年も耐えてきたのよ。今度は貴女たちが蹂じゅう躙りんされる番ね」

			　薄らと浮かべた笑みを見て、ミレーヌは目を閉じる。

			「王国が悪いのだと言いたい気持ちは分かります。ですが──」

			「あら、脅すつもり？　もう遅いわ。あの子の持つ魔笛は、空と海に公国の守護神を呼び出すの。一度命令されたら、それらを完遂するまで止まらないわ。──もう手遅れよ」

			　自分を人質に使った交渉も意味がない。

			　ヘルトルーデがそう告げると、ミレーヌは首を横に振る。

			　持っていた随分と古い書類、そして一冊の本をテーブルの上に置いた。

			「これは何かしら？」

			「まずはこれを読みなさい」

			　ヘルトルーデが読んだ書類は、公国が独立したばかりの時代の物だった。

			　そこには、これまでの蛮行についての賠ばい償しょうについて書かれていた。

			　王国ではなく、公国が行ってきた蛮行についての賠償だ。

			「う、嘘です。公国は独立のために、不当な扱いをする王国と戦ったのです！　これは偽物です」

			　ミレーヌは呆れ果てた目をヘルトルーデに向けた。

			「綺麗事だけ聞かされて育ったのですね。傀かい儡らいとしては素晴らしい王女様ですね」

			　本に書かれているのは、王国と公国の間にあった歴史だった。

			　公王──元ホルファート王国大公は、王国と敵対する国と繋がり、王国を何度も攻めた。

			　攻め込んだ領地で略奪の限りを尽くしていた。

			　大公家の軍事力は相当なもので、王国も困り果てていた。

			　大公家一つを潰すのは簡単でも、周囲に敵国を抱えているので全力を出せなかったのだ。

			　そのため、ブラッドの実家であるフィールド家を、国境の守りに置いて辺境伯とした。

			「軍事施設を用意し、飛行船を揃え、浮島を要塞としました。莫大な資金と資材を消費してね」

			　大公家に腹を立て、王国は臣下ではなく敵国として扱ったのだ。

			　大公家は公国を名乗ると、これまでの略奪が行えなくなり一時的に疲ひ弊へいする。

			　更にフィールド家が公国を押さえ込んでいた。

			　結果──公国は戦力を整えようと、まだ人が住んでいる浮島から浮遊石を得るため、砲撃して破壊してしまった。

			　浮遊石は飛行船を建造するために必須な資源だ。

			　それを揃えるために、人の住む浮島一つを破壊した。

			　激怒する王国と辺境伯により、公国軍は敗北。

			　賠償を約束させたのが、ヘルトルーデの持つ書類へと繋がる。

			「この後も公国は王国を攻めました。辺境伯を配置した後は被害も少なくなりましたが、恨みは消えません。以前公国に攻め込んだ際に乗り込んだのは、今まで公国が蹂躙してきた土地に住んでいた人々です」

			　王国が絶対的に正しいとは言わないが、ミレーヌはヘルトルーデに事実を突きつけた。

			「本当に公国は王国から略奪するのが好きなのですね」

			「違う！　公国は独立のために戦ったのよ。王国が不平等な条約なんて結ぶから！」

			「賠償を請求しただけです。当時は払う気などなかったのでしょうね。負けたので渋々払い、生活が苦しくなったら王国が悪いのですか？」

			　ヘルトルーデが顔を赤くしてカップを手に取ろうとすると、師匠が素早く動いた。

			「紅茶が冷めてしまいましたね。淹れ直しましょう」

			　ヘルトルーデが悔しそうに師匠を睨むも、ミレーヌが話をしているのは自分だと言いたげに告げる。

			「貴女には知る義務があります。確かに王国は公国領で略奪を行いました。ですが、そこに至る経緯を忘れてもらっては困ります」

			　混乱するヘルトルーデだったが、師匠が急に窓の外に視線を向けた。

			　サイレンが鳴り響き、王都に敵が来たことを知らせていた。

			　ミレーヌは席を立つ。

			「予定よりも早いわね」

			　師匠がヘルトルーデを見た。

			「王女殿下の救出でしょうか？」

			「あり得ますね。魔笛を彼らに渡してはいけません。リオン君は？」

			「既にパルトナーが出撃しています。ミスタリオンは迎撃に出たのでしょう。頼もしい限りです」

			　ヘルトルーデは震えていた。事実を受け入れられず、俯いている。

			「お二人とも、失礼いたします」

			　師匠が二人を床に伏せさせた。

			　直後、爆発音が王都上空で響き渡る。

			


			　　　◇

			


			　王宮の屋上に降り立つアロガンツ。

			　すぐに乗り込む俺は、ルクシオンから状況説明を受ける。

			『やられました。上空からの奇襲攻撃です』

			「お前のレーダーもたいしたことがないな」

			『通信状況が悪いと言いました。攻撃前に気付いたことを褒めて欲しいですね。パルトナー、緊急発進します』

			　王都の空を守るため出撃したパルトナーを見た俺は、アロガンツの操そう縦じゅう桿かんを握りしめ空へと舞い上がった。

			　王都にサイレンが鳴り響いている。

			「何隻だ」

			『三十隻です。別働隊でしょう。飛行船が降下と同時に、爆弾を投下してきましたね』

			「撃ち落とせ」

			　パルトナーが弾幕を張ると爆弾に命中していく。

			　空で爆発が起きると、黒い煙が王都を覆った。

			　朝日が綺麗だった空は、急に曇り空になったかのようだ。

			『マスター、王国軍が指示を求めてきています。迎撃部隊の出撃が遅れているようです』

			「避難を優先させろ。味方が空に上がるまでは、俺とお前であいつらをどうにかする」

			『敵、鎧と地上戦力を出撃させました』

			　操縦桿を握りしめ、アロガンツの背負ったコンテナからライフルを取り出した。

			　急降下してくる公国軍の鎧に乗るパイロットたちの声を拾う。

			　通信にノイズが混じり、聞き取りにくい。

			『出てきたぞ！　外道騎士だ』

			『隊長、あんな大きな鎧が凄い勢いで近付いてきます！』

			　隊長機に狙いを定め、アロガンツはライフルの引き金を引く。

			『問題ない。あいつは人も殺せない臆おく病びょう者もの──え？』

			　腹部を撃ち抜き、鎧が爆発すると周囲の鎧たちが慌てていた。

			『隊長ぉぉぉ！』

			『あいつは不殺の騎士じゃなかったのか!?』

			　ライフルを向けてくる敵に対して、俺は操縦桿を強く握った。

			　──何が不殺だ。

			　俺が不殺を貫いたのは、修学旅行の時点ではまだどうにかなる状況だったからだ。

			　王都まで襲撃されたら──もう不殺なんて言っていられない。

			「ここまで俺を追い込んだのはお前らだ。悪く思うなよ」

			　弾丸を避け、当たったとしてもアロガンツの装甲が弾く。

			　左手に戦せん斧ぷを持たせ、すれ違いざまに一体を深く斬りつける。

			　近付いてきた他の鎧を蹴り飛ばし、ライフルを構えた俺は王都に降下してくる飛行船の機関部分を狙った。

			　引き金を引き、弾丸が飛行船を貫くと──少し遅れて飛行船が火を噴き出した。

			　空の上で逃げ惑う公国の軍人たち。

			　その姿をモニターで見ていた。

			「最悪だ。本当に最悪だ。お前らが来なければ、俺はこんなことをせずに済んだのに！」

			『逃げれば戦わずに済みましたが？』

			「そしたらもっと嫌なことになるから戦うんだろうが！　王国も嫌いだが、公国はもっと嫌いだ！　これなら婚活で悩んでいた方がマシだ！」

			　吐き気を我慢してアロガンツを操縦すると、周囲の敵が集まってくる。

			　トリガーにかけた指が震えていた。

			　アロガンツを目がけてやってくる鎧たち。

			『奴を止めろ！』

			『この外道が！』

			『外道騎士に一人で立ち向かうな！　同時に襲いかかれ！』

			　どうやら外道や、外道騎士は、俺の通り名らしい。──何が外道だ。

			　外道は、俺にこんなことをさせる──お前らだ。

			「逆恨みで攻め込んできてんじゃねーよ！」

			　また一体を破壊し、ライフルを飛行船へと向けた。

			


			　　　◇

			


			　戦場となった王都の空。

			　ユリウスは王宮の廊下を駆けていた。

			「ジルク！」

			　見つけたのは、パイロットスーツ姿のジルクだ。

			「ご無事でしたか、殿下！」

			　駆け寄るジルクに、ユリウスは窓の外を見上げながら悔しそうな顔をしていた。

			「公国の連中は何を考えている。今更、別働隊で王都を攻める理由は何だ？」

			　モンスターを引き連れずに、公国軍だけで乗り込んできたのを不審に思うユリウスに対して、ジルクは自分の考えを述べた。

			「ヘルトルーデ王女殿下──そして魔笛を取り返そうとしているのではないでしょうか？」

			　ユリウスが右手で壁を叩き、苛立ちを隠そうともしない。

			「バルトファルトは何をしている！」

			「迎撃に出ています。殿下はお下がりください」

			「馬鹿を言うな。俺も出るぞ」

			　そんな二人のところに、護衛に守られたミレーヌとヘルトルーデ──そして師匠が姿を見せた。

			　ミレーヌはユリウスに強めの口調で告げる。

			「それはなりません」

			「母上？」

			　振り返ったユリウスは、ミレーヌに出撃させて欲しいと願い出た。

			　このような状況を黙って見ていられなかった。

			「俺も出撃します。母上たちはすぐに避難を」

			「ユリウス、貴方に戦う力はありません。そして、貴方の使命は生き残ることです」

			「ジルクは戦うのですよ！　俺だけに逃げろと言うのですか！」

			「えぇ、そうです。貴方は逃げることしか出来ないのよ」

			「飛行船を出せとは言いません。鎧を一機用意してくれれば──」

			「ユリウス、貴方のために鎧を用意する人はいませんよ」

			「ならばそれはジルクも同じではないですか！」

			　自分と同じで、ジルクも鎧を持っていないはずだ。

			「実家に頼み、一機用意してもらいました。他の三人も同じです。殿下、あとはお任せください」

			　そんなジルクに、ユリウスは力なく首を横に振る。

			「どうしてだ。どうしてお前たちが俺を裏切る！　協力しようと言ったじゃないか。あの言葉は嘘だったのか。マリエを一緒に守ろうと！」

			　俯くジルクを責めると、ミレーヌが止めに入った。

			「ユリウス、もう王宮には鎧も飛行船もないのよ。貴方に戦う力はない。ここは素直に私たちと避難しなさい」

			　王宮が保有していた鎧も飛行船も出払っているため、ユリウスに回す鎧もない。

			　だが、ユリウスは一つ思い出す。

			「あります！　公爵家の飛行船には、まだ余っている鎧があったはずです。騎士を募集していると聞きました。すぐに俺が向かえば──」

			「──貴方はレッドグレイブ公爵家に何をしましたか？　公爵家は、既に貴方の支援者ではないのですよ。ジルク、公国軍が降下してきています。出撃するなら早くしなさい」

			「はっ！　王妃様、そして殿下──それでは行ってまいります」

			　ミレーヌが「武運を祈っています」と言って見送ると、ユリウスはその場から駆け出すのだった。

			


			　　　◇

			


			　混乱する王宮内。

			　アンジェはリビアの手を引いて走っていた。

			　窓の外を見るリビアは不安そうにしている。

			「王都に接近するまで気が付かないなんて」

			「普段よりも通信機のノイズが酷い。ルクシオンが発見できないなら、私たちではどうにもならない。とにかく、王家の船まで移動する」

			　アンジェが窓の外に視線を向けると、パルトナーの姿が見えた。

			　一隻で王都の空を守っている。

			（リオンの奴はどこにいる）

			　二人が王家の船に認められた後、リオンは姿を消してしまった。

			　話を聞けば落ち込んでいたらしいが、王家の船に選ばれてしまった二人もその後に忙しくなり、結局リオンには会えなかった。

			　リビアが俯く。

			「浮かれていた私たちに愛想が尽きたんでしょうか？」

			「そ、それはないと思うが──いや、確かに私たちが悪かった。だが、謝る暇もなくいなくなるとは思わなくて」

			　あの後、ルクシオンが手配していたロボットたちがやってきて、王家の船を整備し始めた。

			　ドアをこじ開け、中に入り整備を始めたので大騒ぎだった。

			　王都の空からは発砲音や爆発音が絶え間なく聞こえてくる。

			（父上も兄上もここにはいない。タイミングが悪すぎる）

			　王宮の空には、護衛のために出撃した飛行船が姿を見せた。

			　その内の三隻は、公爵家がアンジェのために残した飛行船だ。

			　いざとなれば、アンジェを連れて逃げるために用意されている。

			　そんなアンジェたちの前には、肩で息をするユリウスが現れた。

			　窓の外を見ており、アンジェに気が付くと近付いてくる。

			「殿下、こんな所で何をしているのですか!?　すぐにお逃げください」

			　急いで逃げようと提案するアンジェに対して、ユリウスは頭を下げてきた。

			「アンジェリカ、頼みがある。お前が持つ戦力を──公爵家の艦隊を貸して欲しい」

			　リビアは、状況についていけないのか、戸惑っているだけだ。

			　アンジェは、一瞬驚くもすぐに冷静になり首を横に振る。

			「彼らは私の護衛で部下ではありません。命令できるのは、父上か兄上──もしくは、リオンだけです。その申し出には従えません」

			　悔しさが顔に出るユリウスは、それでも頼み込んできた。

			「ならば、鎧一つでもいい。俺は卑怯者になりたくないんだ」

			　戦場から逃げたくないと、頭を下げて頼むユリウスの言葉を、アンジェは強く拒否した。

			「駄目です。殿下、我々と一緒に避難をしてください」

			　アンジェの言葉に、ユリウスは顔を上げる。

			「──お前の気持ちを裏切った俺が憎いのか？　だから、俺に力を貸さないのだな？」

			　アンジェは、ユリウスの言葉で気が付いた。

			（何だろうな──もう、憎しみも悔しさもない）

			　復讐したいという気持ちよりも、リオンを心配する気持ちの方が強かった。

			　同時に、早くリオンの顔が見たかった。

			「少し前までなら、憎かったのは事実です。でも、もう私は──リオンが好きですから。殿下のことを恨んではいませんよ」

			　そう言って微笑むと、ユリウスがアンジェの顔に見み惚とれていた。

			　何か言いたそうにしたところで、公爵家の騎士たちがアンジェたちを見つけて駆け寄ってくる。

			「お嬢様、こちらでしたか！」

			　アンジェはすぐに命令する。

			「これから地下に向かう。殿下もお連れしろ」

			「はっ！」

			　騎士たちがユリウスを囲み、そして地下の格納庫へと向かって避難を開始した。

			　リビアがアンジェの手を握る。

			「大丈夫ですか？　あの、えっと──」

			「気にするな。私は大丈夫だ。色々と吹っ切れた」

			　そう言って笑顔になるアンジェを見て、ユリウスは俯いてしまう。

			　リビアがユリウスを見て聞く。

			「どうかしましたか？」

			　ユリウスは自じ嘲ちょうしていた。

			「アンジェリカがこんな風に笑うところをはじめて見た。──それだけさ」

			　そんなユリウスの言葉が聞こえてきたが、アンジェは気に留めることもなくリオンの心配をする。

			（リオン、必ず帰ってこいよ）

			


			　　　◇

			


			　公国軍の飛行船。

			　艦橋にはゲラットの姿があった。

			　ゲラットは、空高くから王都を見下ろし親指の爪を噛む。

			「またも邪魔をしますか、外道騎士！　絶対に出てこないと思ったから奇襲部隊に志願したのに！」

			　リオンが王国に捕らえられ、出てくることはないと思っていたので、アロガンツの出撃に狼狽える。

			　パルトナーもアロガンツも、リオンにしか動かせないと聞いていた。

			　ならば、乗っているのはリオンだろうとゲラットはすぐに判断する。

			「本隊が来るまでに魔笛を回収せねばならないというのに！」

			　本隊は空の守護神と言われる超大型と一緒に行動している。

			　出現場所が王都から遠く、守護神の移動速度が遅いという欠点もあって、本隊はまだ王都に到着していなかった。

			「あの魔笛は大地の守護神を呼び出す貴重なアイテム。失うわけには──」

			　ゲラットが回収したかったのは、ヘルトルーデではなく魔笛だった。

			　公国の宝であり、奪われたままでは自分の将来に関わる。

			　そのため、無理に「ヘルトルーデを救出する」と言って、ヘルトラウダから三十隻の飛行船を借りて王都に奇襲をかけた。

			　近くにいた軍人が、ゲラットに報告する。

			「伯爵、既に十隻が沈みました。鎧も次々に撃ち落とされています」

			「見れば分かります！　あの外道騎士、不殺を諦めるなど騎士としての意地がない！　このままあいつがここに来れば、私は──私は、こ、こんなところで死ねない！」

			　すぐに撤退を決めるゲラットだが、既に遅かった。

			　飛行船の艦橋──その前に姿を見せたのは、アロガンツだ。

			　鎧から声が聞こえてくる。

			『こいつが旗艦だな』

			　向けてくる銃口を前に、ゲラットが両手で顔を覆う。

			　アロガンツのコンテナの一つが開放され、そこに積み込まれたミサイルが発射されると飛行船に襲いかかった。

			「こんなところでぇぇぇ！」

			　アロガンツが引き金を引いた瞬間に、ゲラットの意識は途切れてしまうのだった。

			


			　　　◇

			


			　王都の避難場所の一つ。

			　飛行船に乗り込もうとする人々を守るのは、クラリスだった。

			　飛行船に乗り込み指示を出している。

			　アトリー家が保有している飛行船で、避難民を乗せて王都からの脱出を手伝っていたところだった。

			「何としても避難民を守りなさい！」

			　避難民を急いで収容するが、公国軍の勢いは凄まじかった。

			　地上ではバリケードを作り、騎士や兵士たちが戦っているが、押し込まれてしまう。

			　空ではエアバイクに乗った学生たちが、公国軍のエアバイク部隊と交戦をしており地上も空も騒がしい。

			　地上にいたクラリスたちを守る鎧が、公国の鎧たちによって破壊されるのが見えた。

			　降伏を考えるクラリスだったが、敵は容赦なく飛行船に攻撃を仕掛けてくる。

			　慌てて相手側に拡声器を使用して伝えるが──。

			「待って、この船は軍艦じゃないわ！　避難民を乗せているの！」

			『避難民でも関係ない。王国の外道共は殺して罪を償わせる』

			　敵の声に、クラリスは悔しそうに奥歯を噛みしめた。

			「好き勝手に暴れたのは、あんたたちも同じじゃない！」

			　すると、鎧が一機──船橋前に姿を現した。

			　持っていた斧おのを振り下ろすと、天井に切れ目が入る。

			　そこを無理矢理広げた鎧からは、下品な笑い声が聞こえてきた。

			『女がいるぞ！　しかも貴族の女だ！』

			　クラリスは嫌な予感に冷や汗を流す。

			　戦場で女性が捕まればどうなるかを知っているため、その後の予想に体が震えた。

			　クラリスに鎧が手を伸ばす。近くにいたクルーたちがライフルで攻撃するも、鎧の装甲は弾丸を弾いた。

			『そんな豆鉄砲が効くかよ。お前はその身で自分たちの罪を償え！』

			　クラリスに鎧の手が届きそうになった瞬間、乱暴に鎧が船橋から引き剥がされる。

			　そこには、アロガンツの姿があった。

			　右手に持ったライフルを公国軍に向けると、そのまま引き金を引く。

			　弾丸は鎧の腹部を貫き、敵が動きを止めると、アロガンツの掴み上げた鎧から声がする。

			　アロガンツから離れられずに暴れ回っていた。

			『放せ！　この──』

			　アロガンツの左腕から衝撃波が放たれ、鎧のパイロットは静かになる。

			　鎧を放り投げ、そのまま次の戦場へと飛び去ってしまうアロガンツを見送り、クラリスは小さく溜息を吐く。投げ捨てられ地面に落ちた鎧。

			　腹部を撃ち抜かれ動かなくなった鎧──手加減など考えていない戦い方に、クラリスはリオンが無理をしていると見抜いていた。

			「リオン君──覚悟を決めたのね」

			　そしてそう心配げにつぶやくのだった。

			


			　　　◇

			


			「ディアドリーお嬢様、お逃げください！」

			　王都にあるローズブレイド家の屋敷には、避難民が押し寄せていた。

			　空では騎士たちが鎧に乗り込み戦い、飛行船同士が大砲を撃ち合っている。

			　撃ち落とされた飛行船が王都に落下し、火や煙があちらこちらか立ち上っていた。

			　ディアドリーは、自分の護衛である騎士に言い放つ。

			「この私に逃げろですって？　ここで逃げたら、領地を守るために戦っているお父様やお兄様たちに顔向けが出来ませんわ」

			「お嬢様は騎士ではありません！　逃げても誰も文句は言いませんよ！」

			　必死になる護衛の騎士を、ディアドリーは無視して命令を出す。

			「当家所有の飛行船を出しなさい！　どんな飛行船でもいいわ。民をすぐに避難させなさい」

			「お嬢様もその飛行船に乗ってくださるんですよね!?」

			「えぇ、乗るわ。──最後にね」

			「お嬢様のばかぁぁぁ！」

			　護衛の騎士が泣きながら、ディアドリーの命令を伝えるために走り去っていく。

			　屋敷の空を守っているローズブレイド家の派手な鎧たちが、敵が近付いてきたのでそちらへと向かっていく。

			　公国軍の一部の鎧は、貴族の屋敷を徹底的に叩いていた。

			　護衛の鎧を突破して、公国の鎧が屋敷の庭に降り立つ。

			　逃げ込んだ避難民たちが蜘蛛くもの子を散らすように逃げ回ると、ディアドリーは激怒する。

			　公国の鎧は、武器を避難民に向けていた。

			「それが騎士のやることですか！」

			「何をしているんですか、お嬢様！」

			　護衛の騎士が駆けつけ、ディアドリーを逃がそうとする。

			　公国の騎士が言い返してきた。

			『お前らに言われる筋合いはない！　どうせ王国は沈むのだ。今殺しても、死ぬのが早まるだけだ！』

			　公国の鎧が銃口をディアドリーに向けた。

			『命乞いをしろ！』

			　怖くて動けなくなるが、ディアドリーは気丈に振る舞う。

			「ローズブレイド家の娘が、命乞いなんて似合わないわ。どうせ殺すつもりなのでしょう？　さっさとやりなさい！」

			「お嬢様、相手を刺激しないでください！」

			　気の強いディアドリーの態度に、激怒した公国の鎧は引き金を引こうとして──真上から撃ち抜かれる。

			　そのまま公国の鎧は倒れた。

			　ディアドリーが空を見上げると、護衛の鎧たちが駆けつける中──コンテナを背負った鎧がこの場から去っていく。

			「あら、私に挨拶もなしなんて、憎らしい人ですわね」

			　護衛の騎士が安堵して胸をなで下ろしながら言う。

			「お嬢様、脚を震わせて強がらないでください。ほら、早く避難しましょうよ」

			「ま、待ちなさい！　──動けないわ」

			　護衛の騎士が大きく溜息を吐くと、ディアドリーに肩を貸して屋敷の中へと連れていくのだった。

			


			　　　◇

			


			　コックピットの中。

			　エチケット袋に何度目か分からないが吐いてしまった。

			　胃液のツンとした臭いが気持ち悪い。

			　降下した公国軍が王都内で暴れ回っている。

			「降伏しろよ。何で暴れ回るんだよ。もう勝負は付いただろうが」

			　旗艦を潰した。

			　彼らの頭を叩いたのに、それでも抵抗を続けている。

			『降伏しても、というところでしょうね』

			　一部では降伏した公国軍を、王国軍が認めずに撃ち殺している。

			　市街戦で王都の至る所から煙が上がっていた。

			　公国の飛行船などが落下し、建物を破壊して周囲を火の海にしている。

			「片付いたら救助も必要だな。俺に従わない奴らに働いてもらうぞ」

			『彼らも故郷のためになら働くでしょうね』

			　口元を拭い、そして周囲を見る。

			「次の戦場はどこだ？」

			　ルクシオンに尋ねるも、どうやら時間が来てしまったらしい。

			『──マスター、どうやら時間です。これより、サポートは最低限しか行えません』

			　いつもの声が申し訳なさそうに聞こえてくる。

			「そうか。頑張れよ」

			『本当によろしいのですか？』

			「構わないからいけ。お前にしか頼めないだろうが」

			　ルクシオンは一つ目で俺を見た後に、一度頷くように一つ目を動かす。

			『王家の船の整備は終了しています。アレには私とは別の人工知能をサポートに付けました。何かあればそちらに相談してください』

			「お前とは別？」

			『はい。それから、無理だけはしないように──駄目なら撤退を──し──て──』

			　言い終わる前に、電子音にノイズが混じり、そして普段と少し違うルクシオンの声に変わった。

			　電子音声は同じはずなのに、まるで別人のように聞こえてくる。

			『本体とのリンクが切断されました』

			　機械的な口調に、俺は少しだけ不安を感じつつも操縦桿を握り直す。

			「──頼むぞ、相棒」

			


			　　　◇

			


			　浮かび上がる大地と海の隙間にルクシオンはいた。

			　太陽の光を大地が遮断し、限られた空間はくらかった。

			　海から伸びる水の柱は、大地が海水をくみ上げているものだ。

			　それとは別に、大地を海から伸びた触手のような腕が何本も突き刺していた。

			　海面から顔を出すのは大きな人の顔だ。

			　まるで島のようなそのモンスターは、海の守護神である超大型のモンスターだった。

			　飛行船──宇宙船ルクシオンは七百メートルを超える大きさだ。

			　そんなルクシオンが小さく見えてしまう。

			『何とも大きなモンスターですね』

			　たった一隻で大陸の下に潜り、海の守護神と呼ばれるモンスターを前にしてルクシオンは落ち着いていた。

			『まぁ、倒し続けることに何の問題もありません』

			　ルクシオンの主砲が光を放つと、大地に突き刺さっていた腕が全て切断され黒い煙へと変わっていく。

			　大きな顔の瞳がルクシオンを見ると、海面から次々に触手が出現してルクシオンに絡みついた。

			『私に触れるな』

			　そう言うと、灰色の船体から次々にレーザーの発射口が出現。

			　発射口から放たれたレーザーに触手は切り払われる。

			　船体からミサイルの発射口が姿を見せると、一発のミサイルを放った。

			　命中すると大爆発を起こして超大型を吹き飛ばしてしまう。

			　モンスターから吹きだした黒い煙が、周囲の視界を覆い尽くすように広がった。

			『徐々に復活しつつありますね。マスターの情報に間違いはなかったということですか』

			　海面から再び触手が出現すると、それを次々に撃ち抜いていく。

			　人の顔を持ったイカのようなモンスターが、ルクシオンの前に姿を現すと海面が大きく波打った。

			　そんな姿を見たルクシオンは──主砲で撃ち抜いて再び黒い煙に変える。

			『私がここにいる限り、貴方の目的は達成できそうにありませんね』

			　問題なのは、もう一体──空の守護神の相手が出来ないことだ。

			　そちらはリオンとパルトナーに任せるしかない。

			　復活やら再生やらを行う敵に攻撃を繰り返し、ルクシオンは動きを完全に封じ込めていた。

			『確かに負けはしませんが、勝つことも不可能ですね。問題は、反対側にいるもう一体──マスターの生存確率が予想よりも下がってしまう』

			　ルクシオンは、艦内にあるファクトリーでシュヴェールト──リオンのエアバイクの改修を始めた。

			『シュヴェールト、マスターのために生まれ変わりなさい』

			　大地と海の狭はざ間まで、ルクシオンは超大型モンスターを相手にする。

		

	

			


			第09話「魔人」

			


			　天の守護者と共に移動する公国軍本隊。

			　ヘルトラウダは一人の老騎士を前にしていた。

			　右腕を黒い何かに覆われたその老騎士は、元黒騎士であるバンデルだ。

			　目の前で膝を突いているバンデルに、ヘルトラウダは冷たい口調で対応していた。

			「出撃許可は出せないと言ったはずだが？」

			　バンデルは口を開かず、ヘルトラウダの近くにいた重鎮が反対理由を説明する。

			「バンデル殿、王国が狙うとすれば我々本隊です。バンデル殿には、そこで戦っていただきたい」

			　ヘルトラウダは目を細めた。

			（魔装の右腕──結局、使えたのはバンデルだけね）

			　魔装の右腕を使用する騎士を選ぶため、十人以上も犠牲になっている。

			　結局、魔装の右腕が寄生して生き残れたのは、バンデルだけだった。

			　バンデルの黒い右腕に切れ目が入り、そこから目が出現して周囲を見ていた。

			　生々しい肉眼が、ヘルトラウダに視線を向け固定する。

			　バンデルはその目を左手で隠し、謝罪してくる。

			「失礼。まだ完全に制御できていないようです。ヘルトラウダ殿下、どうか姉君救出のご許可を」

			「救出部隊は既に出している。お前は外道騎士との再戦から逃げるつもりか？」

			　公国は、王国が勝負をかけてくるなら自分たち本隊への突撃だろうと考えていた。

			　天の守護神を相手になど出来ない。

			　王国の通信状況が悪いのと同じで、公国軍も通信状況が悪い。

			　警戒はしているが、いつ王国軍が来るか分からない状況だ。

			　一番厄介なのは、リオンが戦場に出てくることだ。

			　そうなると、止められる可能性があるのはバンデルだけになる。

			　本隊の守りとして残しておきたかった。

			「私ならば確実に姫様を救出できます」

			　バンデルの言葉に、ヘルトラウダは小さく笑った。

			「お前は姉上のお気に入りだったからな。まぁ、救出部隊も出ている。その結果を見てくる者がいてもいいだろう」

			　重鎮が反対するも、ヘルトラウダは取り合わなかった。

			　バンデルが立ち上がる。

			「では、すぐに出撃いたします」

			「足の速い飛行船を用意させよう」

			「無用です。この身──いえ、鎧一つで十分。飛行船など足手まといです」

			　そう言って部屋から去っていくバンデルの後ろ姿を見て、重鎮が怖がっていたのか冷や汗を拭っていた。

			　視線の先には、バンデルの右腕がある。

			　黒く変色した右腕は禍まが々まがしく、そしてバンデルの目も血走っていた。

			「あれがロストアイテム【魔装】の一部ですか。まるで化け物ではありませんか」

			　ヘルトラウダは椅子の背もたれに体を預ける。

			「使用者の命を対価に絶大な力を授けると言い伝えられてきたが、まさか本物を見る日が来るとは思わなかったよ」

			「外道騎士に勝てますかな？」

			「勝つさ。バンデルが勝てなくとも、我々に負けはない」

			　ヘルトラウダは目を閉じる。

			（お姉様、どうかご無事で。バンデルが迎えに上がります）

			


			　　　◇

			


			　王都の空。

			　戦闘が終わり、徐々に飛行船が集まりつつあった。

			　パルトナーの甲板の上には、領地から飛行船に乗って戻ってきた友人たちの姿がある。

			　レイモンドが王都を見て唖然としていた。

			「──ボロボロじゃないか」

			「空から攻められたらどうしようもないからな」

			「本当に勝てるの？　三十隻に攻められただけで、こんなにボロボロなんだけど？」

			　不安そうな友人たちを前に、俺は元気づけてやる。

			「俺が秘策もなしに戦うと思うなよ。ちゃんと準備をしている。見ろ」

			　視線の先──そこには、地下から浮かび上がった白く輝く飛行船があった。

			　王家の船。

			　面倒なのでルクシオンが名前を付けていた。

			　その名を【ヴァイス】──ルクシオン曰いわく、白とかそんな意味合いらしい。

			　実にお似合いだ。それから、いい加減にアロガンツの意味も聞いてみたいところだ。

			　きっと俺に似合いの意味があるのだろう。

			「あの飛行船が秘密兵器？」

			「パルトナーより小さいぞ」

			「何か凄い武器でも積んでいるのか？」

			　興味を示す友人たちだが、パルトナーより小さいと文句が多かった。

			　飛行船自体には、パルトナーほどの性能はない。

			　だが、リビアとアンジェが乗っているのだ。

			　愛を確かめ合った二人が乗っているなら、あの飛行船はきっと凄い力を発揮してくれるはずである。

			　──複雑な気分だけどね。

			　二人が愛し合っていたなんて──俺の立場はどうなる？

			　ダニエルが俺を心配していた。

			「顔色が悪いぞ。大丈夫なのか？」

			「平気だ。それより、補給を受けたら今後の説明を──」

			　そんな話をしていると、何かが王宮に向かって飛び込んだ。

			　壁の一部を貫き、煙が上がっている。

			　慌ててルクシオンに確認をする。

			「何が起きた！」

			『現在確認中です』

			　反応がいつもよりも遅く、そしてルクシオンではないように思えた。

			「アロガンツを出すぞ。俺が出る」

			『補給と整備中です。しばらくお待ちください』

			　しかも融通も利かない。

			　王宮の方を見れば、何やら騒がしくなっていた。

			


			　　　◇

			


			　王宮に飛び込んだのはバンデルだった。

			　宝物庫に厳重に管理されていた魔笛を左手に持つと、右手には保管されていた自分の大剣──アダマンティスという特殊金属で作られた、鎧向けの大剣を持つ。

			　自分の体よりも大きな剣を持ち、口角が上がる。

			「相棒、迎えに来てやったぞ。姫様のついでだけどな」

			　そう言って肩に担ぐと、扉の前に王国の騎士たちが立ちはだかった。

			「何者だ！」

			「武器を捨てて投降しろ！」

			「構わん、撃て！」

			　バンデルが王宮の壁に開けた穴の向こうには、浮かび上がった王国の鎧が見えた。

			　騎士たちが発砲するも、バンデルは見えない何かに守られているのか銃弾が弾かれた。

			　右腕からは、いくつもの目が出現して、キョロキョロと動いて周囲を見ている。

			　その姿に騎士たちは驚く。

			「ば、化け物──撃ちまくれ！」

			　鎧も王宮内に入り、バンデルを取り押さえようとする。

			　だが、バンデルは生身で鎧に飛びかかると、そのまま大剣を片手で振り回した。

			　鎧が両断され、騎士たちは切断される。

			　一瞬で戦いが終わると、バンデルは騎士たちを見下ろした。

			「不甲斐ない連中だ。さて、姫様をお捜しせねば」

			　右腕の目がキョロキョロと動き、そして全てが一ヶ所を見た。

			「そうか、こっちか」

			　歩き出したバンデルはそのまま騎士や兵士たちを倒して進み、ヘルトルーデが捕らわれている部屋までやってくる。

			　ドアを乱暴に開けると、そこには無事な姿のヘルトルーデがいた。

			「姫様！」

			　右腕の全ての目が閉じる。

			「バンデル？　どうして貴方がここに？　公国軍は負けたと聞いたのに」

			　襲撃してきた公国軍は敗北していた。

			　そのことにバンデルも悔しがる。

			「情けない者たちです。姫様をお助けできず、王国の腰抜けたちに負けてしまったのですからね。さぁ、わしと一緒に帰りましょう。ヘルトラウダ王女殿下もお待ちです」

			「ラウダが？」

			　バンデルに魔笛を渡されたヘルトルーデは、受け取ると信じられない光景を目にする。

			「姫様、少しお下がりください」

			　急に右腕が膨張し、そのままバンデルを飲み込むと鎧の形になっていく。

			　その姿は──どこかアロガンツに似ていた。

			　ただ、刺々しく禍々しい姿は、機械ではなく生物のようだった。蝙蝠こうもりのような翼や、爬虫類の尻尾に棘が付いたような部分もある。

			　機械音ではなく、心臓が脈打つような鼓動が聞こえてくる。

			「バンデル、まさか貴方──あの魔装の右腕を」

			　ヘルトルーデが、公国に送った刺々しい鎧の黒い右腕をバンデルが使っていた。

			　そのことが何を意味するのか知っていたヘルトルーデは涙を流す。

			　それが、バンデルには少し嬉しかった。

			（私のために涙を流さないでください、姫様）

			「どうして貴方がこんなものを使うのですか！」

			　鎧と一体となったバンデルの声は、くぐもっていた。

			『姫様──この老いぼれの最後のご奉公です。さぁ、お乗りください』

			「ここで、この魔笛を使用できれば全て片付くのに」

			　ヘルトルーデが魔笛を両手で握りしめ俯くと、バンデルは慌てて止める。

			『なりません！　ヘルトラウダ殿下が既に守護神様を呼び出しました。ヘルトルーデ殿下だけが、今の公国の希望なのです』

			　──守護神を呼び出す意味を知っているヘルトルーデは、涙を一筋流すと頷いた。

			　左手を差し出され、ヘルトルーデが手に乗るとバンデルは王宮を飛び出した。

			　そこには数多くの鎧が待ち構えていたが、

			『王国の雑魚共が！　お前らでは相手にならぬ。外道騎士を連れてこい！』

			　ヘルトルーデを守るように空を飛びながら、右手に持った大剣で王国の鎧を次々に破壊して逃げていく。

			　パルトナーの姿を見付けたバンデルだが、左手にはヘルトルーデがいるため今は無視した。

			　今は、ヘルトルーデを本隊に送り届けるのが先決だ。

			　甲板の上にリオンの姿も見えていたが、勝負は預けることにした。

			『外道騎士か！　姫様は返してもらったぞ』

			　悔しそうなリオンの顔を見ながら、バンデルは笑っていた。

			『お前との決着もすぐにつけてやる』

			　そう言って逃げ去るバンデルに、王国軍は追撃部隊を出さなかった。

			


			　　　◇

			


			　ヘルトルーデさんも、そして魔笛も奪われてしまった。

			　というか、暴れ回ったあの黒い鎧の姿はどこかで見たことがある気がする。

			　どこで見たのか思い出せないのが、余計に気になって仕方がない。

			　腕を組んで考えていると、次兄から頭をはたかれた。

			「寝るなよ！」

			「痛いな。寝てないよ」

			　頭を押さえながら、パルトナー周辺に浮かんでいる数多くの飛行船を見た。

			　契約によって縛られた友人たちが加勢に来てくれたのだ。

			　王都の空には、他にも王国軍の飛行船が見える。

			　駆けつけた領主たちの飛行船──二百隻近くが整列して浮かんでいる。

			　親父は、この光景に緊張しているようだ。

			「リオンがこの艦隊を率いるとか聞いていないぞ。いったい何がどうなっているんだ？」

			　親父からすれば、駆けつけたら息子が総司令官になっていたのだ。驚いても仕方がないと思う。

			「ノリと勢いで司令官になってしまいました」

			「なれるかよ！　普通はなれないんだよ！」

			　次兄は諦めた顔をして、俺に尋ねてきた。

			「それで、どうやって公国軍に勝つんだよ。遠目に見たけど、あんな馬鹿でかいモンスターを本当に倒せるのか？」

			　飛行船の艦隊中央に浮かぶ白い船──ヴァイスを見た。

			「勝てない戦いはしない主義だ。ちゃんと切り札は用意したよ」

			　親父が疑った目を向けてくる。

			「アンジェリカ様とオリヴィアちゃんか？　お前、あの二人を戦場に出すのか？　駄目だろ。それは駄目だろ。お前は、あの二人のことが好きだろ？」

			　──それ以上、言うんじゃない。

			「どうしてもあの二人が必要になる」

			　親父は納得していなかった。それでも俺が必要と言い切るので、諦めた様子だ。

			「絶対に守れよ。──ここで二人が死んだら、お前は一生後悔するぞ」

			　言われなくても理解しているさ。

			　次兄も俺を心配していたので、笑って見せた。

			「分かっているよ」

			　そんな家族の会話に割り込むのは、首を横に振るマリエだった。

			「待って。何で私がこの船に乗るのよ」

			「当たり前だろうが。パルトナーを先頭に敵に突撃するんだ。お前はバリア代わりだから、しっかり働けよ」

			　渋る神殿から無理矢理に聖女の装備も、うば──預かっている。

			　こいつには働いてもらう。

			　次兄と親父が首をかしげていた。

			「この人は誰だ？　どこかで見たような気がするな。親父、知ってる？」

			「俺は知らんぞ。リオン、この子は誰だ？」

			「こいつ？　聖女様だよ。突撃する時の盾にしようかな、って」

			　二人が俺を見て「ないわ～」というような顔をしている。

			「女の子を盾にするなんて、お前の父親として情けないぞ」

			「五月蠅い。俺は使えるものは親でも使う主義だ。こいつも当然こき使ってやる」

			「あんた最低ね！」

			　マリエの頭を小突くと、俺は真剣な目を向ける。

			「命がけで働け。そうすれば、お前の助命にも協力してやる」

			　マリエは涙目で頭を押さえていた。

			「ここで死んだら意味がないじゃない！」

			「そんなの俺が知るかよ！　お前は意地でも責任を取れ。逃げたら俺が殺す。地の果てまで追いかけて殺すからな」

			　マリエが俯いてしまうが、これ以外に命を助ける方法が思い浮かばない。

			　負ければ死ぬ。勝っても──こいつは聖女を騙った極悪人だ。

			　せめて、命懸けで戦わせて、恩おん赦しゃを期待するしかない。

			「マリエ、不安そうにするな」

			　甲板の上に、随分と派手な色をした鎧たちが舞い降りてきた。

			　赤い色の鎧を見て、俺は舌打ちしたくなる。

			「何しに来た──お前ら」

			　赤、青、紫、緑──四人のパイロットが鎧から降りて、そしてマリエのもとに集まった。

			「このグレッグ・フォウ・セバーグが、お前を守ってやる」

			　自信満々のグレッグに、マリエは涙を流していた。

			「あ、あんたたち──」

			「私も忘れてもらっては困る」

			　クリスが眼鏡を外し、マリエに微笑みを向けていた。

			「僕たちがいる限り大丈夫さ」

			　ブラッドが前髪を後ろに流すようにかきあげ、ポーズを決めていると、ジルクがマリエに手を差し伸べた。

			「マリエさん、今度は私たちが側にいます。貴女は一人ではありません」

			「みんな──わ、私は！」

			　そして、マリエの言葉を遮るように、パルトナーの艦橋の上に一機の鎧が舞い降りた。

			「私も参加させてもらおう！」

			　白く輝く鎧は、青いマントを風に揺らしている。

			　見上げた俺は思うのだ。

			「──帰って」

			　胸部装甲が開き、そこから出てくるのは仮面をした騎士。

			　どう見てもユリウス殿下です。

			　ピッチリなパイロットスーツに、仮面をかぶりマントも着けている。

			　お前はいったい何がしたいんだ？　その馬鹿っぽい格好を止めろ。恥ずかしい。

			　しかし、

			「彼は何者ですか？」

			　ユリウス殿下の乳兄弟にして、親友であるはずのジルクが本当に驚いていた。いや、嘘だよね？　空気を読んで知らないふりをしているんだよね？

			　グレッグがマリエの前に出て庇う。

			　警戒心むき出しだった。

			「仮面野郎、いったい何をしに来た！」

			　──え？

			　俺は周囲を見た。みんな、本気で驚いた顔をして警戒している。

			　親父と次兄は展開についていけないために唖然としていた。

			　クリスが剣を抜いた。

			「マリエ、下がれ」

			「え？　でも、あれってユリ──」

			　ブラッドが両手に炎を出現させ、いつでも戦える用意を始めた。

			　お前ら何なんだよ！　あれ、どう見てもユリウス殿下だろうが！

			　仮面を着けたユリウス殿下が俺たちの前に飛び降りる。

			　四人が警戒する中、見事な着地をしてゆっくりと立ち上がると──名を名乗った。

			「私が何者か気になるようだな。そうだな──『仮面の騎士』とでも呼んでもらおう」

			「仮面の騎士？」

			　驚くジルクが拳銃の銃口を仮面の騎士と名乗ったユリウス殿下へと向け、俺は本当に泣きたくなってくる。

			「そうだ。君たちの心意気に感動した。私も微力ながらお手伝いを──な、何をする！　バルトファルト子爵、放さないか！」

			「いいからこい、この馬鹿野郎」

			　仮面の騎士の首に腕をかけ、全員から引き離すと俺たちは物陰に隠れて二人になった。

			　俺が仮面に手を伸ばすと、ユリウス殿下は両手で仮面を押さえて守る。

			「何をしに来た、殿下」

			「ち、違う！　私はユリウス殿下などという高貴なお方ではない。故あって顔を晒さらせないが、一人の騎士としてこの戦いに参加することにした。──ユリウス殿下ではないぞ」

			　──俺、もしかして馬鹿にされているの？

			「いいから帰れよ」

			「ちょっ！　バルトファルト子爵、今は少しでも戦力が欲しい時ではないのか！」

			「身元不明の怪しい奴は使えないんだよ。ほら、帰れ」

			「ま、待ってくれ！　し、仕方がない」

			　そう言って仮面を脱ぐユリウス殿下は、俺に素顔を晒した。

			「──俺は、ユリウスだ」

			「いや、知っているから。気付いていたから」

			「何だと！　変装は完璧だったはずだ」

			「お前が俺のことを馬鹿にしているのは分かったよ」

			「分かった。では、お前にだけは真実を話そう。今回の戦いだが、俺も参加したい」

			「お帰りはあちらです」

			　出口を指さすと、この馬鹿野郎が俺にすがりついてきた。

			「頼む！　俺はみんなと戦いたい」

			「お前が死んだら俺の責任になるんだよ！」

			「だから仮面を着けてきたんだろうが！」

			　仮面を着けたから何だというのか？

			「帰れ！」

			「嫌だ！」

			　こいつ、このまま送り返しても、ついてきて勝手に死ぬのではないだろうか？　ポンコツ王子になってしまったこいつは危険すぎる。

			　いったいどうすればいい？

			　ふと視線を向けると、そこにはヴァイスの姿があった。

			　──よし、ならば面倒な連中ごと一ヶ所にまとめよう。

			　ヴァイスに乗せて、リビアやアンジェの護衛とすればいい。

			　あそこは一番守りも厚くしているので、生き残る確率が高い。

			　ただ、後ろに下がれと言えば、こいつはグチグチと文句を言ってくるに違いない。

			「──本気だな？」

			「無論だ」

			「なら、一番きつい場所に配置してやる」

			「先せん鋒ぽうか？　ふっ、分かっているじゃないか、バルトファルト」

			　嬉しそうにしているこいつの顔をぶん殴りたいが、今は我慢の時だ。

			「馬鹿を言うな。今回の作戦の要かなめはヴァイス──王家の船だ。あの馬鹿でかいモンスターを倒すために、王家の船を使う。敵が一番に狙う場所だ」

			　ユリウス殿下の表情が真剣なものになった。

			　マリエも付けておけば、死に物狂いで守ってくれるだろう。

			「マリエも乗せる。敵が押し寄せる一番危険な場所だ。お前に覚悟はあるか？」

			　仮面をかぶりながら、ユリウス殿下は口元に笑みを浮かべていた。

			「任せてもらおうか、総司令官殿」

			　──馬鹿で助かった。

			　マリエも後ろに下げることになるが、ついでに五人組も後ろに下げられるなら我慢しよう。

			「よし、ヴァイスにいけ」

			「あぁ、お前の期待に応えよう。──ところで、勢いで飛び降りたが、どこから上れば鎧の所までいけるだろうか？」

			　仮面の騎士が、自分の鎧を見上げてどう上ろうか考えていた。

			　──間抜けすぎる。

			


			　　　◇

			


			　ヴァイスの艦橋。

			　リビアは、アンジェと共に我が目を疑っていた。「えっと──ルク君？」

			　浮かんでいるのは、白い球体に青い瞳というルクシオンとは色違いの球体だ。

			　声質も女性に近い電子音声で、ルクシオンとは別だ。

			『残念ながら違います。私は貴女たちの言う使い魔で、この飛行船の制御を命じられたの』

			　アンジェが驚いていた。

			「そんなことが出来るのか？」

			『随分と古いタイプの船だったけど、改修したので可能よ。私がいれば、クルーも必要ないわ』

			　ヴァイスを動かしているのは、パルトナーと同じようにロボットたちだ。

			　乗っているのは、リビアとアンジェ──そして、護衛の者たちだけだった。

			　リビアはルクシオンに似た使い魔に触れる。

			「お名前は？」

			『困ったわね。番号では味気ないでしょうから──『クレアーレ』とでも呼んで欲しいわ』

			「クレアーレちゃん？」

			『好きなように呼んでいいわよ。それにしても、あのひねくれ者のルクシオンが随分と貴女たちを気に入っていたわね。しっかり守らせてもらうわ』

			　アンジェが俯くと、クレアーレが少しだけ傾き不思議そうに見る。

			『どうしたの、アンジェリカ？』

			「──リオンに会えないか？　このまま出発しては、気持ちを伝えることが出来ない」

			『マスターへの気持ち？　──分かったわ。繋ぎましょう』

			「え？」

			　クレアーレがそう言うと、空中に映像が映し出された。

			　そこにはリオンの姿がある。

			　チラチラと仮面をかぶった男が見えているが、リビアもアンジェも気にしなかった。

			「リオンさん！」

			「リオンその──あの！」

			『む？　何だこれは？』

			　仮面を着けた男がリオンを押しのけ、画面一杯にその顔を見せた。

			　二人は大声で仮面の男に退いて欲しいと言う。

			「そこの変な人は退いてください！」

			「何て格好だ。その変な仮面とマントは何だ？　オマケに全身タイツ？　変態か？　いいからさっさとリオンを出せ！」

			　落ち込む仮面の男が画面から消えると、リオンが何とも言えない表情をしていた。

			　二人の姿を見て、咳払いをする。気まずそうな顔をしていた。

			『え～あ～──何かな？』

			　リビアが胸に手を当てて言う。

			「リオンさん、お話があります！」

			『打ち合わせもあるし、手短でいいなら』

			　話を聞こうとするリオンに、アンジェは呼吸を整える。

			「この前の件だ。実は、お前にどうしても──」

			　そこまで言うと、今度は画面にグレッグが割り込んでくる。

			『おい、あの仮面の騎士はどこだ？　あいつの顔を確認しないと──ん？　お、何だ、これ！』

			　画面一杯にグレッグの顔が映し出されると、アンジェが額に青筋を浮かべる。

			　更に集まってきたのは、ジルクにブラッド、そしてクリスだ。

			　みんなして、リビアとアンジェに手を振っている。

			『これは凄いですね。相手の顔が見えて声も聞こえますよ』

			『僕たちもそっちに行くから待っていてね』

			『マリエも行くから準備を頼む』

			　いきなり邪魔をしてきて、おまけにマリエのために準備をしろと言ってくる。

			　アンジェが激怒して拳を画面に叩き込む。

			「お前ら退け！　私たちはリオンに話があるんだ！」

			　すると、映像はノイズが走って消え去った。

			「あ！」

			　リビアがクレアーレを見ると、青い一つ目を横に振る。

			『通信状況が悪いのでこれ以上は無理よ』

			「わ、私のせいなのか？」

			　画面を殴ってしまい、それで通信が途切れたのかと不安そうにするアンジェだった。

			『普通に通信状況が悪いだけよ』

			　リオンと話が出来ずに俯くリビアに、アンジェが手を握る。

			「大丈夫だ。必ず二人で気持ちを伝えるぞ」

			「──はい」

			　クレアーレは、そんな二人をからかう口調で告げてくる。

			『あら、お熱いわね。本物の愛と言われるだけあるわ。けれど、そろそろ出発の時間よ』

			　リビアが前を向く。

			「凄い光景ですね」

			　二百隻という飛行船が動き出し、公国との決戦に挑もうとしていた。

			「ほとんど寄せ集めで連携など取れない。数だけは揃えたが、本当にこれで勝てれば奇跡だな」

			「リオンさんなら奇跡だって起こせますよ」

			「そうだな。あいつにはどうしても期待してしまう」

			　決戦について補足してくるのはクレアーレだ。

			『どうやら決戦は大きな湖の上で行うみたいね。海水を引き上げている場所で、大地の裏側とも繋がっているわ』

			　リビアが左手で胸を押さえた。

			「湖の上で決戦ですか」

			「そうだ。落下しても助かる可能性があるからな」

			　そのため、空中戦を行う際には湖の上で行われることが多かった。

			　リビアもそれは理屈で分かっている。だが、納得しがたい顔をしていた。

			「水が汚れてしまいますね」

			　戦争で出たゴミなどが湖に落ちて汚してしまう。

			　周囲に住む人たちには迷惑な話だった。

			「今回は生きるか死ぬかの戦いだ。悪いが、気にしている余裕はない。全てが終われば、復興作業で人手を出すさ」

			　艦隊の先頭を行くパルトナーから、小型の飛行船が出てきてヴァイスに近付いてくる。

			　そこには先程の仮面の騎士や、マリエたちが乗っていた。

			


			　　　◇

			


			　甲板の上で一人になる。

			　ルクシオンの抜け殻に指示を出した俺は、前を向いていた。

			　遠くに見える分厚い雲──あと一日もしない内に、公国軍との戦闘が始まる。

			「切り札はこちらにある。あの二人を戦場に連れてきたくはなかったけどな」

			　後悔があるとすれば色々だ。

			　もっとうまくやれたのではないか？

			　たとえば、ルクシオンを使って情報を集めていれば、物語がここまで狂うことはなかったはずだ。

			　もう一人の公国の王女様、そして、もう一つの魔笛にも気がつけたかもしれない。

			　うまくやれていれば、俺が総司令官になる必要もなかった。

			　そもそも、寄せ集めで突撃くらいしか出来ない艦隊だ。

			　俺でなくてもよかったのではないか？

			「──あ」

			　その時、俺は懐かしい記憶を思い出した。

			　あのユリウス殿下が着けていた仮面だが、ゲーム中に登場したキャラが着けていた。

			　割と目立っていたが、最後まで誰だか分からなかったな。

			　ゲーム中ではユリウス殿下でもなかった。

			　少し芝居がかった立ち居振る舞いと、割とポンコツだが強い奴だった気がする。

			　ただ、思い出したのはいいが、特に重要でもない情報だ。

			「でも、あいつがあの仮面を着けてくるとは」

			　仮面の騎士──本物はいったい誰なのだろうか？

			


			　　　◇

			


			　王宮。

			　ローランドは自分の部屋にある隠し部屋で探し物をしていた。

			「な、ない！　私の変身セットがない！　特注で作らせた鎧のキーもない。だ、誰がこんな真似をした？　ミレーヌか？　あの年とし増まに違いない！」

			　激怒するローランドの部屋に、そのミレーヌがやってきた。

			「陛下、ユリウスを見かけませんでしたか？」

			　隠し部屋を見られたローランドは、慌てた様子で振り返った。

			「ユリウスだと!?　こ、ここにはいないが──お、お前は、驚かないのか？」

			　ローランドの隠し部屋を見たのに、ミレーヌは驚いた様子もない。

			「隠し部屋なら、前から知っていましたよ。中に何があるのかまでは知りませんけどね。それよりもユリウスです。あの子の姿が見当たらないのです」

			　ローランドは気に入らなかった。

			「知っていただと？　わ、私の隠し部屋が知られていたなんて──それより、ユリウスなら私は知らないぞ。ふて腐れて自室にこもっているんじゃないか？」

			「いないから尋ねているのです。あの子は貴方に似ていますからね。何かやらかしていないかと不安なのです」

			　そこでローランドは思い至る。

			「──おい、ユリウスも私の隠し部屋を知っているのか？」

			「当然でしょう。小さい頃に見つけたと報告してくれましたよ」

			　それを聞いたローランドは、慌てて自室を飛び出すのだった。

			「どうされたのですか、陛下！」

			「ユリウスだ。あいつ、私の変身セットと鎧を持ち出したに違いない！」

			　ミレーヌの表情が青ざめる。

			「どうして貴方がそんなものを持っているのですか！」

			「浪漫だ！」

		

	

			


			第10話「リビアの力」

			


			　公国軍旗艦──ヘルトラウダの私室。

			　ヘルトラウダの横には、救出されたヘルトルーデの姿があった。

			「お姉様は大地の守護神を呼び出さないでください。空と海──双方の守護神がいれば十分に目的を果たせます」

			「貴女には辛い役目を押しつけてしまったわ。私が魔笛を使ってさえいれば」

			　ヘルトラウダは首を横に振る。

			「どちらかが背負う役目でした。お姉様が失敗した時点で、私が次に王国へ向かうのは決まっていたことですから」

			　ヘルトルーデは魔笛を握りしめ、そして涙を流す。

			　魔笛の真の力を発揮した場合──その対価に求められるのは、使用者の〝命〟だ。

			　使用者の命と引き換えに、守護神と呼ばれる超大型を使役できる。

			「ラウダ、私は分からなくなりました。本当に悪いのはどちらだったのかしら？」

			　ヘルトルーデの問いに、ヘルトラウダは明確な答えを持たない。

			　もう、その答えには意味がないからだ。

			「ミレーヌ王妃様の言葉が真実であったとしても、我々が止まることはありません。王国を沈め、大陸を浮かせる浮遊石を奪い──公国は新しい大地を得ます。公国が真の大国となるために必要なことです」

			　公国が王国を沈める理由は、王国の大地を浮かせている浮遊石が欲しいからだ。

			　その浮遊石を持ち帰れば、自分たちの領地を広げることが出来る。

			　正攻法では勝てない公国が、王国と戦い勝利するにはこれくらい強引な手段が必要だった。

			「私たちは正しいのかしら？」

			「私には判断できません。全てが終われば、お姉様に後を託すしかありませんから」

			　姉妹の両親は事故で亡くなっている。

			　王族は他にもいるにはいるが、跡取りとして口伝やら教育やらを授けられたのは二人だけだ。

			　どちらかが生き残り、国を導く必要があった。

			「──お姉様、王国ではどのように過ごされていたのですか？」

			　ヘルトルーデが妹と話せる時間は残り少ない。

			　だから、なるべく楽しい会話がしたかった。

			「学園という場所にいましたよ。そこに留学生として通いましたね。想像以上に酷いところでした」

			　女子生徒が奴隷を連れ回し、男子生徒たちを見下している話はヘルトルーデも知っていた。

			　だが、自分の目で見るとより衝撃的だった。

			「あの外道騎士も女性にペコペコ頭を下げていたのよ」

			「バンデルを倒した外道騎士が？　王国はどうしてそのようなことになったのでしょうね？　公国が大公家だった時代は、私たちと変わらなかったと聞いていますが」

			「そうね。変な国よね。女子のために飛行船まで出して冒険をするのよ。私もエルフたちの里がある浮島に行って遺跡を見てきたわ」

			　目を輝かせるラウダの姿を見て、ヘルトルーデは冒険の話をする。

			　公国──元大公家の祖も冒険者だ。

			　幼い頃から、冒険者の話を聞かされて育つため興味を持つ。

			　ヘルトルーデが話し終わると、ラウダはニコニコしていた。

			「お姉様は冒険をしたのですね。うらやましいです。私には、もう時間がありません」

			「──ラウダ、ごめんね。本当にごめんね」

			　妹を哀れむヘルトルーデだが、時間が来てしまう。

			　騎士が報告に来た。

			「ヘルトラウダ王女殿下！　王国軍の接近を確認いたしました！」

			　ラウダの表情が子供のものから、一変して冷たいものへと変わった。

			「すぐにいきます。──お姉様、私が倒れたら後は頼みます」

			　王都──大陸中央まであと僅かの距離だ。

			　そこに到着すれば全てが終わる。

			　ヘルトルーデは妹に笑顔を向けるも、涙が流れていた。

			


			

			


			「任せなさい。それと、私も側にいます」

			「心強いです、お姉様」

			


			　　　◇

			


			　アロガンツを甲板の上に座らせていた。

			　コックピットの中、俺は目の前の光景に強がりで口笛を吹く。

			「ゲームで見るよりも迫力があるね」

			　超大型のモンスターの真下には、まるで守られているような公国軍の艦隊がいた。

			　ゆっくりと王都を目指すモンスターに付き添っていた。

			『目標、射程圏内に入ります』

			　馬鹿でかいモンスターは、雲をまとった多眼、多腕の姿だ。いくつもの大きな目が、王国軍に向く。

			　俺はパルトナーの後ろに付き従う王国軍の飛行船と共に、公国軍へと突撃をかける。

			　超大型が、その手の一つを俺たちに伸ばしてくる。

			『目標、接近してきます』

			「ぶちかませ！」

			　俺の言葉にあわせ、抜け殻になってしまったルクシオンが『了解』と呟く。

			　いつもの憎まれ口もなく、必要最低限の会話しかない。

			『ミサイル発射します』

			　パルトナーのミサイル発射口から、三発のミサイルが発射された。

			　それは真っ直ぐに超大型の手にぶち当たると、大爆発を起こして大きな手を吹き飛ばしてしまう。

			　パルトナーすら握りしめそうな大きな手が吹き飛び、黒い煙に変わっていく。

			「どんどん撃とうか！」

			『砲撃開始』

			　パルトナーの大砲が火を噴き、超大型に命中すると大きな爆発を起こす。

			　ミサイルが次々に発射され、腕を吹き飛ばしていく。

			　そのまま船首の向きが変わると、パルトナーは加速した。

			『敵艦隊、隊列の変更を確認』

			「遅いんだよ！」

			　自慢のラスボスが腕を吹き飛ばされ、慌ててこちらを迎え撃つ準備を始めたのだろう。

			　通信状況が悪いのは、あちらも同じなのか動きがモタモタしている。

			　パルトナーのすぐ後ろに続くのは、家族や友人たちが乗り込む飛行船だ。

			　現在、もっとも性能がいいのはこいつらの飛行船だ。

			　甲板の上で、アロガンツを立たせライフルを構えた。

			　公国軍の艦隊の周囲を飛んでいるモンスターたちを撃ち落とす。何千、何万といるモンスターたち──その相手は、パルトナー以外が行うことになっていた。

			　パルトナーは超大型への攻撃で忙しい。

			　艦隊戦での撃ち合いと、モンスター退治は、味方艦に任せるしかない。

			　どんどんと敵との距離が縮まると、味方が砲撃を開始した。

			　モンスターたちが撃ち抜かれ、黒い煙に変わっていく。

			　パルトナー目がけて次々に砲弾が撃ち込まれるが、それらが当たっても被害はない。

			　飛行船を守るように展開されたバリアが、全てを弾いてくれる。

			　船体の側面に大砲を並べている飛行船が主流であり、砲撃を行う敵はこちらにその横腹を見せているようなものだ。

			「食い破れ」

			　パルトナーが公国軍の目と鼻の先まで接近すると、すぐ後ろの味方艦が船首に取り付けた大砲を次々に放つ。

			　公国軍の艦艇の周囲に魔法的なバリアが展開されるも、撃ち抜かれ飛行船が沈んでいく。

			「最新式の大砲の味はどうだ？　その程度で守れると思うなよ！」

			　敵艦が沈むと、今度は鎧が次々に飛び出してくる。

			　パルトナーの進路を邪魔するように、一隻の飛行船が側面を向け出現してきた。

			　並べた大砲を一斉に撃ち込んでくるが、それらをパルトナーは全て防ぐ。

			「その程度じゃ止められないぞ。それに、パルトナーは体当たりも得意だ」

			　パルトナーの船首が、敵飛行船の側面に突撃すると、敵は「く」の字に折れ曲がる。

			　更にそのまま前進し、飛行船は前後に切り離され落ちていく。

			「懐に入ればこっちのものだ」

			　既に超大型の真下に入り込んでいた。

			　この状態なら、超大型の攻撃も受けない──はずだ！

			　パルトナーに続く王国軍の飛行船が、鎧を出撃させると両軍が激しく戦う混戦状態に突入した。

			「第一段階クリアだな」

			　パルトナーからミサイルが数発発射され、超大型に命中すると爆発により吹き飛んで黒い煙へと変わった。

			　その黒い煙を、渦巻いた雲が吸い込んで更に黒く大きくなっていく。

			　早朝に突撃をかけたのだが、明るかった空は分厚く黒い雲に覆われてしまった。

			　そんな黒い雲から、復活した超大型が出現する。

			　多眼の目が全てパルトナーを見ていた。

			「復活するのが想像よりも早いな。このまま攻撃を続けて動きを封じるぞ」

			『──敵機接近』

			　アロガンツに向かってくる公国の鎧たち。

			『見つけたぞ、外道騎士！』

			「外道？　自分たちが道を踏み外していないみたいに言うな！」

			　俺を殺しに来るお前も、これからお前を殺す俺も同じ穴の狢むじなではないか。

			　ライフルを向けて引き金を引くと、腹部を撃ち抜かれて敵が甲板を転がる。

			　見上げると、飛行船や鎧がパルトナーを取り囲みつつあった。

			　ライフルを真上にいる飛行船に向け、引き金を引くと機関部に命中して火を噴いた。

			　パルトナーに落下してくるが、バリアに守られパルトナーには傷一つ入らない。

			　ノイズが混じった声が聞こえてくる。

			『鎧で破壊する！』

			『奴を討ち取れば出世は思いのままだ！』

			『もらったぁぁぁ！』

			　左手に斧を持たせ、近付いてきた鎧を斬る。

			　右肩から腹部までを抉えぐり、パイロットは助からないとすぐ分かった。

			　ルクシオンが俺に指摘してくる。

			『反応が遅れています』

			「そうだね！」

			　もう一体は頭部に斧を振り下ろし、胴体まで刃が届くも引き抜けずに斧を手放した。

			　三体目はライフルで撃ち抜くと、新しい武器を左手に持たせる。

			「──頼むぞ」

			　一度だけヴァイスに視線を向けた俺は、空を見上げて飛び立った。

			


			　　　◇

			


			　ヴァイスの艦橋。

			　公国軍に突撃し、混戦状態に持ち込んだ王国軍は激しく戦っている。

			　その様子を見ているアンジェは、震えているリビアを抱きしめ支えた。

			「リビア、少し休め」

			　首を横に振るリビアの目からは、涙がこぼれていた。両手で頭を押さえ、呼吸が乱れている。

			「苦しいです。どうしてみんな戦うんですか？　こんなに苦しいのに──どうして」

			　アンジェは答えに悩む。

			「──どうしてだろうな」

			　答えは知っていた。

			　アンジェはその答えを学んできたが、実際に目にすると答えが分からなくなる。

			　リビアが胸を押さえると、マリエが叫んだ。

			「ちょっと！　この船の周りにも敵が集まってきているんですけど！」

			　聖女の格好をしたマリエに、アンジェは一喝した。

			「静かにしろ！」

			「は、はい！」

			「周囲に護衛艦もいる。それに、この船は簡単には落ちない」

			　浮かんでいたクレアーレが頷いて見せた。

			『一番の脅威は真上にいる超大型と呼ばれているモンスターね。それ以外に、この船は落とせないわよ。それよりも、二人の準備はいいかしら？　あと、マリエも』

			　オマケのように扱われたマリエは不機嫌そうだが、アンジェが怖いのか黙っていた。

			　アンジェはリビアを支え、そして優しく語りかける。

			「リビア、こんな戦いは早く終わらせよう。出来るな？」

			　泣きながらリビアが頷き、胸の前で両手を組む。

			　祈りを捧げるような格好になると、アンジェもその姿を真似た。

			（何だ？　胸が苦しい。それに──悲しくて涙が）

			　周囲の声が聞こえてくる。

			《助けて！　死にたくない！》

			《母さん、助けて！》

			《だから、戦争なんてしたくなかったんだ》

			　消えていく命や声を感じ、アンジェも胸が苦しくなってくる。

			（お前は、これをずっと感じ取っていたのか？）

			　クレアーレの声がする。

			『共鳴とでも言えばいいのかしら？　オリヴィアの能力に反応しているわね。マニュアルには、こんな機能は説明されていなかったわ』

			　マリエは前方を見て騒ぐ。

			「いやぁぁぁ！　前から大きなモンスターが！」

			　大きな口を開けてモンスターが迫ってきていた。

			　クレアーレが『それ』と呟けば、ヴァイスの主砲に撃ち抜かれてモンスターが吹き飛ばされた。

			『マリエも働いて頂戴』

			「え？　何をすればいいの？」

			『二人の真似をして、その後は聖女パワーで何とかしなさい』

			　慌ててマリエが二人を真似て祈り始めると、ヴァイスが震え始めた。

			　まるで本気を発揮しようとしているような──。

			　アンジェは天井を見上げ、両手を広げる。

			（──温かい気持ちがあふれてくる。それに、落ち着く）

			　アンジェの心に思い浮かんだのは、夏休み──三人での温泉からの帰り道の光景だった。

			　夕日が綺麗で、そして楽しかった。

			　あんな日がいつまでも続けばいいのにと思うアンジェだった。

			


			　　　◇

			


			　近付いてくるモンスターを斬り捨てたところで、俺は振り返った。

			　周囲の鎧も、そして飛行船も動きを止める。

			　戦闘が止まり、そしてモンスターたちが黒い煙になって消えていく。

			　温かい光が戦場を包み込み、その光はヴァイスから放たれていた。

			「──これが最終兵器か」

			　モンスターたちが光によって消えていく。空の上にいた超大型モンスターも目を閉じて自分を守るようにいくつもの腕を交差させる。

			　だが、光によってその巨体が徐々に消えていくのだった。

			「これで終わりか」

			　多くの鎧が、手に持っていた武器を落としていた。

			　通信状況が改善され、空を覆っていた分厚い雲すらかき消えて青空が見える。

			「愛って凄いな！　──っ！」

			　勝ったと思い笑おうとすると、急に戦意がなくなっていく。

			　同時に感じたのは──恐怖だ。まるで、無理矢理に戦意を奪われたような感覚だった。

			　──声が聞こえる。

			（もう争わないで。私は──こんな戦いを見たくない。お願い、戦いを止めて！）

			　リビアの声だ。

			「そうか、これがリビアの本当の──」

			　リビアの声は人の心によく届く。

			　人の心を揺さぶる名言などでなくても、リビアが言えば人の気持ちを掴む。

			　ヴァイスからリビアの声が、直接周囲の人たちの心に届いていた。

			　──逆らえない。

			（もう、止めましょう。このままでは、多くの人たちが犠牲になります。戦いを止めてください）

			　そんな言葉で戦いが終われば苦労はしない。

			　しないが──本当に戦いが終わって欲しいという気持ちが、心の中に入り込んでくる。

			　ルクシオンの抜け殻が呟く。

			『精神攻撃を確認』

			　そうだな。こいつは何て強力な攻撃だ。

			　ヴァイスの性能で強化されたリビアの能力は、とんでもなく凶悪だった。

			　王国を恨んでいた公国の騎士たちが、武器を捨ててリビアの声を聞いている。

			　ふざけるな！　とか、このまま終われるか！　とか。

			　──そんな気持ちが、リビアの悲しい心の前に溶けていく。

			　そして、俺に見えた光景は──懐かしい前世の思い出だった。

			　超大型が不気味な声を上げて消え去るのを見上げながら──呟く。

			「何て酷い攻撃だよ」

			　この力は使わせてはいけない──そう思った。

			


			　　　◇

			


			　公国軍の旗艦から、ヘルトラウダはその光景を見ていた。

			　涙が流れる。

			「どうして私たちのために心を痛めるの。止めて。貴女たちは私たちの敵でなくてはいけないの。悲しむな！　お願いだから──もう止めて」

			　リビアの心の痛みが流れ込み、胸が苦しかった。

			　周囲の者たちも呆然とするか、涙を流してその場に座り込んでいた。

			　戦意が奪われていく。

			「こんな。こんなことで、私たちに恨みを忘れろというの？　こんなことで」

			　──悔しい。

			　だが、復讐心が奪われていく。

			　段々と、自分たちが正しいのか分からなくなってきた。

			　ヘルトルーデが、ヘルトラウダを抱きしめる。

			「ラウダ、もう終わりましょう。空の守護神は、その姿を消してしまったわ」

			　ヘルトラウダは首を横に振る。

			「嫌。嫌よ。このまま終わったら、私は何のために命を失うのか分からない。私は、私だけは戦わないと！　──私は何のために死ぬのよ！」

			　魔笛を握りしめるヘルトラウダは、戦いたいのに心が嫌がっていた。

			　憎むべき相手を憎めない。

			「──卑怯よ。こんなことをする王国は、やっぱり最低よ。憎むことも、恨むこともさせないなんて最悪よ。私から戦う意志すら奪うなんて。人の心まで支配するなんて狡ずるいわよ」

			　泣いてしまうヘルトラウダを抱きしめ、ヘルトルーデは涙を流していた。

			「ごめんね。私の代わりなんかをさせて──本当にごめんね」

			　空の守護神が消えた。

			　ヘルトラウダが握っていた魔笛は、粉々に砕け散る。

			「──嘘。海の守護神まで負けるなんて」

			　徐々に生気を失うヘルトラウダは、姉の腕の中で意識が遠のいていく。

			「ラウダ！」

			「お姉様──何だか、怖いのに温かいわ」

			　リビアの能力により、徐々に全ての恐怖が消え、温かいものに包み込まれるような感覚だった。

			　戦う気持ちを奪われ、ヘルトラウダは穏やかな顔付きになる。

			「ごめんね、お姉様。一人にしてしまって──ごめんね」

			　ヘルトラウダはゆっくりと目を閉じると、意識が消えていくのが分かった。

			　ヘルトルーデの悲しい泣き声が聞こえてくるが、それも次第に聞こえなくなった。

			


			　　　◇

			


			　ヘルトルーデの側に立つのはバンデルだった。

			　泣いているヘルトルーデは、次第に笑い始める。

			「姫様」

			「バンデル。私、おかしいの。悲しいはずなのに、心が温かくて幸せなの。ラウダが死んだのに、悲しむこともさせてくれないわ」

			　本当に王国の人間は酷いと呟くヘルトルーデの肩に、バンデルはそっと手を置く。

			「お任せください。このバンデルが全てにけりを付けてまいります」

			「バンデル？」

			　魔装の右腕の効果なのか、バンデルに精神攻撃は効かなかった。

			「さぁ、まだ戦う意志が残っている内にご命令ください」

			　ヘルトルーデは悩む顔をしていた。その顔は、幼い頃と同じだとバンデルは懐かしむ。

			「姫様！」

			「──バンデル、いきなさい。公国の意地を示して」

			　大きく頷くと、バンデルはその場を堂々と歩き去る。

			　外に出ると、口元を押さえ咳せき込んだ。

			　手の平が血で赤く染まる。

			「ここまでよく持ったものだな」

			　自分の体に感謝しつつ右腕を見た。

			「王国のあの船だけは、必ず沈めなければ」

			　遠目に見える白い船。

			　あんな物を放置できないと思ったバンデルは、右腕に力を込めた。肥大化し、全身が覆われると鎧の姿になる。

			『──さぁ、はじめるか』

			　飛び立つバンデルは、一直線に白い船──ヴァイスへと向かい突撃した。

			


			　　　◇

			


			　放心状態だった。

			　こう、眠ったら駄目なのに眠い──みたいな感覚だ。

			　違うかな？

			　とにかく、戦うのが馬鹿らしくなってくる。

			『マスターに精神汚染を確認』

			　ルクシオンの抜け殻の声も聞こえるが、何もかもが嫌になってくる。

			　今にして思えば、どうして俺は戦っているのだろうか？

			　そもそも、悪いのはマリエだ。

			　あいつを見捨てても誰も怒らない。

			　誰も──いや、もう会えない前世の両親だけは怒るかな？

			　お兄ちゃんなんだから、妹の面倒を見なさい、って。

			　でも、俺ってそういうキャラじゃないし──。

			『敵機接近。ヴァイスへと向かっています』

			　視線を向けると、黒くてアロガンツの偽物みたいな刺々しい鎧がヴァイスに突撃していくところだった。

			　あの鎧もどこかで見たことがあるんだよ。

			　どこで見たのか未だに思い出せない。

			「ん？　ヴァイス？」

			　直後、衝突した黒い鎧によりヴァイスの船体に穴が開き、爆発が起きた。

			「まずい！」

			　急いで操縦桿を握りしめ、アロガンツを動かすと意識がハッキリしてくる。

			「何だ？　まるで夢でも見ていたようだ」

			『精神攻撃です。ヴァイスより、精神攻撃が敵味方関係なく放たれました』

			「──これがリビアの精神攻撃か。恐ろしいな」

			　あの温かい何かに包み込まれる感覚は、幸福感もあるが同時に恐怖だ。

			　周囲の飛行船やら鎧やらは、まだ動けずにいた。

			「それにしても、あの機体は──」

			『王宮からヘルトルーデ、そして魔笛を奪った機体です』

			「黒騎士の爺さんかよ！」

			　このままでは危険だと思い、一気にアロガンツを加速させた。

			


			　　　◇

			


			　大陸の裏側。

			　超大型が消えるのを確認したルクシオンは、同時に敵を消し去った力を危険と判断する。

			『これがオリヴィアの力ですか。確かに最終兵器と言われるだけありますね』

			　ルクシオンの船体からは煙が出ていた。

			『通信状況が改善されつつある。もう少しで子機とのリンクが回復しますね』

			　船体を一度海水に沈めると、持っていた熱で水が蒸発する。

			　周囲が白い煙に覆われ、ルクシオンの船体はまるで霧に囲まれたようになる。

			『何事もなければいいのですけどね』

			　最悪、リオンさえ生きていればいいとすら思っていた。

			　船体を冷やしつつ、この後の予定を考えるルクシオンは──ゆっくりと動き出す。

			


			　　　◇

			


			　白く美しい船体を、持っていた大剣で切り裂いたバンデルは艦内へと足を踏み入れた。

			『何だ？』

			　見れば、足のない鎧もどきが武器を持って突撃してくる。

			　大剣で叩いて吹き飛ばし、左腕で掴む。

			『人が乗っていない？　随分と面妖な』

			　握り潰し、そして船を壊しながら進む。

			『こんな船は存在してはいけない。王国はやはり悪だ。悪──そう、滅ぼすべき悪だ！』

			　右腕が膨れ上がると、目がいくつも見開かれそこから魔法が放たれた。

			　内部から爆破され、ヴァイスも大きなダメージを受ける。

			　徐々に高度が下がり、至る所から火を噴き始めている。

			『そうだ。倒さなければ──王国は敵だ！』

			　バンデルが破壊しながら進むと、艦橋へと辿り着く。

			　そこには、三人の女の子がいた。

			『女だと？　そうか。あれをやったのはお前らか』

			　怯えている三人を前に、バンデルは大剣を振り上げた。

			　前に出るのは茶髪の娘だ。

			「待ってください。もう止めましょう。こんな戦い、終わらせないと駄目なんです！」

			『まだだ！』

			　バンデルは血を吐きながら、三人に自分の気持ちをぶちまける。

			『終わってなどいない。終わらせるものか！　公国がある限り、そして王国がある限り、我々は戦いを挑む。お前らがしてきたことを考えれば、当然ではないか！』

			　もう一人の気の強そうな女が口を開いた。

			「ふざけるなよ。お前たち公国が、何もしなかったとでも言うつもりか」

			　口振りから、公国の過去を知っているのが分かる。

			　ただ、バンデルは退かない。

			『それがどうした。お前たちに、目の前で家族が死ぬ気持ちが分かるのか！　妻は娘を守ろうとした。娘はまだ幼かった。幼かったのにお前らは！』

			　大剣を振り下ろそうとすると、バンデルは背中を攻撃される。

			　ワイヤーがかけられ、無理矢理艦橋から引き剥がされた。

			　振り返ると、そこには五色の目立つ鎧の姿がある。

			『そこまでだ！』

			　白く、マントを着けた鎧が剣を持って向かってくる。

			　ワイヤーを無理矢理引きちぎり大剣で受け止める。

			　バンデルは鎧の中で笑っていた。

			『その程度で止められると思うなよ！』

			　弾き飛ばせば、今度は緑色の鎧がライフルを撃ってくる。

			　その攻撃を避けないバンデルは、装甲が弾丸を弾くのを知っていた。

			『これを弾きますか』

			　相手が焦っているのが手に取るように分かる。

			　周囲を見れば、スピアがバンデルを取り囲むように浮かんでいた。

			　一斉に襲いかかってくると、鎧の隙間──関節部分に突き刺さる。

			『どうだ！　僕の槍からは逃れられな──』

			『ふん！』

			　バンデルが力を込めると、スピアは突き刺さった部分から折れて使い物にならなくなる。

			『このぉぉぉ！』

			『させない！』

			　赤い鎧と青い鎧がバンデルを挟み込むように攻撃を仕掛けてくるも、一機は大剣で弾き飛ばし、もう一機は尻尾で叩いて弾き飛ばした。

			　沈み始めたヴァイスの近くで、バンデルは五機を相手に笑っていた。

			『どうした、小僧共！　その程度で、このバンデルを討ち取れると思ったか！』

			　白い鎧に乗った男が驚いていた。

			『バンデル？　黒騎士か』

			『そうだ。今は元黒騎士だ。それでも、お前らくらい一瞬で片付けてやる』

			　加速して白い鎧を両断しようと大剣を振り下ろすと、赤い鎧が体当たりをしてきて剣筋が乱れた。

			　青い鎧が前に出て、斬りかかってくる。

			『その太刀筋。剣聖か！　いや、それよりも拙つたない』

			『うおぉぉぉ！』

			　青い鎧の猛攻を大剣で防ぎつつ、取り囲まれたバンデルは笑っていた。

			『そうだ。もっと本気を出せ！　このバンデルの──黒騎士の相手にはもっと強い奴を！』

			　目が血走り、そして精神が徐々に不安定になっていく。

			　暴れ回るバンデルによって、五機は劣勢だった。

			　バンデルの鎧──魔装は膨れ上がり、体中に目が出現した。禍々しいその姿に、五機は尻込みしているように見えた。

			


			

			


			『怯えたか、腰抜け共！　ならば死ね！』

			　笑いながら大剣を振るうと、そんなバンデルを突き飛ばす鎧がいた。

			『──なっ!?』

			　あまりの衝撃に驚いたが、その正体を知って歓喜する。

			　ようやく出会えたと、バンデルは獰どう猛もうな笑みを浮かべていた。

			『待っていたぞ、外道騎士！』

			　そこにいたのはアロガンツだった。

			『変な名前を付けやがって。俺が外道なら、お前らはそれ以上の屑だろうが』

			　喜ぶバンデルの口角からは、血が流れてきていた。

			


			　　　◇

			


			　目の前の禍々しい鎧を見ていると、いったい何なのか分からなくなってくる。

			　生物のような気もするし、機械のような気もする。

			　鎧の表面にある目がキョロキョロと動いていて気持ち悪い。

			『お前と戦う日をずっと待っていた』

			「嬉しくない告白をどうもありがとう。俺は二度と会いたくなかったよ。それより、変わった鎧だな」

			　クツクツと笑っている黒騎士の声がする。

			『お前には──王国には礼を言わねばと思っていた。これは王国の宝物庫に眠っていた、魔装の右腕だ。お前たちが価値も分からず、公国に送り届けてくれた鎧だ！』

			「何だと？」

			『これで貴様との間に鎧の性能差はない。純粋な技量こそが問われる戦いを始めようではないか！』

			　体当たりをしてきた黒騎士を避けるが、すぐにこちらの後ろに回り込んできた。

			　抜け殻が警告する。

			『敵、後方より接近』

			「お前も反応が遅いよな！」

			　ライフルで防御をすると、大剣によって切断された。

			　すぐにライフルを放り投げ、新しい武器を両手に持つ。

			　随分となめらかに動く黒騎士の新しい鎧は、アロガンツとの間に性能差を感じさせない。

			　そうなると──俺では歯が立たない。

			「しつこいぞ、爺じじい！」

			『お前の首を取るまでは死ねんのだ！』

			　いったい俺がお前に何をした！

			　アロガンツで空高く舞い上がると、黒騎士も付いてくる。それだけではなく──。

			『落ちろぉぉぉ！』

			　黒騎士の鎧に付いている目から、魔法が放たれる。

			　いくつもの火球が凄い勢いで俺に迫ってくる。

			　避けようとするが、追尾してくるのだ。

			「インチキだろうが！」

			　アロガンツのスピードを上げて逃げ切ろうとするも、火球が更に追加される。

			「ドローンを出せ！」

			『ドローンを展開します』

			　コンテナからドローンが射出されると、攻撃を開始する。

			　丸いドローンにマシンガンが取り付けられており、それらが火球を攻撃していた。

			　しかし、撃ち落とすことは出来たが──同時にドローンも火球に飲まれ撃ち落とされていく。

			　黒騎士が持っていた大剣に切り裂かれたドローンもあった。

			「糞野郎が！」

			『お前だけは──いや、違う。倒さなければならないのはもっと別の』

			　黒騎士が急に動きを止めると、真下に見えるヴァイスに視線を向けていた。

			「おい、ふざけるなよ！」

			『そうだ。あの船だけは沈めなくては』

			　黒騎士の体中の目が、一斉に火球を放とうとしていた。

			　大急ぎでアロガンツを急降下させ、破壊されたヴァイスの艦橋の前に浮かぶ。

			　後ろには、リビアやアンジェの姿が見えた。

			　ついでにマリエの姿も見える。艦橋から逃げだそうにも、通路が塞がれて逃げられないようだ。

			「シールド全開だ」

			『シールドを展開します』

			　次々に襲いかかってくる火球から、三人を守るための盾になる。

			　だが、全てを防げなかった。降り注ぐ火球がヴァイスに命中すると、大きな爆発が発生した。

			　いつの間にか、五人組もやってきてリビアたちを守っていた。

			　炎に包まれるヴァイスが本格的に沈み始めると、周囲でも戦闘が再開され始める。

			「せっかく終わろうとしていたのに」

			　撃ち続けられる火球を受け止めていると、黒騎士の声が聞こえてきた。

			『このような終わりは認めぬ。どちらかが倒れるまで、この戦いは終わらない！　終わらせてなるものか！』

			　俺は仮面の騎士に指示を出す。

			「おい、変態の騎士！」

			『仮面の騎士だと言っただろうが！』

			「どっちでもいいから、三人を連れて避難しろ。ここは俺が押さえる」

			『──分かった』

			　何か言いたそうにしていたが、自分たちではどうにもならないと思ったのか素直に従ってくれた。

			　──それでいい。

			「糞爺の相手は俺がする」

			　アロガンツを突撃させると、黒騎士は大剣を振り上げた。

			　その時だ。

			　湖がせり上がり、そこから山が出現する。

			「──嘘だろ」

			　その山──のような姿をした敵に、俺は冷や汗が流れた。

			『新たな敵を確認。今までとは違うタイプですが──超大型の別種と判断します』

			　抜け殻になったルクシオンの声が聞こえ、気を抜いた瞬間に黒騎士に斬られて地面に落ちていく。

			


			　　　◇

			


			　魔笛を持ったヘルトルーデは、床に寝かせたラウダを見ていた。

			　大事な妹に謝罪をする。

			「ごめんね。駄目なお姉ちゃんでごめんね──どうしてこんなことになったのかな？」

			　泣いているヘルトルーデに、重鎮の一人が近付いてきた。

			　怪我をしており、額から血を流している。

			「小娘共が。失敗するとは情けない！」

			　王族に対する敬意などそこにはなく、ただ口汚く罵ってくる男は要職に就く貴族だった。

			　ラウダを蹴ろうとするので、ヘルトルーデが咄嗟に庇って蹴られた。

			「止めて！　ラウダは頑張ったわ！」

			「それがどうした！　頑張りなど無意味なのだよ。結果を出せ、結果を！　お前ら親子は本当に役に立たない。お前の父親も母親も、戦争に反対した。だから殺して、お前たちをいいように利用してきたというのに」

			　重鎮は、この状況に自棄やけになっているように見えた。

			「終わりだ。何もかもおしまいだ。このままでは、王国は面子にかけて公国に攻め込んでくる。あの化け物を使えば勝てると思ったのに。まさか、王国が無力化するとは！」

			　ヘルトルーデは動かなくなったラウダの手を握っていた。

			「貴方はいったい何を言っているの？」

			「まだ分からないのか？　親子揃って間抜けだな。お前たちは我々に利用されていたのだよ」

			　目の前の男の言葉を聞いてヘルトルーデの中に憎しみが生まれた。

			　男は、ヘルトルーデを見て笑う。

			「いや、まだだ。お前の首を王国に届ければ、わしだけは助かる。愚行を止めた英雄になれる！」

			　拳銃を向けてくる男だが、その時に飛行船が揺れる。

			　ヘルトルーデの手元に転がってきたのは、魔笛だった。

			「く、くそっ！」

			　貴族が再び銃口を向けてくると同時に、ヘルトルーデは魔笛を手に取って力の限り吹いた。

			（みんな──消えてなくなればいい！）

			　すると、周囲にモンスターたちが黒い煙を発しながら出現する。

			　男に襲いかかって食らいついた。

			「や、止めて！　助けて！」

			　泣き叫ぶ男は、モンスターたちに食い殺され死んでいく。

			　ゆっくりと立ち上がったヘルトルーデは、魔笛を持って外が見える場所へと向かう。

			　両親の事故死の真相や、男の言動、ラウダの死──それらにより、いったい自分たちが何のために命をかけてきたのか分からなくなる。

			　甲板に出たヘルトルーデは、淀んだ瞳をしていた。

			　外では戦闘が再開され、ヴァイスがバンデルにより破壊されているところだった。

			　涙を流すヘルトルーデは、魔笛を吹いた。

			　怪しい音色が周囲に響き渡る。

			（もういい。どうなってもいい──けれど、みんな死んでしまえ）

			　魔笛が呼び出すのは大地の守護神。

			　本来なら、ラスボスとして登場するはずだったモンスターだ。

			　笛を手放したヘルトルーデは、狂ったように笑い始める。

			「みんな消えてしまえばいいのよ！」

			　──その狂った命令に、大地の守護神は応える。

			


			　　　◇

			


			　リオンの父、バルカスは艦橋から指示を出していた。

			「また馬鹿でかいのが出てきやがった！　いったい何が起こっているんだ？」

			　王国軍が公国軍に突撃したかと思えば、今度は急に自分たちの意識がなくなった。

			　気付いた時には空にいた超大型のモンスターは消え去っていたが、今度は湖の上を移動する山のように大きなモンスターが出現した。

			　状況についていけない。

			　艦橋にいたニックスが、窓の外を指さす。

			「親父、モンスターがまた出てきやがった。しかも、前よりも数が多い！」

			「鎧を出せ。俺も出る」

			「いや、親父は指示を出さないと駄目だろうが！　俺が──」

			「ウルセェ！　いいか、物事には順番があるんだよ。お前はここに残っていればいい。何かあれば、お前が家や家族を守るんだ。いいな？」

			　ニックスは死なせてはいけない。

			　そう思ったバルカスは、ニックスの頭に手を乗せて乱暴に頭を撫でた。

			「俺に何かあったら、兄弟で仲良くしろよ。リオンが生き残ったら、こき使ってでも領地を守れ。あいつは有能だが、馬鹿だからな。お前がしっかり面倒を見ろよ」

			「あいつの面倒を見るなんて俺には無理だって！　そもそも、親父が残ればいいだろうが！」

			「ガキが俺より先に死ぬんじゃねーよ！　お前ら、ニックスを頼むぞ」

			　そう言って艦橋を出ていくバルカスだった。

			


			　　　◇

			


			　ラスボスはやっぱり出現するし、黒騎士は無茶苦茶強くなるし、いったいどうしてこうなったのかが分からない。

			『外道騎士ぃぃぃ！』

			　ヴァイスが沈み、今度は俺をどこまでも追いかけてくる黒騎士の爺。

			　ちっとも嬉しくないね。──もっと可愛い女の子が俺を追いかけてくれればいいのに。

			「ちっ！」

			　黒騎士の大剣を受け止めると、持っていた斧がボロボロになる。

			「ミサイル！　全部だ！」

			『一斉射』

			　コンテナが開き、小さなミサイルが黒騎士に襲いかかった。

			　黒騎士は俺から距離を取り、その全てを回避していく。

			　気持ち悪い動きに加え、体中にある目が火球を発射してミサイルを迎撃していく。

			　俺の武器は手持ちの斧だけだ。

			　捕まえて衝撃波でもぶち込もうにも、そもそも黒騎士が捕まらない。

			「チートを持っていてもこのざまかよ。自分が嫌になる」

			　追い込んだと思えば追い込まれ、万策尽きた──そう思っていたら、超大型のモンスターが山のような部分から棘を出す。

			　その棘を放つと、周囲にいた飛行船を次々に撃ち抜いていく。

			　王国、公国と関係なしに攻撃し始めた。

			「──は？」

			　流石の黒騎士もこれには焦ったらしい。

			『姫様！』

			　超大型のモンスターは、敵味方関係なく暴れ回っていた。

			「パルトナーはどうなった！」

			『邪魔をされ、思うように超大型を攻撃できていません』

			　パルトナーは超大型に攻撃を続けているが、周囲の公国軍から集中砲火を浴びている。

			「──お前ら、俺の船を狙う前に先に倒す相手がいるだろうが！」

			　叫ぶと同時に斧を構え、振り下ろされた黒騎士の大剣を受け止める。

			『お前の相手をしている暇がなくなった。さっさと死ね！』

			「断る！　俺はこんなところで死にたくないんだよ！」

			　戦争で死ぬなんて絶対に嫌だ。

			『騎士としての誇りもなければ意地もない。お前は本当に外道だ！』

			「それがどうした。お前の誇りや意地を俺に押しつけるな」

			　騎士道？

			　悪いな、王国の騎士道は女の子を守るためにあるらしいよ。

			　だから、お前の美学になど付き合ってやれないんだ。

			　パルトナーが、残った弾薬を全て吐き出し超大型を吹き飛ばす。

			　同時に、ルクシオンの抜け殻が告げる。

			『パルトナー、稼働限界です』

			「っ！」

			　集中砲火を浴び続けたパルトナーは、バリアが消えてそのまま砲弾と魔法を受けて燃え上がると湖に落ちていく。

			　ルクシオンに申し訳が立たないな。

			　そして俺には黒騎士の刃やいばが迫ってきていた。

			『これで終わりだぁぁぁ！』

			　操縦桿を握りしめ、最後まであがこうとすると──。

			　ルクシオンの音声が──普段のものになる。

			『コンテナをパージします』

			「お前！」

			　背負っていたコンテナをパージすると、黒騎士へと飛んでいく。

			　コンテナを切り裂いた黒騎士は、爆発に巻き込まれる。

			　だが、こちらは機体の機動が遅くなった。コンテナにエンジンノズルがあったからだ。

			「いきなり出てきて、この状況をどうするつもりだ！」

			　次に黒騎士が攻撃してくれば、俺は逃げることも出来ない。

			『問題ありません。シュヴェールト、来ます』

			　上空から接近するのは、形が変わってしまったシュヴェールトだった。

			「何だあれ？」

			『シュヴェールトです』

			「形が違うだろうが！」

			『些細な問題です』

			　アロガンツの背中にシュヴェールトが来ると、そのままコンテナを接続していた部分と合体してしまう。

			「合体した！　凄すげぇ！」

			『パーツの換装です。大型のブレードがあるので使ってください』

			　シュヴェールトから出てきた剣をアロガンツが引き抜くと、黒騎士と同じような大剣だった。

			　シュヴェールトの新しい形状は、見ようによっては飛行機や盾にも見える。

			　そんな物を背負ったアロガンツの姿は、翼を背負ったかのようだ。

			「これで戦えるのか？」

			『問題ありません。システムのアップデートも完了しました』

			　コンテナの爆発した煙から黒騎士が飛び出してきたので、アロガンツを下がらせる。

			　今まで以上の加速に機体の制御が難しかった。

			「速すぎるんですけど！」

			『慣れてください。攻撃を開始します』

			　シュヴェールトからレーザーのような光が放たれ、黒騎士に襲いかかっていた。

			「レーザーが曲がったよ！」

			『舌を噛むので黙っていてください』

			　──何、このマスターをマスターとも思わない人工知能。

			　さっきまで寂しかったけど、妙に苛々します。

			「けど、これなら黒騎士と戦えるか」

			　黒騎士に向き直る俺は、大剣を構えるのだった。

			『小僧──まだそんな隠し球を』

			「最後に勝った奴が強いんだ。文句を言うなよ、爺！」

		

	

			


			第11話「愛の力」

			


			　沈む王家の船──ヴァイス。

			　そこから脱出したリビアたちは、小型の飛行船に乗っていた。

			　仮面の騎士が鎧から降りて、リビアたちの無事を確認する。

			「無事なようだな」

			　力を使い、憔しょう悴すいした様子のリビアを支えるアンジェ。

			　そして、マリエはカーラに支えられている。

			　アンジェが仮面の騎士を見た。

			「助かった。礼を言う」

			「──必要ない。それよりも戦闘が再開された。新たな超大型まで出てきては、倒す方法が失われた我々が不利だ」

			　パルトナーが一度は倒すも、その後に沈められてしまった。アンジェは思い出のある飛行船が沈み、少し悲しい顔をしているが首を横に振り真剣な顔付きになる。

			　新たに出現した超大型は、敵味方問わずに攻撃してくるため三みつ巴どもえの戦いが始まっている。

			　鎧に乗ったジルクが、ライフルを構えて近付くモンスターたちを撃ち抜いていた。

			『このままでは危険です。撤退しましょう』

			　反対するのはグレッグだ。

			『いったいどこに逃げればいいんだよ！　このまま、あのデカブツを王都にいかせるのか！』

			『だったら、我々で勝てるのですか！　パルトナーも、ヴァイスも沈んでしまった我々に、勝つ方法などありませんよ！』

			　激しく戦うアロガンツと黒騎士を見る仮面の騎士は、手を握りしめていた。

			「──バルトファルトも手が離せない。我々に何か出来れば」

			　暗い雰囲気に包まれていると、マリエが顔を上げる。

			「待って。あるわ──勝てる方法ならある！」

			　そんなマリエに仮面の騎士は詰め寄る。

			「本当か、マリエ！　いや、マリエ殿」

			「う、うん。魔笛があるじゃない？　アレをもう一度吹いてもらって、あのでかいのを消せばいいのよ。けど──」

			　所有者がどこにいるのか分からない。

			　そして、所有者がもう一度笛を吹いてくれるだろうか？

			「なるほど、説得が必要になるのか」

			　それは難しい。──誰もがそう思う中、リビアが決断する。

			「──いきましょう。この戦いは終わらせないと駄目です」

			「リビア、お前は休め。もうフラフラじゃないか」

			　アンジェに言われても、リビアは首を横に振る。

			「私が止めたいんです。それに、私たちにしか出来ない気がします」

			　周囲は混乱しており、リオンも手が離せない。通信状況も再び悪くなっている。

			「俺たちにしか出来ない、か」

			　仮面の騎士が小さく頷き、飛行船を操そう舵だしているカイルに言う。

			「魔笛の所有者のもとへ向かえ！」

			　だが、カイルはとても嫌そうな顔をしていた。仮面の騎士に命令されるのが嫌なのだろう。

			「何で貴方が僕に命令するんですか？　そもそも、所有者の居場所なんて分かりませんよ」

			『あ、私が分かるわよ』

			　浮かんでいる白い球体に皆の視線が集まった。

			『場所の特定は済んでいるわ。ナビゲートはお任せよ』

			　リビアがクレアーレに頼む。

			「アーレちゃん、お願い。私たちを案内して」

			『あら、それが私の呼び名？　親近感を覚えるわね。さて、ではこのまま前進して』

			　カイルが飛行船をクレアーレの指示に従い動かす。

			「戦場の中を進むなんて、特別手当をもらわないとやっていられないよ」

			　そう言いながらも仕事をこなすカイルだった。

			　仮面の騎士はポーズを決める。

			「いくぞ！　我々がこの戦いを終わらせる！」

			　そんな仮面の騎士にクリスは不快感を覚えたようだ。

			『こいつ、馴れ馴れしいな』

			　飛行船の周囲には、次々にロボットたちが集まってくる。

			「な、何だ！」

			　仮面の騎士が慌てて警戒するが、クレアーレは大丈夫と告げる。

			『護衛よ。どうやら、あのひねくれ者が来たようね』

			「ひねくれ者？」

			　上空から光の柱が出現し、超大型を撃ち抜いて黒い煙に変えた。

			　その黒い煙の発生に紛れるように、飛行船は公国の旗艦へと進む。

			「今の光は？」

			『ハハハ！　──魔法よ。凄い魔法』

			　アレが魔法なのか!?　そう言って仮面の騎士たちは驚く。

			『見えてきたわね』

			　仮面の騎士には、黒い煙に覆われた戦場で何も見えない。

			「視界が悪くて見えないが？」

			『減速しないと危ないわよ』

			　カイルが慌てて減速すると、黒い煙の向こうに飛行船が見えてきた。

			　ブラッドが慌てている。

			『おい、ぶつかるぞ！』

			　クレアーレは楽しそうに笑っていた。

			『大丈夫。この速度なら、無事に辿り着けるわ』

			　甲板の上に座り込むヘルトルーデの姿が見えた。

			　周囲にはモンスターたちがいて、ヘルトルーデを守っている。

			　仮面の騎士は鎧へと乗り込む。

			「露払いは任せてもらおう」

			　リビアを支えるアンジェが、そんな仮面の騎士を見て小さく笑っていた。

			「変な仮面をしているのに頼りになるな」

			「仮面の騎士と呼んでもらいたい」

			　鎧に乗り込んだ仮面の騎士は、全員に言う。

			「俺に続け！」

			　だが、ジルクが不満そうだった。

			『私たちに命令しないでください！』

			　ヘルトルーデの周りにいたモンスターたちを倒し、そしてリビアとアンジェ──ついでにマリエが甲板に降りるのを五人は助ける。

			


			　　　◇

			


			　甲板へと降りたリビアたちはヘルトルーデの前に立った。

			　周囲では、仮面の騎士たちがリビアたちを守っていた。

			　座り込むヘルトルーデは魔笛を握りしめているだけで、抵抗する気配はない。

			「ヘルトルーデさん、お願いがあります」

			　ヘルトルーデは答えなかったが、リビアは話を続けた。

			「もう、戦争を止めてください。このままだと、みんな死んじゃいます」

			　それでも反応を示さないヘルトルーデに、アンジェが苛立った。

			「最後まで暴れ回るのがお前の望みか？　もう勝敗は決した。降伏しろ」

			　マリエは聖女の杖を握りしめ、周囲を見ていた。

			　戦闘が続いており、流れ弾でも飛んできたらたまらないという顔をしている。

			　静かに、そして目の下に隈を作ったヘルトルーデが顔を上げた。「ひっ！」と驚くマリエに対して、リビアは真しん摯しに訴える。

			「もう終わりにしましょう。終わらせないと駄目なんです。このままだと、公国の人たちも死んじゃうんですよ」

			


			　アンジェがリビアの言葉を補うように付け足した。

			「公国軍も壊滅に近い。ここで退け。それが互いのためになる。その笛であの化け物は止められるのだろう？」

			　再び俯き、クツクツと笑うヘルトルーデは、魔笛を握りしめて大きく笑い始めた。

			「そうね。諦めた方が利口よ。──けど、絶対に嫌」

			　立ち上がるヘルトルーデは、両手を広げて叫んだ。

			「殺したいなら殺しなさい！　私を殺しても、大地の守護神は止まらないわよ。いくら倒しても蘇よみがえるの。そんな相手に、貴女たちはどうやって立ち向かうのかしらね？」

			　自暴自棄になっているヘルトルーデを、リビアは説得する。

			　既にヴァイスは沈み、超大型を消し去る手段はない。

			　光の柱も、超大型が復活する度に降り注いでいるが、倒し切れていない。

			「公国の人たちも攻撃されています。このままじゃ──」

			「──それがどうしたのよ」

			「え？」

			「笑うしかないわ。家臣の一人が最後に言ったのよ。私たちを利用していたとね。もう誰も信じない。みんな──みんな消えてしまえばいいのよ！」

			　リビアがヘルトルーデに近付いて言う。

			「それは違います！　きっとヘルトルーデさんのことを想ってくれている人もいます」

			「えぇ、いたわよ！　バンデルもこのままだと死んじゃうけどね。それに、ラウダは──たった一人の妹は死んだわ」

			　リビアが驚き引き下がると、ヘルトルーデは笑っていた。

			「この魔笛で守護神を呼び出す対価は、使用者の命。失敗しても、守護神が消えたら妹も死んだわ。あんたたちに、いいように弄もてあそばれたようなものよ」

			　悔しさも、恨みも、憎しみも奪われ、ヘルトラウダは息を引き取った。

			「本当に残酷よね。私たちの心まで弄ぶ貴女たちは最低よ」

			　リビアが俯いてしまうと、アンジェが庇う。

			「戯ざれ言ごとを言うな。お前たちがしたことを棚に上げるつもりか？」

			　マリエがおずおずと言う。

			「もう一度魔笛を吹けば、命までは取られないと──お、思うんだけど」

			　ヘルトルーデがマリエに感心する。

			「よく知っているわね。途中で止めれば、確かに死にはしないわ。二度と私は魔笛を使えず、守護神が私を殺そうとするけどね。でもね、今更死ぬのが怖いとは思わないの。このどうしようもない世界を破壊したくて仕方がないのよ。──私は妹の仇を討ちたいだけよ！」

			　そんなヘルトルーデの叫びに、リビアは強く反対する。

			「それでも──こんなことは間違っています。仇討ちをしてどうなるっていうんですか！　妹さんは喜びませんよ！」

			　平行線を辿る両者の意見に、激怒したのは──味方であるはずのマリエだった。

			　マリエがリビアの前に出る。

			「五月蠅い、この頭お花畑！」

			　リビアもアンジェも驚き、そしてヘルトルーデさえもマリエを驚いて見ていた。

			　右手に杖を持ち、左手を腰に当てたマリエは──。

			「そもそも間違いって何よ！　あんたにとっては間違っていても、この子にしてみれば正しいことよ！　仇討ちが間違っている？　知るかよそんなの！　それに、ヘルトラウダが復讐するな、って言ったの？　勝手に他人の気持ちを代弁してんじゃないわよ！　図ずう々ずうしいのよ！」

			


			

			


			「でも、このままじゃ誰も幸せには──」

			　リビアが言い返そうとすると、マリエは反論すら許さなかった。

			「そのために、この子には敵も討たせずに不幸になれって言うの？　仇討ちは間違っているから止めてください？　なら、この子の気持ちはどうするのよ！　偉そうに説教をしているけど、あんたは大事な人が殺されたら黙っているの？　間違っているから仇討ちはしないのよね？」

			「そ、それは──」

			「大事な人が死んだことがあるの？　そのせいでいっぱい後悔した経験はあるの？　辛いのよ。大事な人が死んだら、本当に辛いのよ！　それに──あんたの言葉は、薄っぺらいのよ。良い子ちゃんは綺麗事だけで、中身が全然ないわね！」

			　追い詰められるリビアを、アンジェが擁護する。

			「お前はどっちの味方だ！　ヘルトルーデの仇討ち云々に興味はない。今はあの化け物を止めるのが先決だろうが！」

			「五月蠅いわね！　この程度で滅んでしまう世界なんて、さっさと滅べばいいのよ！」

			　マリエの心からの叫びに、アンジェもたじろいでしまう。

			　それでも、マリエは止まらない。

			


			　　　◇

			


			　マリエは苛立っていた。

			　仇討ちはいけない──そんなのは、周囲の都合だ。

			（そうよ。この頭お花畑のことが、私は嫌いだった。ゲーム中でも綺麗事ばかり並べて、嘘くさい台詞ばかり。戦争なんて間違っています？　仇討ちは駄目です？　頭おかしいんじゃねーの？）

			「間違っていることも、駄目なことも分かっているのよ。それでも止められないから行動したんでしょうが！」

			　マリエがヘルトルーデを庇っている理由は、自分にも分からなかった。

			　ただ、間違っていると言われるだけのヘルトルーデを見ていられなかった。

			　それに──大事な人が死んだ時、マリエも後悔した。

			　前世で兄が死んだ時は、とても悲しかった。

			　そんなマリエを責めるのは、アンジェだ。

			「そのために大勢を殺すのか？　周りを見ろ！　既に勝負は付いた。これ以上やれば、違う誰かの大事な人間が更に死ぬ。もっと死に続ける。それが分からないのか！」

			　──戦死した騎士や軍人にも、大事な人がいるだろう。

			　帰りを待っている人たちもいるだろう。

			　周囲を見渡すと──公国軍が白旗を揚げていた。

			　超大型のモンスターと王国軍に攻撃され、浮かんでいる飛行船の数は少ない。

			「もう戦う意味などない。ここで退けば、まだ交渉の余地が生まれる。このまま無駄に戦う必要がどこにある？」

			　マリエは言い返せずにいた。

			「何の意味もない消耗戦を続けるつもりか？」

			　たとえ、ここから公国軍が巻き返したとしても、戦力が減りすぎてしまっては何の意味もない。

			　いずれ違う国に攻め込まれ負けるだけだ。

			「ファンオース公国家も元を辿ればホルファート王家の一族。ここで退くならまだ交渉可能だ」

			　ヘルトルーデが俯いて笑っている。

			「でしょうね。でも、公国に待っているのは、奴隷のような未来でしょうけど」

			　敗北した国家に待っているのは辛い現実だ。

			　リビアがヘルトルーデに語りかける。

			「兵士の人たちにも待っている家族がいます。これ以上、無駄に死なせないでください」

			　マリエだって、その理屈くらい分かる。

			　リビアたちは正しいが──ならば、ヘルトルーデはどうなるのか？

			　マリエが何かを言う前に、ヘルトルーデが唇を動かした。

			「まさか、情けない聖女様に庇われるとは思わなかったわ。何で私なんかを庇うのよ。あんたがいなければ──こんな気持ちにならなかったのに」

			　そう言って──ヘルトルーデは魔笛を吹く。

			　その音色は優しいものだった。

			「あんた、それでいいの？」

			　マリエに問われ、砕けていく魔笛から口を離したヘルトルーデは笑う。

			「復讐できないのは嫌よ。けど、聖女様を見ていたら冷静になれたわ。そうよ。分かっていたのよ。こんなことをしても意味はない、って──でも、止められなかった。私は、私たちはいったいどうしてこんなことに」

			　泣き出すヘルトルーデがその場に崩れ落ちると、マリエが優しく肩を抱きしめる。

			　気が付けば、周囲で戦闘が止んでいた。

			　五人が乗る鎧がマリエたちを守るように囲んでおり、周囲は随分と静かになっていた。

			　ヘルトルーデが、涙を拭う。

			「公国は──降伏します」

			　そう告げた時、クレアーレが警告する

			『急速接近する機体あり！　みんな、気を付けて！』

			　周りを囲んでいた五機が警戒すると、甲板に黒い機体が乱暴に降り立った。

			　ボロボロになり、鎧からは液体が流れ出ている。まるで、血を流しているように見えた。

			　──黒騎士だった。

			『姫様から離れろ。王国の外道共』

			　装甲には目がいくつも出現し、マリエたちを見ている。

			「こいつ気持ち悪い」

			　ヘルトルーデは、そんな姿の黒騎士を見て泣くのだった。

			「バンデル、もういいわ。もう終わりにしましょう。私なんかのためによく戦ってくれたわ。ありがとう。だから、もういいの。終わったのよ」

			　ようやく戦いも終わる。

			　そう思ったが、黒騎士は納得しなかった。

			『──姫様、誑たぶらかされましたか』

			「バンデル？」

			『ご安心ください。すぐに王国軍を蹴散らしてご覧に入れます』

			　立ち上がる黒騎士は、体中から血のような液体を噴き出していた。

			「違うの。もう終わりなのよ、バンデル！」

			『終われるものか！』

			　仮面の騎士が黒騎士へと斬りかかると、大剣で弾き飛ばされる。

			　他の機体も襲いかかるが、相手にならなかった。

			『そうだ。終われない。まだ、終わらせるわけには──家族の復讐が終わっていない。同じ思いを王国の者たちにも──妻や娘の仇を討つまで、終われんのだ！』

			　マリエたちに近付く黒騎士。

			　そして、復活した超大型モンスターも、マリエたちの方に向かってやってくる。

			　マリエは一瞬「ここで終わるのか」と思った。

			　第二の人生も──自分は失敗し続けたのだと悲しくなる。

			　黒騎士の前にリビアが歩み出て、両手を広げる。

			「黒騎士さん、もう止めてください」

			　マリエは手を伸ばす。

			「ば、馬鹿、こんな時まで何をしているのよ！」

			　黒騎士は動きを止め、そして大剣を振り上げた。

			『お前はあの時の娘か。ならば、ここで殺しておかなくては──お前は生かしておけぬ』

			　マリエは杖を握りしめ、聖女の力で魔力のシールドを展開する。

			　そんなシールドを、黒騎士は簡単に左手で殴って壊した。

			『聖女もこの程度か！』

			「バンデルもう止めて！」

			　ヘルトルーデが叫ぶも、黒騎士はリビアに大剣を振り下ろした。

			「リビア！」

			　アンジェがリビアを庇うために飛び出す。

			　マリエは目を閉じてしまった。

			　このままでは二人も──そして自分も死んでしまうと考えた時、心に浮かんだのは。

			（助けてよ、お兄ちゃん！）

			　その声に応えたのか、聞こえてくるのは──。

			『──ぶち殺すぞ、糞爺ぃぃぃ！』

			


			　　　◇

			


			「邪魔しやがって」

			　黒騎士を助けるため、公国の鎧が俺に集まってきた。

			　その全てを倒して周囲を見れば、近くに黒騎士の姿がない。

			　逃げ出した黒騎士を追いかけ、ようやく見つけたと思えば公国軍の飛行船──その甲板の上にいた。

			　どういうわけか、リビアたちまで乗っており今にも殺されようとしている。

			　一瞬にして頭に血が上った。

			「何してんだてめぇ──ぶち殺すぞ、糞爺ぃぃぃ！」

			　アロガンツで体当たりをしてその場から吹き飛ばすと、黒騎士は何か叫んでいた。

			『終わらない！　終わらせてなるものか！　王国の外道共を皆殺しにしてやる！』

			　その声を聞いて、ルクシオンが一つ目を横に振る。

			『既に正常ではありません。アレに乗っ取られています』

			魔装の右腕に乗っ取られた黒騎士が、大剣を構えた。

			『マスター、そろそろ終わりにしましょう。超大型がこちらに接近しています』

			　こちらも大剣を構え、そして加速する。

			「爺、もう眠っとけ！」

			　向かってくる黒騎士の姿──その動きを真似、更にルクシオンが俺をサポートした。

			　何度も黒騎士と打ち合い、その中で修正を繰り返してきた。

			　首に下げたお守りが少し光った気がする。

			『貴様ぁがああぁぁぁぁ！』

			　互いに大剣を振り抜き、アロガンツの肩に深々と黒騎士の大剣が食い込んだ。

			　──俺の方は、黒騎士の胴体部分に刃が入っていた。

			「ルクシオン、やれっ！」

			『お任せください。──インパクト！』

			　大剣の刃が赤く光り、電光を放つと黒騎士が弾け飛ぶ。

			　まるで水の入った風船が弾けたように、黒い液体が吹き飛ぶと黒騎士の爺さんが飛行船の甲板に落下していく。

			　壊れかけの左腕をアロガンツが勝手に伸ばした。

			　左手で握りしめ回収したのは、鎧の右腕らしきパーツだ。

			　手の甲に目が出現し、アロガンツを見て慌てているのか目をキョロキョロとさせていた。

			　まるでアロガンツに怯えているようだった。

			『マスター、いつでも準備は出来ています』

			　放り投げると、魔装の右腕に空から光が降り注いで消滅させた。

			「スッキリしたか？」

			『はい。後はあいつです』

			　視線の先には動く山──超大型のモンスターがいた。

			「派手にいくか」

			『それがよろしいでしょうね』

			　大剣をしまい、アロガンツは両手を広げる。

			


			　　　◇

			


			　甲板に落ちてきたバンデルにヘルトルーデがすがりつく。

			「バンデル！」

			　バンデルは目を開けるが、自分の腹部を触ると血に濡れていた。

			　右腕も失われている。

			「──あぁ、負けたのか」

			　泣いているヘルトルーデを見て、バンデルは微笑む。

			（あの小僧、強くなっていたな）

			「姫様、申し訳ありません」

			「私を置いていかないで！」

			「──ここまでのようです」

			　空を見れば、アロガンツが両手を広げていた。

			　魔法陣がいくつも発生し、重なり合い何か準備をしている。

			　魔法を専門としないバンデルでも、それが凄い魔法なのだろうと予想できた。

			　そして、重なり合った魔法陣が美しい輝きを放つ。

			　大地の守護神に向かって魔法を放とうとしており、大きなエネルギーを圧縮して砲弾のような光を作る。バチバチとアロガンツが放電し、無理をしているのか関節から火花が出ていた。

			　そうして──砲弾が放たれると、大地の守護神に命中して爆発を起こす。爆発と煙、そして揺れる飛行船の上でバンデルは全て終わったと実感する。

			　アロガンツは魔法を使った反動で各部から火を噴き、そのまま湖に落下していく。

			　飛行船に乗ってアロガンツへと向かうのは、リビアたちだった。

			　ただ、マリエは二人の側にいて、ヘルトルーデを見守っていた。

			　その姿を見て、バンデルは少しだけ安堵する。

			（姫様を心配してくれているのか？　そのような者もいるなら──まだ、大丈夫か。これで──復讐も終わりだな。家族のところへ──）

			　バンデルは口から血を吐き、笑うとそのまま目を閉じた。

			


			　　　◇

			


			　湖の上。

			　浮き輪が展開されたアロガンツは、湖に浮かんでいた。

			　ルクシオンと共に、コックピットの中で空を見上げている。

			「なぁ、俺は正しかったのかな？」

			　元からルクシオン本体を大地の裏側ではなく──こちら側で使用していれば、誰も死なずに済んだ。それをしなかった理由もある。だが、こんな戦い方を選んだのは俺だ。

			『私の本体を晒した場合、マスターに待っているのは気を抜けない人生でしょうね。それに、大地の裏側で戦うなど、今の王国には危険すぎます。海の超大型を無視も出来ませんでしたし、ベストではなくベターでは？』

			　湖の上に浮かぶ飛行船や鎧の残骸。

			　それらを見て思うのだ。

			　もっとうまくやれたのではないか？　と。

			「結局、俺はお前を使いこなせなかったな」

			『同意します。ただ、これから学べばいいのでは？』

			「沢山死んだ。沢山殺した」

			『有史以来、人は戦い続けていますのでご安心ください。マスターなど序の口です』

			「全然嬉しくないな」

			『慰めるのは下手なのです』

			「──俺は地獄行きだな」

			『地獄があれば、でしょうね。お供しましょうか？』

			「お前は、閻えん魔ま大王に喧嘩を売りそうだからな。俺の罪が重くなりそうだから遠慮する」

			『普段から周囲に喧嘩を売っているのはマスターですよ』

			「お前は馬鹿だな。俺は怒らせてはいけない相手くらい分かっているし、お世辞は得意だ。今から閻魔大王に媚こびを売るための言葉を考えておくさ」

			『流石ですね。酷すぎて言葉もありませんよ』

			　馬鹿な話をしていると気が紛れる。

			『──マスターの行動で大勢の人命が救われたのも事実です。王国、公国、共に疲弊し、戦争の継続は困難です。結果的に、マスターはうまくやれたと思いますよ。パルトナーやアロガンツも使用不能に見せることも出来ましたからね。やり方次第では、望んだ平穏がやっと手に入るかもしれません』

			　これが、本物の物語の主人公なら、きっとみんなを救ってハッピーエンドだろう。

			　俺ではハッピーエンドを得られなかった。──やはりモブだな。

			　もしも、全てを救ってくれる主人公がいるなら、俺は全力で媚を売るね。

			　──だから、助けてくれよ。誰でもいいから助けて欲しい。

			　──俺には、主人公やヒーローのような活躍は出来なかった。

			「もっとうまくやりたかったな。俺の責任だ」

			『マスターの存在に関係なく、両国の間で戦争は起きたはずです。自意識過剰ですね』

			　こいつなりの励ましなのだろう。

			　腹が立つが、抜け殻状態よりずっといい。

			「パルトナーとヴァイスの件は悪かったな。沈めちまった」

			『パルトナーは回収して修理します。ヴァイスに関してですが、あの精神攻撃は危険と判断します。どうやら、船に何らかの装置を後から積み込んだようですね。あの船自体にはそんな機能はありませんし』

			「愛で戦争を終わらせるのは怖いな。戦意というか、戦う気持ちが奪われるとか怖すぎるぞ」

			『沈んだままにした方が都合はいいですね。でなければ、オリヴィア、アンジェリカの命が危険です。──王国が切り札として隠していた理由が分かりましたよ』

			　二度と二人には使わせたくない。

			　もしも今後存在したら、所有者となった二人には暗殺の危険が常に付きまとう。

			　二人のためには、もう利用できないと思わせるのが重要だ。

			「二度と使わせたくないよ。何が愛だ。精神攻撃じゃないか」

			『賢明な判断です。ですが──愛が戦いを終わらせたのは事実では？』

			「アレが？　俺でもドン引きだったぞ」

			『マスターがあの二人を愛していたから手を貸したのでは？　それにご家族、他にも色んな知り合いを守りたいという気持ちも愛ですね。だからこそ、王国は勝利できました』

			「素晴らしいよな。ついでに、戦いを始めるのも愛ってか？」

			『様々な理由はありますが、利用することが出来れば効果的ですね。民衆を煽る際に、家族や恋人を守るためと言えば士気が高まります』

			「反吐へどが出るな」

			『人は愛のために戦える。他者のために命をかけられる。素晴らしいことですね』

			　こいつの皮肉に付き合っていると、小型の飛行船がアロガンツの近くに降りてきた。

			　着水して、波が発生して揺れる。

			　乗っているのはリビアとアンジェの二人である。

			　二人とも泣いているじゃないか。

			「あれ？　もしかして死んだと思われた？」

			『冗談を言っていないで、外に出て安心させたらどうですか？　いい加減に覚悟を決めないと、私も苛立ってしまいます。お二人のことが好きなのでしょう？』

			「お前は馬鹿だな。──好きだから大事にするんだよ」

			　覚悟？　結婚できないというか、責任を取れない相手に手を出すなんて俺には無理だな。

			　だって俺は──誠実な男だから。

			「もう一生分頑張ったんだ。後は静かに暮らしたいな」

			『平穏な未来があったとしても、あの二人からは逃げられないと思いますけどね』

			「俺が二人に相応しいと思うのか？　もっと相応しい男がいるよ」

			『それを決めるのはお二人と、マスター自身です。安心してください。甲斐性なら私がどうにかしますよ』

			「嬉しくて涙が出るね」

			　アロガンツのハッチを開き、外に出るとリビアとアンジェが飛行船から飛び降りて、そのまま抱きついてきた。

			「リオンさん！」

			「この馬鹿者が！」

			　抱きつかれ、そして腕を二人の背中に回す。

			「何て言えばいいのか考えていなかったな。とりあえず──ただいま」

			　リビアが涙を流して、俺の胸に額を押し当てていた。

			「リオンさん、心配させないでください」

			「あれ？　心配してくれたの？」

			　アンジェが俺の腕をつねるが、パイロットスーツなのであまり痛くない。

			「冗談を言うな。それから、どうしてあの時に逃げた？」

			「あの時？」

			「地下の──その、リビアと私が愛し合っていると分かった時だ」

			　恥ずかしそうなアンジェを見ていると、何故だかからかいたくなった。

			「いや、だって、邪魔したら悪いかな、って」

			「誰が邪魔と言った！　──二度とそんなことを言うな。お前は私たちにとって、大事な人間だ」

			　親父の飛行船が俺たちの近くに着水する。

			　どうやら俺たちを迎えに来てくれたらしい。

			　戦争も終わったようだ。残るのは──片付けと事後処理か。

			


			　　　◇

			


			　王宮に戻ると、慌ただしく色々と決まっていく。

			　公国の件だが、とりあえず和平を結ぶことになった。

			　王国は各地で他の国に攻め込まれており、公国だけに構っている暇がなかったのが理由だ。

			　攻め込みたくても、そんな余力がない。

			　ただし、公国という国は消滅。

			　ファンオース公爵家として、王国の傘下に入ることになった。

			　同時に、屈辱的な条約を結ばされる。

			　賠償金もそうだが、保有できる戦力を王国に決められ、違反すると罰金。

			　王国側から監視役を派遣されることも決まった。

			　王国の要請があれば、戦力も出さなければならず拒否権もない。

			　──他の領主たちよりも扱いがかなり悪い。

			　生かさず殺さず、何百年も搾しぼり取られる未来が待っていた。

			　王宮に戻った俺が関われる話でもなく、その頃の俺は──。

			「リオン様、素晴らしいご活躍だったそうですね」

			「まさに英雄ですわ」

			「リオン様のご活躍をお聞かせください」

			　──王宮で女の子たちに囲まれていた。

			「あははは！　俺の活躍を見せたかったね。もう、公国の奴らをちぎっては投げ、ちぎっては投げ！」

			　ちなみに、俺を取り囲んでいるのは学園の生徒ではない。

			　入学前の後輩たちだ。

			　奴隷も連れていない高貴なお嬢様たちで、まだ世間というか、学園の女子のように悪い意味で染まっていない純粋な女の子たちである。

			　貴族の娘たちなので色々と裏もあるだろうが、学園の女子よりマシだ。

			　それに──チヤホヤされるって最高だね！

			　王宮に半ば閉じ込められてしまった俺のもとには、毎日のように可愛い子たちがやってくる。

			　何か裏で動いているような気配もあるが、もう色々と気にして生きていくのは嫌だ。

			　今は、この瞬間を楽しむだけだ。

			「来年、学園に入学したらリオン様は先輩ですね」

			「一緒に学園で過ごせるなんて夢のようです」

			「リオン様のお茶会を楽しみにしていますわ」

			　可か憐れんな後輩たちを前に、俺は胸を押さえる。

			　学園の女子たちとは違う、汚れていない乙女たち──俺の人生、ここから始まるのではないか？　始まっちゃうのか？

			　戦争が終わり、あの乙女ゲーの呪縛から解放されたのかもしれない！

			「俺もみんなが入学するのを楽しみにしているよ」

			　頬を染める女の子たち。

			　こんな俺でも、英雄になればモテモテである。

			　もう笑いが止まらない。

			　異世界に転生して、女尊男卑な世界だと思っていたら──これからは、普通のハーレム物の展開が待っていたわけだ。

			　最高の気分だ！

			　そんな感じで楽しんでいると、ミレーヌ様が姿を見せた。

			「バルトファルト子爵、少しよろしいですか？」

			「──ミレーヌ様」

			　真剣な顔付きは少し憂いを帯びていた。

			　止めてくれ。そんな顔で俺を見ないで。

			　女の子たちが空気を読んで部屋から出ていくと、俺は浮気現場を見られた男のように狼狽える。

			「ミレーヌ様、こ、これには色々と事情が」

			「分かっています」

			「え？」

			　何やら分かっているらしいが、俺が女の子たちにチヤホヤされて浮かれている気持ちを理解してくれたのだろうか？　何て懐の深い女性だ。ミレーヌ様は素敵すぎる。

			「そうやって気を紛らわしているのでしょう？　貴方には辛い思いをさせてしまいましたね。聞きましたよ、獅し子し奮ふん迅じんの活躍だったと──だからこそ辛いのでしょう？」

			　──色々と勘違いをしていると思ったが、見るべきところは見ていたようだ。

			　俺は言い訳を止めて肩をすくめてみせる。

			「かないませんね。でも、チヤホヤされて嬉しかったのは事実ですよ。学園では経験したことがありませんし」

			「男の子ですね」

			　そう言って笑うミレーヌ様は、俺と向かい合うように席に着く。

			「覚えていますか？　私が全てを話すと言ったことを」

			「戦う前でしたね。今がその時だと？」

			　頷くミレーヌ様は、姿勢を正して俺を真っ直ぐに見つめてくる。

			「全てを受け入れられますか、バルトファルト子爵？　真実というのは、残酷ですよ」

			　王国がこうなってしまった原因とか言っていたな。

			　乙女ゲーの設定に理由なんてあったのか。

			　俺も姿勢を正した。

			「これでも純じゅん粋すい無む垢くな少年ではありませんからね。覚悟は出来ていますよ」

			　俺は、安易にこの台詞を吐いたことを後悔することになる。

			「では、今回の一件の結末を交えつつお話しします」

		

	

			


			第12話「残酷な真実」

			


			「はじまりは大公家の反乱からです。戦争というのは、どうしても後手に回った方が不利になるのは分かっていますね？」

			　この世界の戦争というのは、飛行船もあって攻撃側が有利だ。

			「はい。実際、王都での防衛戦も大変でしたからね」

			　ミレーヌ様が頷いて続きを話す。

			「──過去に大公家に苦しめられた王家ですが、第二の大公家が出ることを恐れました。領主貴族の貴方なら分かるでしょうが、男爵家以上になると急速に戦力を増やす方法があります」

			「飛行船を増やすことですね。そのまま他家を攻めて勢力を拡大する方法が昔はあったと聞いています」

			　浮遊石なんて便利な物があるため、飛行船の維持費は驚くほどに安い。

			　安価で飛行船を建造することも可能だ。

			　戦力を揃え、領主同士で争い新しい浮島を得る。

			　つまり、戦力を整え、才覚さえあれば男爵でも王国を恐怖させることが出来る。

			　──そんな時代があったらしい。

			「更に悪いことに、自らの領地に引きこもる領主の中には、王国など敵ではないと思う方も多かったそうです。実際、王国を侮って攻め込んできた領主たちも多かったようですからね」

			　そういった勘違い野郎たちは、王国に負けてしまった。

			　だが、攻め込まれる側が不利なので、王国の被害も大きい。

			「王国が学園を用意したのも、自らの力を誇示するためです。領主たちに、王都を見せて国力の違いを見せつけるためでした」

			　ルクシオンもそんなことを言っていた。

			　だが、それがいったい真実とどんな関係があるのだろうか？

			　男性に負担を押しつけたみたいなことを言っていたような気がするが──。

			「そして、王国はもう一つの策を用意しました。それは、領主たちの力を削そぐためのものです。新たな価値観を植え付けました」

			「力を削ぐ？　価値観？」

			「どうして貴族の女性たちが、極端に優遇されていたのか分かりますか？」

			「それは──」

			「本来、男性は戦争もあって非常に少ないのです。学園にいる間は気にならないでしょうが、卒業すると、男性の数が足りなくなります。──実際には、結婚できない女性が多いのよ」

			　そのような状態で、どうして女性が結婚で優遇されるのか？

			　言われてみると確かにおかしい。

			　普通なら、男性の方が選び放題の立場だ。

			　あれ？　もしかして、俺が学園に入る前に結婚させられそうになったのも、もしかして男が少ないからか？

			　──何だか色々と繋がってくるぞ。

			「学園で貴族たちに、共通の価値観を持たせることになりました。その際、王国は女性の立場を優遇したのです。多少酷くても、女性を優遇する立場を王国はとり続けました」

			　──おい、ちょっと待ってくれ。

			　この状況、もしかして王国が作り上げたのか！

			「ま、待ってください。そんなことをして何の意味があるんですか？　だって、ほら！　いざという時に貴族たちが働かないじゃないですか！」

			　今回だって同じだ。

			　俺と同じ境遇の男子たちは、王国が不利だと分かると国に寝返ろうとしていた。

			　ミレーヌ様は落ち着いてと俺に言ってから、ゆっくりと説明を続けた。

			「最初はこのような状況を想定していませんでした。同じ価値観や仲間意識を持たせ、領主たちの力を僅かに削げればいい、そのような考えだったそうです。ですが、効果は想像以上でした。女性たちが増長したのです」

			　若い内に王国の実力を知り、戦いを挑む馬鹿は少なくなった。

			　同時に、女性重視の考えを植え付けたのはいいが、女性が思っていた以上に力を持ってしまった。

			　婚姻関係の歪さが現れたのは、王国のせいだった。

			「途中で修正しましょうよ」

			「必要がありませんでした。実際、私もその時代の当事者ならば無視をしたはずです。王国にとって都合がよかったのです。黙っていても領主貴族たちは疲弊し、王都に財が集まるのですから。反乱を起こす貴族たちも激減していますし」

			　キッパリと答えるミレーヌ様は、学園のもう一つの存在意義を語る。

			「──そして、学園のもう一つの目的は、教育方法を確立することです」

			　あれ？　そういえば、聞き流していたルクシオンの話に、そんな話題もあった気がするぞ。

			「教育方法を確立し、貴族ではなく──平民に教育を施すつもりでした。この意味が分かりますか？」

			　目をそらすと、ミレーヌ様が微笑む。

			「数百年の後に、貴族が不要な世界を作るためです」

			　──聞きたくなかった。

			　こんな話を聞いてしまえば、下手をすれば消されてしまうではないか。

			「学園を用意した当時の王家は、政治体制の変革を何百年もかけて実行するつもりでした。いえ、半ばそうしなければと思っての行動でしょうね」

			　領主貴族の相手をするのも嫌になり、王家は色々と考えた結果──政治体制を変えることにした。

			　何それ？　未来に生きすぎじゃない？

			「当時は大公家に代表されるように、貴族たちは野心にあふれた酷い時代でしたからね。子爵も貴族なら分かるはずですよ」

			　いい奴もいるが、それ以上に人として首をかしげたくなる屑も多い。

			　実際、俺と違って力さえあれば武力をもって成り上がろうとする奴は多いからね。

			「学園でもそういった若い子たちの考えを正そうとしました。貴族たちがまともなら、このままの王国が続くだろう、と。ただ、当時の王家が予想しない方向に話は進みます」

			　女子たちの立場が想像以上に強くなったことが問題らしい。

			「領主貴族たちの力を削ぐために有効で放置した結果、男爵家から伯爵家までの一部の女性たちが暴走しましてね。王宮が思っていた以上に酷い状況になりました」

			　それが今に繋がったわけだ。

			「酷い話ですね」

			「えぇ、酷い話です。ただ、領主貴族たちの財が王都に集まったのも事実ですからね。王都で贅ぜい沢たくな暮らしをしたい女性たちは、王宮にとっても都合がいい存在でした。これが、男性に負担を強いた理由です」

			　王国からすれば、貴族──特に領主貴族など信用できなかったのだ。

			　学園を作り、将来的には平民に教育を施して貴族を減らしていく。ミレーヌ様の口振りからするに、もしかしたら学園内で暴走する女子たちをわざと見逃していたのではないだろうか？

			　──いずれ切り捨てるべき貴族たちを、選んでいたように思う。

			　伯爵家以上の貴族たちが、娘たちに奴隷を持たせなかったのも──この事実に感づいていたか、知っていたからではないか？

			　政治体制を変更する際、残った貴族たちは新しい体制の重要なポジションにつくことを狙っていたのだろう。

			　何も知らない貴族たちが暴走しても、王家の船という切り札があった王国は余裕すらあったはずだ。

			　グダグダになった学園に、そういった思惑があるなどと思いもしなかった。

			　詳しいことはあとでルクシオンにでも聞こう。

			　それと──。

			「もしかして、リビアが学園に入学したのは」

			「次の段階へと移行したということです。貴族たちは危機感を持つべきですね。彼女を手始めに、毎年入学させ、その数を増やすつもりでした。まぁ、更に百年、二百年後を考えての行動ですよ」

			　──前世の学校で習ったな。

			　封建制度の次は──中央集権の絶対王政だったか？

			「──中央集権」

			「あら、王家が目指す物を端的に述べたいい言葉ですね」

			　前世の知識を披露したら褒められたが、この状況は嬉しくない。

			　俺たち領主から全てを奪い、貴族の仕事を平民にさせると言っているのだ。

			　学園はそのために設立されたとか、想像もしていなかった。

			「予定通りに進まないものですね」

			　ミレーヌ様はそう言うと、自嘲気味に笑みを浮かべて俺を見る。

			　──止めろ。俺を試すようなことをするな。

			　今の俺は、この話を聞いて殺されないか心配で仕方がない。

			　こんな話を貴族の男たちが聞けば、怒り狂うぞ。

			　今の王家を責めても仕方がないのも分かるが──これは酷い。

			「やはり英雄は違いますね。私など、話を聞いた時は唖然としましたよ。リオン君は落ち着いたものですね。罵声を浴びせられても仕方がないと思っていたのに」

			　焦って無言だった俺の様子を見て、ミレーヌ様は勘違いしたらしい。

			「それと、これは王妃ではなく、私個人としての話になりますが──」

			　ミレーヌ様は席を立つと床に正座して俺に頭を下げてきた。

			　──え？　何で土下座なの！　ちょっと待って。この世界に土下座なんてものはなかったはずだ！　学園祭の時に俺がやって見せたのを真似たのか？

			「ちょ、ちょっと！　止めてくださいよ。急にどうしたんですか？」

			「バルトファルト子爵。無礼を承知でお願いいたします。どうか、息子のユリウスを助けていただけないでしょうか？　あの子の母親としてお願いいたします」

			　──あいつ何したの？

			


			　　　◇

			


			　地下牢に入れられた六人。

			　マリエを始め、ユリウス、ジルク、ブラッド、グレッグ、クリスの面々は、静かに自分たちの処遇が決まるのを待っていた。

			　マリエは泣いている。

			「みんな──ごめんね」

			　ユリウスが、泣いているマリエを慰めるために微笑む。

			「これくらいしか手伝えなかったからな。気にするな、マリエ」

			　ジルクがユリウスに悲しそうな顔を向けていた。

			「殿下が戦場に出られないのは仕方がありません。それに、現地では仮面の騎士と名乗る者が手助けをしてくれました」

			　ブラッドも仮面の騎士を思い出したのか、何やら不満そうにしていた。

			「急にいなくなったよね。まぁ、それなりに出来る奴だったけど」

			　グレッグはあぐらをかいて座っており、顎を手に乗せて仮面の騎士についてユリウスに話す。

			「ユリウスの代わりになるとまでは言わないが、役には立ったな」

			　クリスも頷いて実力を認めた。

			「見たこともない鎧に乗っていたな。剣筋も悪くなかった。だが、いったい誰だったのかは最後まで分からなかったな。バルトファルトは何か知っていそうだったが」

			　そんな四人の反応に、ユリウスは小さく笑みを作る。

			「──そうか。俺も会ってみたかったよ」

			「いえ、殿下は会う必要はありません。急に出てきて、その場を仕切るような男です。今度会ったら誰なのか問い詰めなければ」

			　マリエは五人の様子を見て呆れかえっていた。

			　本気で言っているのか？　そんな顔を向けている。

			「みんな、アレはユリウスが──」

			　六人がいる地下牢に足音が聞こえてきた。

			　見張りの騎士たちが敬礼をすると、その男は下がるように言う。男の後ろには、黒髪の女性もいた。

			「あ！」

			　マリエが目を輝かせて見る男性は──リオンだった。

			「──お前らは本当に馬鹿だな」

			　その後ろには、ヘルトルーデ殿下──ではなく、ヘルトルーデ公爵令嬢も控えている。

			「貴女たちには本当に呆れますよ」

			　マリエが鉄格子にすがりつき、リオンに助けを求める。

			「私頑張ったのよ。お願いだから助けてよ」

			　リオンは頭が痛そうな顔をして、額を右手で押さえながら状況を確認する。

			「お前らの罪状って分かっているの？」

			　ユリウスはリオンを真っ直ぐに見ていた。

			「恥じるつもりは全くない」

			「お前ら、少しは恥じろよ！　条約を締結した後に公爵令嬢を王子が襲撃とか笑えないんだよ！　お前のせいで、王宮は恥をかいたからな！」

			　ヘルトルーデが溜息を吐きつつ俯いた。

			「私のために無茶をしたのですか？」

			「それもある。あの条約は流石に酷すぎたからな。それに、あのままでは俺がお前の家に婿入りするところだった。後は──マリエに頼まれたからな」

			　マリエが、公国──公爵家を何とかしたいとユリウスに頼んだのだ。

			「そちらが本音ですか」

			　王宮としては、ユリウスを送ってファンオース公爵家を厳しい管理下に置きたかったのだろう。

			　ヘルトルーデと結婚させれば、公爵家の民の感情もいくらか和らぐ。

			　そうすれば、統治もうまくいくと考えていたのに──ユリウスがヘルトルーデを襲撃した。

			　もちろん、襲撃したふりだ。

			　そのために王宮の面子は丸つぶれである。

			　条約にしても、ユリウスの一件でいくらか譲歩することになった。

			　当然、ユリウスの婿入り話も白紙だ。

			（そのまま結婚してもよかったのに）

			　そんなことを思うマリエだった。

			　リオンは他の四人にも視線を向ける。

			「お前らも分かっているよな？」

			　グレッグが鼻の下を指でこすり、少し照れくさそうにしていた。

			「マリエを守るためだ。悔いなんかないぜ」

			「少しは悔い改めろ！　マリエを引き取りに来た神殿の関係者を叩き出すとか馬鹿なの？　ねぇ、本当に馬鹿なの？　馬鹿だよね!?」

			　クリスが胸を張っている。

			「正当防衛だ」

			「やりすぎなんだよ。神殿側から抗議が来ているんだぞ！　こっちにも色々と予定があったのにかき乱しやがって」

			　マリエのもとにやってきた神殿の関係者たちは、本来なら聖女のアイテムを回収する役割があった。

			　だが、マリエがいては不都合な者たちが紛れており、同時に毒入りの酒を持ってきて、飲ませようとした。

			　マリエに全ての責任を負わせようとしたのだ。

			　四名が駆けつけ、そして神殿の関係者──全員を王宮から叩き出した。

			　ここまでは問題もあるが、リオンだって責めない。問題はこの後だ。

			「あのね。マリエは聖女の道具に認められたの。自分で偽物と言おうが、聖女なのは間違いないの。ここまでは分かるか？」

			　マリエは褒められたと思ったのか照れる。

			「え、そうなの？　なんだ、だったら私が聖女様ね」

			「その聖女様の男が、神官たちを叩き出したから話がこじれたんだろうが。取り調べもせずに叩き出したから、神殿側も意地になってマリエを認めないとか言い出したんだよ」

			　ヘルトルーデは、何か言いたそうにしているがリオンに任せて喋らない。

			「俺が裏でどれだけ手を回したと思っているの？　ねぇ、俺の頑張りをどうして無駄にするの？」

			　ブラッドが激怒して立ち上がって抗議する。

			「そのままマリエに死ねというのか！　僕たちはそんなことは認めないぞ」

			「確かに、お前たちは正しいよ。毒殺なんてしようとした連中だ。俺だってこいつら馬鹿だな、って思ったよ。けどさ──追い返した後に騒いじゃ駄目だろ。殴り込みをかけるとか馬鹿じゃないの」

			　マリエが四人を庇う。

			「待って！　みんな、私が神殿に処刑されると思って抗議しただけよ」

			「鎧を持ち出して暴れ回ったのは抗議じゃない！　実力行使って言うんだよ！　毒殺しようとした件を含めて、いい感じに話がまとまりそうだったのに！」

			　王宮の役人たちからすれば、地下牢に放り込まれた六人は本当に腹立たしい存在だろう。

			　ヘルトルーデがリオンに同情している。

			「貴方も大変ね。うちに来る？　今なら好待遇を約束するわよ。公爵の地位を用意するわ」

			「興味ない」

			　即答で拒否をするリオンは、マリエに近付く。

			　ヘルトルーデは少し悔しそうに、そして悲しそうに笑みを浮かべて「今回は本気だったのに、またふられちゃったわね」と呟いている。

			「将来を期待されていた五人を誑かした希代の魔性の女──お前、そんな風に言われているぞ」

			「え、そうなの？」

			　照れるマリエにリオンは苛立った顔を見せる。

			「お前らのせいで抗議が殺到しているよ！　お前らの実家は激怒しているし、王宮の役人たちはあいつら絶対に許さないって言うし、神殿なんか全員処刑だって息巻いているんですけど！」

			　マリエはリオンの足首を掴む。

			「お願い助けて！」

			「助けようとしたんだよ！　お前らが全部台無しにしたんだろうが！　ねぇ、俺に恨みでもあるの？　どうやったらこんな酷い状況になるんだよ。みんなビックリだよ！」

			　リオンが泣きそうになっている。

			「違うの！　私たちで何とかしようとしたのよ。そしたら、こんなことになったの」

			「最悪だよ！　もっと考えてから動けよ！」

			　マリエが泣いてしまう。

			「だったら、私たち死ぬの？」

			　リオンは何か言おうとして、言葉を飲み込むと背中を向けた。

			「──ミレーヌ様にも頼まれたからな。出来うる限りの協力はする。だが、あまり期待するな」

			　マリエが笑顔になる。

			　そう、前世の兄──リオンが動けば、大抵どうにかなる。

			（ありがとう、お兄ちゃん！）

			


			　　　◇

			


			　マリエたちの一件を解決するために向かったのは、陛下のところだった。

			　ローランド陛下の周りには、ヴィンスさんやバーナードさんも控えている。

			　俺の申し出に皆が難色を示している。

			「あの六人を助けるという意味が分かっていないようだな」

			　息子の命がかかっているのに、冷たい陛下の言葉に俺は──。

			「今回の報酬との交換でも構いません。足りなければ、俺の持っている財産も差し出します」

			　陛下は鼻で笑う。

			「君の持っていた工場は、父である男爵に譲渡したそうだね？　ロストアイテムに至っては、全て失っている。今更、多少の財を得ても意味がない。それに、我々は王家の船まで失っているんだが？　これは君の責任じゃないのかな？」

			　ネチネチ嫌みを言ってくる嫌な野郎だ。

			　パルトナーやアロガンツは修理可能だが、ここは黙っておく。その方が俺にとって都合がいいからね。

			「そこをどうか、お願いいたします」

			　ふんぞり返っている陛下は、俺を見てニヤニヤしていた。

			　こいつ俺のことを嫌いすぎじゃない？

			　すると、バーナードさんが言う。

			「命だけを救うのは簡単だ。だけどね、あの六人を放置できないのを分かって欲しい。ユリウス殿下は王族。そして他の四名は名門貴族の元跡取りだ。そして、偽物とされた聖女までいるんだよ」

			　陛下がバーナードさんの意見に驚き振り返るが、ヴィンスさんも俺の意見に肯定的だった。

			「監視できる浮島に押し込めるのが無難だが、手頃な島を用意する余裕がない。王宮も無理をしてそのような浮島を探そうとは思わないだろう。そうなると、だ。──君が見つけた浮島を、使うことになる。本当にいいのかな？」

			　俺が発見し、領地とした浮島を差し出せと言われた。

			　陛下は納得できないのか、ヴィンスさんを恨めしそうに見ていた。

			　そもそも、ヴィンスさんたちは王家の船の件はやむを得ないと思ってくれているようだ。

			　その件には一切触れないでくれた。

			　ヴィンスさんが陛下を無視しているのを見ると、溜りゅう飲いんが下がる。

			　ただ、俺の理想が詰まった領地を差し出すのは痛い。

			　ん？　待てよ──そもそも領地など手放していいのだ。

			　表向き、俺には何も残らないが──それでいいじゃないか。

			「それで助命していただけるのなら構いません」

			　バーナードさんが俺に問いかけてくる。

			「そこまでして殿下たちを守りたいと？　何がそうさせるのか聞いてもいいかな？」

			　少しだけ考える。

			　ここで彼らの気に入ることを言えればいいのだろうが、無理して気に入られても面倒が多いのを俺は学んだ。

			　だから、正直に話す。

			「貴族という立場に疲れました。子爵の地位もいりません。お返ししたいのが本音です。俺、本当は準男爵辺りでノンビリすごしたかったんです」

			「ほぅ」

			　ヴィンスさんが俺に向ける視線は、何を考えているのか分からなかった。

			「飛行船も鎧も失いましたからね。今の俺に価値はありませんし、一からやり直しますよ。あの六人を助けるのは──腐れ縁だからですかね？」

			　真剣な顔付きの三人は、俺の話を興味深そうに聞いていた。

			「腐れ縁、か。殿下は良き友人を手に入れたらしい。陛下、六人の処遇に関してですが、それでよろしいですか？」

			「え？　あ、あぁ、うむ。任せる」

			　バーナードさんに言われ、陛下が何やら考えていた。

			　ヴィンスさんが俺を下がらせる。

			「分かった。後はこちらで処理しよう。君には随分と無茶をさせたな」

			「本当ですよ。だから、今度は助けてくださいよ。俺、隠居してノンビリしたいんで」

			「その歳で楽隠居か。だが、そうだね。──必ずお礼をする」

			　言ってみるものだな。

			　ヴィンスさんのお礼──期待せざるを得ない。

			


			　　　◇

			


			『まぁ、失ったものなどすぐに取り戻せるのですけどね』

			「おい、そう言うなよ。あの浮島を失ったのはかなり痛いぞ。せっかく、お米も収穫できて、味み噌そや醤油しょうゆもこれからだったのに」

			　ルクシオンと二人で部屋の中で話をしている。

			『それにしても、マスターの隠居をよく認めてくれましたね』

			「扱いに困るのは事実だし、王宮としても悪くないと思ったんだろ。もう、俺には何の脅威もないと思っているかもね」

			『嬉しそうですね』

			「どうかな～」

			　終わってみれば、少し違うが望んだ形に落ち着いた。

			　頑張った甲斐があったというものだ。

			「さて、新しいモブライフのために、冒険の旅に出ようと思うがどうだろう？」

			『お供しますよ。だって、私がいないとマスターは何も出来ませんし』

			「失礼な奴だな」

			　自由になったら、またルクシオンで空の旅を楽しもう。

			　もう、面倒なことはこりごりだ。

			　待てよ。実家でノンビリ暮らしてもいいな。次兄の──違った。

			　この度、めでたく長男に昇格したニックスの兄貴は跡取りだ。

			　その手伝いをすればいい。

			「俺の人生始まったな」

			『今まで始まっていなかったのですか？』

			　思い起こせば、変態婆ばばあに売られそうになってから色々と慌ただしかった。

			「まずは学園を卒業してからだな。あれ？　そもそも学園は再開するのか？」

			『確認はしていませんが、王都の状況からすぐに再開しても今まで通りとはいかないかと』

			　ルクシオンとダラダラ話をしていると、部屋のドアが開く。

			　慌ただしく駆け込んでくるのはリビアだった。

			「リオンさん、貴族を辞めちゃうんですか！」

			　息を切らしたリビアに、俺は「何だ、もう聞いたのか」と言って座るように促す。

			　しかし、リビアは座ろうとしない。

			「子爵で四位下なんて、元々俺には不釣り合いだったんだよ。領地も手放すし、独立できても騎士爵とかじゃない？　まぁ、一応は騎士の扱いだけど」

			「で、でも、リオンさんがあれだけ頑張ったのに酷いです。アンジェだってあんなに──」

			「心配してくれるの？　けど、俺にはこれが丁度いいのさ」

			「違うんです」

			　リビアが俯いてしまった。

			　スカートを握りしめ、目に涙を溜めている。

			「アンジェ、リオンさんのためにマリエさんに土下座してしまって、それが問題になっているんです。それなのに、リオンさんまでこんなことになるなんて」

			「──え？」

			


			　　　◇

			


			　ヴィンスに呼び出されたアンジェは、学園での出来事について問われていた。

			　王宮の一室に呼び出された理由は、事後処理でヴィンスが忙しいからだ。

			「──お前には失望した」

			「はい」

			　学園の広場──それも大勢が見ている前で、公爵令嬢が土下座をした。

			「家名に泥を塗る行為だな」

			「分かっています」

			　リオンのために頭を下げた。

			　そのことに後悔はないが、家のことを思えば間違った選択である。

			「お前が期待した男は、地位も名誉も──そして領地も手放した。そんな男のために、公爵家の名に傷を付けたお前をどう扱えばいいと思う？」

			　問われるが、アンジェには答えようがなかった。

			　ヴィンスの判断次第なのだ。それでも答えるなら──。

			「自じ裁さいでしょうか？」

			「思い切りがいいな」

			　ヴィンスは天井を見上げた。

			「お前のような娘は公爵家に置いておけぬ。相応しい相手を用意してやるから、嫁ぐ準備をしろ」

			　これでも処遇としては恩情がある方だろう。

			　アンジェが小さく「はい」と返事をすると、ヴィンスが笑みを浮かべていた。

			「誰に嫁ぐか興味がないのかな？」

			「誰なのですか？」

			　興味もないが、名前くらい聞いておかないと相手を調べられない。

			　そんなアンジェに、ヴィンスは言う。

			「領地も手放し、爵位や階位も手放そうとする馬鹿な騎士がいる。若いのに隠居を考えている阿あ呆ほうだが、お前に相応しい相手だと思わないか？」

			「父上？」

			「公爵家が世話をしてやる。お前の友人の事情も聞いてはいるが、悪いがその娘は側室扱いだ」

			　随分と詳しく調べたのだろう、ヴィンスは三人の関係を知っているようだった。

			　アンジェが深々と頭を下げたところで、ヴィンスは笑う。

			「あ、ありがとうございます！」

			「まだ決まった話ではない。これから本人と相談を──」

			　そこまでヴィンスが言うと、ギルバートが部屋に駆け込んできた。

			「父上！」

			「騒々しいぞ」

			「た、大変です。リオン君が──」

			


			　　　◇

			


			「放せぇぇぇ！　俺は──俺はこいつの首を取らないといけないんだぁぁぁ！」

			　右手に刀を握りしめた俺は、地下牢で暴れ回っていた。

			　牢屋の奥で震えているマリエは、命乞いをする。

			「待ってよ！　私は悪くないわ。軽いノリで公衆の面前で土下座させただけよ！」

			「言いたいことはそれだけか？　よし、首を出せ。せめてもの情けだ、一振りで終わらせてやる」

			　地下牢で俺を押さえているのは、騎士や兵士たちだった。

			「落ち着いてください！」

			「子爵、武器をしまって！」

			「お気持ちは分かりますから、とにかく落ち着きましょう！」

			　地下牢にはマリエ一人がいた。

			　他の連中？

			　処遇も決まったので、牢屋から出されて説教を受けているよ。

			　それよりも──こいつだけは許せない。

			「情けをかけてやった俺が馬鹿だった。お前は命をもって償つぐなえ！」

			「助けてくれるって言ったじゃない！」

			「リビアとアンジェに土下座をさせたお前を、俺が許すと思うのか？　ここで成敗してやるよ！」

			　騎士や兵士たちを引きずり、鉄格子に近付くと、地下牢にバタバタと誰かが駆け下りてきた。

			　リビアとアンジェだ。

			「リオンさん、待って。落ち着いて！」

			「お前、いったい何を考えているんだ！」

			　二人に振り返った俺は、マリエを指さした。

			「──こいつの首が欲しい」

			　俺の言葉にリビアもアンジェもドン引きしていた。

			「首が欲しいって──リオンさん、どうしてですか？」

			　目元を左腕で拭う。二人に申し訳なくて、涙が止まらない。

			「二人にプレゼントする」

			「いらないから落ち着け。こんなことをしてもお前のためにならないぞ」

			　アンジェもマリエの首はいらないようだ。

			　周囲の騎士や兵士たちもアンジェに同意して俺を止めるのだが、マリエには愛想が尽きた。

			　こいつだけは俺の手で片付けなければいけない。

			　前世でも散々尻拭いをしてきたが、今世では介かい錯しゃくしてやるのが元兄妹としての務めである。

			　騒いでいると、慌ただしくミレーヌ様も降りてくる。

			「リオン君、待ちなさい！」

			　その後ろには五人組がいた。

			「バルトファルト、血迷ったか！」

			　最初から血迷っているユリウス殿下に言われても納得できない。

			「お前ほどじゃないけどね！」

			　マリエが五人に泣きついた。

			「みんな助けて！　こいつが私の首を斬り落とそうとするの！」

			　グレッグが俺の腕を掴む。

			「バルトファルト、お前って奴は！　マリエの首を取るなんて、絶対に許さねーぞ！」

			　俺の手を掴み、刀を奪うのはクリスだった。

			「マリエには指一本触れさせない！」

			　ジルクは牢屋の前に立って告げる。

			「下がりなさい！」

			　ブラッドは俺の頭を掴んで、鉄格子から引き離そうとしている。

			「もう処遇も決まったのに、何を騒いでいるんだよ！」

			「お前らに言われたくないんだよ！　いいから放せ！　──ルクシオン、やれぇぇぇ！」

			　五人に囲まれ、いつの間にか騎士や兵士たちは俺から離れていた。

			『よろしいのですか？』

			「さっさとやれ！　邪魔する奴らに容赦するな！」

			『では、失礼して──』

			　ルクシオンから電気的な何かが放たれ、俺たちは痺れてしまう。

			「ぎゃぁぁぁぁ！」

			　野郎六人の叫び声が地下牢に響き、そして俺たちは倒れた。

			「お、おまっ！　俺まで巻き込むのか──よ」

			


			　　　◇

			


			　気が付くとソファーの上に寝ていた。

			　近くにいるのはミレーヌ様、そしてリビアとアンジェだ。

			　目を覚ました俺に安堵し、そして呆れるのだった。

			「まったく。騒ぎを聞いた時は、何事かと思いましたよ」

			　ミレーヌ様に俺は甘えてみた。

			「ミレーヌ様──俺、マリエの首が欲しいです」

			　困った顔をするミレーヌ様は、甘える俺に少し心が揺らいだように見えた。

			　母性本能を刺激する作戦がうまくいった。だが、駄目なようだ。

			「ごめんね。一度処遇が決まってしまうと、覆すのも大変なの。色々と助けてもらったのに申し訳ないけれど、聖女様は生かさないといけないのよ」

			　お馬鹿六人を浮島に押し込めると決定したのに、俺が後から首が欲しいなどと言うのは困るらしい。

			　アンジェが、俺を心配している。

			「急にどうした？　自分の領地を献上してまで救いたかったんじゃないのか？」

			「二人に土下座をさせたから」

			　俯いて呟けば、リビアが苦笑いをする。

			「あれは──その」

			　土下座をしたミレーヌ様も、その件について知っていたらしい。

			「リオン君は知らなかったのね。私は知っていると思ったから、同じようにお願いしたのだけどね」

			　マリエの野郎、土下座なんて広めて何をしたかったのか？

			　ソファーの上で膝を抱え座る俺に、アンジェが──。

			「リオン、少しいいか？」

			「ん？」

			　──顔を上げると、アンジェとリビアが手を繋いでいた。

		

		
			「残酷な真実」

		

	

			


			第13話「ゲームクリア」

			


			　地下牢から客室に移されたマリエは、不満そうな顔をしていた。

			「田舎に押し込められるとか嫌なんですけど」

			「助けてやったのに、その態度は何だ？」

			　文句を言うマリエと二人で話をしているのは、色々と聞きたかったからだ。

			　両親のこと──俺が死んだ後のことを詳しく聞くために、こいつを生かしたようなものだ。

			　冷静に考えれば、こいつを殺したら前世の両親が悲しむな。

			　個人的には凄く許せないし、許されるならあの五人もボコボコにしてやりたい。

			　いや、待てよ。今なら殴っても許されないだろうか？

			「私は都会で輝く女よ！」

			「俺が丹たん精せい込めて整備した領地に文句を言うつもりか？」

			「兄貴は、スローライフとか後ろ向きでネガティブな思考だから駄目なのよ」

			　スローライフは後ろ向きでもネガティブでもねーよ。

			「お前の前世での善行は、親父とお袋に孫を抱かせたことだな。それ以外は両親が哀れだよ」

			「兄貴だって親より早く死んだじゃない！」

			「俺の死因はお前のせいだろうが！」

			「いつも女の子が出てくるゲームでニヤニヤしていたじゃない！　アレくらいで死ぬなんてあり得ないわよ！」

			「お前は野郎が出てくるゲームでニヤニヤしていたけどな！」

			　言い争っていると、次第にどっちが悪いかという話になってくる。

			「兄貴が悪い！」

			「お前が悪い！」

			　ぷかぷか浮かんでいるルクシオンが、興味なさげにこちらを見ていた。

			「ルクシオン、お前からも言ってやれ。逆ハーレムなんて目指して、最悪の結末を迎えそうになったのはお前のせいだって！」

			「兄貴だって悪役令嬢と主人公を側に置いているじゃない！」

			「俺の場合は清い付き合いだ！　お前のような爛ただれた関係じゃない！」

			「チキンでヘタレだから手が出せないだけじゃない！」

			「ルクシオン！　早くこいつに言ってやれ。間違っていて頭の可哀想な女はお前だって！」

			「そこの丸いの、どっちが正しいか教えてあげなさい。可哀想なこの駄目兄貴にね！」

			　一つ目で交互に俺たちを見るルクシオンは答える。

			『では、私の意見を言わせていただきますね。お二人のような子供を持った、前世のご両親が一番可哀想なのではないでしょうか？』

			　──こいつ、それを言うのか。言ってしまうのか。

			　俺が急激に冷め、罪悪感が胸に広がるとマリエが小声で話しかけてくる。

			「ねぇ、こいつ酷くない？　空気読めなくない？」

			「心に刺さるよな。冷静に言って欲しくなかったわ」

			『事実だから心が痛いのでは？　それに、マリエは前世の娘さんに顔向けできるのですか？』

			　マリエが胸を押さえて視線を泳がせていた。

			「で、でも、ここにはいないし──そ、それに、両親に預けてからも、時々会って話をしていたわ。だから分かるの──あの子はこんなことで私を見捨てないわ」

			　こいつにも一応、母親としての自覚があったのだろうか？

			「一緒にご飯を食べて『母さん、ちゃんと生活できているの？』って心配してくれる優しい娘なのよ」

			　──姪っ子は素晴らしい成長を遂げたらしい。

			　伯父おじとして、姪っ子や両親の幸せを願うことしか出来ないのが歯がゆい。

			『母親が男六人を誑かし、逆ハーレムになっていると聞いたら、その子もきっと泣きますよ』

			　膝から崩れ落ちるマリエを見て、俺はお腹を抱えて笑ってやった。

			「ほら見ろ！　やっぱりお前の方が最低だよな！」

			『マスターも同じですよ』

			「え!?」

			　ルクシオンが俺の悪い点を挙げてくる。

			『現在進行形でお二人の告白から逃げていますよね。いい加減に覚悟を決めたらどうです？』

			　そう──あの日。

			　二人に呼び出された俺は──。

			


			　　　◇

			


			　王宮の屋上にある庭園。

			　そこで俺は緊張した二人の前に立っていた。

			　俺まで緊張してくる。

			　夕焼けが綺麗だとか、そんなことを考えている余裕もなかった。

			「リオン──私はお前が好きだ」

			　真っ直ぐ顔を見られて告白されてしまった。

			　俺は息をのむ。

			「いつからだろうな。殿下よりも、お前のことを考えている時間が増えた。一緒にいるのが楽しかった。お前の側にいるのが心地よかった」

			　俺が口をパクパクさせていると、アンジェが輝くような笑顔を見せる。

			「お前が好きだ」

			　──人生で二度目の告白。

			　その隣には、一度目の告白をしてくれたリビアがいた。

			　ぎこちなく首を動かしてリビアの方を見てみると、こちらも笑顔だった。

			　──どうしよう。意味が分からない。

			　何で笑顔なの？

			　ルクシオンに救援を求めるべきだろうか？　そう思って視線で助けを求めようとすると、白い球体のルクシオンの偽物がいた。

			「誰だお前！」

			『クレアーレちゃんよ。お久しぶりね』

			　お久しぶり？　女性的な電子音声に聞き覚えがあると思えば、エルフの里にあった遺跡を管理していた人工知能だ。

			「ルクシオンはどこだ！」

			『野暮だから下がってもらったわ。貴方がこの場にいないと、マスターがきっと困るだろうから、って言ったら喜んで出ていってくれたわよ』

			　──あいつの性格、捻ひねくれすぎじゃない？

			「リオンさん」

			「は、はい！」

			　背筋を伸ばしてリビアの方に体ごと向ける。

			「私は今でもリオンさんが大好きです。この気持ちは誰にも負けないと思っています」

			「な、なるほど」

			　なるほどなんて言ってみたが、こんな状況は想定していない。

			　俺の人生に、二人から同時に告白される状況など予定になかった。

			「──だから、聞かせてください。ここで答えを知りたいんです」

			　アンジェが自分の胸に手を当てながら言う。

			「私とリビア──いや、私たち以外に好きな人がいてもいい。どちらを選んでも恨みはしないし、私たちを選ばなくてもいい。だから、お前の気持ちを聞かせてくれ」

			　はぐらかして逃げ出す方法を考えていたが、真剣な二人の顔を見て俺は覚悟を決める。

			　風が吹くと──二人の髪が揺れた。

			　夕日に照らされた二人は、神々しく輝いて見える。

			　俺は両手を広げ──。

			「両方好き！」

			　──二人が笑顔で、俺の頬を平手打ちした。

			


			　　　◇

			


			　──凄かったよ。

			　平手打ちも最初にアンジェに頬を叩かれた後、すぐに反対の頬にリビアの平手打ちがくるんだ。

			　素晴らしいコンビネーションだったね。

			『最低ですね』

			「ほら、可愛い子が二人揃って告白してくるなんて、人生二度目だけどはじめてのことだったから」

			　言い訳をしていると、逆ハーレムなんてことをやった糞女が俺を見てドン引きしていた。

			「信じられない。最低」

			「何？　六股した女が俺に何を言いたいの？」

			　煽ってやると悔しそうにしていた。

			　そして、マリエは自分の心境を吐と露ろする。

			「──反省しているわよ。逆ハーレムなんて大変なだけで、全然嬉しくないわ。だから、終わりにしたかったのに」

			　半端な知識も今になれば納得だ。

			　こいつはゲームを中盤までしかプレイせず、終盤は画像や動画でしか見ていなかった。俺とは元から持っている情報量が違ったのだ。

			　結果、聖女になって状況を引っかき回し──男六人に付きまとわれている。

			「その辺は同情するけどな」

			　逆ハーレムが嫌になったマリエは、カイル以外の五人との関係を解消しようとした。

			　だが、五人揃って「いつか惚れさせてみせる」なんて斜め上の答えを宣のたまってきたのだ。

			　将来的に無職が決まっているような五人を支えなければいけないのが、今のマリエの状況である。

			　まったく──兄妹揃ってろくでもない。

			「まぁ、頑張れよ。俺は抜けさせてもらうけど」

			「はぁ？」

			　マリエが凄く驚いた顔をしているが、俺としては十分に頑張ったと思う。

			「この世界で十二分に頑張ったんだぞ。ヘルトルーデさんに妹がいるとは思わなかったし、お前が引っかき回して大変だったし」

			　俺は頑張った。頑張りすぎたとすら思っている。

			「妹？　ヘルトラウダのこと？」

			「そうだよ。他にも微妙に色々と違うし、これはアレかな？　ゲームの世界と考えていたら駄目なパターン？　まぁ、とにかく、国の危機を救ったんだ。俺はここらで抜けるわ」

			　そもそも、これ以上の出来事なんてあり得るのだろうか？　ゲームで言うならクリアした状態だ。

			　主人公であるリビアは誰とも結ばれず、マリエが野郎六人をものにしただけ。

			　結果としてはバッドエンドではないが、微妙な状況なのは間違いない。

			　ただ、無事にクリアできたのを喜ぼう。

			　マリエが目を見開く。

			　自分だけ納得したように何度か頷くと、

			「──兄貴は知らないと思うけど」

			　そう言って、マリエは俺が知らなかったこの世界の真実を語る。

			


			　　　◇

			


			　数日後。王都にある墓地。

			　戦没者を弔とむらうために、大勢が詰めかけていた。

			　家族を失った者。

			　恋人を失った者。

			　友人を失った者。

			　とにかく、嫌でも物語の裏側を見せられる。

			　勝って終わりではなく、始まりなのだと。

			　そんな光景を、俺は馬車の中から見ていた。

			「ご家族には申し訳ありませんが、こうして貴方と話をしたかったのよ。若い子ではなくて残念でしょうけどね」

			　向かい合って座っている相手は、ミレーヌ様だった。

			　式典後に誘われ、こうして馬車に乗っている。

			「ちょっと棘がある言い方ですね。怒っちゃいました？」

			「貴方はいつもそうね。周りにはヘラヘラと笑って見せて、問題は自分だけで抱え込む。目の下に隈が出来ていますよ」

			　目の下を指で触れる。──昨日も眠れなかった。

			　ルクシオンに睡眠薬を用意させようかな？

			「今回の件、本当にご苦労様でした。式典も残すは一つだけですね」

			　戦勝会やら色々と式典が行われ、忙しい日々が続いている。

			「俺の解任と報酬の件でしたか？」

			「そうね。臨時とはいえ、総司令官になったのですからね。それに、貴方は結果を出しましたから」

			　表向き、俺は王国から莫大な報酬をもらう。

			　俺の方が王国に色々と差し出しているが、世間的に報酬をもらったと見せないと駄目なのだ。

			　そうしないと、王国が困る。

			　信しん賞しょう必ひつ罰ばつは厳格にしないと、色々と下が不満に思うからね。

			「報酬に降格を望んだ方ははじめてですよ」

			　すぐに降格は無理でも、数年後に少しずつ──という感じで俺はただの騎士になる。

			「子爵で四位下なんて立場は俺には重すぎますよ。領地も失いましたし、ただの騎士が丁度いいです。パルトナーもアロガンツも使えない俺では役に立てません」

			　ミレーヌ様が申し訳なさそうな顔をしていた。

			　先程の仕返しだと言ってやると、拗すねて顔を背けられた。

			　なんて可愛い三十代だ。押し倒したい。

			「それと、あの件ですが、問題なく認められました」

			「それはよかった」

			　俺にとって都合のいい状況が出来つつあった。

			「気になるのは貴方のロストアイテムです。修理は出来そうですか？」

			「回収はしましたけど難しいですね。うちの工場に保管しています」

			「──本当に、リオン君には頼ってばかりでしたね。私に出来ることがあれば何でも言ってください。出来うる限り応えましょう」

			　一瞬──本当に一瞬だけ、エロい妄想をしてしまったが、相手は王妃様である。

			　手を出したら俺の首が飛ぶ。

			「貸しにしておきます。その方が面白そうですから」

			「大きな借りがいくつも出来てしまいましたね」

			　そのまま色々と話をしていると、馬車の窓から王宮が見えてくる。

			　さて、最後の仕事をするか。

			


			　　　◇

			


			　控え室。

			　家族がいて騒がしく、そして慌ただしかった。

			「こ、これでいいのか？」

			「あんた、ボタンをかけ間違っているよ」

			　親父の服装の乱れを整えるお袋がいて、違う場所では兄貴が鏡の前で服装の確認をしている。

			　戦争に参加したことで、親父は六位〝上〟に昇進が決まった。

			「何で俺まで出席なんだよ。親父やリオンが出るなら必要ないじゃないか」

			　文句を言っている兄貴を落ち着かせる。

			「次期男爵だからじゃない？　初陣が派手な勝利でよかったね」

			「俺は何もしていないけどな。それよりも、ルトアートの兄貴はどうなるんだ？　いや、兄貴じゃなかったんだけど、あっちの家族はこれからどうなるのか気になるな」

			　ゾラたちの屋敷には、防衛戦で飛行船が落ちて何もかもなくなった。

			　王都自体がボロボロで、しばらくは復興作業で忙しい。

			　ただ、鎧なんてパワードスーツがあるからか、作業は問題なく進んでいる。

			「敵前逃亡で、ルトアートは騎士の称号も剥はく奪だつだってさ。そもそも、ゾラって貴族の娘であって、爵位云々は持っていないから放置だよ。ルトアートは騎士でもなくなったし、扱いとしては平民かな？」

			　親父に捨てられたゾラは、実家に戻るしかない。

			　その実家も今回の一件で逃げ出しており、取り潰しが決まっていた。

			　結構な貴族の家が消え、その中にゾラの実家もあった。──それだけの話だ。

			「詳しいな」

			「ミレーヌ様に聞いた」

			　兄貴が凄く微妙な表情をしていた。

			「なんで王妃様と親しいんだよ。──ないとは思うが、手なんか出していないよな？　止めろよ。本当に止めてくれよ！　これ以上、お前の面倒ごとに巻き込まれるのは嫌だからな！」

			　失敬な。俺だってそれくらいは理解している。

			「それより、姉貴は？　こういう式典とか、嬉々として参加すると思ったのに」

			「ジェナは実家に引きこもったぞ。親父があいつの専属使用人を斬り殺したから、わめき散らしてさ。ユメリアさんがお世話をしているよ」

			　新しい奴隷を買ってやれば、すぐに部屋から出てきそうな気がするな。

			　ただ、学園は大きく方針を変えるらしいから、それも無理だろう。

			　専属使用人などの制度は、廃止する方向で話がまとまりつつある。

			　ジェナの専属使用人であったミオルが、俺を罠にはめたのも問題になっているようだ。あと、男性陣がこれを機に、専属使用人の制度を徹底的に潰すと意気込んでいた。

			　女の恨みも怖いが、男の恨みも凄いよね。男性陣が、一丸となって制度を見直している。

			　控え室にノック音が響く。どうやら時間が来たらしい。

			「──さて、最後の仕事をしますか」

			　これが本当に最後だ。

			


			　　　◇

			


			　謁見の間。

			　玉座に続く赤い絨じゅう毯たんの上で膝をついた俺は、陛下の言葉を聞いている。

			　この度の働き、誠に大儀である──から始まり、芝居がかった台詞で戦争に参加した周囲の貴族たちも褒めていた。

			　早く終わってくれないかな、と思っていると陛下が言う。

			


			「リオン・フォウ・バルトファルト子爵──いや、伯爵。貴公の総司令官の任を解く。そしてこの場にて伯爵への陞爵と、三位下の階位を与える！」

			


			　周囲の貴族たちがざわめいている中で、俺は俯いたまま目を見開く。

			　──この馬鹿、いったい何て言った？

			「へ、陛下。は、発言してもよろしいでしょうか！」

			　急な出来事に混乱する俺だが、発言の許可を求めると陛下は髭を触りながら俺を見下ろして言う。

			「認めよう」

			「感謝いたします！　伯爵、そして三位下の階位とはどういうことでしょうか？　私のような若輩者に、そのような地位は──」

			　混乱する俺は、とりあえず「伯爵なんて無理！　階位をもらっても何にも出来ないよ！」というのを伝えてみた。

			　周りだって同じだ。

			　聞こえてくる声の中には「あの年齢で伯爵だと」「成り上がりも極まったな」「一代で伯爵とは異例だぞ」「三位下──事実上の最高位ではないか」などと言っていた。

			　階位の三位下について話をするなら──もはや大臣クラスだ。

			　事実上、俺は王国で到達し得る最高の地位を手にしてしまった。

			　その上の三位上は、王族の関係者が就くような階位だ。

			　そんな階位をもらっても嬉しくないよ！

			　明日からお前が大臣ね、なんて学生に言っても「は？」ってなるよね？　会社で言えば幹部だよ。責任なんか取れないし、仕事も出来ないぞ！

			　顔を上げると、陛下──ローランドの野郎はニヤニヤして俺を見下していた。

			「これだけの功績に報いるため、王国は君に相応の爵位と階位を与えなければいけない。何、心配はいらない。君ならいずれ、爵位にあった貢献も、階位に相応しい働きもしてくれることだろう」

			　高い評価をしていただきありがとう、反吐が出ます！

			　こいつ分かっている。

			　俺が嫌がると分かっていて、こんなことをしたのだ。

			　周囲を見れば、役人たちも混乱しているのが見えた。

			　ミレーヌ様も目を見開いており、何も話を聞いていなかったようだ。

			　──こいつ、独断で俺を昇進させやがった。

			　ふざけやがって。

			　俺が何か言おうとすれば、ローランドの奴が先に口を開く。

			　芝居がかった鼻につく喋り方をしやがる。

			「不満があるものは名乗り出るといい」

			　誰も名乗り出ない。

			　俺の昇進を嫌がる奴はいても、俺の昇進を取り消すのは困るのだろう。

			　俺が昇進しなければ、今後──何か手柄を立てても昇進しにくくなると分かっているからだ。

			　昇進する際、俺の働きと比べられたら多くの連中が出世できなくなる。

			「バルトファルト伯爵、今後の働きに期待する」

			「あ、ありがたき幸せ」

			　ここで「ふざけるな！」なんて怒鳴れたら、どれだけいいか。

			　この場には俺の家族もいる。

			　俺の態度次第では、家族にだって迷惑がかかる。

			　親子揃って俺に迷惑をかけやがって。

			　ローランドの奴が笑っている姿を見て、俺は心に誓う。

			　──いつか仕返ししてやると。

			


			　　　◇

			


			　部屋に戻った俺は荒れ狂った。

			「あの野郎！　俺が出世したくないって言ったのに、わざと出世させて伯爵にしやがった！」

			　投げたのはソファーに置かれていたクッションだ。

			　割れ物を投げるとか怖くて出来ない。

			　親父とお袋が俺を見てヒソヒソと話をしている。

			「なぁ、息子が伯爵になったら、どう接したらいい？　リオンにはやっぱり敬語かな？」

			「た、たぶん？　けど、あの子がそんなことを気にするとは思えないし」

			「でも伯爵だぞ。三位下とか、雲の上の存在だぞ」

			「──なら、敬語で」

			　俺は二人に振り向き、指をさして怒鳴った。

			「中身のない名ばかりの伯爵なんて滑こっ稽けいなんだよ！　こんなの王宮のいじめじゃないか！　あと、親の敬語とか気持ち悪いから却下！」

			　兄貴は思い出したように言う。

			「ほら、アレだ。親父が工場をリオンに返せば、収入も増えるぞ」

			「その程度でどうにかなるなら悩まないよ！」

			　工場の収入はそれなりにある。あるのだが──駄目だ。

			　伯爵というのは結構な身分だ。

			　工場一つの収入で、どうにかなるものではない。

			　親父が手の平に拳を落とし「そうだ！」と言う。

			「いっそ宮廷貴族になったらどうだ？　ほら、王宮から年金が出るぞ。領地がなくても安心だ！」

			「無理。絶対に無理！　俺の階位って大臣クラスじゃん！　大臣並みの仕事なんて出来ないよ！」

			「だよな。お前が大臣とか偉い人だったら、この国終わってるなって思うわ」

			　素直な親父にクッションを投げつけ、俺は部屋を飛び出すのだった。

			「こんな国、出ていってやるからな！」

			　お袋が俺の背中に声をかけてきた。

			「夕飯までには帰るのよ！」

			　──はい。

			


			　　　◇

			


			　王宮の廊下を歩いていると声がかかった。

			「おい！」

			　スカートを両手で少しつまみ上げ、踏まないように駆けてくるのはアンジェだ。

			　式典に参加していたため、今日はドレス姿だった。

			　俺に追いつくと、呼吸を整えていた。

			　見かけたので慌てて追いかけてきたのだろう。少しだけ、頬が赤い。

			「先程のアレはどういうことだ？　知っていたのか？」

			　謁見の間での出来事だろう。首を力なく横に振る。

			「陛下が勝手に決めたことだよ。俺だってこんな話は聞いていないし」

			「まぁ、確かにあの場でお前を降格には出来ない。昇進させるのが王国としても都合がよかったのは事実だな。だが、父上も知らなかったぞ」

			　あいつ、本当に誰にも相談せずに決めたのか？

			　何て迷惑な血筋だ。

			　ユリウス殿下といい、ローランドの野郎も最低だな。

			「どうしよう？　どうしたらいいと思う？　割と本気で伯爵になっても困るんだけど」

			「そ、そうだな。地位だけあっても今のお前には家も領地もない。宮廷貴族になっても問題が出るだろうし、ここは素直に婿入りが一番だろうな」

			　婿入り？

			「大貴族ともなると、娘にも新しい家と領地を用意することがある。そこに婿入りすれば、後ろ盾も得られて非常にお得だな」

			　そんな方法もあるのかと思っていると、同じようにドレス姿のクラリス先輩が顔を出した。

			「あら、別に婿入りしなくても、新しい家を興してもいいじゃない。今の王国は貴族が減りすぎてしまったわ。独立するならチャンスよ」

			　王国は今回の事件でいくつもの家を取り潰した。

			　公国と繋がっていた家はもちろんだが、救援要請を無視した奴らは問答無用で取り潰しや領地の没収など色々と処罰が待っている。

			　つまり、人手不足で土地も余っているから、独立しやすいという話だ。

			「クラリス、何の用だ？」

			「婿入りをしたら、色々と面倒よ。伯爵が婿入りなんて外聞も悪いからね」

			「リオンの場合は例外だ」

			　二人で揉め始めた。

			「婿入りか、独立か──でも、結局どちらも独立だよな？」

			　すると、派手なドレスに身を包んだディアドリー先輩が、こちらに近付いてきた。

			


			

			


			「先程から聞いていれば、二人揃って何を言っているのかしら？」

			　クラリス先輩が、ディアドリー先輩を睨むも本人は涼しい顔をしていた。

			「邪魔をしないでもらえますか、ディアドリー先輩」

			「独立と言えば領主貴族一択なんて、二人揃って視野が狭いと思ったのよ」

			　アンジェが片眉を上げて問う。

			「──どういう意味だ？」

			　ディアドリー先輩が胸を張り、そして堂々と俺の未来について語ってくれた。

			「ローズブレイド家は、宮廷貴族に分家を持ちたいと考えていたところよ。宮廷貴族も随分と減ったようだから、狙い所よね。中身──実はローズブレイド家が用意するから、伯爵にはその名誉と地位を存分に発揮してもらうわ」

			　それはつまり、俺にローズブレイド家の分家当主になれということか？

			　これも婿入りなのかな？

			　三人が睨み合いをはじめたので、俺はそろそろ逃げた方がいいという勘に従いコソコソとこの場を離れる。

			　すると、「きゃっ」という可愛らしい声が聞こえてきて、自然と足がそちらへと向かった。

			　廊下を少し進んで曲がると、そこにはドレス姿のリビアがいた。

			　慣れないドレスのスカートを踏みつけ倒れたようだ。

			　そんなリビアに手を差し伸べている男が一人。

			「大丈夫かな、お嬢さん」

			「は、はい」

			「それはよかった。もしよかったら、そこの部屋で休もうじゃないか」

			　リビアが困ったのか視線をさまよわせていたので、俺が野郎に近付く。

			　声をかけたナンパ野郎だが、俺が憎むべき相手だった。

			「陛下、王宮でナンパなんて恥ずかしくないんですか？」

			「馬鹿者。こんなのみんなやって──む、お前は」

			　俺だと気が付いたのか、振り返ると随分と楽しそうに笑っていた。

			「やぁ、伯爵。出世した気分はどうかな？」

			「最悪だよ。降格するって話はどうした？　出世させたら、これから降格するのも面倒になるから爵位は据え置き、って話だったじゃないか！」

			「アレか？　あぁ、考えてやった。だが、色々と面倒でね。救国の英雄にそんな扱いをしたとなると、私の器量を疑われる。熟じゅく慮りょした結果、やはり昇進させることにした」

			「──ここから降格するんですよね？」

			「爵位が下がるようなことをすれば、ね」

			　こいつ、俺が嫌がると余計に嬉しそうにする。

			「約束が違います」

			「あぁ、そうだな。私も心が痛むよ。だが、私はお前が嫌いだからな。喜ぶことはしてやらないと決めたのだ」

			　こいつ、面と向かって嫌いとか言ってきたぞ。

			　面食らっていると、気分をよくしたローランドは身振り手振りを加えて話すのだ。

			「戦争前に、私以上に目立ったのが許せない。何が『陛下がそう望まれるのなら』だ。格好いいじゃないか。そんなのは許せない。せっかくの私の見せ場だったのに邪魔をしたお前が悪い」

			「え？　そんな理由？」

			　リビアは、立ち上がってオロオロとしていた。

			　困っている表情が可愛い。

			　だが、問題は目の前にいるおっさんだ。

			「私の見せ場はあそこだけだったのだよ。私の台詞にまごつくお前をからかって、大人の余裕を見せたかった私の計画が台無しだ。その後の侯爵とのやり取りも目立っていたのが腹立たしい」

			「息子をボコボコにしたとか、奥さんを口説いたとか、そういった理由じゃなくて？」

			　ローランドの野郎は腕を組んで俺をつま先から頭の先まで眺めている。

			「お前は屑だな。だが、その程度で怒っているようでは、王宮での生活など務まらない。息子がボコボコにされたのは息子の責任だし、今更王妃を口説かれても『それで？』という気分だ。側室に手を出したら処刑していたがね」

			　──え？　こいつって普通に屑野郎じゃない？　俺よりも屑じゃない？

			　ローランドがリビアに向き直り、姿勢を正して手を差し伸べる。

			「さぁ、お嬢さん。一緒に一晩の思い出を作ろう」

			　そういえば、主人公にとって王妃様は敵だった。

			　だが、王様は何故か物わかりがよかったのがゲームでのシナリオだ。

			　その理由が若い子好きのエロ親父だったとは思わなかった。

			　乙女ゲーなら、もっと夢を持たせる王様でいろよ！

			「ここであんたをボコボコにしたら降格かな？」

			「小僧。処刑されたいようだな。いいだろう、この場で衛兵を呼んでやる！」

			　衛兵頼りも情けないと思っていると、

			「──陛下」

			　ミレーヌ様が侍女たちを連れてやってきた。

			　ローランドが声を聞いて逃げだそうとするので、その手を掴む。

			「は、放せ！」

			「どこにいくんですか、陛下～」

			　ニヤニヤして腕をがっちり掴んでやると、凄い顔をしていたので笑いそうになる。

			「お、お前！　本当に処刑するぞ！」

			「ミレーヌ様！　陛下が俺を処刑するそうですよ。助けて！」

			「また若い娘を誑かして！　それに諫いさめた者を処刑するとは何事ですか！　伯爵は王国の恩人で英雄だというのに。今日という今日は許しません」

			「ち、違う！　これは王族としての務めだ！　子を生ませるのは義務みたいなもの。若い女に手を出して何が悪い！」

			「そう言ってどれだけの女性を囲っているのですか！」

			　ミレーヌ様がローランドを連れてどこかへといってしまった。

			　ローランドとの争いは、俺の勝利という形で幕を引く。

			「悪は去ったな」

			　リビアが苦笑いをしていた。

			「あ、あの、リオンさん。えっと──」

			「ん？　あぁ、そのドレス、似合っているね」

			「ありがとうございます。そ、そうじゃなくて！」

			　リビアが胸元に手を当てて深呼吸をした。

			「この前の件です」

			　視線をそらすと手を握られる。

			「どうしてちゃんと答えてくれないんですか？」

			　上目遣いで潤んだ瞳を向けてくるリビアを見て思うのは、こんな彼女や奥さんがいたら幸せだろうな──という妄想だ。

			　俺だって何もなければ頷きたいけど──どうして二人とも俺を好きになる？

			　これ、どちらかを選ぶの？

			　俺が？

			「駄目なら駄目で構いません。でも、ちゃんと答えて欲しいです」

			　あとさ──この世界はゲームだって態度だった俺が、この世界で一生懸命に生きているこの子たちに好きになってもらっていいのかな？

			　俺が、散々馬鹿にしてきたマリエと何が違う？　──だから困るんだ。

			　リビアがキッと表情を改め、そして少し足幅を広げて堂々と告げる。

			「ハッキリしてくれないなら、私にも考えがあります」

			「な、何だと！」

			「絶対に──絶対にリオンさんを振り向かせてみせます！」

			　なんて男前な思考だろう。

			　あの五人が同じことを言った時は「こいつら馬鹿だな」って思ったが、リビアを見ていると「姉御！」って言いたくなる男らしさを感じた。

			　俺が女だったらコロッと転ぶね。

			「だから、一緒にいてください。ずっと一緒にいてください」

			　態度を一変させて泣きそうなリビアに、俺は髪をかきながら答える。

			「ごめん。それは無理だ」

		

	

			


			エピローグ

			


			　少し早めの春休み。

			　実家に帰省した俺は、工場へと足を運んでいた。

			　目の前に見えるのは、二百メートル級の一本角が特徴的な飛行船【アインホルン】だ。

			　装飾が多い外見をしている。

			「飾りが多いな」

			『ホルファート王国の代表として恥ずかしくない飛行船を用意せよ。それが、王宮からの条件でしたからね』

			　工場では、人とロボットが作業をしている。

			　ロボットたちが仕事をし、雑用を人が担当している状態だ。

			　稼働して数ヶ月の工場なので、熟練の技師なんてそもそもいない。

			　数年もすれば、仕事を任せられるようになるとのことだ。

			　それまでは、ロボットたちが仕事を代行する。

			「パルトナーは修理が終わっても出せないし、本当に面倒だな。あれ？　クレアーレはどうした？」

			『あいつは王都に残してきました。オリヴィアとアンジェリカを気に入ったそうです』

			「お前よりも自由な人工知能だな」

			『否定できませんね。まぁ、裏切ることもありませんから大丈夫でしょう。それよりも、マスターはこれからが大変ですよ』

			　新しい飛行船を用意する理由は──留学するためだ。

			「まさか、あの乙女ゲーが──シリーズ物になっているなんて誰が予想するよ」

			　思い出すのは、マリエとの会話だった。

			


			　　　◇

			


			　王宮でマリエと話をしたあの日。

			　俺はこの世界の新たな真実を知って──震えた。

			「兄貴は知らないと思うけど──あの乙女ゲーはシリーズ物になったのよ」

			「──え？」

			　あのバランスが悪く、ユーザーから不満が爆発したゲームがシリーズ物になっていたようだ。

			　マリエが俺に色々と教えてくれるのはいいが、なんで偉そうな態度なのだろう？

			「ヘルトラウダって三作品目に出てきたキャラクターよ」

			「さ、三作品目!?　おい、待て。少し待て！」

			　三作品目があるということは、その間に二作品目があるという意味だ。

			　──そんなの聞いていない。

			「知らなくても当然よね。兄貴、クリアしたら死んじゃったし。その後に続編が出たのよ。三作品目は、ユリウスの弟が登場するのよ」

			「あいつに弟がいたのか！」

			「いるわよ。王様に側室がいて、ユリウスとは腹違いなの。だから、ちょっと影のある感じが格好いいキャラよ。アウトローっぽいの」

			　そんなどうでもいい設定は聞いてない。

			　ただ、言われてみれば、謁見の間で何度かそれっぽい子供を見たわ。

			　てっきり、王子はユリウスだけだと思っていた。

			　よく考えてみれば、確かに王子が一人なんて問題だよな。

			「もしかして、俺の知らなかった二体の化け物は、三作品目のラスボスだったのか？」

			「そうね。空と海の守護神が三作品目のラスボスよ。ちなみに、三作品目の開始時にはユリウスたちが三年生なの。だから、一作目のイベントに関われる上に、卒業後の様子も楽しめる特典付きよ」

			　そんな情報はいらない──と、思ったが、そんなイベントがあったか？

			　学園にユリウス殿下の弟が入学するイベントなんて、俺は知らないぞ。

			「いや、三年生の時に、ユリウスの弟が入学するイベントなんかゲームになかったぞ」

			「何を言っているの？　──後付け設定に決まっているじゃない」

			　──身も蓋もない説明をありがとう。

			　そうだね。それは仕方がないね──って、納得できるか！

			「で、でも、ラスボスを倒したから、もう大丈夫なんだよな？　王国の危機は去ったよな？」

			　マリエはニヤリと笑みを浮かべた。

			「兄貴、二作目の舞台はホルファートじゃないわ【アルゼル共和国】なのよ」

			　あれ？　どこかで聞いたことがある国だぞ。

			「ま、待て。待ってくれ！　すると──」

			「二作目のラスボスは健在よ」

			　マリエのニヤニヤする顔を見ながら、俺は頭を抱えその場に座り込む。

			「嘘だぁぁぁ！」

			　あっていいはずがない。この世界──あの乙女ゲーに続編があって、世界の危機は終わっていないとか信じたくない。全て終わったと思っていたのに！

			　マリエは勝ち誇った笑みで、俺を前に余裕を見せている。

			「さて、交渉をしましょうか」

			　俺がこれから先の知識を何も持っていないと分かると、交渉できる余地があると判断したのだろう。

			　随分と強気に出てくるじゃないか。

			「態度がでかいな」

			「そんなことを言っていいのかしら？　私は兄貴が持っていないゲームの知識を持っているのよ」

			「──何が望みだ」

			「そうね。まずは──仕送りを願いします！　生活費が欲しいの！」

			　いきなり土下座をしてくるマリエの頼みは、仕送りだった。

			「いらないだろ。お前らは浮島に押し込められるわけだし、必要な物は用意されるはずだ。というか、生きるために必要なものは揃えたぞ」

			「違うの！　少しは苦労を知りなさい、って自給自足の生活になったの！　必要な道具やら色々と用意はされるけど、あの五人よ？　カイルやカーラはともかく、あの五人が農業なんて出来ると思う？　絶対に失敗するわ」

			　まぁ、お坊ちゃまたちだし、いきなり農業はハードルが高いだろう。

			　というか、カーラもお前についていくの？

			「お米とかちゃんと送るから、生活費をください！　みんなの実家も本気で怒っているから、仕送りとか期待できないのよ！」

			　マリエが今後の生活を不安視している理由は、五人が「農業なんて楽だろ」みたいな態度を取るからのようだ。

			　自給自足も悪くないと、のんきに考えているのが原因だった。

			「無理。あの五人に任せていたら、絶対に失敗する。私の勘がそう告げているわ。だって、みんな前世の元彼と同じような台詞を言うのよ。甘い考えと、どうにかなるとか夢みたいなことを言ってヒモをしていた元彼たちと同じよ！」

			　奇遇だな。俺も同じ意見だよ。あいつらが失敗する姿が目に浮かぶよ。

			　それより、マリエは本当に駄目な男に人気だな。駄目な男がこいつに近付くのか、こいつが男を駄目にするのか──さて、どっちだ？　もしかして、駄目な男を引き寄せる電波でも出ているのかな？

			　マリエは真剣に、そして切実に俺に頼み込んできた。

			「だから、情報を売るので仕送りをお願いします！」

			　俺も情報は欲しいから、仕送りは認めよう。

			「仕送りはしてやるから、そのアルゼル共和国について話せ」

			「ありがとう、兄貴！」

			　マリエは仕送りがもらえると喜び、立ち上がって小躍りしていた。

			　さっさと話せと言うと、マリエは咳払いをしてアルゼル共和国について話をした。

			「アルゼル共和国は、貴族共和制の国よ。王国よりも進んでいて、平民でも通える学園があるの。そこで、攻略対象の男子たちと仲良くなるの」

			　学園物であるのは一作目と同じか。

			「それでね、主人公は潰ついえたはずの大貴族の血を引く娘なの」

			「ふ～ん」

			「最終的に、その主人公が攻略対象の男子と家を再興させるんだけど──」

			　マリエから聞いた情報に、俺は唖然とした。

			


			　　　◇

			


			「攻略失敗で世界の危機とか止めろよ。勘弁してくれよ」

			　話は省くが、とにかく二作目の主人公がいい感じにならないと世界が滅ぶ。

			　この世界、恋愛事情で常に滅びそうになっているな。

			『マスターも苦労性ですね』

			「世界の危機を放置なんて出来るか！　くそ、何も知らなければ学園で二年生として普通に生活していたのに」

			『伯爵で三位下ですからね。きっと引く手あまたですよ。今回の一件で、男女の婚活事情も改善されるでしょうし、今後は男子が選ぶ立場だったのに──留学しないといけないマスターは大変ですね』

			　婚活事情は、状況が百八十度変わったと言っていい。

			　そんな中、賢い女子は慌て始めていた。

			『こちらに残れば、それこそマスターにとって幸せな学園生活が待っているというのに』

			「俺だって残りたいよ。けど、放置も出来ないだろうが」

			　問題なのは、俺たちと同じような転生者の存在だ。

			　存在の有無は確認していないが、いたとしたら──マリエのように好き勝手に行動され、挙げ句に世界が危機に陥ったらと思うと安心できない。

			　せっかく頑張ったのに、ここで世界が滅んだら意味がない。

			「留学ついでに様子を見る。何事もなければ、ただの留学で終わるな」

			『語学の方は大丈夫ですか？』

			「挨拶程度は覚えたけど、会話は無理かな」

			『私なら通訳が出来ますが？』

			「なら最初に言えよ！　柄にもなく猛勉強しちゃっただろうが！」

			『そこは頑張りましょうよ』

			　騒いでいると、兄貴が迎えに来る。

			「リオン、親父が呼んでいるぞ」

			「親父が？」

			


			　　　◇

			


			　親父の執務室に顔を出した俺に待っていたのは──結婚の話だった。

			「結婚式？」

			「いや、婚約式だ。お前にも参加してもらうから、ちゃんと準備をしておけよ」

			「もしかして姉貴？」

			「ジェナは駄目だ。母ちゃんが言うには、まともに家事も出来ないから嫁にも出せないってよ。今だと女の子の方が結婚は難しいからな。ジェナを嫁がせようと思えば、花嫁修業が必須だとさ」

			　学園はともかく、全体で見れば女性より男性は少ない。

			　結婚に関しては、男性の方が立場を強くしている。

			　そんな中で、家事が全く出来ないジェナでは話にならない。

			　お袋が一から再教育中である。

			　俺の伝つてというか、英雄の姉としてならどこかに滑り込めるだろう。

			　だが、両親はそれをすると洒落しゃれにならないと思ったのか、絶対に認めないそうだ。

			　なら、婚約するのは兄貴しかいない。

			　男爵家の跡取りとして、親父の仕事を手伝っているのが今の兄貴だ。

			　学園も卒業しているので、結婚してもおかしくない。

			「何で結婚じゃないの？」

			「色々と事情があるからな。バタバタしていて悪いが、留学先に行く前にお前も参加してもらう」

			　親父の口振りからして、やはり兄貴の婚約式だな。

			「別に問題ないよ」

			「そうか。なら、準備をしておけ」

			


			　　　◇

			


			　部屋を出て階段を降りると、次女から長女に昇格したジェナがいた。

			　ユメリアさんから、掃除の仕方を教わっている。

			「お嬢様、そんなに雑に拭いたら駄目ですよ。こう、丁寧に拭かないと」

			　黙っている姉貴は、凄く不満そうにしていた。

			「あ、駄目です！　そこはこうやって──」

			　一児の母なのに可愛いらしいユメリアさんに掃除を教わっているのに、姉貴が雑巾を投げた。

			「やっていられないわ！　この程度、使用人にさせればいいのよ！」

			「で、でも、お掃除を教えるように言われて」

			　未だに現実を理解していないのか、姉貴は夢ばかり見ている。

			「学園に戻れば男爵家の跡取りがいるわ。そいつらと結婚すればいいのよ。あ、リオン！　あんたの友達を私に紹介しなさい。この際、田舎の領主貴族で我慢してあげるわ」

			　ユメリアさんがアワアワと慌てており、俺に頭を下げてくる。

			　俺は「あぁ、大丈夫だから」と優しい笑顔を向け、姉貴には馬鹿にした笑みを向けた。

			「おい、伯爵様に対していい度胸だな。それから、俺の友人たちは、既に女子から熱烈なアプローチを受けて選び放題だ。姉貴なんて眼中にないと思うよ」

			　──本当に羨ましい限りだ。

			　俺は伯爵という地位が邪魔をして、近付いてくる女子が洒落にならないレベルのお嬢様たちばかりなのにね。お嬢様たちがチヤホヤしてくれるので嬉しいが、手を出したらそのまま責任を取らされるため迂う闊かつに遊ぶことも許されない。

			「あ、あんた、姉に向かって何て態度なのよ！」

			「お前が自分の奴隷のせいで大変な目に遭うところを、俺がフォローしたのを忘れないで欲しいな」

			　実際、ミオルがフランプトン侯爵に手を貸したことで、姉貴にも責任が及びそうになった。

			　それを金の力でどうにかしたのが俺だ。

			　姉貴が悔しそうに唇を噛みしめている姿を見ると──気分が晴れる。今日は何て清々しい日だ。

			「え、えっと、お坊ちゃま？　違う。伯爵様？　あ、あれ？　と、とにかく、リオン様、ジェナ様が可哀想ですよ」

			　ユメリアさんに癒やされる。

			　ゴミみたいな性格の姉妹しかいない俺にしてみれば、この人は可愛い妹みたいな存在だ。

			　実際は俺よりも年上で、一児の母だけどね。

			　この、ちょっと抜けている感じがいい。おまけに真面目で優しい。

			　この人、最高。

			「ユメリアさんに言われたから許してやるけど、少しは努力しろよ。真面目な話、このままだと嫁のもらい手がいないからな」

			「──が、学園に戻りさえすれば、男子なんて選び放題よ」

			「現実を見なよ。今は男が少なくて、女が余っているんだよ」

			　笑ってやると、姉貴が雑巾を拾って俺に投げつけてきた。

			　ムキになって顔を真っ赤にしているのが笑える。

			　華麗に避ける俺。その様子をお袋が見ていた。

			「ジェナ、あんたまだ分からないみたいね」

			「母さん！　もう許して!!」

			　逃げ出すジェナを笑って見ていた。

			　婚活事情も改善されると聞いているが──姉貴を見ていると、まだ先は長い気がしてきた。

			


			　　　◇

			


			　夜。

			　自室に横になった俺は、ダラダラとルクシオンと話をしていた。

			　眠くなってきたので返答もあまり意識したものではない。

			『兄君が婚約ですか』

			「そうだな。お祝いしないとね」

			『因ちなみにマスターは、オリヴィアとアンジェリカ──どちらかを選ぶ気になりましたか？』

			「自分の気持ちなんて自分でも分からないね。二人は好きだけど、やっぱり責任とか考えると怖い」

			　眠くなって欠伸をしていると、ルクシオンが勝手に結論を出す。

			『つまり、どちらか選べないくらいに好きなのですね？』

			「そうだよ。だから両方、って言ったら平手打ちだよ。正直に答えたのに、こんなのって酷いよな」

			『どちらかと結婚する意志はあるのですか？』

			「出来たらいいね。そもそも、それが出来たら苦労しない。好きだけどさ。好きだからこそ幸せになって欲しいし──俺じゃ釣り合わないよ」

			　良い子すぎて、こんな俺では釣り合わない。

			　俺のために土下座までしてくれる子たちだよ？　

			　どうせなら、もっと良い男と結婚して幸せになるべきなのだ。

			『今のマスターは伯爵で英雄です。十分に釣り合います』

			「──立場を利用するのは嫌だ。──二人に悪い気がするからな」

			『そうですか──マスター、明日が楽しみですね』

			「だな。もう寝かせてくれ。眠くて──明日は朝から──」

			　目を閉じると、リビアとアンジェが楽しそうに笑っている顔が見えた。

			


			　　　◇

			


			　翌日。

			　親族の集まる控え室で、俺は豪華な衣装に身を包んでいた。

			「おかしくない？　今日の主役は兄貴だろ？」

			　兄貴も高価なスーツを着用しているが、俺の方が目立っている。

			「──ほら、お前は伯爵だからさ。俺、男爵家の跡取りだし。その差かな？」

			「いや、駄目だろ。兄貴の方がビシッと決めた方がいいって」

			　弟のコリンが俺を見上げている。

			「リオン兄ちゃんの服凄いな！　キラキラしているよ」

			　親父が緊張した様子でドアの前に立っていた。

			　心なしか、俺の方を警戒している気がする。

			　部屋の中に視線を巡らせれば、お袋もソワソワして落ち着きがない。

			「ルクシオン、様子がおかしくないか？」

			『皆さん緊張されているのでしょう』

			　まぁ、兄貴の婚約式だから仕方がないとは思うが──妙な感じだな。

			「相手の親族に挨拶はしないの？」

			　兄貴は俺から視線をそらしている。

			「──そういう段取りだから。全部終わったら挨拶するから」

			　本当に慌ただしい婚約式のようだ。

			　そう思って部屋で待っていると、親父が時計を見て──。

			「そろそろだな。よし、いくぞ。リオンはこっちだ」

			「はいは～い」

			　婚約式とかはじめて出席するから、ちょっと楽しみだ。

			　今日の主役は兄貴だから、気も楽だ。後でからかってやろうとかそんなことを考えていた。

			


			　　　◇

			


			「──親父、これはどういうことだ」

			「見ての通りだ」

			　婚約式を行うのは、前世でいう教会のような場所──神殿だ。

			　赤い絨毯が敷かれ、その横に参列者の座る長椅子が並んでいる。

			　参加しているのは公爵家──ヴィンスさんをはじめとした偉い人たち。

			　兄貴はしれっと参列者に交じっていた。

			　奥では、純白のドレスを着用した二人の女性が待っている。

			「俺を騙したのか！」

			「人聞きの悪いことを言うんじゃない。俺は一度も、ニックスの婚約式だとは言っていない。お前が勘違いをしただけだ」

			　どう見ても、俺を待っている二人はリビアとアンジェだ。

			　ベールで顔は隠れているが、体つきですぐに分かった。

			　おまけにヴィンスさんも出席している。ここまでされると逃げ場がない！

			「こんなの聞いていないぞ！」

			「──お前がウジウジして情けないからだ。もう、留学前にハッキリさせないと、お前が向こうで何をするか分からないからな」

			　俺だって色々と考えているんだよ！　──ウジウジとか言うな。

			　責任を取りたくないだけだ！

			　親父がヴィンスさんの方を見た。

			「ここで逃げたら公爵家の顔に泥を塗ることになるぞ」

			「最低だな。逃げられない状況を作るなんて最低だぞ！　──ちょっと待て。ルクシオン、まさかお前は知っていたのか？」

			　近くに浮かんでいるルクシオンが、何故か嬉しそうにしているように見えた。

			『はい。いつまでもハッキリしないマスターは、男として情けないと思いましたのでこちらで段取りを付けました』

			　お前は何てことをしてくれたんだ。

			　俺たちが入り口で口論をしていると、ギルバートさんがやってきた。

			　笑顔だが、目が笑っていない。

			「リオン君、アンジェたちが待っている。いつまでも待たせたらいけないよ。それとも、アンジェでは不満かな？」

			「め、滅相もない」

			　ふ、不満はないです。

			　でも、男としてもっと遊びたかったのに！

			　婚約とか聞いていないよ！

			　親父が困った顔をして、俺の状況について話をしてきた。

			「お前は知らないだろうが、沢山の見合いの話が来ている。もう、なりふり構わない見合い話も多くて困っていたところだ。上は五十代から、下は一桁までの見合いだぞ。お前だって嫌だろ」

			　──貴族社会は腐っているな。

			　上の五十代は以前にもあったが、下の一桁とか子供じゃないか。

			　──無理。絶対に無理。

			　ギルバートさんが親父の話に付け足した。

			「アンジェと婚約すれば、それらの煩わずらわしさからも解放される。それに、嫌いではないのだろう？」

			　ルクシオンを見れば、一つ目を俺からそらしやがった。

			　こいつ、俺の気持ちを他人にペラペラと話したな。

			「で、でも、俺って留学しますし」

			「あぁ、だからこそ、出発前に婚約させることにした。陛下にも相談したら、快くこの結婚を認めてくれたよ。ついでに伝言を預かっている」

			　一枚の紙を受け取り、広げると──俺はそのまま握りつぶした。

			


			『ようこそ、人生の墓場へ。それから、結婚から逃げ回っているお前の話を聞いて、全力で二人と結婚する方向へ話を持っていった。泣いて感謝してもいいぞ。　ｂｙ有能で素敵な王様』

			


			　──あの野郎は絶対に許さない。

			　親父に背中を押される。

			「さっさといけ！　あの二人はお前には勿体ないお嬢さんたちだぞ。というか、お前は本当に面倒くさい奴だな。あの二人が結婚してくれるって言うんだ。もっと喜べよ。何をウジウジ考えているんだ？　さっさと結婚しろよ。見ているこっちが苛々する」

			　勿体ないから遠慮したんだろうが！

			　会場を見ると、ヴィンスさんの視線を感じた。──視線が怖く、俺は一歩踏み出す。

			　絨毯の上を歩くと、拍手がおきた。

			　俺の顔を見て兄貴は視線をそらし、姉貴は俺の態度を見てとてもいい笑顔で拍手をしていた。

			　ユメリアさんなど、嬉しそうに泣きながら拍手をしてくれている。

			　お袋？　泣いていたよ。「あの子にこんないいお嫁さんが来るなんて」と言っているね。

			　心にグサグサ言葉が突き刺さるよ。──前世の両親の顔が思い浮かんでしまった。

			　並んでいる二人の間に俺が到着すると、小声でアンジェが話しかけてきた。

			「騙し討ちをして悪かったな」

			「ここまでしなくてもいいじゃないか」

			　リビアが少し俯きつつも、俺を責めるように言う。

			「リオンさんがいつまでもはぐらかすからです」

			　いや、俺ってまだ高校二年生くらいだよ。

			　結婚するのはまだ早いと思うのは、前世の感覚が残っているからだろうか？

			「知らないぞ。愛想が尽きて、婚約なんかしなければよかった、なんて思うかもしれないよ」

			　リビアは、そんな俺の発言に笑顔で答える。

			「思いません」

			「そ、それに、伯爵なんていっても稼ぎもないし」

			　アンジェは堂々と、そんな駄目な俺を受け入れた。

			「ならば、私が養ってやる。安心しろ、これでも公爵令嬢だ。独立に必要な支援は実家にも約束させた。これでもある程度の教育は受けている。お前の稼ぎがないのなら私が稼ぐだけだ」

			　──男前すぎてビックリ。

			　アンジェは、入り口を見るために振り返る。

			「──逃げ道はあそこだ」

			「ここで逃げても、待っているのは地獄だと思うけどね」

			　進むも地獄、戻るも地獄──違うか。

			「何で俺なんかに惚れるかな」

			「そんなお前だから惚れた。お前が欲しい。リオン──私の夫になれ」

			　アンジェの返事に、胸がキュンキュンしてしまう。

			「は、はい」

			　リビアが俺の側に寄る。

			「リオンさんだから、私は好きになったんです。絶対に放しません」

			　ちょっとヤンデレが入った台詞に、ゾクゾクしてしまう。

			「もう好きにして。逃げたりしないから」

			「──はい！」

			　ベールに包まれながらも、満面の笑みを浮かべているのが分かった。

			　まぁ、そもそも二人のことは──嫌いじゃない。

			　好きだからね。大好きさ。

			　心残りは、学生としてもっと遊んでいたかったくらいだ。

			　神官が何やら祝いの言葉を述べているが、耳に入ってこなかった。

			　騙されたが──悪くない気分だ。

			


			　　　◇

			


			『婚約おめでとうございます』

			「言いたいことはそれだけか、ポンコツ共」

			『あら？　私まで責めるなんて酷くない？　私はあの二人の背中を押してあげただけよ。マスターなら、追い込めばいけるって』

			　ルクシオンもクレアーレも、共に俺を騙しやがった。

			　確かに婚活から逃げられたのは嬉しいが、後から聞けば色々と問題だらけだ。

			「婚約したのに、婚活が終わらないとか聞いてないぞ」

			　部屋の中、ルクシオンとクレアーレは、互いに一つ目を向き合わせヤレヤレと横に振る。

			『マスターは救国の英雄です。王国の支配階級の建て直しに、必要な存在ですよ』

			『その気になればハーレムだって夢じゃないわ。やったね！』

			「嬉しくねーよ！　今まで男に冷たかったのに、いきなり手の平を返されても困るんだよ！　逆に怖こえぇよ！　裏があるとしか思えないよ！」

			『安心してください。そこまで急激に状況は変わりません。本格的に意識が変わるには二十年ほどの時間がかかるかと』

			　──嬉しくない情報だ。

			　今まで通り、上から目線の女子たちが多いということか？

			　本当にこの世界は男に厳しいね。

			「婚約してもすぐに留学だ。結婚してすぐに単身赴任する気分だよ」

			　クレアーレが笑っている。

			『こっちには私が残るから安心していいわよ』

			　遺跡では真面目そうだったのに、球体ボディーを貰ってからは性格が軽くなった気がする。

			　その丸い体に原因があるのか？

			　部屋にノック音が聞こえてきたので、返事をする。

			「開いているよ」

			「失礼します」

			　そこには、枕を持った寝間着姿のリビアと──。

			「なんだ、妻を迎える準備をしてないじゃないか」

			　──アンジェが立っていた。

			「きぃやぁぁぁぁ！」

			「何故お前が叫ぶ？」

			　ベッドに腰掛けていた俺は、驚きのあまり飛び跳ねてしまった。

			「だ、だって。もう夜で、それに二人が寝間着で」

			　その寝間着がいかにも──誘っているようにしか見えないネグリジェである。

			「リオンさん、すぐに留学で旅立っちゃいますし、その前に──ちゃんと」

			　その先を言わないでくれ。

			　俺だって男だ。やりたいし、遊びたいが、責任云々が絡んでくると色々と考えてしまうのだ。

			「ふ、二人とも──だ、駄目だ！」

			　俺のそんな意見に、アンジェは首をかしげていた。

			「何故だ？」

			　──やだ、価値観が違いすぎる。

			「待って欲しい。心の準備が出来ていないんだ」

			「お前は何を言っているんだ？　リビアは話がしたいと言っているんだが？」

			「──え？」

			　あ、そっち。そっちかぁ──そっちでしたか。

			「話をしたいの？　俺と？　夜に？」

			「えっと、色々とお話がしたくて。今まで、何かと忙しくてゆっくり話をする時間もありませんでしたから」

			　駄目ですか？　なんて頼み込んでくるリビアが可愛くて、俺は何度も頷いて「大丈夫」と言うしかなかった。

			　──ちょっと残念に思ったのは内緒だ。いや、ごめん──凄く残念に思っている。

			「お前、何を考えていた？」

			　アンジェがからかうような笑みで俺を見てくるので、思わず視線をそらす。

			「愛について考えていました」

			「ほう、愛か。それはいい。是非ともお前の愛についても話を聞いておきたい」

			　──愛って何だろうね。俺にも答えが出ないよ。

			　いつの間にか、ルクシオンもクレアーレも姿を消して隠れている。

			　あいつら、本当に頼りにならない。

			　二人が俺の横に座ると、肌が触れあう距離だった。

			「お前にお礼が言いたかった」

			　アンジェが話を切り出すと、リビアが続く。

			「ずっと言いたかったんです。リオンさんと学園で出会ってから、色々とありました。沢山助けてくれましたよね」

			　──大変だったけどね。

			　色恋に狂った馬鹿五人と、前世の妹が本当に酷かった。

			「俺にはルクシオンもいるからね。──俺だけの力じゃないよ」

			「それは違うぞ。お前がいたから、ルクシオンは私たちを助けたんだ。──リオン、もっと自信を持て。お前は私の夫になる男だぞ」

			　アンジェに言われると──何だか照れてしまう。

			　夫という言葉にまだ慣れない。

			　前世では結婚しなかったからね。

			「リオンさん、ちゃんと戻ってきてくださいね。私たち──待っていますから」

			　二人に腕を抱きしめられ、そのまま夜遅くまで話をすることになった。

			　──生殺しにされた気分だったよ。

			


			　　　◇

			


			　アルゼル共和国への出発の日。

			　王都上空に浮かぶ浮島の港。

			　俺の見送りに大勢が集まった。

			　ダニエルやレイモンドは、友人として俺の留学を喜んでくれている。

			「リオンも残念だよな。せっかく、女子からの誘いが増えたのに」

			「まさか男子が誘われる側になるとは思わなかったよね」

			　友人たちのニヤニヤした顔が最高に腹立たしかった。

			　俺だって、婚活事情が改善した学園なら戻りたかったよ。

			　学園生活を楽しみたかったさ。

			「──お前ら、戻ってきたら覚えておけよ」

			「やっぱりリオンはこういう奴だよな」

			「逆に普段通りで安心したよ。伯爵様だぞ、頭ずが高い！　くらい言うかと思ったのに」

			　お前らの中で、俺はそんなに酷いイメージなの？　ちょっとショックだよ。

			　俺はこんなに真面目で善良で──心優しいリオン君なのにね。

			　二人と話をしていたら、女子二人が近付いてきた。

			　クラリス先輩と──めでたく学園を卒業したディアドリー先輩だ。

			「婚約おめでとう」

			「おめでとう。非常に残念だわ」

			　ニコニコしているクラリス先輩と、不満そうなディアドリー先輩──いったい二人が何を考えているのか分からない。彼女たちの取り巻きたちを見れば、俺を睨んでいる。

			　婚約したことを怒っているのだろうか？

			　人生も二度目にして、とんでもないモテ期到来だな。

			　今後の人生、こんな幸運──モテ期は二度と訪れないだろう。

			「レッドグレイブ家が嫌になったら、いつでもアトリー家を頼ってね」

			　クラリス先輩──その言葉の意味はどういうことでしょう？

			「あら、ローズブレイド家なら今からでも受け入れますわよ。いっそ、このまま私を連れ去って駆け落ちしてみない？」

			　おいおい──そんなことをしたら、ユリウス殿下たちを笑えなくなりますよ。

			　でも、ディアドリー先輩の目が本気に見えるのは気のせいだろうか？

			「ふ、二人とも冗談がうまいなー！　うまいなーって──」

			　笑って誤魔化そうとしたが、二人が笑ってくれなかった。

			　何とも言えない雰囲気を察したのか、ダニエルもレイモンドも俺から離れていく。

			「リオンはモテモテだな」

			「そうだね。僕は羨ましいとは思わないけどね」

			　そこに救世主のようにやってきたのは──師匠だ。

			　その立ち姿が眩しく見えた。

			「師匠！」

			「ミスタリオン、見送りに来ましたよ」

			「ありがとうございます！」

			　師匠だが、実は今年度から学園長に就任することが決まっていた。

			　学園も大きく変わろうとしており、責任者に相応の人物を置くことが決まったのだ。

			　その人物こそ師匠だ。

			「外国を見てくるのもいい経験です。しっかり、学んでくるのですよ」

			　実はアルゼル共和国には、他人の恋愛事情を見にいくだけなのだが──本当のことは言えないね。

			「お茶は向こうでも続けますよ」

			「是非ともそうしてください。ですが、紳士として──いえ、人としての成長も期待します。戻ってきた時、一回り大きくなったミスタリオンを楽しみにしていますよ」

			　師匠──俺、師匠みたいな紳士を目指します！

			　ルクシオンが時間を知らせてきた。

			『マスター、出航の時間です』

			「あぁ、行こうか」

			　俺は──皆に見送られながら、振り返ることなくアインホルンに乗り込む。

			　クラリス先輩や、ディアドリー先輩が怖いから振り返らなかったとか、そんな理由ではない。

			　泣いてしまいそうだったからだ。──本当だ。

			


			　　　◇

			


			　クレアーレは、学園でリビアとアンジェの側にいた。

			『二人とも、見送りはしなくてよかったの？』

			　アンジェが紅茶を飲みながら答える。

			「人のいる場所で泣いたら、あいつの迷惑になるからな」

			　リビアも同じだ。

			「それに、出発前にお別れは済ませましたから」

			　クレアーレはそんな二人をからかう。

			『健けな気げよね。マスターはいい婚約者をもらったわ』

			　カップを置いたアンジェは、窓の外を見るのだった。

			　特徴的なアインホルンが──港から出港するのが見えている。

			「それにな。私たちにはすることがある」

			　リビアも小さく頷くのを見て、クレアーレが問う。

			『何か予定があったかしら？』

			「リオンさんの助けになりたいんです。そのために、いっぱい勉強して、頼りになる存在になります」

			　アンジェも同じだった。

			「日頃から海外など興味もないどころか、嫌だと言っていた男だからな。それが、急いで留学すると言い出したんだ──何かあるのだろう？」

			　クレアーレは、答えをはぐらかすのだった。

			『そうかもね。マスターなりに、色々と考えているのかもね』

			「何か隠し事をしている気がするが、教えてくれないのは私たちが頼りないからだ。ならば、リオンが頼ってくれる存在になればいい」

			『う～ん、意気込みは評価するけど、そんなに気負わなくてもいいんじゃない？』

			　リビアも納得しているようだ。

			「分かっています。でも、今度は私たちが頼りにされたいんです。リオンさんの助けになるためには、もっと色々と勉強しないといけませんから。帰ってくるリオンさんを驚かせたいじゃないですか」

			　クレアーレの一つ目は、テーブルの上にある書籍に向かう。

			　リビアの前には魔法関係の書物が、アンジェの前には領地経営に関する書物が置かれていた。

			『状況次第だけど、私に言ってくれればルクシオンのひねくれ者と連絡も取れるわ。マスターに伝えたいことがあったら言ってね』

			　アンジェは嬉しそうにする。

			「本当か？　なら、その時は頼む」

			　リビアは窓の外を見る。

			「──リオンさん、今頃は何をしているんでしょうか？」

			


			　　　◇

			


			　アインホルンの自室。

			　俺はベッドに横になり──。

			「ちくしょう！　ノリでいい感じに出発したけど、外国なんか行きたくないよぉぉぉ！」

			　バタバタと駄々をこねる子供のように振る舞っていた。

			　元々俺は外国にあまり興味がない。それなのに、何が悲しくて外国に留学するはめになるのか。

			『諦めが悪いですね』

			「文句を言うくらい許されるはずだ！　どうして俺が外国で他人の恋路を見守らないといけないんだ」

			　新たな主人公の恋が成功しないと世界が危ない。

			　こんな理不尽なことがあっていいのだろうか？

			『それはそうと、こちらへ来たらどうですか？』

			　部屋の中に、不自然に大きな箱があった。

			　いかにも怪しいその箱が気になっていた。

			「何これ？」

			『王宮から送りつけられた品です』

			「そういえば、アルゼル共和国向けのお土産を持たされたな」

			『国同士の贈答品をお土産呼ばわりとは流石です。因みに、こちらはマスター宛てのものです』

			　箱を開けると──そこにはマリエが体育座りをしていた。

			


			

			


			　まるでホラー映画を見ている気分になったよ。

			　再び閉めると、マリエが飛び出してくる。

			「何で閉じるのよ！」

			「怖いんだよ！　普通に冷や汗が出てきたぞ」

			　何でこいつがここにいるのか？

			　ルクシオンを見ると、最初から知っていた様子だった。

			『事情はマリエから聞いた方がいいですよ』

			　マリエを見れば、指先を胸の前で突き合わせながら恥ずかしそうにしている。

			「じ、実は──兄貴からの仕送りだけど、使い切ったの」

			「──は？」

			「私じゃないの！　私じゃなくて！　──あの五人が」

			


			　　　◇

			


			　リオンから献上された浮島は、王国が管理する土地の上空へと移動させられた。

			　春からそこで暮らすことになったマリエたちだが、いきなり問題が発生する。

			「──何これ？」

			　リオンが自分のために用意した屋敷の前に、シートをかぶせた何かがあった。

			　ユリウスが笑顔でシートを剥ぎ取る。

			「マリエのために用意した。喜んでくれると思ってね」

			　そこにあったのは石像で、マリエがまるで女神のような姿になっていた。

			（──な、何これ！　本当に何これ！）

			　ジルクが神々しいものを見るように、マリエの像に視線を向けている。

			「若手ですが評判の職人に作らせました」

			　ブラッドも出来映えに納得していた。

			「すぐに胸を大きくしようとするから、修正させるのに苦労したよ」

			　見れば、胸はマリエと同じくらいに平たい。

			（わ、私の胸はもっと大きいわよ！　というか、削りすぎじゃない？　違う。そうじゃない。大事なことを確認しないと）

			「こ、これ、いったい誰が用意したの？」

			　グレッグがサムズアップしながら言う。

			「みんなの金で用意した。まぁ、腕のいい職人に頼むには、少しばかり足りなかったけどな。だから、この島にある物を売り払って金にした」

			　大事な農機具やら、リオンから送られた食糧やら──それらを五人は売り払っていた。

			　足りない物は、自分たちが頼めばすぐに送ってくると思っているらしい。

			（ま、まさか、これのために私たちより先に兄貴の浮島に入ったの？　嘘でしょうぉぉぉ!!）

			　マリエが土下座をして手に入れたお金を、五人は事情を知らずに使ってしまった。

			　喜ばせようと、先に浮島に乗り込み準備をしていたようだ。

			　クリスも悪びれた様子がない。

			「毎月振り込まれるなら、これくらい安い買い物だな」

			　マリエの像は、今後用意する噴水に設置するのだと喜んでいる五人。

			　お金は、自分たちの実家から振り込まれたと思っていたようだ。

			「あんたらの実家から仕送りなんてないわよ！」

			　五人がその事実に首をかしげていた。

			　カイルはそんな五人にドン引きしている。

			「あれだけのことをして怒らせたのに、毎月振り込まれるわけがないでしょう。皆さんが使ったお金は、僕たちの一年分の生活費ですよ」

			　マリエの荷物を持っていたカーラも唖然としている。

			「あ、あのお金を、全部使ったんですか!?　あの大金を全部!?」

			　ユリウスは首をかしげて不思議そうな顔をしていた。

			「そ、そうなのか？　なら、王宮に連絡して追加で予算を申請しよう」

			　五人の認識にマリエは目の前が暗くなった。

			（こいつら、お金持ちじゃなかったら、ただの疫やく病びょう神がみじゃない）

			　マリエは頭を抱えてその場に膝をついてしまった。

			　スカートが汚れるとか、そんなことを気にしている余裕がなかったのだ。

			（あ、あり得ない。兄貴に頼んで、やっと手に入れた生活費や食糧なのに！）

			　物資の他に現金も送ってもらったのは、定期的に商船がやってくるからだ。

			　本来は、自分たちで作った作物を売買して、お金を稼ぐという大切さを教えるための処置だ。

			　そんなことが一年目から出来るとは思えなかったため、マリエはリオンを頼ったのだ。

			「そんな申請が通るなら、私は苦労しないのよぉぉぉ！」

			　泣き叫んでしまうマリエに、カイルとカーラが駆け寄って慰めるのだった。

			


			　　　◇

			


			　マリエは青い顔をして俯いている。

			「私は何も悪くないのに、王妃様に説教されたのよ」

			「それは酷いな。俺でも同情する」

			　いきなり生活が出来なくなったマリエたちを、ミレーヌ様が王宮に呼び出して説教したらしい。

			　そもそも、金銭感覚がこの短期間で変わるとは思えない。

			　十数年もお坊ちゃんで育ってきたのに、いきなり貧しい生活は無理がある。

			「そしたら、いきなり放り出したのは間違いだって──だから、外国で勉強してきなさい、って。兄貴がいるならそれもいいかな、って」

			　それは、俺の留学についてくるということ？

			　──え？　俺がこいつらの面倒を見るの？　この疫病神たちの面倒を!?

			「おい、他の連中は？」

			「倉庫にいるわよ。あと、これ」

			　マリエは持っていた複数の手紙を俺に渡してくる。

			　最初に乱暴に開いたのはローランドの手紙だ。

			


			『面倒事をうまく処理するように』

			


			　すぐに握りつぶしてクシャクシャにしてやる。

			　次はミレーヌ様からの手紙だ。丁寧に開封すると──。

			


			『ユリウスたちの事をお願いします。実は──』

			


			　どうやら、マリエたちのことが許せない勢力がいるらしい。

			　そのため、国外に一時的に避難させたいようだ。

			　というか、ユリウス殿下──もう呼び捨てにして、ユリウスでいいか。

			　王国は戦後処理に忙しく、ユリウスたちに構っていられないのが本音のようだ。

			　公国との戦争後、ユリウスは王位継承権を剥奪され、ただの王子になった。

			　その他にも色々と問題を抱え、王宮は忙しいようだ。

			　国に残れば、俺もその問題に嫌でも関わることになったかもしれないな。

			　そう思うと、留学はありか？

			　ミレーヌ様の手紙には、俺の身を案じている内容もあって泣けてくる。

			　ローランドの野郎は許さないが、あの人は幸せになって欲しい。

			「あれ？　もう一枚は──」

			「それ、ヘルトルーデからよ」

			


			　　　◇

			


			　甲板に出て手紙を読んだ。

			　手紙の内容は、最初に簡単な挨拶が書かれていた。

			　黒騎士を殺した俺への恨み言が書かれているかと思ったが、そんな一文はどこにもない。

			　ただ──。

			


			『もしも貴方を本気で取り込んでいれば、未来も変わったのかもしれないと考えています』

			


			　──そんなことが書かれていた。

			　これから彼女に待っているのは、辛い人生だ。王宮が彼女を生かしたのは、ファンオース公爵領を統治するためには、その方が便利だから。彼女を処刑して誰かに統治させるよりも、ユリウスのような王族を送りつけ子供を産ませる。そうすれば、家臣や領民たちの反発も少なく取り込めるからだ。

			『最近、エルフの里長の言葉をよく思い出します。きっと、私は選択を間違えたのね』

			　そんな一文を見て、みんな俺に期待しすぎだと思った。

			　俺はルクシオンを手に入れただけの凡人である。

			　そして、ルクシオンの力を使いこなせていない。

			　側に浮かんでいるルクシオンに、俺は疑問を投げかけた。

			「ルクシオン──お前は、もっと有能な主人に仕えたいとか思わないのか？」

			『有能でも新人類の末裔は嫌です。そもそも、マスターに有能さを期待していません』

			「お前は本当に嫌な奴だよ」

			　その場に座り込み、手紙をポケットにしまった。

			「──外国か。どんなところかな」

			　今から向かうアルゼル共和国へもあまり期待が持てない。

			　何しろ、あの──〝あの〟乙女ゲーの続編である。

			　──本当に勘弁して欲しい。

		

	

			


			番外編「ルーデとラウダ」

			


			　ファンオース公爵領の墓地。

			　両親の隣に用意された新しいお墓は、妹のヘルトラウダのものだ。

			　多くの花が飾られている中、そこに姉であるヘルトルーデも花束を置く。

			「ラウダ──ようやく来られたわ」

			　敗戦後、公爵家は忙しかった。

			　王女から公爵令嬢になったヘルトルーデは、公爵代理として忙しい日々を送っている。

			　そのため、今まで墓参りにも来られなかった。

			　ヘルトルーデは涙を流す。

			「どうして、こうなったのかしらね。本当なら、私が死んでラウダが生き残るはずだったのに。私が生き残ってしまうなんて」

			　少し離れた場所では、ラウダの世話をしていた侍女たちや、護衛の騎士たちがいた。

			　本来、生き残るのはラウダのはずだった。

			　そのため、世話をする者たちもヘルトルーデよりも大勢いた。

			　それが今は、ヘルトルーデの世話をしている。

			「みんないなくなったわ。父上も母上も、そしてバンデルもいないの。ラウダまでいなくなったら、お姉ちゃんは一人ぼっちよ」

			　幼い頃、王国に復讐するために魔笛を使うことが決まった。

			　守護神を呼び出してしまえば、使用者は死んでしまう。

			　だから、自分よりも幼いラウダを守るためにヘルトルーデは自分から志願した。

			「本当は私が──なのに私が生き残ってしまうなんて」

			　両親を失い、そこからは二人だけの家族だった。

			　時に喧嘩もしたが、すぐに仲直りをした。

			　大事な妹のラウダ──ヘルトルーデは、妹に生きていて欲しかった。

			　ヘルトルーデは、王国へ宣戦布告する前のことを思い出す。

			　あの日、ラウダは自分の部屋に来て一緒に寝たいと言い出した。

			　受け入れ、本当に久しぶりに姉妹で眠った。

			　見送りの時は泣いてくれたラウダの顔を、今でもヘルトルーデは思い出す。

			「私が、もっとしっかりしていれば」

			　今にして思えば、家臣たちにいいように利用されていた。

			　泣き出すヘルトルーデは、墓石にすがりつく。

			「ラウダ、ごめんね。お姉ちゃんが頼りないから、貴女を犠牲にして──本当にごめんね」

			　自分たちはいったいどこで間違えてしまったのだろうか？

			　妹の墓の前で泣くヘルトルーデを、周囲の人間たちはそっとしていた。

			　そんな中、王国から派遣された男が懐中時計を見て告げる。

			「公爵代理、そろそろお時間です」

			　仕事に戻る時間だと告げた男に、周囲の者たちが抗議していた。

			「こんな時くらい融通を利かせろ」

			「ヘルトルーデ様が、どれだけこの時を待っていたのか知らないはずがないだろう」

			「王国の人間はこれだから」

			　ヘルトルーデを庇う元公国の──公爵家の人間たち。

			　だが、王国から派遣された男は冷たい表情をしていた。

			「政務が遅れれば、王国での手続きが困るのだ。それに、このような雑事に時間を割くことを許しただけでも感謝して欲しいものだな」

			　つい最近まで戦争をしていた間柄だ。

			　王国の人間からすれば、ファンオース公爵家の事情など知ったことではない。

			「貴様らが蹂躙した土地では、大勢の人間が死んでいる。これは貴様らが招いた結果だろうに」

			　公爵家に良い感情を抱いていない男だった。

			　そもそも、王国からすればファンオース公爵家など、取り潰すのも面倒なだけだ。

			　生かしてやっている、という態度なのだ。

			　ヘルトルーデは涙を拭い、立ち上がると馬車へと戻る。

			「失礼しました。すぐに戻りましょう」

			　その言葉に、公爵家の人間たちは俯き、悔しさを滲ませていた。

			　王国から派遣された男は、鼻で笑っていた。

			「大変結構。今後も王国に従順であって欲しいものですね。まぁ、抵抗したところで、今のファンオース家に何か出来るとは思えませんが」

			「貴様！」

			　騎士の一人が男に殴りかかろうとするのを、ヘルトルーデが止めた。

			「お止めなさい！　──失礼しました。城へ急ぎましょう」

			　ヘルトルーデが馬車へと急ぐと、男は騎士に向かって言うのだ。

			「私に何かあれば、今度はバルトファルト伯爵が派遣されることになる。その覚悟はあるのかな？」

			　リオンの名前を出され、公爵家の騎士たちが顔を背けた。

			　ただ、ヘルトルーデは知っている──。

			（バルトファルト伯爵の名前を出して、いい気になっている小物が）

			　──リオンがこの程度で公爵家に乗り込んでこないことを。

			　馬車に乗り、窓の外を眺めるヘルトルーデは、以前冒険の旅に出たことを思い出す。

			　エルフの里で遺跡に入るだけだったが、それでも今はとても懐かしい。

			（そういえば、あの時に里長が言っていたわね）

			　運命の相手と共に歩めれば──という占いの結果を思い出すと、どうしてもリオンの顔が思い浮かぶのだ。

			（──もっと真剣に彼を説得していれば、運命は変わっていたのかしら？）

			　ラウダも生きており、リオンがいて──公爵家ではなく、公国として存続できたのか？

			　そんな妄想をするヘルトルーデだったが、すぐに首を横に振る。

			（駄目ね。今は私がしっかりしなくては）

			　公爵家のため、ヘルトルーデは嘆いてばかりもいられない。

			　墓地が遠のくと、ヘルトルーデはラウダたちへと心の中で語りかける。

			（ラウダ──そしてバンデル。父上や母上たちと一緒に私たちを見守っていてね）

		

	

			


			あとがき

			


			『乙女ゲー世界はモブに厳しい世界です』三巻のご購入ありがとうございます！

			　作者の三み嶋しま与よ夢むです。

			　無事に三巻が発売できたのも読者の皆さんのおかげ。

			　感謝しております。

			　そして三巻ですが──分厚い（汗）

			　書いている時から、これってページ数大丈夫かな？　──いいか、書いちゃえ！

			　と、思っていたらこのような結果になってしまいました。

			　一巻から三巻を並べると、四冊分はあるのではないでしょうか？

			　そう思えば、モブせかはお得ですね。

			　さて、三巻ですが、色々と「あの」乙女ゲーの世界の真実が見えてくる話になっています。

			　歪な婚活事情や、エルフたち亜人種の生まれた理由。

			　そして、公国との戦いで知ったあの乙女ゲーの真実。

			　リオンにとっては驚きの再会もあったわけですが、本人は複雑でしょうね。

			　きっと、前世の両親に申し訳ない気持ちで頭を抱えていることでしょう。

			　三巻──ウェブ版では三章ですが、自分にとっても思い入れのある話になっております。

			　ここで一気に評価を改めたキャラがいますからね。

			　書籍版ではどのような反応があるのか、怖いような楽しみなような気持ちです。

			　三巻は三章に加筆し、リオンが権力争いに巻き込まれる部分を変更しております。

			　そのため、ウェブ版で続きを読むと繋がらない部分があるかもしれません。

			　書籍版は書籍版として楽しんでもらえれば嬉しいです。

			　ウェブ版との違いといえば、最後の方までヘルトラウダの扱いには悩みましたね。

			　作中、あまりに可哀想なキャラになっています。

			　登場したのはいいが、というキャラですね。

			　結局、その部分はウェブと同じにしてしまいました。

			　ただ、キャララフをもらった時に少し後悔してしまいました。

			　これならウェブ版と違うルートを──という感じです。

			　イラストになると、思い入れが強くなっていけませんね。

			　いつかヘルトラウダの別ルートが書ければいいなと思いつつ、後書きを終わりたいと思います。

			　それでは、今後とも応援よろしくお願いいたします。
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